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は じ め に           

 

我が国の経済をみると、新型コロナウイルス感染症の影響下にあるものの、行動制限が段階的に

緩和され、経済社会活動の正常化が進む中で、各種政策の効果もあり、持ち直しの動きがみられま

す。 

こうした中、本市の令和３年度一般会計決算の状況を概観すると、歳入においては、市税収入が

増加した一方、感染症対策等に伴う国庫支出金が減少したことにより、歳入全体としては減額とな

りました。歳出においては、引続き感染症対策に取り組むとともに、子育て支援、障がい福祉など

の扶助費が増加する中、教育施設の改築等による公共施設再生の取組を加速するなど、本市の目指

す将来都市像「未来のために～みんながやさしさでつながるまち～習志野」の実現に向け、各種施

策を展開いたしました。 

その結果、令和３年度の歳出決算額は、一般会計で対前年度比１９．３％減の６５０億９，９０

８万円、特別会計で対前年度比３．３％増の２７５億８５５万円となりました。 

主な執行状況を申し上げますと、１点目は、誰もが健康を維持できる保健・医療・福祉の充実と

して、新型コロナウイルスワクチンの接種を高齢者から順次開始したほか、介護人材の雇用確保に

資するため、介護職員を対象とした研修受講費用の助成を実施しました。また、障がい者福祉に関

する相談支援の中核的な役割を担う基幹相談支援センターを設置したほか、新生児聴覚検査を新た

に実施しました。 

２点目は、賑わいと活力を創出する地域経済・産業振興の推進として、新型コロナウイルス感染

症拡大による影響を乗り越え、事業継続に取り組む市内事業者の支援を実施しました。 

３点目は、子どもが健やかに育つ環境整備の推進として、民間認可保育所等の整備及び運営費の

助成、市立保育所の私立化に向けた移管先法人の公募選考及び準備工事等を実施したほか、放課後

児童会の増設、（仮称）向山こども園及び（仮称）藤崎こども園の設計業務を実施しました。 

４点目は、未来をひらく高水準な教育と生涯にわたる学びの推進として、大久保小学校及び第二

中学校の建替工事に向けた実施設計、第一中学校の長寿命化改修工事に向けた基本設計を実施しま

した。このほか、学校への日常的なＩＣＴ活用の支援を行うＩＣＴ支援員の配置、放課後子供教室

の増設を行いました。 

５点目は、公共施設等総合管理計画に基づく取組の推進として、遊戯施設の安全性確保のため、

「習志野市公園施設（遊具）長寿命化計画」に基づく更新工事を実施したほか、新消防庁舎建設工

事、旧給食センター及び旧土木詰所の解体工事を実施しました。 

６点目は、第二次経営改革大綱の着実な実行による財政健全化の推進として、ＡＩチャットボッ

ト（人工知能を活用したチャット形式の市民からの問合せシステム）を導入したほか、実花・袖ケ

浦・谷津公民館へ指定管理者制度を導入しました。 

その他、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した市民及び事業者に対する

支援事業、感染症拡大防止のための施設改修工事などを実施しました。 

以上のとおり、令和３年度は、「危機を乗り越え、希望を見出す予算」として、各種施策に取り

組みました。決算の状況、各事業内容につきましては、本歳入歳出決算報告書を御高覧いただき、

本市のまちづくりに御理解と御支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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令　和　3　年　度　　

決　算　額 対前年度比 決　算　額 対前年度比

％ ％

△ 17.1 2.7

歳　　　　出 65,099,083,795 △ 19.3 13,027,442,326 2.5

歳入歳出差引 3,866,120,481 57.1 294,735,202 14.6

翌年度へ
繰越すべき財源

281,449,627 13.8

実 質 収 支 額 3,584,670,854 62.0 294,735,202 14.6

歳計剰余金処分額 2,000,000,000 66.7

歳　　　　入 68,965,204,276 13,322,177,528

区　　　　分
一　般　会　計 国民健康保険特別会計

2

　会　計　別　決　算　の　状　況

（単位：円）

決　算　額 対前年度比 決　算　額 対前年度比 決　算　額 対前年度比

％ ％ ％

2.6 2.0 2.6

12,236,893,067 4.4 2,244,218,977 2.2 27,508,554,370 3.3

65,424,975 △ 76.3 557,890 △ 88.2 360,718,067 △ 32.9

65,424,975 △ 76.3 557,890 △ 88.2 360,718,067 △ 32.9

12,302,318,042 2,244,776,867 27,869,272,437

特別会計合計介護保険特別会計 後期高齢者医療特別会計
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令 和 ３ 年 度 主 な 事 業 
 

＜政策経営部＞ 

 

２．安全・安心「快適なまち」 

２－（２） 暮らしを支える都市基盤の整備 

１） 市街地整備の推進 

（１）京成大久保駅東口臨時改札口運営事業＜P62＞ 

 

３．育み・学び・認め合う「心豊かなまち」  

 ３－（３） 生涯にわたる学びの推進 

  ２）生涯スポーツの推進 

   （１）オリンピック・パラリンピック関連事業費＜P62＞ 

３－（４） 互いを認め合い尊重し合う社会の推進 

  ２） 交流の推進 

（１）広報習志野発行事業＜P54＞ 

（２）映像等制作事業＜P56＞ 

（３）市内案内冊子発行事業＜P56＞ 

（４）ホームページ運営・管理事業＜P57＞ 

（５）まちの魅力発信事業＜P57＞ 

 

自立的都市経営の推進  

（１）長期計画審議会費＜P62＞ 

（２）市民意識調査事業＜P63＞ 

（３）習志野文化ホール再建設検討事業＜P63＞ 

（４）経営改革推進事業＜P64＞ 

（５）公有地有効活用の促進＜P60＞ 

（６）公共施設再生計画推進事業＜P60＞ 

（７）大久保地区公共施設再生事業＜P61＞ 

（８）新消防庁舎建設工事費＜P66＞ 

（９）新消防庁舎建設関連事業費＜P66＞ 

（10）予算の執行管理及び予算編成＜P58＞ 

 

＜総務部＞ 

 

２．安全・安心「快適なまち」 

２－（１） ともに安心を築く危機管理・安全対策の推進 

１） 防災・危機管理の推進 

（１）自主防災組織事業＜P82＞ 

（２）防災行政無線事業＜P82＞ 

（３）総合防災訓練事業＜P82＞ 

（４）防災資機材等整備事業＜P83＞ 

 

自立的都市経営の推進 

（１）職員研修事業＜P73＞ 

（２）情報公開・個人情報保護事務費＜P76＞ 

（３）住民情報オンライン処理事業＜P78＞ 

（４）情報通信基盤整備事業＜P79＞ 

（５）ＩＣＴ機器等整備事業＜P79＞ 
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＜協働経済部＞ 

 

１．支え合い・活気あふれる「健康なまち」 

１－（１） 誰もが健康を維持できる保健・医療・福祉の充実 

 １） 健康づくりの充実 

（１）人間ドック助成事業（国民健康保険）＜P438＞ 

（２）後期高齢者人間ドック助成事業＜P116＞ 

  

  ５） 社会保障の充実 

（１）国民健康保険事業＜P430＞ 

 

１－（２） にぎわいと活力を創出する地域経済・産業の振興 

１） 産業の振興 

（１）都市農業支援事業＜P119＞ 

（２）中小企業振興事業＜P122＞ 

（３）商業活性化事業＜P123＞ 

（４）工業活性化事業＜P123＞ 

（５）商店街共同施設管理事業＜P123＞ 

（６）観光振興事業＜P125＞ 

（７）イメージキャラクターＰＲ・活用事業＜P127＞ 

（８）地元のちから事業継続応援事業＜P125＞ 

 

２） 新しい産業の創造 

（１）産学官連携事業＜P121＞ 

（２）創業支援事業＜P123＞ 

 

３） 働きやすい環境づくり 

（１）雇用環境整備事業＜P118＞ 

 

２．安全・安心「快適なまち」 

 ２－（１） ともに安心を築く危機管理・安全対策の推進 

３） 防犯・交通安全の推進 

（１）犯罪のない安全で安心なまちづくり事業＜P105＞ 

（２）自主防犯活動団体支援事業＜P105＞ 

（３）防犯灯事業＜P106＞ 

（４）空家等対策事業＜P106＞ 

（５）交通安全推進事業＜P129＞ 

 

４） 消費生活の向上 

（１）消費生活相談事業＜P104＞ 

 

３．育み・学び・認め合う「心豊かなまち」 

３－（４） 互いを認め合い尊重し合う社会の推進 

１） 誰もがその人らしく活躍できる社会の実現 

（１）男女共同参画推進事業＜P93＞ 

（２）女性の生き方相談事業＜P93＞ 

（３）男女共同参画啓発事業＜P94＞ 

（４）ワーク・ライフ・バランス推進に関する協働型プログラム評価事業＜P95＞ 
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２） 交流の推進 

（１）市民広聴事業＜P92＞ 

（２）国際交流推進事業＜P102＞ 

 

３） 平和啓発の促進 

（１）平和活動推進事業＜P101＞ 

 

自立的都市経営の推進 

（１）市民協働推進事業＜P96＞ 

（２）市民活動団体等支援事業＜P97＞ 

（３）自治振興事業＜P98＞ 

（４）広報掲示板等整備事業＜P100＞ 

（５）地域集会所整備事業＜P102＞ 

（６）賦課・徴収事務費＜P107＞ 

（７）債権管理事務費＜P109＞ 

（８）証明書コンビニ交付事業＜P115＞ 

 

＜会計課＞ 

 

自立的都市経営の推進 

（１）地方公会計の整備促進＜P144＞ 

・発生主義・複式簿記による日々仕訳システムにより、総務省から示された統一的な

基準による財務書類を作成 

     ・施設別データの付与により、より正確なコスト情報を提供 
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＜健康福祉部＞ 

 

１．支え合い・活気あふれる「健康なまち」 

 １－（１） 誰もが健康を維持できる保健・医療・福祉の充実 

  １） 健康づくりの充実 

（１）健康なまちづくり推進事業＜P182＞ 

（２）受動喫煙対策事業＜P184＞ 

（３）母子保健活動事業＜P185＞ 

（４）母子健康診査事業＜P187＞ 

（５）歯科保健事業＜P191＞ 

（６）健康診査・がん検診等事業＜P195＞ 

（７）新型コロナウイルス感染症対策事業＜P192＞ 

 

２） 地域福祉の推進 

（１）民生委員活動費＜P161＞ 

（２）社会福祉協議会補助事業＜P162＞ 

（３）四市複合事務組合運営費（葬祭）＜P198＞ 

 

３） 高齢者支援の推進 

（１）市民後見推進事業＜P167＞ 

（２）地域包括支援センター運営事業＜P453＞ 

（３）認知症支援推進事業＜P454＞ 

（４）生活支援体制整備事業＜P454＞ 

（５）成年後見制度利用支援事業＜P455＞ 

 

４） 障がい者（児）支援の推進 

（１）障害者総合支援法に基づく給付事業＜P171＞ 

（２）地域生活支援事業＜P173＞ 

（３）障がい者自立生活支援事業＜P176＞ 

（４）児童福祉法に基づく給付事業＜P179＞ 

 

５） 社会保障の充実 

（１）生活困窮者自立支援事業＜P164＞ 

（２）新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金支給事業＜P164＞ 

（３）住民税非課税世帯等臨時特別給付金支給事業＜P164＞ 

（４）生活保護費＜P181＞ 
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＜こども部＞ 

 

３．育み・学び・認め合う「心豊かなまち」 

３－（１） 子どもが健やかに育つ環境の整備 

１） 子育ち・子育ての支援 

（１）地域型保育推進事業＜P214＞ 

（２）民間認可保育所等施設整備事業＜P215＞ 

（３）保育所私立化事業＜P215＞ 

（４）民間認可保育所運営費助成事業＜P216＞ 

（５）小規模保育事業運営費助成事業＜P217＞ 

（６）認定こども園運営費助成事業＜P218＞ 

（７）幼児教育・保育無償化対応事業＜P222＞ 

（８）民間保育施設賃借料等助成事業＜P225＞ 

（９）ブックスタート事業＜P226＞ 

（10）子どもの医療費等助成事業＜P227＞ 

（11）ファミリー・サポート・センター運営事業＜P228＞ 

（12）家事支援ファミリー・サポート・センター運営事業＜P228＞ 

（13）病児・病後児保育事業＜P229＞ 

（14）子ども家庭総合支援拠点運営事業＜P229＞ 

（15）こどもを守る地域ネットワーク事業＜P230＞ 

（16）一時保育の実施＜P219、220、238、241＞ 

（17）保育所施設管理事業＜P239＞ 

（18）時間外保育の実施＜P219、220、221、238、241＞ 

（19）預かり保育の実施＜P242、254＞ 

（20）こども園施設管理事業＜P243＞ 

（21）（仮称）向山こども園整備事業＜P243＞ 

（22）（仮称）藤崎こども園整備事業＜P243＞ 

（23）こどもセンター運営事業＜P244＞ 

（24）つどいの広場運営事業＜P244＞ 

（25）放課後児童会運営費＜P251＞ 

（26）放課後児童会施設整備事業＜P252＞ 

（27）幼稚園施設管理事業＜P255＞ 
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＜都市環境部＞ 

 

２．安全・安心「快適なまち」 

２－（１） ともに安心を築く危機管理・安全対策の推進 

５） 交通安全の推進 

２．生活道路を含めた交通安全施設の整備 

(１) 交通安全施設維持管理事業＜P291＞ 

(２) 交通安全施設整備事業＜P291＞ 

 

 ２－（２） 暮らしを支える都市基盤の整備 

１） 市街地整備の推進 

２．新市街地の整備 

（１）（仮称）鷺沼地区土地区画整理事業＜P295＞ 

３．駅周辺の整備による賑わいの創出 

（１）都市再生事業＜P291＞ 

 

２） 住宅施策の充実 

１．住宅施策の充実 

（１）親元近居住宅取得促進事業＜P299＞ 

２．耐震化等への対応 

（１）木造住宅耐震化促進事業＜P295＞ 

（２）危険コンクリートブロック塀等安全対策費補助事業＜P295＞ 

３．公営住宅の維持管理 

（１）市営住宅維持管理事業＜P299＞ 

４．分譲マンションの再生 

（１）マンション施策事業＜P299＞ 

 

３） 道路交通施策の推進 

１．幹線道路網の整備 

（１）３・４・９号線整備事業＜P296＞ 

（２）３・３・１号線整備事業＜P296＞ 

（３）３・３・３号線整備事業＜P296＞ 

（４）千葉都市計画道路３・３・１５号線整備事業＜P296＞ 

（５）千葉都市計画道路３・３・１５号線外２線整備事業＜P296＞ 

（６）３・４・８号線整備事業＜P296＞ 

２．生活道路網の整備 

（１）道路改良事業＜P292＞ 

（２）バリアフリー対策事業＜P292＞ 

３．道路・橋梁の維持管理の徹底 

   （１）道路維持補修事業＜P292＞ 

（２）橋りょう対策事業＜P292＞ 

４．公共交通空白・不便地区等の解消 

（１）公共交通政策事業＜P291＞ 

 

２－（３） 自然と調和する環境づくりの推進 

１） 地球温暖化対策の推進 

（１）地球温暖化対策事業＜P281＞ 

（２）住宅用省エネルギー設備普及促進事業＜P282＞ 
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２） 自然環境の保全・活用 

（１）谷津干潟保全事業＜P297＞ 

（２）谷津干潟自然観察センター管理運営事業＜P297＞ 

 

３） 公園・緑地整備の推進 

（１）公園維持管理事業＜P298＞ 

（２）習志野緑地維持管理事業＜P298＞ 

（３）谷津公園維持管理事業＜P298＞ 

（４）緑地・緑道・街路樹整備事業＜P298＞ 

（５）遊具長寿命化対策（更新）事業＜P298＞ 

（６）緑のふるさと事業＜P298＞ 

 

４） 廃棄物等適正処理の推進 

（１）３Ｒ推進事業＜P286＞ 

（２）有価物回収運動奨励事業＜P286＞ 

（３）一般廃棄物処理基本計画策定事業＜P287＞ 

（４）新清掃工場建設計画等検討事業＜P287＞ 

（５）茜浜一般廃棄物最終処分場用地管理事業＜P288＞ 

（６）芝園清掃工場運営費＜P288＞ 

（７）前処理施設運営費＜P288＞ 

（８）リサイクルプラザ延命化対策事業＜P288＞ 

（９）し尿処理事務費＜P290＞ 

（10）し尿収集委託事業＜P290＞ 

（11）し尿及び浄化槽汚泥処理事業＜P290＞ 

 

５） 環境保全の推進 

（１）環境調査事業＜P283＞ 

（２）地下水汚染対策事業＜P284＞ 

（３）きれいなまちづくり推進事業＜P286＞ 

（４）リサイクルプラザ事務費＜P287＞ 

 

○東日本大震災への対応 

（１）災害対応事業（芝園清掃工場環境調査）＜P288＞ 

（２）被災者住宅再建資金利子補給事業＜P299＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

＜消防本部＞ 

  

２．安全・安心「快適なまち」 

 ２－（１） ともに安心を築く危機管理・安全対策の推進 

２） 消防・救急体制の向上 

 １．各種事務事業の実施状況等 

（１）防火対象物等訓練実施状況＜P330＞ 

（２）法令等に基づく各種申請及び届出書の受理件数＜P330＞ 

（３）建築基準法に伴う建築物確認申請等事務処理状況＜P331＞ 

（４）予防査察実施状況＜P331＞ 

（５）各種講習会等の実施状況＜P332＞ 

（６）開発事業等指導件数＜P332＞ 

（７）火災の状況＜P332＞ 

（８）救急出場及び救急搬送人員の状況＜P333＞ 

   ２．救急隊員研修事業＜P334＞ 

   ３．応急手当普及啓発活動推進事業 

   （１）普通救命講習等の実施状況＜P334＞ 

   （２）ＡＥＤの貸出し状況＜P334＞ 

   ４．火災予防推進事業 

（１）消防ふれあい広場＜P334＞ 

（２）住宅用火災警報器普及啓発活動＜P334＞ 

（３）火災予防運動に伴う各種事業＜P334＞ 

   ５．消防施設整備事業＜P335＞ 

   ６．消防水利整備事業＜P335＞ 

７．消防車両等整備事業＜P336＞ 

８．新消防庁舎移転事業＜P336＞ 
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＜教育委員会＞ 

令和２年度を開始時期とする「習志野市教育振興基本計画」を策定し、その基本目標を「豊か

な人間性と優れた創造性を育む 習志野の人づくり」と掲げました。この基本目標に基づき、令

和３年度の教育行政の基本方針を次のとおり定めました。 

 

１ 生きる力の基礎を育む幼児教育の向上 

２ 子育て・子育ち支援の充実 

３ 信頼を築く習志野教育の進展 

４ 子どもの生きる力を育む教育の充実 

５ 子どもを未来につなげる教育の展開 

６ 魅力ある市立高校づくり 

７ 生涯学習推進のまち習志野の推進 

８ 芸術・文化活動の振興 

９ 文化財の保存と活用 

10 青少年健全育成の推進  

11 「する」「みる」「支える」スポーツの推進 

12 家庭教育力の向上 

13 地域に開かれた学校づくり  

14 地域ぐるみで子どもを見守る仕組みづくり 

15 安全で潤いのある学校環境の整備 

16 社会教育施設の再編・整備 

17 健康・体力を育むスポーツ施設の整備 

18 教育行政の効率的・効果的な展開 

 

３．育み・学び・認め合う「心豊かなまち」 

３－（２） 未来をひらく教育の推進 

２） 学校教育の向上 

１．信頼を築く習志野教育の進展 

（１）いじめ問題対策事業＜P345＞ 

（２）指導課事務費＜P345＞ 

（３）教育研修事業＜P346＞ 

（４）特別支援教育推進事業＜P348＞ 

（５）心理発達相談員配置事業＜P351＞ 

（６）総合教育センター調査研修事業＜P355＞ 

（７）教育相談事業＜P355＞ 

（８）適応指導教室推進事業＜P358＞ 

 

２．子どもの生きる力を育む教育の充実 

（１）校外活動事業＜P343＞ 

（２）特色ある学校づくり推進事業＜P350＞ 

（３）学力向上推進事業＜P358＞ 

（４）児童・生徒・教職員健康管理費＜P390＞ 

（５）学校体育推進事業＜P391＞ 

 

３．子どもを未来につなげる教育の展開 

（１）読書活動推進事業＜P346＞ 

（２）英語指導助手招請事業＜P347＞ 

（３）校務用パソコン整備事業＜P359＞ 

（４）小学校パソコン推進事業＜P362＞ 

（５）中学校パソコン推進事業＜P365＞ 
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４．魅力ある市立高校づくり 

（１）部活動出場奨励費＜P367＞ 

（２）スクールカウンセラー配置事業＜P370＞ 

（３）高等学校教育振興費＜P370＞ 

 

５．教育施設などの整備・再生 

（１）小学校施設改善整備事業＜P363＞ 

（２）大久保小学校校舎改築事業＜P363＞ 

（３）小学校長寿命化改修事業＜P363＞ 

（４）小学校大規模改造事業＜P363＞ 

（５）中学校施設改善整備事業＜P366＞ 

（６）第二中学校校舎改築事業＜P366＞ 

（７）中学校長寿命化改修事業＜P366＞ 

（８）高等学校施設整備事業＜P371＞ 

 

３－（３） 生涯にわたる学びの推進 

１） 社会教育の推進 

１．生涯学習推進のまち習志野の推進 

（１）生涯学習推進事業＜P372＞ 

（２）公民館講座費＜P376＞ 

（３）図書館資料整備事業＜P383＞ 

 

２．芸術・文化活動の振興 

（１）文化振興事務費＜P373＞ 

（２）習志野文化ホール運営費＜P375＞ 

 

３．文化財の保存・活用 

（１）旧大沢家住宅等維持管理費＜P373＞ 

（２）旧鴇田家住宅維持管理費＜P374＞ 

 

４．社会教育施設の再編・整備 

（１）生涯学習複合施設管理運営費＜P389＞ 

 

５．青少年健全育成の推進 

（１）放課後子供教室事業＜P385＞ 

 

２） 生涯スポーツの推進 

１．「する・みる・支える」スポーツの推進 

（１）市民スポーツ指導員活動事業＜P394＞ 

（２）学校体育施設開放事業＜P394＞ 

 

２．健康・体力を育むスポーツ施設の整備 

（１）体育施設整備事業＜P398＞ 
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引上げ分の地方消費税収の使途

令和３年度決算

（歳入）
引上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）

（歳出）
社会保障施策に要する経費

（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他

地方消費税
交付金

（社会保障
財源化分）

その他

3.1.1 社会福祉総務費 1,118,968 489,857 0 5,149 122,782 501,180

3.1.2 老人福祉費 3,830,339 312,667 0 29,480 686,402 2,801,790

3.1.3 老人福祉施設費 170,832 19,940 0 541 29,586 120,765

3.1.4 障がい福祉費 3,300,659 2,232,321 0 106 210,205 858,027

3.2.1 児童福祉総務費 6,039,774 3,451,686 0 104,137 488,789 1,995,162

3.2.2 母子父子福祉費 334,061 116,716 0 0 42,769 174,576

3.2.3 保育所施設費 387,611 73,303 0 22,768 57,369 234,171

3.2.4 こども園費 354,060 2,500 26,400 68,428 50,519 206,213

3.2.5 地域子育て支援拠点費 21,499 9,256 0 0 2,409 9,834

3.2.6 心身障がい児通園施設費 49,115 0 0 18,857 5,954 24,304

3.2.7 児童福祉措置費 2,431,966 2,064,517 0 0 72,306 295,143

3.2.8 放課後児童会費 249,699 76,400 0 42,199 25,798 105,302

3.3.1 生活保護総務費 1,724 1,209 0 0 101 414

3.3.2 扶助費 3,642,031 2,725,235 0 0 180,406 736,390

4.1.1 保健総務費 42,445 625 0 2,078 7,820 31,922

4.1.2 母子保健費 160,219 5,434 0 1,753 30,114 122,918

4.1.3 予防費 464,315 6,935 0 164 89,970 367,246

4.1.4 生活習慣病予防費 236,805 19,826 0 73,252 28,283 115,444

4.1.5 救急医療対策費 113,304 324 0 6,458 20,961 85,561

22,949,426 11,608,751 26,400 375,370 2,152,543 8,786,362

引上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障施策に要する経費

2,152,543千円

款項目 目名称 経費

財源内訳
特定財源 一般財源

合計

※職員給与費、事務事業、各基金積立金等は除いております。
※新型コロナウイルス感染症対策として実施した事業については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生
　 臨時交付金や国や県からの補助金等を財源としたことから除いております。
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都市計画税の使途

（歳入）
都市計画税収入額
新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金

（歳出）
道路・下水道・公園などの都市計画施設の整備に要する費用

（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 都市計画税 その他

都市計画事業 1,573,863 21,330 156,300 740 1,395,121 372

街路 247,355 3,080 140,300 0 103,947 28

公園 125,273 18,250 16,000 740 90,259 24

下水道 1,201,235 0 0 0 1,200,915 320

土地区画整理事業 625,138 7,700 0 0 617,274 164

地方債償還額 361,901 0 0 0 361,805 96

2,560,902 29,030 156,300 740 2,374,200 632

※ 経費及び財源内訳は、普通建設事業費、土地区画整理事業費及び下水道事業会計への負担金を
　 記載しております。（事業費支弁人件費等を含む）
　
※

　

森林環境譲与税の使途

（歳入）
森林環境譲与税収入額

（歳出）
森林環境譲与税基金積立金

（基金現在高）
森林環境譲与税基金　令和３年度末現在高

2,365,109千円
9,091千円

区分 経費

財源内訳
特定財源 一般財源

合計

地方債償還額は都市計画事業の財源として借り入れた市債の元利償還金のみを記載しております。

13,855千円

13,855千円

33,661千円
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第一章 令和３年度一般会計決算の分析 



１．歳入の状況

（単位：千円）

決 算 額 決 算 額

1 市 税 29,114,889 42.2 ％ 1.8 ％ 28,603,252 34.4 ％ △ 0.4 ％

2 地 方 譲 与 税 284,193 0.4 1.0 281,245 0.3 0.5

3 利 子 割 交 付 金 20,832 0.0 △ 15.6 24,692 0.0 9.2

4 配 当 割 交 付 金 215,514 0.3 45.7 147,923 0.2 △ 6.3

5 株式等譲渡所得割交付金 272,136 0.4 51.0 180,244 0.2 73.1

6 法 人 事 業 税 交 付 金 299,433 0.4 53.9 194,543 0.2 　皆増

7 地 方 消 費 税 交 付 金 3,839,281 5.6 10.2 3,484,704 4.2 22.6

8 環 境 性 能 割 交 付 金 35,364 0.1 5.5 33,515 0.0 101.7

9 地 方 特 例 交 付 金 256,964 0.4 52.7 168,269 0.2 △ 66.1

10 地 方 交 付 税 2,994,319 4.3 91.0 1,567,524 1.9 6.8

11 交通安全対策特別交付金 15,744 0.0 △ 10.0 17,487 0.0 6.9

12 分 担 金 及 び 負 担 金 736,879 1.1 6.0 695,315 0.8 △ 26.7

13 使 用 料 及 び 手 数 料 1,254,499 1.8 2.8 1,220,108 1.5 △ 7.3

14 国 庫 支 出 金 15,399,743 22.3 △ 47.3 29,226,353 35.2 239.3

15 県 支 出 金 3,755,504 5.5 4.6 3,590,804 4.3 11.0

16 財 産 収 入 92,340 0.1 △ 21.4 117,482 0.2 △ 97.8

17 寄 附 金 7,438 0.0 △ 34.1 11,287 0.0 32.3

18 繰 入 金 1,617,405 2.4 △ 61.2 4,167,892 5.0 47.1

19 繰 越 金 1,260,314 1.8 29.9 970,314 1.2 △ 26.2

20 諸 収 入 2,278,555 3.3 5.6 2,156,839 2.6 3.7

21 市 債 5,213,858 7.6 △ 17.3 6,302,990 7.6 △ 3.9

自動車取得税交付金 － 　－ 　－ － 　－ 　－

68,965,204 100.0 △ 17.1 83,162,782 100.0 25.3歳　　入　　合　　計

歳入の状況（一般会計）

一　般　会　計　歳　入　決　算　額　比　較　表

区　 　分
令和　 　３　 　年　 　度 令和　 　２　 　年　 　度

構 成 比 伸　率 構 成 比 伸　率
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歳入の状況（一般会計）

【款毎の増減説明】

１款　市　　税

決算値 伸率 ％ 決算値 ％ 伸率 ％

１． 95,775 1.4 94,485 1.4

個 人 92,417 1.3 91,213 1.4

（普通徴収） 18,845 △ 2.6 19,348 0.5

（年金特別徴収） 13,027 2.5 12,714 0.1

（給与特別徴収） 60,545 2.4 59,151 2.0

法 人 3,358 2.6 3,272 0.3

２． 56,530 1.6 55,633 0.4

３． 23,993 0.8 23,792 0.7

４． 94 3.3 91 △ 71.0

５． 53,674 1.8 52,710 0.4

（単位：千円）

決算値 伸率 ％ 決算値 ％ 伸率 ％

１． 14,500,247 1.2 14,328,021 △ 1.9

13,031,748 0.1 13,022,729 1.1

1,468,499 12.5 1,305,292 △ 18.8

２． 11,184,817 2.0 10,962,828 2.6

３． 149,569 4.7 142,834 4.7

４． 915,147 7.6 850,250 △ 1.9

５． 2,365,109 2.0 2,319,319 3.2

29,114,889 1.8 28,603,252 0.1

２款　地方譲与税

税目別納税義務者等調書

区 分
令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 令 和 元 年 度

伸率 決算値

市 民 税 （人） 1.3 93,229

内
訳

1.3 90,012

△ 1.4 19,619

2.5 12,407

軽自動車税（台） 0.4 23,703

市たばこ税（件） 93.6 47

2.0 57,986

1.7 3,217

固定資産税（人） 0.7 55,260

都市計画税（人） 0.6 52,371

税 目 別 決 算 額 調 書

区 分
令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 令 和 元 年 度

伸率 決算値

市 民 税 △ 2.7 14,726,469

内
訳

個 人 1.2 12,870,927

法 人 △ 29.7 1,855,542

市 た ば こ 税 △ 3.9 885,112

都 市 計 画 税 1.6 2,281,825

固 定 資 産 税 2.7 10,676,360

軽 自 動 車 税 5.8 134,963

転入による納税義務者数の増加等により0.1％、901万9千円の増加、法人分は主要法人の

 増収等により12.5％、1億6,320万7千円の増加となりました。

固定資産税・都市計画税では、宅地造成に伴う地目変更や、新増築家屋の増加等により、

固定資産税2.0％、2億2,198万9千円、都市計画税2.0％、4,579万円の増加となりました。

軽自動車税では、四輪軽自動車の登録台数の増加等により、対前年度比4.7％、673万5千円

　の増加となりました。

合 計 △ 0.4 28,704,729

新型コロナウイルス感染症等の影響が依然として続く中、景気の緩やかな回復により、

本市における市税は対前年度比1.8％、 5億 1,163万 7千円の増加となりました。

市民税では、個人分は個人所得の低下がみられるものの景気回復の状況にあったことや

市たばこ税では、たばこ販売価格引き上げ等の影響により、対前年度比7.6％、6,489万

　7千円の増加となり、市税全体で291億1,488万9千円となりました。

決算額は2億8,419万3千円で、対前年度比1.0％、294万8千円の増加です。主として、

特別とん譲与税で203万9千円減少する一方、自動車重量譲与税で252万9千円、地方揮発油譲与

　税で207万1千円、森林環境譲与税で38万7千円増加したことによるものです。
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８款　環境性能割交付金

９款　地方特例交付金

　4千円、対前年度比52.7％、8,869万5千円の増加です。

（単位：千円）

％ ％

３款　利子割交付金

　利子所得に対する分離課税20.315％のうち地方税5％分より配分交付されるもので、

　決算額は2,083万2千円、対前年度比15.6％、386万円の減少です。

４款　配当割交付金

上場株式等の配分等に係る源泉徴収20.315％分より配分交付されるもので、決算額は

６款　法人事業税交付金

地方法人特別税・譲与税制度の廃止に伴う市町村分の法人住民税法人割の減収分の補てん

　措置として導入された、法人事業税を原資とする交付金で、決算額は2億9,943万3千円です。

７款　地方消費税交付金

地方消費税を原資とする交付金で、決算額は38億3,928万1千円、対前年度比10.2％、

　2億1,551万4千円、対前年度比45.7％、6,759万1千円の増加です。

５款　株式等譲渡所得割交付金

上場株式等の譲渡益に係る源泉徴収20.315％分より配分交付されるもので、決算額は

　2億7,213万6千円、対前年度比51.0％、9,189万2千円の増加です。

10款　地方交付税

区　 　分
令和３年度 令和２年度

金額 伸率 金額 伸率

　3億5,457万7千円の増加です。

自動車税環境性能割を原資とする交付金で、決算額は3,536万4千円、対前年度比5.5％、

　184万9千円の増加です。

住宅ローン減税に伴う個人住民税の減収を補てんする特例交付金で決算額は2億5,696万

3.1
調　　整　　額　Ｃ ― ― 12,984 △ 40.0

普通交付税

基準財政需要額　Ａ 26,118,049 2.8 25,415,600 3.5
基準財政収入額　Ｂ 23,288,779 △ 2.9 23,994,662

交付額　Ａ－Ｂ－Ｃ 2,829,270 100.9 1,407,954 12.5
特 別 交 付 税 156,053 1.9 153,127 △ 24.2

決算額は29億9,431万9千円で、対前年度比91.0％、14億2,679万5千円の増加です。内訳とし

て、普通交付税は、基準財政需要額から基準財政収入額を差し引いた28億2,927万円で、

対前年度比100.9％、14億2,131万6千円の増加です。また、特別交付税は、1億5,605万3千円

　で、対前年度比1.9％、292万6千円の増加です。

なお、震災復興特別交付税は、東日本大震災による被災団体等に対して、災害復旧事業の

地方負担分や市税の減収分などについて補てんするために、国の平成２３年度第３次補正予算

震 災 復 興 特 別 交 付 税 8,996 39.6 6,443 △ 57.1
合 計 2,994,319 91.0 1,567,524 6.8

において創設された交付税で、決算額は899万6千円で、対前年度比39.6％、255万3千円の

　増加です。
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歳入の状況（一般会計）

11款　交通安全対策特別交付金

決算額は7億3,687万9千円で、対前年度比6.0％、4,156万4千円の増加です。主として、

市道08-040号線舗装改修工事負担金で6,903万5千円減少する一方、現年度分保育料で7,631万

9千円、現年度分放課後児童育成料2,122万2千円、知的障がい児通園事業給付費負担金で617万

　6千円、ＪＲ津田沼駅北口自転車等駐車場維持管理負担金で565万1千円増加したものです。

13款　使用料及び手数料

決算額は12億5,449万9千円で、対前年度比2.8％、3,439万1千円の増加です。主として、

　道路交通法に基づく交通反則金収入を原資とする交付金で、決算額は1,574万4千円、

　対前年度比10.0％、174万3千円の減少です。

12款　分担金及び負担金

主として、子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金で37億5,453万円、新型コロナウイルス

ワクチン接種費負担金で8億4,845万9千円、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費

国庫補助金で3億1,728万5千円増加する一方、特別定額給付金給付事業費補助金で

173億8,410万円、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で5億5,672万4千円、

公立学校情報機器整備費補助金で3億9,756万7千円、保育所等整備交付金で2億2,251万5千円、

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費補助金で1億9,927万円減少したことによるもの

現年度分霊園使用料で3,357万8千円減少する一方、習志野文化ホール使用料で3,863万6千円、

一時利用整理手数料で870万6千円、行政財産一時使用料で676万円、一般廃棄物処理手数料

　で613万9千円、公園使用料で514万5千円増加したことによるものです。

14款　国庫支出金

決算額は153億9,974万3千円で、対前年度比47.3％、138億2,661万円の減少です。

総合支援事業費補助金で6,236万円、障害者自立支援給付費負担金で4,402万8千円

　増加したことによるものです。

16款　財産収入

決 算 額 は 9,234 万 円 で 、 対 前 年 度 比 21.4 ％ 、 2,514 万 2 千 円 の 減 少 で す 。

　です。

15款　県支出金

決算額は37億 5,550万 4千円で、対前年度比4.6％、 1億 6,470万円の増加です。

主として、基幹統計調査委託金で8,520万2千円減少する一方、子どものための教育・

保育給付費負担金で7,498万7千円、衆議院議員選挙委託金で6,818万9千円、保育対策

まちづくり応援基金寄附金で119万6千円、緑のふるさと基金寄附金で16万7千円、国際交流

基金寄付金で11万円増加する一方、新型コロナウイルス感染症対策基金寄附金で546万8千円

　減少したことによるものです。

　主として、市有地使用料（政策経営部所管分）で637万2千円増加した一方、不動産売払収入で

　3,111万8千円減少したことによるものです。

17款　寄 附 金

決算額は743万8千円で、対前年度比34.1％、384万9千円の減少です。主として、
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18款　繰 入 金

　決算額は12億6,031万4千円で、対前年度比29.9％、2億9,000万円の増加です。

20款　諸 収 入

決算額は22億7,855万5千円で、対前年度比5.6％、1億2,171万6千円の増加です。主として、

過年度分生活保護費国庫負担金で4,084万2千円減少する一方、千葉県後期高齢者医療給付費

負担金過年度分返還金で6,089万7千円、競馬事業収入で6,000万円、保育所給食費で

　3,783万5千円増加したことによるものです。

決算額は16億1,740万5千円で、対前年度比61.2％、25億5,048万7千円の減少です。

主として、市債管理基金繰入金で4億9,996万3千円増加する一方、財政調整基金繰入金で

18億4,645万8千円、公共施設等再生整備基金繰入金で11億5,570万1千円、環境整備協力費基金

　繰入金で4,080万5千円減少したことによるものです。

19款　繰 越 金

21款　市　　債

決算額は52億1,385万8千円で、対前年度比17.3％、10億8,913万2千円の減少です。

主として、臨時財政対策債で16億9,917万1千円、小学校大規模改造事業で1億4,150万円増加

する一方、谷津小学校校舎改築事業で13億9,810万円、新消防庁舎建設事業で8億6,450万円、

大久保地区公共施設再生事業で4億3,050万円、減収補てん債で1億5,570万3千円減少したことに

　よるものです。
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（単位：千円）

年利率（％） 借　入　先 償還期限（年）※3

3,500 0.500 地方公共団体金融機構 20

121,900 0.230 銀 行 等 10

28,100 0.230 銀 行 等 10

26,400 0.230 銀 行 等 10

8,300 0.230 銀 行 等 10

8,600 0.200 地方公共団体金融機構 10

20,400 0.230 銀 行 等 10

75,400 0.230 銀 行 等 10

※1 2,200 0.200 地方公共団体金融機構 10

189,200 0.200 地方公共団体金融機構 10

※1 89,900 0.150 銀 行 等 10

1,200 0.230 銀 行 等 10

※1 28,400 0.200 財 政 融 資 10

※1 3,600 0.200 地方公共団体金融機構 10

8,900 0.200 地方公共団体金融機構 10

※1 91,700 0.200 財 政 融 資 10

※1 3,500 0.200 地方公共団体金融機構 10

※2 1,400 0.200 財 政 融 資 10

8,600 0.200 地方公共団体金融機構 10

※1 2,500 0.200 財 政 融 資 10

※1 1,300 0.200 財 政 融 資 10

※1 300 0.200 地方公共団体金融機構 10

2,400 0.200 地方公共団体金融機構 10

※1 1,500 0.200 財 政 融 資 10

2,400 0.200 地方公共団体金融機構 10

16,000 0.200 財 政 融 資 10

3,500 0.200 地方公共団体金融機構 10

237,600 0.700 地方公共団体金融機構 25

30,800 0.200 市 町 村 振 興 協 会 10

79,100 0.300 市 町 村 振 興 協 会 15

9,100 0.100 銀 行 等 10

194,900 0.230 銀 行 等 10

※1 131,000 0.150 銀 行 等 10

59,500 0.230 銀 行 等 10

※1 8,300 0.150 銀 行 等 10

98,300 0.600 財 政 融 資 25

12,900 0.700 地方公共団体金融機構 25

74,100 0.230 銀 行 等 10

歳入の状況（一般会計）

令和３年度地方債発行状況

①事業別状況

事 　業　 　名 発　行　額

千葉都市計画道路３・３・１５号線外２線整備事業

橋 り ょ う 対 策 事 業

道 路 維 持 補 修 事 業

バ リ ア フ リ ー 対 策 事 業

遊 具 長 寿 命 化 対 策 （ 更 新 ） 事 業

市 営 住 宅 維 持 管 理 事 業

新 消 防 庁 舎 建 設 工 事 費 ／
新 消 防 庁 舎 建 設 関 連 事 業 費

防 災 行 線 無 線 事 業

大 久 保 地 区 公 共 施 設 再 生 事 業

旧 あ づ ま こ ど も 会 館 解 体 事 業

（ 仮 称 ） 向 山 こ ど も 園 整 備 事 業

リ サ イ ク ル プ ラ ザ 延 命 化 対 策 事 業

３ ・ ３ ・ １ 号 線 整 備 事 業

千 葉 都 市 計 画 道 路 ３ ・ ３ ・ １ ５ 号 線 整 備 事 業

３ ・ ３ ・ ３ 号 線 整 備 事 業

旧 庁 舎 等 解 体 事 業

芝 園 清 掃 工 場 運 営 費

道 路 改 良 事 業

３ ・ ４ ・ ８ 号 線 整 備 事 業

小 学 校 施 設 改 善 整 備 事 業

谷 津 小 学 校 校 舎 改 築 事 業
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年利率（％） 借　入　先 償還期限（年）※3

122,200 0.230 銀 行 等 10

9,600 0.230 銀 行 等 10

※1 132,800 0.200 財 政 融 資 10

※1 3,300 0.200 地方公共団体金融機構 10

5,400 0.230 銀 行 等 10

9,500 0.230 銀 行 等 10

118,500 0.180 銀 行 等 5

2,500 0.230 銀 行 等 10

5,400 0.180 銀 行 等 5

5,700 0.230 銀 行 等 10

19,000 0.230 銀 行 等 10

29,300 0.230 銀 行 等 10

1,805,986 0.200 財 政 融 資 20

1,257,972 0.200 地方公共団体金融機構 20

5,213,858

※1は、繰越事業による令和２年度発行分。

※2は、起債前貸し借入分。

②借入先状況

構成比（％）

41.8

22.6

33.5

2.1

0.0

100.0

小 学 校 長 寿 命 化 改 修 事 業

2,179,886

公 民 館 施 設 整 備 事 業

臨 時 財 政 対 策 債

合　 　計

※3は、元利均等若しくは元金均等償還。

高 等 学 校 管 理 運 営 費

財 政 融 資

事 　業　 　名 発　行　額

高 等 学 校 施 設 整 備 事 業

旧 給 食 セ ン タ ー 解 体 事 業

大 久 保 小 学 校 校 舎 改 築 事 業

1,175,600

小 学 校 大 規 模 改 造 事 業

中 学 校 施 設 改 善 整 備 事 業

第 二 中 学 校 校 舎 改 築 事 業

放 課 後 子 供 教 室 事 業

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 1,748,472

市 町 村 振 興 協 会 109,900

（単位：千円）

資　金　区　分 発　行　額

銀 行 等 引 受

5,213,858

国 の 予 算 等 貸 付 0

合　 　計
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２．歳出の状況

（１）目的別歳出決算額の状況

決算額 決算額

１． 437,802 0.7 ％ △ 1.0 ％ 442,151 0.5 ％ △ 3.4 ％

２． 7,367,411 11.3 △ 70.2 24,724,222 30.6 164.7

３． 29,091,574 44.7 17.6 24,737,545 30.7 4.1

４． 5,573,932 8.6 21.5 4,586,242 5.7 △ 6.2

５． 9,786 0.0 △ 45.8 18,058 0.0 10.8

６． 90,587 0.1 △ 1.1 91,609 0.1 23.9

７． 1,078,466 1.7 △ 1.1 1,090,787 1.4 18.4

８． 4,754,191 7.3 △ 12.5 5,434,022 6.7 23.7

９． 2,822,954 4.3 △ 26.1 3,818,437 4.7 56.7

１０． 7,564,602 11.6 △ 26.0 10,217,013 12.7 19.7

１１． 5,159,272 7.9 0.5 5,131,149 6.4 8.7

１２． 1,148,507 1.8 179.3 411,233 0.5 △ 91.6

65,099,084 100.0 △ 19.3 80,702,468 100.0 25.2

 【款毎の増減説明】

１款 議会費

２款 総務費

３款 民生費

増加した一方、 特別定額給付金給付事業で174億6,836万6千円、大久保地区公共施設再生事業で

　で4億6,523万2千円、旧庁舎等解体事業で1億2,211万3千円減少したことによるものです。

決算額は290億9,157万4千円で、対前年度比17.6％、43億5,402万9千円の増加です。主として、民間

認可保育所等施設整備事業で2億4,773万5千円減少した一方、子育て世帯特別給付金支給事業で

22億5,531万円、住民税非課税世帯等臨時特別給付金支給事業で11億2,725万8千円、民間認可保育所

運営費助成事業で4億3,509万円、習志野市子育て世帯への臨時特別給付金（拡大給付）支給

公共施設等再生整備基金積立金で4億9,942万7千円、退職手当（一般職）で1億7,824万7千円

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

諸 支 出 金

合　 　計

決算額は4億3,780万2千円で、対前年度比1.0％、434万9千円の減少です。主として、議会事務局

事務費で203万2千円、政務活動費交付事業で75万3千円増加した一方、議員報酬及び手当等で

　571万4千円、職員給与費で147万2千円減少したことによるものです。

決算額は73億6,741万1千円で、対前年度比70.2％、173億5,681万1千円の減少です。主として、

農林水産業費

歳出の状況（一般会計）

　（単位：千円）

区　 　分
　令　和　３　年　度 令　和　２　年　度

構成比 伸率 構成比 伸率

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費
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４款 衛生費

５款 労働費

６款 農林水産業費

７款 商工費

８款 土木費

９款 消防費

　職員給与費で864万9千円、中小企業資金融資業務委託で600万1千円減少したことによるものです。

決算額は9,058万7千円で、対前年度比1.1％、102万2千円の減少です。主として、職員給与費で

666万3千円、農業次世代人材投資資金交付事業で82万4千円増加した一方、強い農業・担い手づくり

総合支援交付事業で763万1千円、都市農業支援事業で66万3千円、農業振興地域整備計画改定事業で

　事業で7,280万3千円減少したことによるものです。

　33万2千円減少したことによるものです。

決算額は10億7,846万6千円で、対前年度比1.1％、1,232万1千円の減少です。主として、地元のちから

事業継続応援事業で2億9,667万円増加する一方、地元のちから復活応援事業で2億5,691万8千円、

中小企業振興事業で1,901万7千円、新型コロナウイルス感染症経営支援金貸付事業で1,890万円、

決算額は47億5,419万1千円で、対前年度比12.5％、6億7,983万1千円の減少です。主として、橋りょう

　よるものです。

対策事業で2億5,715万5千円増加する一方、ＪＲ津田沼駅南口第二自転車等駐車場取得事業で

6億4,311万5千円、下水道事業会計繰出金で1億3,007万9千円、道路維持補修事業で8,588万9千円、

(仮称）鷺沼地区土地区画整理事業で5,130万4千円、交通安全施設整備事業で3,662万円減少したことに

決算額は28億2,295万4千円で、対前年度比26.1％、9億9,548万3千円の減少です。主として、消防通信

事業費で7,980万8千円増加した一方、新消防庁舎建設工事費で9億8,189万3千円、消防車両等整備

　800万円減少したことによるものです。

歳出の状況（一般会計）

事業で2億2,784万5千円、認定こども園運営費助成事業で2億1,483万7千円、障害者総合支援法に基づく

給付事業で2億1,316万9千円、児童福祉法に基づく給付事業で1億1,722万2千円増加したことによるもの

決算額は55億7,393万2千円で、対前年度比21.5％、9億8,769万円の増加です。主として、新型コロナ

　です。

ウイルス感染症対応病院資金貸付事業で1億円、あかちゃん特別給付金支給事業で9,688万5千円、予防

接種事業で5,323万5千円減少した一方、新型コロナウイルスワクチン接種事業で10億7,646万7千円、

芝園清掃工場運営費で7,077万7千円、職員給与費で4,106万6千円、リサイクルプラザ延命化対策事業で

　3,938万円増加したことによるものです。

決算額は978万6千円で、対前年度比45.8％、827万2千円の減少です。主として、勤労者貸付預託金で
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10款 教育費

11款 公債費

12款 諸支出金

（２）性質別歳出決算額の状況

決算額 決算額

１． 13,173,544 20.3 ％ 3.0 ％ 12,795,322 15.9 ％ 14.2 ％

２． 11,471,126 17.6 4.1 11,022,647 13.7 △ 5.2

３． 76,343 0.1 △ 6.5 81,630 0.1 △ 4.2

４． 18,822,403 28.9 26.0 14,936,715 18.5 8.5

５． 3,987,738 6.1 △ 81.2 21,167,132 26.2 457.3

６． 5,535,972 8.5 △ 43.9 9,870,096 12.2 14.6

補　　助 978,370 1.5 △ 34.5 1,494,143 1.8 △ 0.6

単　　独 4,557,602 7.0 △ 45.6 8,375,953 10.4 17.8

７． 0 0.0 － 0 0.0 △ 100.0

８． 5,399,532 8.3 △ 0.6 5,433,645 6.7 8.3

９． 1,581,458 2.4 397.7 317,764 0.4 △ 94.4

１０． 0 0.0 － 0 0.0 △ 100.0

１１． 615,000 1.0 △ 19.9 767,400 1.0 23.2

１２． 4,435,968 6.8 2.9 4,310,117 5.3 5.2

65,099,084 100.0 △ 19.3 80,702,468 100.0 25.2

繰 出 金

合　 　計

内訳

災害復旧事業費

公 債 費

積 立 金

投資及び出資金

貸 付 金

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

普通建設事業費

　7億7,834万8千円増加したことによるものです。

　（単位：千円）

区　 　分
　令　和　３　年　度 令　和　２　年　度

構成比 伸率 構成比 伸率

主として、環境整備協力費基金積立金で4,080万5千円減少した一方、市債管理基金積立金で

歳出の状況（一般会計）

決算額は75億6,460万2千円で、対前年度比26.0％、26億5,241万1千円の減少です。主として、小学校

大規模改造事業で2億1,756万1千円増加した一方、谷津小学校校舎改築事業で19億522万1千円、

小学校パソコン推進事業で6億1,174万2千円、中学校パソコン推進事業で2億7,110万9千円減少したこと

　によるものです。

決算額は51億5,927万2千円で、対前年度比0.5％、2,812万3千円の増加です。主として、市債償還金

利子で3,136万円、一時借入金等利子で185万4千円減少する一方、市債償還元金で6,133万6千円

　増加したことによるものです。

決 算 額 は 11 億 4,850 万 7 千 円 で 、 対 前 年 度 比 179.3 ％ 、 7 億 3,727 万 4 千 円 の 増 加 で す 。
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歳出の状況（一般会計）

３．債務の状況

（１）市債

①年度別償還状況

計

平成
29

4,237,272

30 4,486,219

令和
元

4,714,118

2 5,127,462

3 5,157,439

4 5,470,496

5 5,612,719

6 5,427,039

7 4,854,541

8 4,530,819

※ 令和３年度までは確定値。令和４年度以降は令和３年度借り入れ分までの償還計画。

②目的別状況

42,020,533 5,317,810 109,229 36,702,723

合　　計 51,222,930 52,589,149 5,213,858 4,998,108 52,804,899

２ ． 特 例 債 23,798,008 23,344,730 3,063,958 2,051,555 24,357,133

（７） 教  育 8,999,442 10,097,216 753,500 958,830 9,891,886

（６） 消  防 1,375,850 2,770,434 682,500 160,489 3,292,445

（５） 公営住宅 1,161,216 1,112,855 3,500 92,229 1,024,126

（４） 土  木 4,340,074 4,052,978 530,400 708,173 3,875,205

（３） 衛  生 1,656,308 1,181,226 37,300 243,414 975,112

（２） 民  生 2,024,759 1,963,615 17,300 198,286 1,782,629

（１） 総  務 7,867,273 8,066,095 125,400 585,132 7,606,363

１ ． 普 通 債 27,424,922 29,244,419 2,149,900 2,946,553 28,447,766

（単位：千円）

区　分 令和元年度末現在高 令和2年度末現在高 令和3年度発行額 令和3年度償還元金 令和3年度末現在高

95,246 31,943,428

31,943,428 4,447,615 83,204 27,495,813

36,702,723 4,759,295

52,804,899 5,296,189 174,307 47,508,710

47,508,710 5,488,177 124,542 42,020,533

51,222,930 6,302,990 4,936,771 190,691 52,589,149

52,589,149 5,213,858 4,998,108 159,331 52,804,899

46,192,032 7,206,206 4,237,595 248,624 49,160,643

49,160,643 6,555,930 4,493,643 220,475 51,222,930

44,388,361 5,759,136 3,955,465 281,807 46,192,032

（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

（単位：千円）

年度
前年度末現在高 当該年度発行額 償　 　還　 　金 年度末現在高

（Ａ） （Ｂ） 元金（Ｃ） 利子
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３．部局別決算の概要 

（１） 議 会 事 務 局



議会事務局 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） １・１・１（議  会  費） 決 算 額 437,801,632 

担 当 主 管        議 会 事 務 局           

令和３年度議会活動 

（１）本会議開催状況 

議 会 区 分 会 期 

本 会 議       委員会 

日 数 日 数 実質会議時間 

令和３年第１回臨時会  5月17日～ 5月20日( 4日間)  2日  4時間 12分  3日 

令和３年第２回定例会  6月2日～ 6月29日(28日間)  9日  27時間 47分  9日 

令和３年第３回定例会  9月1日～ 9月29日(29日間)  8日  23時間 14分  7日 

令和３年第４回定例会 11月25日～12月22日(28日間)  8日  30時間 50分  7日 

令和４年第１回臨時会 1月25日( 1日間)  1日  3時間 34分  0日 

令和４年第１回定例会  2月17日～ 3月23日(35日間)  8日  26時間 16分 10日 

計 会 期  125日間 36日 115時間 53分 36日 

（２）委員会開催状況 （単位：回） 

委員会・協議会別 

 開催回数 

 委員会の名称 

委 員 会 協 議 会 

 計 開催回数 開催回数 

会期中 閉会中 計 会期中 閉会中 計 

常
任
委
員
会 

 総務常任委員会  6  6 1 1 2 8 

 都市環境常任委員会  5 1  6 1 1 2 8 

 協働経済常任委員会  4  4 2 1 3 7 

 文教福祉常任委員会  5  5 2 1 3 8 

 議会運営委員会 22  7 29 29 

特
別
委
員
会 

 一般会計予算特別委員会（４回設置） 11 11 11 

 特別会計予算特別委員会（２回設置）  5  5  5 

 一般会計決算特別委員会  1  3  4  4 

 特別会計決算特別委員会  1  2  3  3 

計 73 10 83 

 (３)そのほかの会議開催状況 （単位：回） 

開催回数 

会議の名称 

開 催 回 数 

会 期 中 閉 会 中 計 

 会派代表者会議 3 8 11 

 全員協議会 ― ― ― 

 議会改革検討協議会 ― 1 1 

 議会報編集委員会 ― 9 9 
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議会事務局 

主要な施策の概要 （単位：円） 

 （４）議会付議案件及び議決の状況 （単位：件） 

 議 会 

案件の 

別 

議決の 

態 様 

市 長 提 出 案 件 議員提出案件 

請 

願 

陳 

情 

合 

計 

 条 

 例 

 予 

 算 

 決 

 算 

契 

 約 

 財 

産 

 人 

 事 

 専 

 決 

 処 

 分 

 そ 

 の 

 他 

条 

例 

意 

見 

書 

等 

令和３年 

第１回臨時会 

（５月） 

承 認 2 

3 同 意 1 

計 3 

令和３年 

第２回定例会 

（６月） 

可 決 5 2 1 2 

23 

同 意 1 

否 決 4 

採 択 2 

不 採 択 6 

継続審査 (1) 

計 9 6 8 

令和３年 

第３回定例会 

（９月） 

可 決 2 3 

 12 

適 任 3 

不 採 択 4 

継続審査 (7) 

計 5 3 4 

令和３年 

第４回定例会 

（１２月） 

可 決 9 5 1 5 3 

 39 

認 定 7 

同 意 1 

否 決 2 

採 択 2 

不 採 択 1 3 

計 28 5 1 5 

令和４年 

第１回臨時会 

（１月） 

可 決 1 

2 承 認 1 

計 2 

令和４年 

第１回定例会 

（３月） 

可 決 5 10 3 

 25 

同 意 2 

適 任 2 

否 決 1 

採 択 1 

採択送付 1 

継続審査 (1) 

計 19 4 2 

令和３年度合計 66 18 1 19 104 

※ （ ）は継続審査中のため集計に含まない。
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議会事務局 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（５）市議会報の発行状況 

発 行 年 月 日 頁 数 号 数 発 行 部 数 

令和３年 ５月 １日 Ａ４判 １２頁 １９０号 ５０，０００部 

令和３年 ８月 １日 Ａ４判 １２頁 １９１号 ５０，０００部 

令和３年１１月 １日 Ａ４判 １２頁 １９２号 ５０，０００部 

令和４年 ２月 １日 Ａ４判 １２頁 １９３号 ５０，０００部 

（本会議インターネット映像配信事業） 

市議会本会議開催時にライブ中継、また３日後にその録画をインターネットにて配信。 

本会議インターネット映像配信アクセス件数 （単位：件） 

ライブ中継 録 画（※） 合 計 

８，２５１ ３，５０７ １１，７５８ 

※ 平成２６年第１回定例会以降の録画映像を配信（スマートフォン・タブレット端末対応）

（議会ＩＣＴ化推進事業） 

議会運営の効率化、事務改善及び事務用紙の削減等を目的として令和元年第３回定例会から

議会ペーパーレスシステムを導入しました。 

議案書等の会議資料、議員要求資料及び各種市発行の計画等をデータ配信に移行。また、同

システムを閲覧するためのタブレット端末はリースにより５０台導入し、議会事務局より全議

員及び本会議に出席する説明員に貸与しました。 

なお、令和元年度は移行期間として一部紙資料を併用していましたが、令和３年第１回定例

会から予算書・決算書を含め完全ペーパーレス化を実施しました。 
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（２） 政 策 経 営 部



政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・４（広報広聴費） 決 算 額 59,381,061 

担 当 主 管 広 報 課 

（広報習志野発行事業） 

「広報習志野」発行状況（No.１４６１～１４８４） 

 市政をわかりやすく市民に周知するため、「広報習志野」を発行しました。毎月１日号と１５日号を新

聞折込で配布する他、希望者に対しポスティングサービスを実施するとともに、市内公共施設、鉄道駅、

コンビニエンスストア、大型商業施設、郵便局などに配置しました。 

 さらに、１０月１日号から、読みやすい見やすい広報紙を目指しフルカラーでリニューアルしました。 

【発行部数】４／１号～９／１５号：１号あたり５９，０００部 

１０／１号～３／１５号：１号あたり平均５６，２８３部 

【発行回数】定期２４回 臨時２回（５／１６号、６／５号） 

【印  刷】４／１～９／１５号：２色刷り １０／１号～：フルカラー 

発行日 主 な 内 容 頁数 

４／ １ 

市政運営方針、一般会計 予算の概要、すぐはじめよう！フレイル予防、令和

３年度 がん検診が始まります、自転車も交通ルールを守り、交通事故を防止

しましょう、保健だより、ご自宅に届く接種券と予診票・習志野市の新型コ

ロナウイルス感染状況 

１６ 

４／１５ 

フレー！フレー！子育て！！、春期公民館学級・講座、後期高齢者医療制

度、子育てのお手伝いをしてみませんか？、親子で近くに住むと、登記費用

が助成されます！、市民相談、ワクチン接種スケジュール 

１２ 

５／ １ 

あなたの力が地域の力に！協働のまちづくり！、転倒予防体操推進員になり

ませんか、認知症サポーター養成講座開催、ならしの創業塾、創業プラン作

成スクール、５月６月はキャロット月間、保健だより、ワクチン接種 よくあ

る質問 

１２ 

５／１５ 

令和３年度の国民健康保険料をお知らせします、谷津干潟自然観察センター

で自然とふれあいませんか、習志野市スポーツ奨励大会、身近な地域で運動

しよう！、県民の日 施設の無料開放、家庭で血圧を測ろう、ワクチンを受け

た後も感染予防対策を！！、本市の感染者数は２月初旬から下げ止まり 

１２ 

５／１６ 

臨時号 

新型コロナワクチン接種券をお持ちの高齢者の方へ、ワクチン接種予約の仕

組み 

(Ｂ３版) 

２ 

６／ １ 

平和祈念事業、環境月間、海浜霊園の使用者募集、歯と口の健康週間、児童

手当現況届の提出、子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）、健康

は日々の食事から 中食の選び方、男女共同参画週間事業講演会、市展作品募

集、６月は土砂災害防止月間、市税等のスマートフォン決済が始まりまし

た！、令和３年度から適用される主な税制改正、保健だより、マスク着用に

よる熱中症に気を付けましょう！ 

１６ 

６／５ 

臨時号 

高齢者の新型コロナワクチン接種券をお持ちの方で、『１回目接種の予約申し

込みが済んでいない方』へ 

(Ｂ３版) 

２ 

６／１５ 

新消防庁舎が誕生、高齢者見守りネットワーク、習志野市光輝く高齢者未来

計画２０２１、年に一度の健康診査、広報まちかど特派員紹介、新型コロナ

ワクチン情報 

１６ 
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政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

発行日 主 な 内 容 頁数 

７／ １ 
国民健康保険、介護保険制度、保健だより、１６歳から６４歳までの人へワ

クチン接種券を送付します 
１２ 

７／１５ 

生活困窮者自立支援金、子育て世帯生活支援特別給付金、マイナンバーカー

ドがあればコンビニ等で証明書が受け取れます、みんなが ともに 地域で育

つ、高齢者相談員紹介、新型コロナワクチン情報 

１２ 

８／ １ 
がん検診を受けましょう、農地の情報を管理しています、習志野市平和祈念

事業、保健だより、パソコン・スマートフォンをもっと身近に 
１２ 

８／１５ 
今、確認しよう！あなたがとるべき避難行動、キラット・ジュニア防犯隊、

市民まつり、市民総合体育大会、新型コロナワクチン情報 
１０ 

９／ １ 

もし、大切な人が認知症になったら、食生活改善・健康増進普及月間、秋期

公民館講座・学級、台風・大雨に備えましょう！、保健だより、新型コロナ

ワクチン情報 

１４ 

９／１５ 

マイナンバーカードを手に入れよう！、かがやきの郷 福楽園が新規オープ

ン、スマートフォン体験講座、高齢者対象インフルエンザ予防接種、らいふ

あっぷ習志野、新型コロナワクチン情報 

１２ 

１０／ １ 

新型コロナウイルス関連情報、パラリンピック採火式、萱和磨選手が来庁、

ならしの新旧散策、令和４年度園児募集、安全で安心なまちづくり月間、「ほ

ね」にいい生活のススメ、保健だより 

１６ 

１０／１５ 
ICT活用で変わる学校の授業、読書の秋がやってきました、証明書の取得は連

絡所が便利、市民相談、新型コロナウイルス関連情報 
１２ 

１１／ １ 

国民年金制度、保育所等の入所申込、口腔がんを早期発見！、コロナ禍の生

活習慣を見直そう、児童虐待防止推進月間、女性に対する暴力をなくす運

動、新型コロナウイルス関連情報 

１６ 

１１／１５ 
令和２年度決算の概要、財政健全化、決算審査意見、経営改革の取り組み、

プラッツ習志野２つのひろばオープン、新型コロナウイルス関連情報 
１２ 

１２／ １ 
障害者週間、市営駐輪場の申し込み、寄附者の公表、年末年始の特別警戒、

地球温暖化防止対策、新型コロナウイルス関連情報 
１６ 

１２／１５ 

夜間や休日に急病で困ったときは、子育て世帯への臨時特別給付金、市内中

小企業者向け雇用を守る支援金、年末年始のごみ収集、新型コロナウイルス

関連情報 

１６ 

１／ １ 
ならしの公園大発見！！、市民参加型補助金、隠れナラシド♪を探せ！！、

新春ならしのすごろく、新型コロナウイルス関連情報 
１２ 

１／１５ 
令和２年度決算の概要、世界湿地の日を楽しもう、「隠れナラシド♪を探

せ！！」の答え、新型コロナウイルス関連情報 
１２ 

２／ １ 

市・県民税、所得税の申告が始まっています、市民農園利用者募集、キャッ

シュレス生活キャンペーン、住民税非課税世帯等臨時特別給付金、令和４年

度広報まちかど特派員募集、新型コロナウイルス関連情報 

１６ 
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政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（映像等制作事業） 

１５分の市政広報番組「なるほど習志野」を制作し、ケーブルテレビ（Ｊ:ＣＯＭ船橋･習志野）で、第

１・第３週の月曜から日曜に１日１回、午後８時１５分から放送（火・木曜日は１日２回、午後０時１５

分からも放送）しました。 

放送月 タイトル 

４ 必見 習志野市のごみ事情 リアルとルール 

５ 楽しみ方いろいろ ぶらっと習志野公園（香澄公園・茜浜緑地編） 

６ 知ってる！？６月１０日は谷津干潟の日 

７ 完成！新消防庁舎のヒミツ 

８ みんなおいでよ！～放課後子供教室～ 

９ 親子のふれあいスポット こどもセンターへようこそ！ 

１０ 習志野変貌～新旧を訪ねて ぶらり歩き～ 

１１ 今日から始めます！一生健口宣言 

１２ 便利さと 気軽さと やさしさ 習志野市のいいね！ちょこっとからはじめるICT 

１ ICT×習志野～習志野市の授業が変わる～ 

２ 谷津干潟で考える きょうからはじめる「SDGs」 

３ 地下の世界で大工事！？暮らしを守る下水道 

（市内案内冊子発行事業） 

１ 市内施設地図を７，０００部作成しました。（転入者を中心に配布） 

２ 市民ハンドブック２０２１年版を、全戸配布及び転入者用として９０,０００部作成しました。この

ハンドブックは官民協働事業として民間事業者と共同発行し、広告掲載料による財源のみで発行・配布

を行いました。 

発行日 主 な 内 容 頁数 

２／１５ 

守って！ごみ出しルール、民生委員・児童委員になろう、市民カレッジ第２

７期生募集、キャッシュレス生活キャンペーン、住民税非課税世帯等臨時特

別給付金、新型コロナウイルス関連情報 

１２ 

３／ １ 
住所変更の手続きは忘れずに、自主防災組織をつくろう、市政功労者表彰、

市営駐輪場の二次募集開始、新型コロナウイルス関連情報 
１２ 

３／１５ 
町会・自治会活動、富士山に会いに来ませんか！！、犬の登録・狂犬病予防

注射、子育て世帯臨時特別給付金、新型コロナウイルス関連情報 
１２ 
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政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（ホームページ運営・管理事業） 

１ 令和４年９月のホームページリニューアルに向けて、コンテンツ・マネジメント・システム（ＣＭ

Ｓ）リニューアル業務を委託する業者選定をプロポーザルにて実施しました。 

【委託事業者】株式会社スマートバリュークラウドイノベーションＤｉｖｉｓｉｏｎ 

（プロポーザル参加事業者：３者） 

２ 情報発信コーナー「ならしのＮＯＷ」では、広報まちかど特派員が取材した市内の自然や風景、地域

の行事などを紹介しました。 

３ 本市の行政情報の発信ツールとして、ツイッターを運用しました。 

（まちの魅力発信事業） 

本市が「選ばれるまち」であり続けるために、これまで築かれてきたまちの魅力を検証し、また新た

な魅力を創出し、効果的に発信することにより「習志野ブランド」を確立し、本市に関わる人の「愛着

醸成」と「定住促進」を図る様々な施策に取り組みました。 

１ 報道リリース配信業務委託 

インターネットを通じた報道リリースを外部委託し、市外への情報発信を強化しました。 

【委託事業者】株式会社 ＰＲ ＴＩＭＥＳ 

【リリース件数】４件 

２ 市ＰＲ動画作成業務委託 

これまで本市が使用してきたＰＲ動画（平成２３年度制作の「きてきて習志野♪チドリとシギ

オのまちガイド♪」、平成２７年度制作「ドレミファナラシド♪」）にかわる新たなシティセール

ス動画を、プロポーザルで業者を選定の上、業務委託にて制作しました。 

【委託事業者】株式会社ポニーキャニオン（プロポーザル参加事業者：１０者） 

【作成動画】「走れ！習志野！～ＲＵＮ！ ＮＡＲＡＳＨＩＮＯ ＲＵＮ！～」 

【動画種類】①１５秒ｖｅｒ．  

②通常ｖｅｒ．（５分） 

 ③ロングｖｅｒ．(１２分)  

【字幕】日本語、英語、中国語(簡体字・繁体字)、韓国語 

【プロモーション】イオンデジタルサイネージでの放映、ポスター制作 

３ 寄贈品展示ケースの制作・設置 

これまで秘書課内に設置されていた本市にゆかりのあるスポーツ選手等からの寄贈品を多くの

市民が見られるようにするため、障害福祉サービス事業所「花の実園」にて展示ケースを製作。

【設置場所】市役所１階展示スペース・３階広報課横スペース 

【主な展示品】・千葉ロッテマリーンズ 福浦 和也さんのユニフォーム 

・女子ソフトボール日本代表 上野 由岐子さんのユニフォーム

・東京２０２０オリンピック体操男子のレプリカサイン

・習志野高校野球部 甲子園出場記念品
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政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・５（財政管理費） 決 算 額 9,165,658 

担 当 主 管        財 政 課 

（財政課事務費） 

◆予算の執行と庁内分権型予算による予算編成

令和３年度は、『庁内分権型予算』により編成した予算の執行支援を行いました。

また、補正予算は、新型コロナウイルス感染症対策など、緊急性・必要性のある事業について編成しました。 

１．予算関係 

（１）令和３年度補正予算 

○令和３年４月８日付け専決処分

一般会計（第２号） 

○令和３年第２回定例会

一般会計（第３号、第４号） 

○令和３年第３回定例会

一般会計（第５号、第６号）

○令和３年第４回定例会

一般会計（第７号、第８号、第９号）、介護保険特別会計（第１号） 

○令和４年１月１３日付け専決処分

一般会計（第１０号） 

○令和４年第１回臨時会

一般会計（第１１号） 

○令和４年第１回定例会

一般会計（第１２号、第１３号） 

※一般会計（第１号）は、令和３年第１回定例会に議案として提出し、可決されております。

（２）令和４年度当初予算 

○令和４年第１回定例会

一般会計、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計 

２．決算関係 

（１）令和２年度決算報告書の作成 

（２）令和２年度地方財政状況調査表（決算統計）の作成 

（３）令和２年度健全化判断比率及び資金不足比率の算定 
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政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

◆ふるさと納税に係る取組

習志野市まちづくり応援寄附条例に基づき、習志野市を「応援したい」という寄附者の想いを反映した

政策を実施するために、令和２年度に新設した新型コロナウイルス感染症対策基金を含め、１０基金に 

おいて寄附金を受け入れ、一旦各基金に積み立てた後、基金の目的に従い、事業実施の際の財源として 

活用しております。 

 寄附金に対するお礼として、令和３年１０月に新たな民間サイトを開設し、本市の特産品などの返礼品及

びサービスを提供することにより、本市のシティセールスの推進及び市内産業の振興とともに、歳入確保に

取り組みました。 

【事業経費（業務委託費、お礼品代、配送料等）： １，４０６，５３２円】 

令和３年度個人寄附実績  ２５８件   ５，０５７，０６６円 

（令和２年度個人寄附実績  ２９２件   ７，２６３，０５３円） 

主な返礼品：習志野ソーセージ（９４件）、生しぼりニンジンジュース（３９件）、 

カフェオレ大福（１８件）、など 

（財務会計システム事業） 

 財務会計事務の迅速化、効率化を図るため、財務会計システムの運用管理を行いました。 

また、令和４年１０月から稼働を予定している次期財務会計システムの事業者の選定を行うため、プロポー

ザルを実施しました。 
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政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・７（財産管理費） 決 算 額     182,958,030 

担 当 主 管        資 産 管 理 課 

（資産管理課事務費） 

市有地（普通財産）の貸付や土地５件の売払いを行いました。 

また、各財産管理者の適正な管理のために、市有地の財産台帳の整備修正を行いました。 

貸 

付 

賃貸借契約貸付 
土地 ７２件 ４１，０３８，０８９円 

建物 １２件 ２２，６２５，９７６円 

合計 ６３，６６４，０６５円 

使用貸借契約 

(無償貸付) 

土地 ７１件 

建物 ７件 

売

払

い 

不動産売払い 土地 ５件 ２３，０３９，７１６円 

（厩舎維持管理事業） 

船橋競馬場に付随する市の厩舎（９棟・９０馬房）の敷地内生活道路について、経年劣化により、道路の 

凹凸や排水不良などの不具合が生じていることから、その抜本的な解消に向けた道路改良工事（第２期）を

行いました。 

習志野厩舎生活道路改良工事 ９，１３０，０００円 

（公共施設再生計画推進事業） 

◆習志野市公共施設等再生推進審議会の開催

公共施設再生の取組の更なる推進に向け、統一的な基準に基づく地方公会計の適切かつ効果的な活用策

について、客観的な立場で分析・審議することを目的として、習志野市公共施設等再生基本条例に基づき

開催しました。（委員数６名） 

開催 開催日 内 容 

第１回 令和３年８月４日（水) ・提言書（案）について

提言書 

提出式 
令和４年２月１日（火) ・市長へ提言書提出 

（公有資産活用まちづくりアドバイザー設置事業） 

公有資産の有効活用、民間経営のノウハウ、市民参画、まちづくり全般等に関し、専門的知見及び経験を 

有する方２名をアドバイザーとして委嘱しました。 
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政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（大久保地区公共施設再生事業） 

◆大久保地区公共施設再生事業とは…

平成２６年３月に策定した「習志野市公共施設再生計画」のモデル事業です。 

京成大久保駅周辺地区におけるまちづくりの一環として、京成大久保駅前に立地する既存の公共施設

（大久保公民館・市民会館、大久保図書館、勤労会館）と中央公園を一体的に再生するものです。あわ

せて、周辺１ｋｍの４つの公共施設（屋敷公民館、藤崎図書館、生涯学習地区センターゆうゆう館、あ

づまこども会館）の機能を引き継ぎ、再生する施設に集約を行うものです。 

令和３年度は、平成２９年３月２４日に締結したＰＦＩ事業契約に基づき、習志野大久保未来プロ

ジェクト株式会社とのパートナーシップの下、円滑な工事の進行を図り、令和３年９月に外構工事

が完了し、すべての工事が完了したことに伴い、１０月に「出会いのひろば」・「ウエルカムひろば」が

オープンしました。 

また、民間付帯事業として学生・若者向け賃貸住宅、店舗及びカフェについても令和３年９月に工事

が完了し、運用を開始しました。 

◆ＰＦＩ実施事業者に対するサービス対価の支払い

 本事業のＰＦＩ実施事業者である習志野大久保未来プロジェクト株式会社に、令和３年度分のサービ

ス対価を支払いました。 

令和３年度分のサービス対価 ４１，４６５，９２２円 

（内訳：サービス対価Ⅰ、Ⅱ（施設整備費）） 

（旧あづまこども会館解体事業） 

老朽化が進み、大久保地区公共施設再生事業により集約した旧あづまこども会館の解体工事が完了しま

した。 
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政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・８（企 画 費） 決 算 額 10,279,610 

担 当 主 管        総 合 政 策 課 

（長期計画審議会費） 

令和３年度の長期計画審議会は、後期基本計画の進捗状況等を報告するため、１回開催しました。（第

２回会議は新型コロナウイルス感染症拡大に伴うまん延防止等重点措置発令のため開催を中止し、予定し

ていた令和３年度実施の市民意識調査・大学生意識調査の報告については、結果報告書を郵送しまし

た。） 

（京成大久保駅東口臨時改札口運営事業） 

京成大久保駅東口臨時改札口は、京成大久保駅利用者の利便性の向上及び同駅西側踏切の混雑緩和を図

る目的の暫定施設として、本市と京成電鉄株式会社との協定に基づき平成１３年度に開設したものです。

本施設は協定書に基づき運営及び維持管理を行っており、京成電鉄株式会社と本市がそれぞれ運営経費の

２分の１を負担しています。 

なお、令和２年１１月から上りホーム駅舎建替え工事に伴い、当駅改札口の使用を停止していました

が、令和４年２月の工事の完了をもって、使用を再開しています。 

（オリンピック・パラリンピック関連事業費） 

１．オリンピック聖火リレー【中止】 

 新型コロナウイルス感染症の影響で、公道における聖火リレーが中止となり、代替イベントとして、

幕張メッセ駐車場における県内聖火ランナーによる点火セレモニーが行われました。 

２．パラリンピック聖火リレー採火式 

○開催日：令和３年８月１８日（水）

○場 所：総合福祉センター花の実園 玄関前スペース・駐車場

千葉県の一連の聖火フェスティバルに伴う本市採火式は、花の実園の発案により、「習志野隕石」を

モチーフとし、「習志野市から宇宙の火を灯す」をコンセプトに、ちぎり絵や園で栽培された花で会場

を装飾し、廃材を組み上げて作成したモニュメントへの着火により「習志野市の火」を採火しました。 

３．学校連携観戦チケットによる児童の競技観戦【中止】 

 市内１６小学校の６年生全児童が、幕張メッセ会場にて行われる競技の観戦を行うことを予定してい

ましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で中止となりました。 

４．サッカー公式練習会場における生徒の練習見学 

○実施日：令和３年７月１８日（日）

○場 所：秋津サッカー場

秋津サッカー場をサッカー公式練習会場として使用することに伴い、フランス（男子）代表チームの

公式練習の見学を行い、希望した第三中学校生徒が参加しました。 

開催 開催日 内 容 

第１回 令和３年９月７日（火） 

・後期基本計画の進捗状況について(報告)

・令和３年度実施の市民意識調査・大学生意識調査の概

要について
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政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（市民意識調査事業） 

（１）市民意識調査 

 市民の生活の現状、行政に対する要望、意識等を的確に把握するとともに、本市の課題とそれに対する

市民意向を把握し、今後のまちづくりに資するとともに、「習志野市後期第２次実施計画」策定に向けて

の基礎資料とすることを目的として、市民意識調査を実施しました。 

＜調査方法＞ 

対象者：市内在住１５歳以上の市民 ５，０００名（無作為抽出） 

調査期間：令和３年１０月２５日～１１月８日（１５日間） 

調査方法：郵送及びインターネット 

※インターネット回答は、日本語以外にも英語・中国語・韓国語・ベトナム語での回答を

可能としました。

回収率：４３．０％ 

（２）大学生意識調査 

本市が若者の定着・定住促進に係る施策を推進する中で、若者が置かれている状況や市に対し何を望ん

でいるのかを統計的に把握し、行政運営等に反映させることを目的に、大学生意識調査を実施しました。 

＜調査方法＞ 

対象者：千葉工業大学、日本大学生産工学部、東邦大学の学生 １，５００名 

調査期間：令和３年１１月～１２月 

調査方法：各大学に調査票の配布・回収を依頼 

回収率：９２．１％ 

（習志野文化ホール再建設検討事業） 

 ＪＲ津田沼駅南口再開発に係るモリシア津田沼建替えに伴い、老朽化が進む習志野文化ホールの建替え

を検討するため、第三者委員会である「習志野文化ホール再建設基本構想等検討専門委員会」を設置し、

会議を３回開催しました。 

開催 開催日 内 容 

第１回 令和３年８月２０日（金） 
・習志野文化ホール再建設基本構想(案)について

（利用者ヒアリング、ホール利用状況等）

第２回 令和３年１１月９日（火） 

・習志野文化ホール再建設基本構想(案)について

（設置理念及び特徴、市民利用・興行利用、

敷地候補地等） 

第３回 令和４年１月２７日（木） 
・習志野文化ホール再建設基本構想(案)について

（観客数別公演実績、ステージ形式比較等）
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政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

担 当 主 管        財 政 課 

（経営改革推進事業） 

◆第二次経営改革大綱等に基づく経営改革の推進

(１)定員適正化の推進

定員適正化計画に基づく職員数の適正化に向けた取組を継続してきました。 

令和２年度を始期とする「定員管理計画」の令和４年４月１日の職員数は、目標値１，３２７人に

対し、１，３１６人（企業局を除く）と１１名計画を下回る結果となりました。（企業局を含む全体

の職員数は、１，４３８人）。 

今後も、同計画に基づく職員数の管理はもとより、時間外勤務の削減にも意識を向けた定員管理を

行ってまいります。 

（単位：人） 

基準日： 

各年４月１日 

企業局を含む 

全職員数 

前年度 

対比 

平成８年度 

対比 

企業局（下水道

課以外）を除く

職員数 

前年度 

対比 

平成８年度 

対比 

平成８年 １,８０７ ― ― １,６７７ ― ― 

平成１７年 １,５４０ ― △２６７ １,４４１ ― △２３６

（第１次定員適正化計画 平成１７年～平成２２年） 

平成２２年 １,４２９ ― △３７８ １,３３９ ― △３３８

（第２次定員適正化計画 平成２２年～平成２５年） 

平成２５年 １,４１２ ― △３９５ １,３２３ ― △３５４

平成２６年 １,４２７ １５ △３８０ １,３３８ １５ △３３９

（第３次定員適正化計画 平成２６年～令和元年） 

令和元年 １,４３３ ― △３７４ １，３３９ ― △３３８

令和２年 １,４３２ △１ △３７５ １，３３８ △１ △３３９

令和３年 １,４３２ ０ △３７５ １，３３８ ０ △３３９

令和４年 １,４３８ ６ △３６９ １，３３７ △１ △３４０

（２）第二次経営改革大綱の推進 

平成２６年度から令和７年度までを計画期間とする習志野市基本構想の折り返し点に当たり、後期

基本計画の展開に併せた第二次経営改革大綱を策定しています。 

同実行計画では、改革取組項目全９９項目の取組を掲げ、引き続き、本市の将来を見据えた経営改

革を推進していきます。 

本大綱では、経営改革の目標として、以下の６つを掲げています。 

１．効果的・効率的な行財政運営の推進 

２．機能的で生産性の高いスマート自治体への転換 

３．職員能力の向上と多様で柔軟な働き方の実現 

４．公共施設の再生 

５．財政健全化 

６．協働型社会の構築 

本大綱では、改革を進めるための具体的な取組として、実行計画「改革工程表」を作成し、令和７年

度までに実施する改革項目として９９項目に取り組むこととしました。 

令和３年度に実施すべき５７項目の内、５５項目（９６．５％）について実施に着手しており、その

内３４項目（５９．６％）について取組事項を達成しました。 

【令和３年度に取り組むべき項目：５７項目】 

令和３年度の主な取り組み 

業務改善に係る全庁的な取組（在宅型テレワークの試行実施等）、 

公民館の指定管理の拡大（実花、袖ケ浦、谷津公民館） 等 
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政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

◆経営改革の推進体制

【経営改革推進本部】 

市長を本部長、各部長を委員とする経営改革推進本部は、使用料・手数料の見直し等について、２回

の審議を行いました。 

開催日 主な審議内容 

第１回 令和３年 ６月１６日（水） ・「秋津公園とスポーツ施設等一体的再整備事業」について

第２回 令和４年 ２月 ７日（月） 

・使用料・手数料等の単価の見直しについて

・指定管理者の利用料金の見直しについて【谷津バラ園】

・市営住宅使用料、市営住宅駐車場使用料の改定について

【経営改革推進委員会】 

副市長を委員長、各次長等を委員とする経営改革推進委員会では、指定管理者の更新、補助金の見直

し等について、３回の審議を行いました。 

開催日 主な審議内容 

第１回 令和３年１０月 ８日（金） 

・補助金の見直しについて

・市営住宅使用料、市営住宅駐車場使用料の改定について

・第二次経営改革大綱実行計画の報告について

・令和３年度の経営改革の取組について

・令和４年度 使用料・手数料の見直しについて

・補助金の見直しについて

第２回 令和４年 １月２８日（金） 

・使用料・手数料等の単価の見直しについて

・指定管理者の更新及び利用料金の見直しについて【谷津

バラ園等】

・指定管理者の更新について【新習志野公民館】

第３回 令和４年 ３月１８日（金） 

・指定管理者の更新及び利用料金の見直しについて【谷津

バラ園等】

・ＩＣＴを活用した業務改善について
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政策経営部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ４・３・１（上水道費） 決 算 額 92,000 

担 当 主 管 財 政 課 

（北千葉広域水道企業団負担及び出資事業） 

 地方公営企業繰出金制度に基づき、児童手当に要する経費相当分について、本市負担分（３.７％） 

を負担いたしました。 

款 項 目（名称） ９・１・３（消防施設費） 決 算 額     708,248,737 

担 当 主 管        資  産 管 理  課 

（新消防庁舎建設工事費） 

・令和２年度末に竣工した新消防庁舎は令和３年度から供用開始となりました。その後、旧消防庁舎の

解体及び外構工事を行い、令和３年１１月に工事が完了しました。

（新消防庁舎建設関連事業費） 

・設計図書通りに工事を進められるよう、工事監理業務委託を実施しました。

・新庁舎等建設工事の第３期工事として整備する訓練棟及び外構工事を行うため、設計業務委託を実施

しました。
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（３） 総 務 部 



総 務 部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ２・１・１（一 般 管 理 費） 決 算 額 2,339,527,027 

担 当 主 管        総 務 課 

（市政功労表彰事業） 

１.市政功労者表彰

市政の発展、市民の福祉の増進に顕著な功績のあった方を表彰しました。

なお、令和４年２月３日（木）に予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止

のため、令和４年７月１日（金）に開催を延期しました。 

表彰者数 功労表彰 ４３名 

徳行表彰 ２団体 

（法律相談等事業） 

１.法律相談の実施

市の業務執行上生じる法律的問題に対応するため、法律相談を行いました。

件数 ３２件 

担 当 主 管        契 約 検 査 課 

（契約検査課事務費） 

１.電子入札の実施

建設工事・測量・建設コンサルタント業務委託・物品に係る入札について、電子入札を実施

しました。 

電子入札実施件数 建設工事 ５５件 

測量・建設コンサルタント業務委託 ４０件 

委託 １０件 

物品・賃貸借 １５件 

２.千葉県電子自治体共同利用負担金（電子調達システム負担金）

令和３年度負担金 ７２２，０００円 

共同利用参加団体 ５７団体（県、５４市町村及び２企業団） 

３.工事検査

検査件数 ８３件 

（庁舎維持管理事務費） 

１.庁舎の維持管理

庁舎等を適切に維持するための事業を実施しました。

令和３年度実施件数 工事 ２７件 

修繕 １０件 

（旧庁舎等解体事業） 

１.旧庁舎及び市民課棟の解体工事 

平成２３年３月に発生した東日本大震災の影響を受け、建物が倒壊または崩壊する危険性が生 

じたほか、築５０年以上が経過して老朽化も進んでいた旧庁舎及び市民課棟の解体工事の完了を

受け、関連工事として旧土木詰所・立体駐車場の解体工事及び法面築造を行っています。 
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総 務 部 

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ２・１・２（人 事 管 理 費） 決 算 額 2,932,775,420 

担 当 主 管        人 事 課 

（職員研修事業） 

１.職員研修の実施

（ ）は前年度 （単位：人，日） 

研 修 名 参 加 人 員 日 数 

一般研修 

新 規 採 用 職 員 研 修 ４４（４９） ※1

主 事 ・ 技 師 職 員 研 修 ４１（５６） ３ 

主 任 主 事 ・ 主 任 技 師 職 員 研 修 ５４（５３） ４ 

４ 級 係 長 ・ 主 査 職 員 研 修 １２（５２） ２ 

再 任 用 職 員 希 望 者 研 修 －（１６） － 

管 理 職 研 修 ３３（４１） １ 

会 計 年 度 任 用 職 員 研 修 ８３（１８９） ３ 

特別研修 

人 事 評 価 制 度 研 修 ７５（９０） ３ 

議 会 答 弁 能 力 向 上 研 修 １９（－） １ 

認知症サポーター養成講座（研修） ８５（－） ２ 

ハ ラ ス メ ン ト 防 止 研 修 ３７（４８） １ 

障 害 者 差 別 解 消 法 対 応 研 修 １４（１７） １ 

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 研 修 ２８（－） １ 

実 務 研 修 （ 会 計 事 務 ） ２３９（２２８） ※2

実 務 研 修 （ 公 会 計 事 務 ） ２３９（－） ※2

実 務 研 修 （ 契 約 事 務 ） ２３９（２２８） ※2

実 務 研 修 （ 財 政 事 務 ） ２３９（２２８） ※2

実 務 研 修 （ 法 令 実 務 ） ２３９（２２８） ※2

実 務 研 修 （ 文 書 事 務 ） ２３９（２２８） ※2

労 務 管 理 研 修 １２（２０） １ 

ク レ ー ム 対 応 研 修 ５６（４７） ２ 

政 策 形 成 基 礎 研 修 １６（１７） ３ 

手 話 研 修 ７１（８１） ２ 

業 務 改 善 研 修 ８（－） ２ 

女 性 職 員 研 修 ２２（１８） １ 

派遣研修 

自 治 大 学 校 ２（－） 
研修課程によ

り日数は異な

る 

千 葉 県 自 治 研 修 セ ン タ ー ６４（２３）※3 

市 町 村 職 員 中 央 研 修 所 ６（１） 

そ の 他 機 関 へ の 派 遣 研 修 １６（１９） 

職 場 研 修 
２０３人 １４件 

(３３７人 １５件)

※1 新規採用職員研修 集合研修１１日間、動画視聴による研修３０日間 

※2 実務研修 動画視聴による研修２６日間

※3 ５級係長・主査職員研修 １１名、課長・主幹研修 １６名、管理者研修 ３名

その他１９科目の研修 ２５名、公開講座（無料）９名 

２．職員研修誌『視点 Ｎｏ.７６、７７』の発行 
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総 務 部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（職員健康管理事業） 

１.職員健康診断（人間ドック含む）の実施

定期健康診断（人間ドック・個人受診者を含む） 

正 規 職 員 対象者 １，１５８名、受診者 １，１５７名、受診率 ９９．９％ 

会計年度任用職員 対象者 ３８２名、受診者 ３８２名、受診率 １００．０％ 

（ ）は前年度  （単位：人） 

種 別 健診受診者数 ドック・個人受診者数 合 計 

定 期 健 康 診 断 ３７６（４３３） ７８１（７８１）１，１５７（１，２１４）

会計年度任用職員 

定期期健康診断 
２０７（２３２） １７５（１７５） ３８２（４０７）

新規採用職員健康診断 ４２（４６） ４２（４６）

会計年度任用職員 

雇用時健康診断 
５８（７２） ５８（７２）

労働安全衛生法に規定されている健康診断の実施状況を計上 

２.予防接種・特殊健康診断等の実施

種 別 実施者数 内 容 対 象 者 

Ｂ型肝炎 

肝機能・抗体 

検査(前検査) 
９（９） 血液検査 

消防職員 

急病診療所職員 
予防接種 予防接種 

抗体検査 １９３（１９５） 血液検査 

予防接種 １５（６） 予防接種 

Ｃ型肝炎抗体検査 ５２（５４） 血液検査 消防救急隊員 

四種 

・麻疹

・風疹

・水痘

・流行性耳

下腺炎 

抗体検査 ５２（－） 血液検査 

消防職員 予防

接種 

МＲ ３７（－） 予防接種 

水痘 ２（－） 予防接種 

ムンプス ３６（－） 予防接種 

破傷風 

予防接種 

新規接種 ３（２）
予防接種 

消防救急・救助隊員 

土砂・汚泥を扱う職員 追加接種 ６１（２９）

深夜勤務職員 

健康診断 
１５５（１６８） 診察・血圧・尿検査 

消防職員（深夜勤務従

事者） 

石綿（アスベスト） 

健康診断 
１２（１３）

胸部レントゲン 

直接撮影診察 

石綿を取り扱う等の

業務に従事した者 

胸部Ｘ線撮影 ９５（１３０） 胸部レントゲン 

結核健康診断を実施

する義務のある施設

職員等 

胃がん検診 ４１（４１） 胃バリウム検査 
４０歳以上正規職員 

再任用職員等 

大腸がん検査 ６５（７０） 便潜血反応検査 
４０歳以上正規職員 

再任用職員等 

ストレスチェック
１，６３６ 

（１，６１５）
ストレスチェック調査票
（Web 回答・質問紙回答） 

正規職員・再任用職員 

会計年度任用職員 
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総 務 部 

主要な施策の概要 （単位：円）

３.その他（健康相談、研修等）

種別 実施者数 備考 

産 業 医 健 康 相 談 １４５（１０７）

月４回 

職員の心身の健康管理上の指導、相談 

長時間労働者及び高ストレス者の産業医

面接指導 

精 神 科 医 に よ る 相 談 ７９（５５）
月１回 

職員の心の健康管理上の指導、相談 

カウンセラーによる相談 １６３（１６１）
月２回 

実施者数に、新規採用職員４３人含む 

メンタルヘルス

研修 

ラインケア

（管理職）
１７６（－） 部長職、次長職、課長職等管理職 

セルフケア ２２０（２８１） 対象者は全職員、５年に１回受講 

（職員福利厚生事業） 

１.負担金の支出

地方公務員法第４２条の規定に基づき、職員の福利厚生事業を実施している千葉県市町村職員

互助会に対し、負担金を支出しました。 

（チャレンジドオフィスならしの事業）

１.就労支援の実施

障がいのある方の就労支援として、一般企業で働く意欲がある方を対象に、非常勤職員として

一定期間採用し、課題克服に向けた努力を促し、就労を円滑に行えるように支援します。 

２.業務受託状況

依頼を受けた所属数 ３０課

業務内容 封入作業 封緘 
シール

貼り

スタンプ

押し
会場設営 印刷 

件数 ８５ １９ １３ ２８ ７ １８０ 

業務内容 丁合製本 仕分け 折り 挿み込み その他 合計 

件数 ６６ ６８ １３６ ２４ ２００ ８２６ 

経常的な業務として 

・３３課のシュレッダー回収を実施

・情報政策課の郵便スタンプ押し（令和２年１１月～）を実施

・健康支援課へ新型コロナウイルス関係の印刷物を合計３４回納品

（１回あたり２，０００～３，０００枚）

スタッフの人数

・令和４年３月３１日現在７名（うち２名は令和４年３月３１日で退職）
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総 務 部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ２・１・３（文 書 費） 決 算 額 22,945,361 

担 当 主 管        情 報 政 策 課 

（文書事務費） 

１.文書管理システムの運用

文書管理の効率化、正確性の向上、紙等の削減を図るため、文書の収受・作成から保存、廃棄

までを通じて、電子的に公文書を管理するために、平成３１年１月に導入した文書管理システム 

の安定的な運用管理に努めました。 

２.押印の見直し

市から発出する文書の公印押印の見直しを令和３年４月１日から施行しました。

市民及び事業者から市に提出いただく文書の押印の見直しを行いました。

（情報公開・個人情報保護事務費） 

１.情報公開制度及び個人情報保護制度の推進

開かれた市政の確立を目指し、情報公開制度を推進しました。また、個人の権利利益の保護を

図るため､個人情報保護制度を推進しました。 

令和３年度情報公開制度の運用状況 （単位：件） 

実 施 機 関 請求件数 

決 定 状 況 

取下げ 全部公開

決定 

部分公開

決定 

非公開 

決定 

請求拒否

決定 

市 長 １４４ ５６ ３７ ５ ４６ ０ 

政 策 経 営 部 １６ ８ １ ３ ４ ０ 

総 務 部 １４ ６ ２ １ ５ ０ 

協 働 経 済 部 １２ ５ ４ ０ ３ ０ 

健 康 福 祉 部 ６ ０ ０ ０ ６ ０ 

都 市 環 境 部 ８７ ３７ ３０ ０ ２０ ０ 

こ ど も 部 ５ ０ ０ １ ４ ０ 

会 計 課 ４ ０ ０ ０ ４ ０ 

教 育 委 員 会 １２ ６ ２ ０ ４ ０ 

選 挙 管 理 委 員 会 １ １ ０ ０ ０ ０ 

監 査 委 員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

農 業 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

固定資産評価審査委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

消 防 長 ３ ０ ０ ０ １ ２ 

公 営 企 業 管 理 者 ２３ １３ ５ １ ４ ０ 

議 会 １ １ ０ ０ ０ ０ 

合 計 １８４ ７７ ４４ ６ ５５ ２ 

※請求拒否決定とは、主に公開請求に係る公文書が不存在や特定できない場合が該当。
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主要な施策の概要 （単位：円）

令和３年度個人情報保護制度の運用状況 （単位：件） 

実 施 機 関 請求件数 

決 定 状 況 

取下げ 全部開示 

決定 

部分開示 

決定 

非開示 

決定 

市 長 ３２ １９ ８ ５ ０ 

政 策 経 営 部 １ １ ０ ０ ０ 

総 務 部 １ １ ０ ０ ０ 

協 働 経 済 部 ９ ７ １ １ ０ 

健 康 福 祉 部 １４ ７ ６ １ ０ 

都 市 環 境 部 ６ ３ ０ ３ ０ 

こ ど も 部 １ ０ １ ０ ０ 

会 計 課 ０ ０ ０ ０ ０ 

教 育 委 員 会 ２ ０ ２ ０ ０ 

選 挙 管 理 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ 

監 査 委 員 ０ ０ ０ ０ ０ 

農 業 委 員 会 ０ ０ ０ ０ ０ 

固定資産評価審査委員会 ０ ０ ０ ０ ０ 

消 防 長 １ ０ １ ０ ０ 

公 営 企 業 管 理 者 ０ ０ ０ ０ ０ 

議 会 ０ ０ ０ ０ ０ 

合 計 ３５ １９ １１ ５ ０ 

※非開示決定とは、主に公開請求に係る公文書が不存在や特定できない場合が該当。

款 項 目（名 称） ２・１・７（財 産 管 理 費） 決 算 額 182,958,030 

担 当 主 管        契 約 検 査 課 

（車両維持管理経費） 

１.車両の維持管理

バイク   ４台 

自動車 １７６台 
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総 務 部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ２・１・９(情報化推進費) 決 算 額 320,651,882 

担 当 主 管        情 報 政 策 課 

（住民情報オンライン処理事業） 

１.住民情報オンライン処理の推進

市民サービスの向上と事務処理の効率化を図るため、住民情報オンラインシステムの運用、

管理を実施しました。（サーバー６台、パソコン１２６台） 

２.住民情報システムの更新

令和３年１０月に住民情報システムを刷新し、サービスを開始しました。（クラウドサービス

用サーバー９台、庁内サーバー１台、パソコン２１０台） 

システム利用課と主なオンライン業務

システム利用課 主なオンライン業務 

市 民 課 
住民票発行、住民異動処理、住民基本台帳照会、 

印鑑登録証明書発行、コンビニ交付、戸籍等 

東 部 連 絡 所 

西 部 連 絡 所 

ＪＲ津田沼駅南口連絡所 

住民票発行、住民基本台帳照会、印鑑登録証明書発行、 

課税証明書発行、戸籍等 

国 保 年 金 課 
国保、年金、退職者資格異動処理・得喪照会、 

後期高齢者医療得喪照会 

税 制 課 
課税、車庫用地各証明発行、税収納状況照会、各税消込処理、 

還付充当処理、軽自更正処理 

市 民 税 課 賦課異動更正処理、課税状況照会、住民登録外者異動処理等 

資 産 税 課 賦課異動更正処理、課税状況照会、住民登録外者異動処理等 

債 権 管 理 課 住民基本台帳照会、税収納状況照会 

健 康 福 祉 政 策 課 住民基本台帳照会 

健 康 支 援 課 成人保健業務、予防接種業務、課税状況照会 

社 会 福 祉 課 住民基本台帳照会 

高 齢 者 支 援 課 住民基本台帳照会、課税状況照会 

生 活 相 談 課 住民基本台帳照会、課税状況照会 

障 が い 福 祉 課 
住民基本台帳照会、課税状況照会、障がい者福祉・重度障がい

者医療 

介 護 保 険 課 後期高齢者介護保険業務 

こ ど も 保 育 課 住民基本台帳照会、課税状況照会 

子 育 て 支 援 課 児童手当認定業務、乳幼児医療費助成受給券発行処理等 

学 校 教 育 課 住民基本台帳照会、学齢簿・就学援助業務、学校給食費業務 

選 挙管 理委 員会事務局 選挙人名簿作成、期日前・当日投票、当日開票 

情 報 政 策 課 システム運用管理
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主要な施策の概要 （単位：円）

（情報通信基盤整備事業） 

１.庁内ネットワークの運用管理

グループウェア（電子メール、庁内掲示板等）やファイルサーバー等の運用を通じて情報の共有

化、事務の効率化を図りました。また、市庁舎内及び各施設を接続する庁内ＬＡＮを整備するとと

もに、高いセキュリティを伴ったインターネット接続を行うため、千葉県自治体情報セキュリティ

クラウドを利用し、ネットワークの安定的な運用とセキュリティの確保に努めました。

２.ちば電子申請サービス

インターネットで２４時間手続きが可能な「ちば電子申請サービス」を、千葉県と県内市町で

共同利用しました。 

申請・届出可能手続 ８４件（令和３年度申請受理件数 ３６，２１８件） 

３.ＡＩ（人工知能）技術の活用

令和２年度に導入したＡＩ技術を活用した会議録作成システムを使用し、効率的な会議録作成

を行いました。令和３年度は新たに、ホームページ上で質問に対して自動で回答を行うＡＩチャ

ットボットを導入しました。 

４.オンライン会議等の実施

新たにオンライン会議サービスのアカウントを取得し、オンライン会議や研修を実施しました。

５.ＬＩＮＥ公式アカウントの活用

ＬＩＮＥを活用して、新型コロナウイルスワクチン接種予約や災害時等の情報発信を行いました。

６.職員向けテレワーク環境の運用管理

テレワークを実施するための通信回線の整備やテレワーク環境の運用管理を実施しました。

（ＩＣＴ機器等整備事業） 

１.パソコン等の賃貸借

庁内ＬＡＮ等で使用するパソコンやタブレット、複合機等の賃貸借を実施しました。

（パソコン１，４８０台、タブレット５４台、複合機７４台、プリンタ５５台） 

２.ＲＰＡ・ＡＩ－ＯＣＲの利用

定型的な業務をシステム化するＲＰＡ、手書き文字をＡＩ技術により電子化するＡＩ－ＯＣＲ

を導入し、１０業務で活用しました。 

３.ペーパーレス会議システムの利用

タブレットとペーパーレス会議システムを用いてペーパーレス会議を実施しました。

（総合行政ネットワーク事業） 

１.総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）接続

庁内ＬＡＮとＬＧＷＡＮを接続する専用回線や、ネットワーク機器等の運用管理を通じて、

セキュリティが確保されたＬＧＷＡＮ－ＡＳＰサービス等の利用環境を整備しました。

（社会保障・税番号制度事業） 

１.データ標準レイアウト改版に対する対応

市町村間での情報連携時に必要となるデータ標準レイアウト（特定個人情報ごとに情報提供者

及びデータ定義等を整理したもの）が改版されたため、新しいデータ標準レイアウトに対応する

よう住民情報システムを改修しました。 

２.中間サーバー設置・運用に伴う交付金

情報連携を行うための中間サーバーを設置・運用している地方公共団体情報システム機構に対

して、設置・運用費として交付金を支出しました。 
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総 務 部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ２・１・１２(安全対策費) 決 算 額 53,006,801 

担 当 主 管        危 機 管 理 課 

（国民保護計画推進事業） 

１．国民保護計画の変更 

「習志野市国民保護計画」について、組織の名称変更、法令等に基づく文言整理、千葉県及び 

近隣市計画との整合性を図るための文言整理等の一部見直しを図り、令和３年５月に変更しまし

た。 

（危機管理推進事業） 

１.危機管理講演会

令和４年１月２９日（土）に予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため

中止しました。 

款 項 目（名 称） ２・３・３（住居表示整備費） 決 算 額 1,683,081 

担 当 主 管        総 務 課 

（住居表示整備事業） 

１.街区表示板等の設置

住居表示に関する法律及び習志野市住居表示に関する条例に基づき、街区表示板等の設置を行

いました。 

街区案内板の設置替 ３カ所 

街区表示板の設置 ４０カ所 

２.各種証明書の発行

建築物新築届に伴う 

住居番号設定通知書 
４８３件 

住居表示実施証明書 １１７件 

行政区画変更証明書 ７件 

住居番号設定証明書 １０件 

住居番号変更通知書 ２９件 

町 名 変 更 証 明 書 ２件 

合 計 ６４８件 
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総 務 部 

主要な施策の概要 （単位：円）

款 項 目（名 称） ２・５・２（統計調査費） 決 算 額 3,525,863 

担 当 主 管        総 務 課 

（基幹統計調査） 

１.調査の実施

調査の名称 所  管 調査時期 調査周期 調査対象 調査員数 

令和３年度 

教育統計調査 

（学校基本調査） 

文部科学省 ５月１日 毎年 

公立、私立の学校 

・調査学校数４７校

幼稚園１０、小学校１６

中学校８

幼保連携型認定こども園８

専修学校５

― 

令和３年 

経済センサス

- 活動調査 

総務省・ 

経済産業省 
６月１日 ５年 

市内全域の事業所及び企業 

（約３,５００事業所） 
４９名 

（千葉県単独統計調査） 

１.調査の実施

調査の名称 所管 調査時期 調査周期 調査対象 調査員数 

千葉県年齢別・ 

町丁字別人口調査 
千葉県 ４月１日 毎年 

住民基本台帳法に基づく登録

人口 

・８２，３９７世帯

・１７５，３０１人

― 
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総 務 部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ９・１・４（災 害 対 策 費） 決 算 額 230,565,203 

担 当 主 管        危 機 管 理 課 

（防災会議費） 

１．防災会議 

令和４年３月１７日（木）に予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため

中止しました。 

（自主防災組織事業） 

１．自主防災組織に対する助成 

「自分たちの地域は自分たちで守る」という共助としての防災活動の中心を担う自主防

災組織に対し、その強化及び拡充を図るため、自主防災組織の活動に対する助成金の交付

や新規設立組織への防災資機材の整備を行いました。 

令和３年度末における組織数 ２２５組織 （新規設立なし） 

自主防災組織助成金  交付 １８６組織  ７，２８６，７１９円 

２．リーダー研修会 

令和３年５月１５日（土）、１６日（日）に対面による研修を予定しておりましたが、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のため、令和３年７月１日（木）に動画配信（ＹｏｕＴｕｂｅ）によ

る研修を行いました。

（防災行政無線事業） 

１．デジタル式防災行政無線の管理 

習志野市防災行政無線デジタル化整備計画に基づき、その保守管理を行いました。 

（総合防災訓練事業） 

１．総合防災訓練 

令和３年９月１２日（日）に予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の 

ほか、ワクチン接種を迅速かつ安全に実施し、実働世代の方々のワクチン接種の時間を確保 

するため中止しました。 
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総 務 部 

主要な施策の概要 （単位：円）

（飲料水供給対策事業） 

１．耐震性井戸付貯水槽の管理 

地震等の災害時における飲料水の供給対策として設置した、耐震性井戸付貯水槽の保守点検 

及び維持管理を行いました。 

耐震性井戸付貯水槽設置場所 

（１）中央消防署秋津出張所脇駐車場内

（２）谷津奏の杜公園内

２．災害時協力井戸制度 

地震等の災害時における生活用水の確保を目的として、個人や企業が所有する井戸を災害時 

協力井戸として登録し、断水時等に活用できる制度を令和３年１２月２１日（火）から開始しま

した。 

登録件数：３件（令和３年度新規登録） 

（災害対策事業） 

１．緊急情報等の配信 

災害時における行政情報及び住民の安全にかかわる緊急情報等を電子メールで配信し、速やか

に情報提供することを目的とし、緊急情報サービス「ならしの」の配信業務等を行いました。 

２．Ｗｅｂ版防災ハザードマップの管理

Ｗｅｂ版防災ハザードマップを令和２年度に作成し、その保守管理を行いました。

（急傾斜地崩壊対策事業） 

１．草刈り等の維持管理 

市で管理している急傾斜地崩壊危険区域等の急傾斜地において、草刈り等の維持管理を行いま

した。 

（１）鷺沼三丁目１４１番地１他

（２）藤崎二丁目１０２０番地１他

（３）屋敷二丁目３５４７番地４４他

（４）屋敷三丁目３４４０番地他

（防災資機材等整備事業） 

１．備蓄品の更新 

市内３０カ所の防災倉庫に備蓄された長期保存食及び保存用飲料水の更新並びに避難生活に 

必要な生活必需品（マンホールトイレ等）を購入しました。 
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（４） 協 働 経 済 部



協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・４（広報広聴費） 決 算 額 59,381,061 

担 当 主 管 市 民 広 聴 課 

（市民広聴事業） 

■申出件数

令和３年度（件） 令和２年度（件） 

件数 ３，６１０ ３，０５８ 

■部局別件数

令和３年度（件） 令和２年度（件） 

健康福祉部 １，２０４ ５８１ 

協働経済部 １，０１５ ８０１ 

都市環境部 ５９０ ５１９ 

こども部 １７６ １５７ 

学校教育部 １７３ ４４３ 

生涯学習部 １４８ １６９ 

企業局 ９４ ９０ 

総務部 ７８ １６５ 

政策経営部 ６５ ７５ 

消防本部 ３０ ２９ 

その他 ３７ ２９ 

合計 ３，６１０ ３，０５８ 

申出方法としては、市ホームページに設置したメールフォームを利用した申し出が２，６９８件と 

最も多く、全体の約７４．７％を占めました。内訳は、市長メールが３９６件、キャッチボール 

メールが２，３０２件です。 

申出方法の内訳は以下のとおりです。 

■申出方法内訳

申出方法 令和３年度（件） 令和２年度（件） 

市長メール ３９６ ５４４ 

キャッチボールメール ２，３０２ １，８３８ 

キャッチボール通信 ６０ ５７ 

電 話 ６５１ ３４１ 

来 庁 １２２ １１８ 

そ の 他 ７９ １６０ 

合 計 ３，６１０ ３，０５８ 

注）簡単な問い合わせや、各課に直接申し出があったものの件数は含まれていません。 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・８（企  画  費） 決 算 額 10,279,610 

担 当 主 管        男女共同参画センター 

（男女共同参画推進事業） 

１．習志野市男女共同参画審議会（平成１６年７月１日設置）の開催（全３回） 

・委員数：１２人（男性６人、女性６人）

日 程 議 事 

令和３年５月２１日（金） 

（１） 習志野市第３次男女共同参画基本計画の令和２年度事業

の取り組み状況について

（２） 事業評価部会に係る対話の実施方法について

（３） 男女共同参画基本計画事業評価部会の委員指名について

（４） 令和３年度習志野市ワーク・ライフ・バランス推進に関

する事業所調査について

令和３年１０月２６日（火） 

（１） 習志野市第３次男女共同参画基本計画の令和２年度評価報

告書（案）について

（２） （仮称）習志野市パートナーシップ・ファミリーシップ制

度について

（３） 令和３年度習志野市ワーク・ライフ・バランス推進に関す

る事業所調査の中間報告

令和４年３月１６日（水） 

（１） （仮称）習志野市パートナーシップ・ファミリーシップ制

度（案）について

（２） 令和３年度習志野市ワーク・ライフ・バランス推進に関す

る事業所調査結果及びロジック・モデル見直しのためのオ

ンライン研修について

２．習志野市男女共同参画基本計画事業評価部会の開催（全２回） 

・委員数：７人（男性４人、女性３人）

日 程 議 事 

令和３年７月１５日（木） 
（１） 習志野市第３次男女共同参画基本計画の令和２年度の事

業評価について

令和３年８月２３日（月） 

（１） 習志野市第３次男女共同参画基本計画の評価に係る対話

の実施

（２） 習志野市第３次男女共同参画基本計画の令和２年度の事

業評価について

（女性の生き方相談事業） 

女性が抱える様々な問題に対応するため、専門家による個人カウンセリングを通して、相談者

自らが問題を解決していくことができるよう支援するとともに、関係機関との連携を図りまし

た。 

・実施回数：年６０回（毎月第１・第３金曜日、第３木曜日、第２・第４火曜日）

・相談件数：１５８件
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（男女共同参画啓発事業） 

男女共同参画社会の実現を図るため、啓発事業として次の事業を実施しました。 

１．男女共同参画週間事業講演会 

国が定めた男女共同参画週間（６月２３日～２９日）に合わせ、男女共同参画推進登録団体を

構成メンバーとする運営委員会を組織し、令和３年７月４日（日）に講演会を実施しました。企

画・実施にあたっては、運営委員会との協働により行いました。 

（委員数：１１人（男性１人、女性１０人）） 

・開 催 日：令和３年７月４日（日） 

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室 

・講 演 会：より良い未来の分岐点～今日の生きづらさを明日の生きやすさに～

・講 師：湯浅 誠氏（社会活動家・東京大学先端科学技術研究センター特任教授） 

・参 加 者：会場１６人／オンライン１６人／

動画による視聴回数１８２回（申込者数６８人）/保育人数５人 

２．講座等の実施 

（１）ＬＧＢＴ講座 

 市民等を対象に、多様な性のあり方に対する理解を深めることを目的とした講座を開催しまし

た。 

・開 催 日：令和３年７月２４日（土）、令和３年７月２７日（火） 

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室 

・テ ー マ：はじめて学ぶＬＧＢＴ基礎講座 

・講 師：第１回/沼倉 智美氏（レインボー千葉の会） 

第２回/松尾 圭氏 （レインボー千葉の会） 

・参 加 者：３６人  【内訳】市民及び教職員 

（２）パラレルキャリアスタートアップ講座 

本業以外に自ら率先して社会貢献活動等をすることとはどのようなことなのかを考え、働き方

を見つめ直すきっかけづくりを目的とした講座を開催しました。 

・開 催 日：令和３年９月２６日（日） 

・会 場：オンラインにて実施 

・テ ー マ：二兎を追って二兎を得る「複」業のススメ 

・講 師：西村 創一朗氏（株式会社ＨＡＲＥＳ代表取締役） 

・参 加 者：２３人 

（３）女性のための再チャレンジ支援講座 

出産・子育て等により、いったん就労から離れた女性を対象に、自らの潜在能力や強みを見つ 

め直し、新たな再チャレンジ（再就職・起業等）へ踏み出せることを目的とした講座を開催し

ました。 

・開 催 日：①令和３年１０月５日（火）  

②令和３年１０月１２日（火） 

③令和３年１０月１９日（火） 

・会 場：サンロード津田沼 ６階大会議室 

・テ ー マ：今を生きる女性のためのライフデザイン講座 

・講 師：①林田 香織氏（ワンダライフＬＬＰ代表） 

②柴田 清加氏（心理カウンセラー） 

③尾崎 えり子氏（株式会社新閃力 代表取締役） 

・参 加 者：延べ人数５５人 延べ保育人数８人

① １９人（保育４人） ②１８人（保育２人） ③１８人（保育２人）
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 
（４）男女共同参画啓発講座 

男女それぞれの視点から性別役割分担意識への気付きを与え、子どもを含めた家庭内の家事参加

の推進となることを目的とした講座を開催しました。 

・開 催 日：令和４年２月１３日（日） 

・会 場：オンラインにて実施 

・テ ー マ：今日からはじめる！ハッピー家事シェア講座～わたしもぼくも担当者～ 

・講 師：三木 智有氏（ＮＰＯ法人ｔａｄａｉｍａ！ 代表） 

・参 加 者：１４人 

（５）登録団体連絡会議の開催 

・開 催 日：令和３年１１月書面開催 

・内 容：男女共同参画センターからのお知らせ 

・令和３年度習志野市男女共同参画週間事業ご協力への御礼

・施設利用についての案内

・講演会、イベント周知時の市ホームぺージ、広報習志野の活用案内

３．情報紙「きらきら」の発行 

公募による編集委員と市との協働により企画・編集し、発行しました。 

・委 員：６人（男性２人、女性４人） 

・発 行：年３回 

・配 布 先：全市立小学校・幼稚園・保育所・こども園・私立幼稚園等の保護者、市内公共機関等 

・第５０号（７月発行：１４，０００部）

特集：何歳からでもできる！家事参画への一歩

・第５１号（１１月発行：１４，０００部）

特集：保護者の役割を見直して～参加しやすいＰＴＡへ～

・第５２号（２月発行：１６，０００部）

特集：自分を生かす！私たちの暮らし方・働き方

（ワーク・ライフ・バランス推進に関する協働型プログラム評価事業） 

１．ワーク・ライフ・バランス推進に関する事業所調査の実施 

市内事業所におけるワーク・ライフ・バランスの現状と、経営者の考え方を把握し、今後の男女共同参

画の推進に向けた施策検討の基礎資料とするための調査を行いました。 

・調査対象：令和元年経済センサス基礎調査結果に掲載されている個人経営、外国の会社及び法人ではな

い団体を除く単独事業所及び本所・本社・本店で、常用雇用が１人以上いる事業所から無作為抽出した

１，０００事業所

・調査期間：令和３年７月２１日～８月６日

・回収状況：回収数３７９件（宛先不明等４８件）、回収率３９．８％

有効回答数２３２件、有効回答率２４．４％ 

２．ワーク・ライフ・バランス推進のための協働型プログラム評価に関するオンライン研修 

・開 催 日：令和４年２月２８日（月） 

・会 場：オンラインにて実施 

・テ ー マ：協働型の政策評価とロジック・モデル 

・講 師：源 由理子氏（明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科教授） 

・参 加 者：１６人（男女共同参画審議会委員、男女共同参画センター登録団体有志、 

男女共同参画施策庁内担当者会議構成課職員、事務局職員） 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・１０（まちづくり推進費） 決 算 額 124,984,712 

担 当 主 管        協 働 政 策 課 

（市民協働推進事業） 

「市民と行政のパートナーシップ」の実現に向けて、ボランティアやＮＰＯ等の「市民活動

団体」が活動しやすい環境を整えるため、各種事業を行いました。 

１．習志野市市民協働推進委員会 

平成２１年４月に策定した習志野市市民協働基本方針に基づき、同方針の具体的な施策や取

り組みについて検討・評価するため、「習志野市市民協働推進委員会」を開催しました。 

日 程 議 事 

令和３年５月３１日（月） （１）市民活動団体支援等の施策概要について

（２）習志野市市民参加型補助金審査委員会設置要領の

改正について

（３）習志野市市民参加型補助金制度について

令和３年１０月２２日（金） （１） 令和２年度市民活動団体支援等の施策について

（実施報告）

（２）令和４年度習志野市市民参加型補助金制度について

２．市民協働インフォメーションルームの運営 

サンロード津田沼５階に「市民協働インフォメーションルーム」を設け、市民活動団体が活

動するための場を提供しました。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、一部利用を休止し

ました。 

・利用者延べ人数：２，０３４人

３．市民活動団体ＰＲイベント クリスマスオンライン交流会 

市民協働インフォメーションルーム登録団体の活動内容を周知することで、市民の市民活動

への興味・関心を深めるとともに、市民活動団体の活動を支援、登録団体間の交流を図ること

を目的として、開催しました。 

・開 催 日：令和３年１２月２３日（木）

・内 容：市民活動団体ＰＲ動画紹介（５団体）、オンライン市民活動紹介、交流 

・開催方法：オンライン（Ｚｏｏｍ）

・参 加 者：２４人

４．習志野市まちづくり参画証の発行 

市民の自発的な社会貢献活動に感謝し、市民のまちづくりのための活動を積極的に推

進することを目的に「習志野市まちづくり参画証」を発行しました。 

令和３年度 令和２年度 

発行枚数 ２８４枚 ５枚 

団体数 １１団体 １団体 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 
５．ボランティア補償制度 

市内で活動している市民活動団体の活動中の事故を補償するため、ボランティア保険に加入

し、安心してボランティア活動ができる環境を整えました。 

・令和３年度事故件数：３件

６．市民活動に関する講座 

（１）市民活動スキルアップ講座（オンライン講座）

市民活動団体が抱える課題の解決に向けて、団体のスキル向上を目的として開催しまし

た。 

講座名 開催日 参加者 

【初級編】はじめてのオンライン会議 

～Ｚｏｏｍを体験してみよう～ 

令和３年６月２５日（金） ９人 

令和３年６月２７日（日） ７人 

【中級編】Ｚｏｏｍのホスト機能 

～会議を主催してみよう～ 

令和３年６月２５日（金） １１人 

令和３年６月２７日（日） １０人 

令和３年６月３０日（水） 
８人 

４人 

市民活動団体ＰＲ動画作成講座 

（２回連続講座） 

令和３年８月１７日（火） 

令和３年９月１５日（水） 

８人 

５団体 

（市民活動団体等支援事業） 

市民参加型補助金事業 

市民活動団体が自主・自発的に行う、習志野市のまちづくりに役立つ公益的な事業に

対し、経費の一部を補助するものです。令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防

止のため中止となった、令和２年度一次審査通過事業（わかもの活力型２事業、ちいき

活力型８事業、かだい提案型１事業の１１事業）を対象としましたが、感染拡大の状況

下では事業の実施効果が見込めない等の理由から、全１１事業が申請を辞退しました。 

市民協働型委託事業 

市が提示したテーマを市と共に市民活動団体や企業が互いのノウハウを活かし、適切な

役割分担のもとで事業を実施しました。 

・テ ー マ：スマートフォンを活用した高齢者へのＩＣＴ利活用（高齢者支援課）

・提案事業名：習志野市スマホ教室事業

・委 託 先：株式会社ＮＴＴドコモ千葉支店 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（自治振興事業） 

１．まちづくり会議の開催状況 

 市民参加のまちづくりを推進するため、各連合町会が中心となって地域で活躍する様々な団体の代表

者等が集まり、各地域で｢まちづくり会議｣が開催されました。また、｢まちづくり会議｣を通じて寄せら

れた要望事項を、調査・検討し市政に反映しました。 

（１）令和３年度まちづくり会議活動状況 令和４年３月末日現在 

地 区 開催数 出席人数 1回平均 

〔地区別集計〕 回 人 人／回 

谷津・向山 １ ８８ ８８ 

谷 津 西 部 ０ ０ ０ 

津 田 沼 ０ ０ ０ 

津田沼北部 ７ ２０８ ３０ 

袖 ケ 浦 東 ０ ０ ０ 

袖 ケ 浦 西 １ ２７ ２７ 

鷺 沼 ８ ２８６ ３６ 

鷺 沼 台 １ ４７ ４７ 

藤 崎 ０ ０ ０ 

大久保･泉･本大久保・新栄 ８ ３９０ ４９ 

本 大 久 保 ５ １７４ ３５ 

屋敷・花咲 ０ ０ ０ 

実籾・新栄 ０ ０ ０ 

東習志野・実花 ３ １３５ ４５ 

秋 津 ０ ０ ０ 

香澄・芝園 ２ ６８ ３４ 

合 計 ３６ １，４２３ ４０ 

（２）主な活動内容 

① 環境運動 地域清掃、花いっぱい花壇づくり事業等 

② 福祉活動 高齢者ふれあい元気事業、高齢者給食等 

③ 防犯活動 防犯パトロール、防災訓練等 

④ そ の 他 地域運動会、地域行事の開催、視察研修会、広報紙の発行、行政への要望等 

※令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、一部活動を中止しました。
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 
（３）まちづくり会議からの要望

令和２年度のまちづくり会議から要望を受け、令和３年度に予算化した要望（地区別、部局別） 

地区 

部局 

谷
津
・
向
山

谷
津
西
部

津
田
沼

津
田
沼
北
部

袖
ケ
浦
東

袖
ケ
浦
西

鷺
沼

鷺
沼
台

藤
崎

大
久
保
・
泉
・
本
大
久
保
・
新
栄 

本
大
久
保

屋
敷
・
花
咲

実
籾
・
新
栄

東
習
志
野
・
実
花

秋
津

香
澄
・
芝
園

計

政策経営部 
令和３年度予算化件数 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

その他の要望件数 0 0 0 1 0 0 1 1 2 1 3 0 0 0 1 1 11 

総 務 部 
令和３年度予算化件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他の要望件数 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 0 0 6 

協働経済部 
令和３年度予算化件数 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 

その他の要望件数 1 1 3 1 2 0 1 1 1 1 1 0 2 1 0 0 16 

健康福祉部 
令和３年度予算化件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他の要望件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

都市環境部 
令和３年度予算化件数 3 1 0 4 4 2 2 0 6 2 3 1 3 2 3 2 38 

その他の要望件数 8 6 7 11 10 3 11 4 20 2 6 3 11 10 2 4 118 

こども部 
令和３年度予算化件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他の要望件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

教育委員会 
令和３年度予算化件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他の要望件数 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 5 0 1 0 0 1 9 

消防本部 
令和３年度予算化件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他の要望件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

企 業 局 
令和３年度予算化件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他の要望件数 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 1 1 0 0 0 5 

選 挙 管 理 
委員会事務局 

令和３年度予算化件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他の要望件数 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

合 計 
令和３年度予算化件数 3 1 1 5 4 2 3 0 7 2 3 1 3 2 3 2 42 

その他の要望件数 10 7 10 13 12 5 14 7 23 4 18 5 18 12 3 7 168 

【令和３年度予算化された要望４２件、その他の要望１６８件】 

※その他の要望とは、令和２年度予算で対応したもの、令和４年度以降の予算で対応するもの、もともと

予算化を必要としないもの、県や国、警察等市以外の機関へ依頼したもの等です。 

99



協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

２．住民自治活動の振興 

 住民自治振興組織の発展と活動の振興を図るため、次の事業を実施しました。 

（１）住民自治組織に対する補助事業 

 地域社会における自治活動の推進及び地域住民の自治意識の高揚を図るため運営費の補助を行い

ました。 

① 習志野市連合町会連絡協議会運営費補助金 ２８６，９０４円 

② 習志野市地区連合町会運営費補助金 １６地区 ４，９７６，５９１円 

－令和４年３月末日現在・町会自治会加入状況－ 

 町会・自治会数      ２４９団体 

 加 入 世 帯 数        ５３，１５３世帯 

 世 帯 加 入 率          ６４．１％   

③ 習志野市まちづくり会議活動費補助金 １６地区 ６０２，９６７円 

３．自治功労者顕彰式及び市長との市政懇談会 

自治活動の活性化と地域連帯を促進するため、地域活動に永年寄与された功労者を表彰し、市長

との市政懇談会を併せて実施するものです。 

（１）自治功労者顕彰受賞者 １８人 

令和３年６月５日（土）プラッツ習志野市民ホールにて、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め参加人数を制限し開催しました。 

（２）市長との市政懇談会 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止しました。 

４．まちづくり出前講座 

市政についての情報を積極的に提供することにより、市民との協働によるまちづくりを進めるこ

と及び市民にとって身近で開かれた市役所を実現するため、「まちづくり出前講座」を実施しまし

た。 

（１）実施回数：延べ     １６回 

（２）受講人数：延べ  １，４３５人 

（広報掲示板等整備事業） 

市政の広報の徹底と自治活動の支援のため、広報掲示板の設置等を行いました。また、公共施設

の道路案内目印となる施設案内板のうち、廃止となった施設の施設案内板の撤去等を行いました。 

（１）広報掲示板 新設１カ所、修繕４カ所（板交換）、建替１カ所 

（２）施設案内板 撤去５カ所、修繕１カ所 

（自治宝くじ助成事業） 

 宝くじの売上げを財源とした一般財団法人自治総合センターの一般コミュニティ助成事業により、

地域まつり用備品の購入に対する助成を行いました。 

（１） 事業実施団体 鷺沼台連合町会 会長 五木田 文孝

（２） 事 業 内 容 町会備品（テント等）の購入

（３） 助 成 金 額 ２，５００，０００円（上限額）
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 
（平和活動推進事業） 

 市民の平和意識高揚を図るため、核兵器廃絶平和都市宣言の理念に基づき、次の事業を実施しまし

た。 

１．習志野市平和市民代表団派遣事業 

 市民代表団を被爆地へ派遣し、市民の平和意識の啓発・高揚、更には次世代への平和継承者の育成を

目的とするものです。令和３年度は被爆地「広島」への派遣を予定しておりましたが、新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため、中止しました。 

２．原爆死没者慰霊献花 

 秋津公園内「平和の広場」において、原爆死没者慰霊および平和祈念式典の開催を予定しておりまし

たが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、平和祈念式典は中止とし、８月６日広島市、８月９日

長崎市の原爆投下時刻に合わせ、黙とうを捧げるとともに、午前８時から正午まで献花を行いました。 

（１） 参加者 ８月６日 ５５人

８月９日 ３９人 

３．核兵器廃絶平和都市宣言記念展 

核兵器廃絶平和都市宣言の理念に基づき、広く市民の平和意識の高揚を図るため核兵器廃絶平和都

市宣言記念展を開催しました。 

（１）日程・会場 

７月 ２７日（火）～８月１７日（火） 市役所ＧＦ市民協働スペース 

※以下の日程は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止しました。

７月 ９日（金）～ ７月２１日（水） 袖ケ浦公民館 

８月 ４日（水）～ ８月 ９日（月） 新習志野図書館 

８月１２日（木）～ ８月１７日（火） 東習志野図書館 

８月１９日（木）～ ９月 ２日（木） 谷津公民館 

９月 ８日（水）～ ９月２２日（水） 実花公民館 

９月２５日（土）～１０月 ８日（金） 市民プラザ大久保 

（２）展示内容 

 写真と被爆者の描いた絵のパネル、市民作成千羽鶴、被爆学生服、被爆体験紙芝居等を展示 

しました。 

４．被爆体験講話事業の実施 

被爆体験者が年々減少していく中で、市民の平和意識の啓発・高揚、更には次世代への平和継承者の

育成を目的に、被爆体験講話事業を中学校２校で実施しました。 

（１）令和３年度実施校 

第七中学校（６月２２日（火）実施 １・２年生２１７人対象） 

第六中学校（７月 ６日（火）実施   １年生１６２人対象） 

５．習志野市平和基金 

市民と一体となって平和事業を推進していくため、各種催事場及び市庁舎等に募金箱を設置し、基金の

充実を図りました。 

（１）令和３年度積立            ８１，５１６円 

（２）令和４年３月末日基金現在高  １０，８２８，５２２円 

６．核兵器使用を示唆した一連の行為に対する抗議文の送付 

ウクライナ侵攻に際し、ロシア連邦大統領より核兵器使用を示唆する発言等に対し、ロシア連邦本国

及び大使館に抗議文を送付しました。 

（１） 令和４年３月４日 ウクライナ侵攻に際し核兵器使用を示唆した一連の行為に対する抗議文送付
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協働経済部 

 

 主要な施策の概要                               （単位：円） 

（国際交流推進事業） 

次代を担う青少年の国際感覚を涵養し、市民レベルでの国際理解を促進するため、習志野市国際 

交流協会の事業及び運営費への補助を行いました。 

（１）習志野市国際交流協会運営費補助金  １１，４４０，４３５円 

【内訳】 

習志野市国際交流協会運営費分  １１，４４０，４３５円 

 

（自治振興施設運営費） 

    自治振興施設の管理運営の充実を図り、地域住民のふれあいとコミュニティ活動の推進を図りました。 

１．コミュニティセンター利用状況 

    コミュニティセンターは、健康の増進及び地域社会の活性化に資するための地域の集会、サークル 

活動等に利用されました。 
  

施  設  名 
 

令和３年度 令和２年度 

利用回数 利用人数 利用回数 利用人数 

東習志野コミュニティセンター ２，８５５回 ２７，０８４人 ２，００１回 １７，７５０人 

谷津コミュニティセンター ３，３８５回 ３４，７４１人 ２，２９５回 ２３，８５７人 

市民プラザ大久保 ５，１５０回 ５５，３２３人 ３，２３４回 ３２，６５１人 

実籾コミュニティホール ２，５４０回 ２１，７２５人 １，２０９回 １６，９９６人 

※令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、一部期間の休館、使用時間の制限等

を行いました。 

 

２．コミュニティセンター指定管理状況  

 

（地域集会所整備事業） 

（１）習志野市地域集会所施設整備事業補助金 

地域の自治活動及びサークル活動等を推進し、市民交流の場を作ることを目的に、町会等が実施する

集会所の整備に対し補助（補助率１/２（上限あり））を行いました。 

 

①秋津第２団地集会所 修繕 

総事業費  ４，７６７，４００円 

構  造  鉄筋平屋建て  延床面積 １３０．２１８㎡ 

補助金額  ２，０００，０００円 

 

管理施設名 
指定管理者制度 

当初導入時期 
今期指定期間 指定管理者名 

東習志野コミュニティセンター 平成１８年４月１日 

平成２９年４月１日～ 

令和４年３月３１日 

 

株式会社オーエンス 

谷津コミュニティセンター 平成１８年４月１日 
ＴＲＣファシリティー

ズ株式会社 

市民プラザ大久保 平成２４年３月１日 
一般社団法人あったか

大久保ひろば 

実籾コミュニティホール 平成２９年４月１日 株式会社オーエンス 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（市民相談事業） 

市民の日常生活で起きる諸問題について、その解決を支援するため、市民相談室にて、

専門の相談員による相談を実施しました。 

・相談日数・相談件数

相 談 名 
令和３年度 令和２年度 

相談日数 相談件数 相談日数 相談件数 

法律相談 ９９ ６４５ ８１ ５２６ 

税務相談 １２ １０２ ８ ５４ 

行政相談 １０ ４ １１ ０ 

くらしの手続き相談 １２ ４０ １０ ３３ 

不動産相談 ３ １１ ８ １９ 

登記・測量・境界相談 ０ ０ ２ ４ 

登記・後見・債務相談 ０ ０ ２ １０ 

住宅相談 １２ １６ ７ ８ 

交通事故相談 １１ １６ ９ １１ 

年金相談 １２ ３６ １０ ３３ 

人権相談 １０ ４ １ ０ 

女性の生き方相談 ６０ １５８ ６０ １６１ 

合 計 ２４１ １，０３２ ２０９ ８５９ 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、市または相談実施団体の判断により一部相談を休止しました。 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・１１（消費生活推進費） 決 算 額 2,940,314 

担 当 主 管        消費生活センター 

（消費生活相談事業） 

１．消費生活相談 

消費者が安全で安心な暮らしを送れるよう、消費生活全般にわたり相談を受け、消費者が不利益を 

こうむらないよう問題の解決と処理にあたりました。 

・消費生活相談員：５人

・相 談 日：月～金曜日及び第２土曜日（祝日・年末年始を除く） 

・相 談 件 数：１，００９件（前年度 １，１４３件） 

・相 談 内 容：不当・架空請求相談 消費者トラブル

金融業者からの借入相談等（うち、多重債務相談 ８件） 

２．消費者教育・啓発事業の実施 

（１）まちづくり出前講座 

消費者自らが賢い消費者を目指し消費者被害を未然に防ぐため、消費生活相談員による情報提供を行

いました。 

・講  師：消費生活相談員 

・開催回数：２回

・受講者数：合計 １，１６５人（うち、１回１，１１７人は録画配信の視聴による）

（２）消費生活センターの周知及び啓発 

多発する消費者被害を未然に防ぐため、広報習志野の奇数月１５日号及び市ホームページに「消費生

活メモ」として実際の事例及びアドバイスを掲載、また、消費生活センターの周知を目的とした啓発用

品を作成し、事業開催時に来場者への配布を行いました。 

（３）消費生活パネル展の開催 

 市民の消費生活の向上を図ることを目的に、パネル展示、実物展示等、消費生活に関する展示会を開 

催しました。 

・開催期間：令和４年２月１４日（月）～２月１７日（木）

・開催場所：市庁舎１階 展示スペース

・参加団体：９団体

３．消費生活相談員のスキルアップ研修 

弁護士による消費生活相談業務に係る指導・助言等のアドバイザー業務の実施を行い、問題解決の 

強化を図りました。 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・１２（安全対策費） 決 算 額 53,006,801 

担 当 主 管        防 犯 安 全 課 

（安全で安心なまちづくり協議会） 

 安全・安心なまちづくりに関する基本的施策及び安全・安心なまちづくりに関する基本的事項を調

査審議するために設置していますが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。 

（犯罪のない安全で安心なまちづくり事業） 

犯罪のない安全で安心なまちづくりを推進するため、市、市民、事業者が一体となり、次の事業を

展開しました。 

１．キラット・ジュニア防犯隊の充実 

 子どもたちが犯罪に遭わないための知識の向上と防犯に対する意識の高揚を目的に、小中学生に

よる「キラット・ジュニア防犯隊」を結成し、防犯啓発活動等を実施しました。 

○令和３年度参加児童・生徒数：１８１人（内訳 小学生：１１６人 中学生：６５人）

《主な活動内容》 

（１）発足式の開催 

実施日：令和３年６月１９日（土） 

（２）市営駐輪場での自転車防犯診断の実施 

 実施日：令和３年７月１４日（水）、１０月２６日（火） 

（３）街頭啓発キャンペーン 

 実施日：令和３年１０月１３日（水）※雨天中止、１０月２０日（水）、１１月２日（火） 

（４）防犯マップ作製 

実施日：令和３年１２月４日（土） 

２．街頭啓発キャンペーンの実施 

（１）「安全で安心なまちづくり月間（１０月）」等において、駅前で電話de詐欺の啓発グッズを配布しま 

した。 

実施日：令和３年１０月１３日（水）※雨天中止、１０月２０日（水）、１１月２日（火） 

３．防犯講演会（安全で安心なまちづくり市民大会） 

 市民一人ひとりの防犯意識の向上や、より安全で安心して暮らせるまちづくりの推進を目的と

して、令和３年１０月２日（土）に安全で安心なまちづくり市民大会で防犯講演会を予定して 

いましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。 

４．市職員による防犯パトロールの実施 

防犯パトロールカーを活用した、合同防犯パトロールを行うとともに、管理職による 

特別防犯パトロールを実施しました。 

５．防犯情報の提供 

緊急情報サービス「ならしの」やホームページ等を活用した防犯情報の提供を行いました。 

（自主防犯活動団体支援事業） 

地域における犯罪を未然に防止し、安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するために、 

自主的な防犯活動団体に対し、物品の貸与やパトロール支援等を行いました。 

○令和３年度末団体数：９８団体
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協働経済部 

 

 主要な施策の概要                               （単位：円） 

   《貸与防犯物品》 

    腕章、ベスト、のぼり旗、帽子、信号灯、リード標 

 

（習志野市防犯協会補助事業） 

   犯罪のない安全で安心して暮らせる社会を目指し、地域防犯活動の中心として活動している 

習志野市防犯協会に対して補助金を交付し、市内における地域防犯活動の拡充、強化を図りました。 

 

（防犯灯事業） 

１．集合住宅照明灯維持管理費補助金の交付 

集合住宅の照明施設として、公道及び居住者以外の不特定多数の市民の通行の用に供する通路等に 

照明灯を設置し、維持管理している管理組合等に対し、照明灯の維持管理費の一部を補助しました。 

○集合住宅照明灯維持管理費補助金 

○交付団体数：２５団体 

○対象灯数及び補助金額：４２４灯 １，２６７，５９０円 

 

２．ＬＥＤ防犯灯の設置及び維持管理 

    「習志野市防犯灯設置及び維持管理基準」に基づき、ＬＥＤ防犯灯の維持管理を行うとともに、 

夜間に誘発される犯罪の抑止を図るため、必要と思われる箇所に防犯灯を設置しました。 

    ○市内防犯灯数：８，７４２灯【防犯安全課管理分】 

※開発等で事業者が設置し、市が移管を受けたものを含む 

     うち新設灯数：１２灯 

 

（空家等対策事業） 

１． 習志野市空家等対策協議会の開催 

空家等対策計画の策定や特定空家等に対する措置等について協議するため、学識経験者等で構成  

する協議会を開催しました。 

（１）習志野市空家等対策協議会 

第１回：令和３年１０月２７日（水） 

第２回：令和４年１月２４日（月）※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

   

２．習志野市空家等対策計画の策定等 

市内の空き家の実態等を把握することを目的とした空家等実態調査を実施するとともに、 

空家等対策をより一層推進するため「習志野市空家等対策計画（第２期）」を策定しました。 

 

３．空き家に対する申出 

   空き家に対する近隣住民等からの申出や、その対応に伴う空き家の所有者等からの相談に対応

しました。 

 

○令和３年度 空き家申出戸数：８７戸 

≪主な申出内容及び内訳≫  

・樹木・雑草：５３件 

・家 屋 破 壊：１３件 

・害 虫： ９件 

・そ の 他：１２件（ゴミの不法投棄、猫の死骸 等） 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

 款 項 目（名称） 
２・２・１（税 務 総 務 費） 

２・２・２（賦 課 徴 収 費） 
決 算 額 

433,212,344 

294,432,019 

 担 当 主 管        税制課・市民税課・資産税課・債権管理課 

（賦課・ 徴収事務費） 

１．収納実績 

 区   分 
 税   目 調 定 額（円） 

収 入 済 額
（円）※ 

収納率（％） 

令和3年度 令和2年度 

市 民 税      

現 年 度 14,468,965,935 14,333,351,562 99.06 98.74 

滞納繰越 763,322,485 166,895,537 21.86 16.97 

計 15,232,288,420 14,500,247,099 95.19 94.53 

固 定 資 産 税        

現 年 度 11,143,771,500 11,085,017,386 99.47 99.08 

滞納繰越 279,490,048 99,799,268 35.71 27.89 

計 11,423,261,548 11,184,816,654 97.91 97.38 

軽 自 動 車 税        

現 年 度 151,040,600 147,485,600 97.65 97.33 

滞納繰越 14,947,365 2,083,207 13.94 15.98 

計 165,987,965 149,568,807 90.11 89.85 

市 た ば こ 税        

現 年 度 915,146,844 915,146,844 100.00 100.00 

滞納繰越 0 0 0 0.00 

計 915,146,844 915,146,844 100.00 100.00 

都 市 計 画 税        

現 年 度 2,356,875,400 2,342,489,294 99.39 99.05 

滞納繰越 67,013,741 22,619,977 33.75 27.40 

計 2,423,889,141 2,365,109,271 97.57 97.04 

合 計 

現 年 度 29,035,800,279 28,823,490,686 99.27 98.92 

滞納繰越 1,124,773,639 291,397,989 25.91 20.18 

計 30,160,573,918 29,114,888,675 96.53 95.94 

※収入済額には還付未済額を含む。 

◆市の徴収金の収納率向上 

現年度滞納者に対する対応の早期着手に注力し、催告書等の文書催告や「納税コールセンター」及び「自動音

声電話催告システム」による電話催告を行っております。また、色付き封筒を使用した「財産調査開始通知書」

を送付することで、年度内納付を促し、累積滞納発生の防止に努めました。 

過年度滞納者に対しては、納付相談に応じ、滞納原因等や収支状況を聴取したうえで適正な納付指導をしてお

ります。そのうえで、納付資力があるにもかかわらず納付意思のない者に対しては滞納処分を実施し、また財産

調査の結果や収支の状況から納付困難と判断した場合は、状況に応じて滞納処分の執行を停止し、滞納繰越額の

縮減に努めました。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響により、納期内の納付が困難である場合には、法律に基づく徴収猶予制度を

積極的に適用し延滞金負担の軽減を図るなど、納税者に対する支援に重点を置いた取り組みを実施しました。 
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協働経済部 

 

 主要な施策の概要                               （単位：円） 

２．滞納処分の実施状況(財産別差押件数)  

（１）実施件数 

※ 件数は調書件数。 

※ 債権管理課徴収移管案件を含む。 

 

 （２）充当金額 

※ 債権管理課徴収移管案件を含む。 

 

３．滞納処分執行停止の状況 

 

※ 件数は調書件数。 

※ 債権管理課徴収移管案件を含む。 

 

   （単位：件） 

   対象財産 

税目 
預金 給与 生命保険 

市税 120 212 7 

 
その他債権 不動産 合計 

 

 6 12 357 

  （単位：件）  
 交付要求 参加差押  

市税 56 9  

   （単位：円） 

   対象財産 

税目 
預金 給与 生命保険 

市税 9,276,755 17,632,897 1,046,923 

 
その他債権 不動産 合計 

 

 714,100 1,359,462 30,030,137 

  （単位：円）  
 交付要求 参加差押  

市税 8,828,996 0  

    （単位：件、円） 

 地方税法第15条の7 

第1項第1号 

地方税法第15条の7 

第1項第2号 

件数 金額 件数 金額 

市税 182 19,338,275 4 1,128,440 

 地方税法第15条の7 

第1項第3号 

地方税法第15条の7 

第5項 

 件数 金額 件数 金額 

 67 4,861,686 8 339,068 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

４．猶予の状況 

※ 件数は調書件数

※ 債権管理課徴収移管案件を含む。

※1 徴収猶予（特例）・・・ 

新型コロナウイルス感染症の影響にかかる税制上の措置として、令和２年４月３０日に施行された「地方税法等の

一部を改正する法律（令和２年法律第２６号）」に基づき、令和２年２月１日から令和３年２月１日までの間に納

期限が到来する市税を対象とし、各納期限の翌日から１年以内の間で納税を猶予し、その間に生じる延滞金を全額

免除する徴収猶予の特例制度。 

５．口座振替加入率 

 区 分 

 税 目 
納税義務者数

(人) 

口座加入者数

(人) 

加 入 率 （ ％ ）           

令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 

市県民税(普徴) 18,845 2,649 14.1 13.8 13.7 14.4 

固 定 資 産 税 
(都市計画税含む) 56,530 22,814 40.4 40.6 40.5 40.5 

軽 自 動 車 税        23,718 677 2.9 2.8 2.7 2.7 

計 99,093 26,140 26.4 26.3 26.1 26.3 

（債権管理事務費） 

◆市の債権の適正管理の推進 

市民負担の公平・公正性を確保し、健全な行財政運営に資するために、今年度も債権所管課との連携を強化し、積極j的

に合同臨戸を行いました。また、債権回収に結びつかなかった徴収困難事案の移管を受け、粘り強く折衝を試みながら徹

底した財産調査を行った上で、コロナ禍における失業や病気により生活困窮と判断された場合には、必要に応じて市の法

律相談や介護保険等の案内を行い、生活再建を視野に入れた取り組みも行いました。併せて相続放棄等による不動産の

公売も実施しました。 

また、債権回収の手法も多様化することから、更なる知識向上のため債権管理課職員の積極的な研修への参加を推

進、さらには東京国税局OBの徴収指導員を講師とした庁内研修を継続的に行い、債権所管課における債権管理の適正化

に引き続き取り組みを行いました。 

（単位：件、円） 

徴収猶予 徴収猶予（特例） ※1 

件数 金額 件数 金額 

市税 30 3,897,900 0 0 

換価の猶予（職権） 換価の猶予（申請） 

件数 金額 件数 金額 

13 20,616,200 0 0 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

１．強制徴収公債権の徴収実績 

徴収対象額 
人数 

徴収済額 
人数 

完

納

者

数 
滞納繰越額 

新規徴収 

移管額 
合 計 本税 延滞金 合 計 

市県民税 
78,471,927 

44人 

1,173,810 

1人 

79,645,737 

45人 

10,251,013 

27人 

5,897,400 

20人 

16,148,413 

(47人) 
15 

法 人 

市 民 税 

200,000 

2人 

0 

0人 

200,000 

2人 

0 

0人 

0 

0人 

0 

(0人) 
0 

固定資産税 

都市計画税 

31,150,240 

35人 

0 

0人 

31,150,240 

35人 

16,050,087 

26人 

9,500,300 

16人 

25,550,387 

(42人) 
16 

軽自動車税 
188,700 

7人 

0 

0人 

188,700 

7人 

61,100 

1人 

10,900 

2人 

72,000 

(3人) 
1 

国民健康 

保 険 料 

31,608,133 

34人 

0 

0人 

31,608,133 

34人 

8,712,644 

23人 

2,157,492 

12人 

10,870,136 

(35人) 
13 

介 護 

保 険 料 

919,583 

9人 

0 

0人 

919,583 

9人 

620,853 

 7人 

75,900 

1人 

696,753 

(8人) 
6 

後期高齢者 

医療保険料 

977,860 

4人 

0 

0人 

977,860 

4人 

201,100 

3人 

485,000 

3人 

686,100 

(6人) 
2 

保 育 所 

保 育 料 

4,538,601 

9人 

0 

0人 

4,538,601 

9人 

1,748,440 

7人 

279,300 

2人 

2,027,740 

(9人) 
3 

合計 
148,055,044 

（144人） 

1,173,810 

（1人） 

149,228,854 

（145人） 

37,645,237 

（94人） 

18,406,292 

（56人） 

56,051,529 

（150人） 
(56) 

※括弧内は延べ人数 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

２．非強制徴収公債権の徴収実績 

徴収対象額 
人数 

徴収済額 
人数 

完

納

者

数 
滞納繰越額 

新規徴収 

移管額 
合 計 元本 延滞金 合 計 

放 課 後 

児童育成料 

414,680 

5人 

0 

0人 

414,680 

5人 

217,670 

3人 

21,300 

1人 

238,970 

（4人） 
1 

児 童 扶 養 

手当過年度 

返 還 金 

469,140 

3人 

0 

0人 

469,140 

3人 

72,540 

2人 

0 

0人 

72,540 

（2人） 
1 

幼稚園保育料 
24,500 

1人 

0 

0人 

24,500 

1人 

24,500 

1人 

14,500 

2人 

39,000 

（3人） 
1 

一般被保険者

返 納 金 

1,294,561 

2人 

1,504 

1人 

1,296,065 

3人 

362,807 

2人 

85,200 

1人 

448,007 

（3人） 
1 

合計 
2,202,881 

（11人） 

1,504 

（1人） 

2,204,385 

（12人） 

677,517 

（8人） 

121,000 

（4人） 

798,517 

（12人） 
(4) 

※括弧内は延べ人数 

３．私債権の徴収実績 

徴収対象額 
人数 

徴収済額 
人数 

完

納

者

数 
滞納繰越額 

新規徴収 

移管額 
合 計 元本 遅延損害金 合 計 

市 営 住 宅 

使 用 料 
58,400 

1人 

0 

0人 

58,400 

1人 

55,000 

1人 

0 

0人 

55,000 

（1人） 
0 

給 食 費 

（小、中学校） 

1,270,750 

7人 

3,434,905 

14人 

4,705,655 

21人 

1,868,440 

14人 

192,281 

6人 

2,060,721 

（20人） 
7 

給 食 費 
(幼稚園、こども園、 

保育所) 

36,375 

2人 

0 

0人 

36,375 

2人 

15,000 

1人 

11,059 

2人 

26,059 

（3人） 
1 

預 か り 

保 育 料 

2,040 

1人 

0 

0人 

2,040 

1人 

2,040 

1人 

696 

1人 

2,736 

（2人） 
1 

合計 
1,367,565 

（11人） 

3,434,905 

（14人） 

4,802,470 

（25人） 

1,940,480 

（17人） 

204,036 

（9人） 

2,144,516 

（26人） 
(9) 

※括弧内は延べ人数 
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協働経済部 

 

 主要な施策の概要                               （単位：円） 

４ ．納付区分ごとの徴収実績 

 

本税・元本  

延滞金 

（遅延損害金） 

合計 換価（公売） 取 立 
指導納付 

不動産 預貯金 給与 生命保険 その他 

受入額 2,217,370 1,533,754 752,531 130,800 2,032,517 33,596,262 18,731,328 58,994,562 

※換価とは、差押財産を金銭に換えること 

 

５ ．滞納処分の実施状況 

 
財産別差押件数 

参加差押 合 計 
預貯金 給与 不動産 生命保険 その他 

件 数 7 1 2 1 1 0 12 

※件数は、各調書の件数 

 

６．執行停止の状況 

地方税法第15条の7第1項第1号（財産なし） 4 756,625 

地方税法第15条の7第1項第3号（所在及び財産不明） 1 214,900 

※件数は、停止調書の件数 

 

７．猶予の状況 

法定猶予（徴収及び換価の猶予） 

件 数 決 定 額 

1 6,468,500 

※件数は分割納付の承認件数 

 

８．公売執行状況 

開札日 公売の場所 
公売 

方法 
公売財産 入札者 売却価額 滞納処分費 配当金 

11月1日 インターネット公売 入札 新栄の土地・建物 2 2,020,000円 66,660円 200,900円 

11月1日 インターネット公売 入札 実籾の土地・建物 2 451,000円 14,883円 166,100円 

11月1日 インターネット公売 入札 花咲の土地 1 2,010,000円 66,330円 1,943,670円 
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主要な施策の概要 （単位：円） 

９．連絡会議・講習会の開催 

※１ 参加者数は延べ人数 

※２ 全３回の内、１回は書面にて開催 

１０．滞納整理事務に関する情報提供 

職員用パソコンを利用した「滞納整理情報」の定期配信 

※配信実績・・・１２回 

実施回数 研 修 名 内 容 参加者数※１

全3回※２ 債権管理連絡会議 

各課における徴収業務取組状況、課題・問題点、徴収

業務改善取組状況、及び債権管理課との徴収事務連携

について、委員１７名で協議 
- 

全2回 新任徴収事務研修 滞納整理事務に対する心構えや基本的手法の習得 13 

全1回 徴収事務マネジメント講習会 徴収事務に関わる管理職の役割 11 

全1回 主事・技師職員研修 債権管理について（※人事課主催） 41 

全1回 滞納整理実務者講習会 債権管理のポイント及び滞納者との折衝のポイント 13 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・３・１（戸籍住民基本台帳費） 決 算 額 371,913,736 

担 当 主 管        市 民 課 

（戸籍・住民基本台帳等事務費） 

１．住民基本台帳事務 （単位：件） 

世 帯 数 人 口 届 出 件 数 26,069 

R4.3.31 R4.3.31 転 入 転 居 転 出 世帯変更 職権記載等 

82,882世帯 
175,076人 

(うち外国人4,357人) 
7,460 2,259 7,210 1,665 7,475 

（単位：人） 

人 口 増 減 事 由 別 数 

記
載 

転 入 出 生 その他 計 消
除

転 出 死 亡 その他 計 

9,536 1,220 100 10,856 9,361 1,519 201 11,081 

２．証明書等発行事務 （連絡所発行分、コンビニ交付分含む） （単位：通） 

有 料 証 明 書 等 発 行 通 数 159,524 

戸 籍 住民票 印 鑑 臨時運行 その他諸証明 

21,905 87,091 48,670 297 1,561 

※税証明発行分を除く

３．戸籍事務 （単位：件） 

本籍数 本籍人口 届出件数（非本籍分含む） 6,772 

R4.3.31 R4.3.31 出 生 死 亡 養子縁組 転 籍 婚 姻 離 婚 入 籍 その他 

48,096戸籍 119,329人 1,579 1,905 96 803 1,459 329 183 418 

新 戸 籍 編 製 戸 籍 全 部 消 除 

1,197 件 766 件 

４．印鑑登録事務 （単位：件） 

登録者数 処 理 件 数 11,305 

R4.3.31 登 録 再 交 付 廃 止 亡 失 職権抹消 

100,811人 5,859 0 249 636 4,561 

（住民基本台帳ネットワークシステム事業） 

住民票広域交付処理 363件 

 処 理 内 訳 

本市の市民が他市で請求 他市の市民が本市で請求 

192件 171件 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 
（マイナンバー交付事務費） 

マイナンバーカード交付状況 （単位：件） 

マイナンバーカード交付 
マイナンバーカード再交付 

（内数） 

28,169 924 

（証明書コンビニ交付事業） 

各種証明書を全国のコンビニエンスストア等に設置されたキオスク端末で発行できるコンビニ交付サー

ビスを実施しました。 

証明書発行事務（コンビニ交付分のみ） （単位：通） 

有 料 証 明 書 等 発 行 通 数 20,340 

戸 籍 住 民 票 印 鑑 税証明 

1,260 11,118 5,927 2,035 

款 項 目（名称） ２・３・２（連絡所事務取扱費） 決 算 額 13,052,530 

担 当 主 管        市 民 課 

（連絡所運営費） 

証明書発行事務 

 東部連絡所  （単位：通） 

有 料 証 明 書 等 発 行 通 数 11,658 

戸 籍 住 民 票 印 鑑 その他諸証明 

1,501 6,076 3,981 100 

西部連絡所  （単位：通） 

有 料 証 明 書 等 発 行 通 数 5,510 

戸 籍 住 民 票 印 鑑 その他諸証明 

573 2,659 2,233 45 

ＪＲ津田沼駅南口連絡所  （単位：通） 

有 料 証 明 書 等 発 行 通 数 23,469 

戸 籍 住 民 票 印 鑑 その他諸証明 

2,352 12,204 8,741 172 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ３・１・２（老 人 福 祉 費） 決 算 額 3,867,518,109 

担 当 主 管        国 保 年 金 課 

（千葉県後期高齢者医療広域連合負担金） 

１．後期高齢者医療共通経費負担金 

千葉県後期高齢者医療広域連合の運営に係る経費（議会費、一般管理費）について、各市町村が 

次の割合をもって負担する。（千葉県後期高齢者医療広域連合規約第１８条） 

※均等割 １０％ 高齢者人口割 ５０％ 人口割 ４０％ 

令和３年度 令和２年度 

均等割 ３，８４４，０７４円 ３，９５０，２４４円 

高齢者人口割 ２５，５１４，４８９円 ２６，３１７，９１７円 

人口割 ２２，８６２，６４７円 ２３，４３６，０６２円 

合 計 ５２，２２１，２１０円 ５３，７０４，２２３円 

２．後期高齢者医療給付費負担金 

後期高齢者の療養の給付等に要する費用等（負担対象額）について、各後期高齢者医療広域連合に

対し、各市町村がそれぞれ１２分の１負担する。（高齢者の医療の確保に関する法律第９８条） 

令和３年度 令和２年度 

習志野市 

負担対象額 
１４，９２９，１１５，０００円 １４，４４０，９０５，０００円 

習志野市負担金 １，２４４，０９３，０００円 １，２０３，４０９，０００円 

（後期高齢者人間ドック助成事業） 

本市に住所を有する後期高齢者医療制度の被保険者であって、次のいずれにも該当しない人を 

対象に、受検費用の７割、１万５千円を限度に助成を行いました。 

１．当該年度に健康診査又は特定健康診査を受診した被保険者 

２．当該年度に国保の短期人間ドックの助成を受けた被保険者 

３．後期高齢者医療保険料を滞納している被保険者 

令和３年度 令和２年度 

助成金額 ５，４２８，０００円 ５，４３７，１００円 

助成者数 ３６５人 ３６５人 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名称） ３・４・１（国民年金事務取扱費） 決 算 額 29,356,576 

担 当 主 管        国 保 年 金 課 

（国民年金事務費） 

国からの法定受託事務として、国民年金第１号被保険者に係る資格届出処理及び給付受付、国民 

年金保険料の申請免除、学生特例申請書の受付処理等を行いました。 

(１) 国民年金被保険者の概要

被保険者の種類 被 保 険 者 の 概 要 

第１号被保険者 ２０歳以上６０歳未満の自営業者や学生等 

第２号被保険者 ７０歳未満の厚生年金の加入者 

第３号被保険者 ２０歳以上６０歳未満で、第２号被保険者の被扶養配偶者 

(２) 国民年金被保険者数 （単位：人） 

年度 第１号（強制） 第１号（任意） 第３号 合 計 

平成３０年度 １８，１５４ ３２２ １４，７３６ ３３，２１２ 

令和元年度 １８，４２４ ３３９ １４，３９８ ３３，１６１ 

令和２年度 １８，７３３ ３１３ １３，９９５ ３３，０４１ 

令和３年度 １８，５９２ ３３３ １３，５５４ ３２，４７９ 

（３） 保険料免除状況 （単位：人） 

年度 第１号被保険者 法定免除者 申請免除者 免除者合計 免除率 

平成３０年度 １８，１５４ １，２５７ ５，９１６ ７，１７３ ３９．５ ％ 

令和元年度 １８，４２４ １，２８８ ６，１６２ ７，４５０ ４０．４ ％ 

令和２年度 １８，７３３ １，３４４ ６，３０２ ７，６４６ ４０．８ ％ 

令和３年度 １８，５９２ １，４２８ ６，２７９ ７，７０７ ４１．５ ％ 
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協働経済部 

 

 主要な施策の概要                               （単位：円） 

 

款 項 目（名称） 

 

 

５・１・１（労 働 諸 費） 

 

 

決 算 額 

 

9,785,931 

担   当   主   管           産 業 振 興 課 

（中小企業退職金共済掛金補助事業） 

    独自に退職金制度を持つことが困難な中小企業者に対して､中小企業退職金共済制度への加入促進を 

   図り､従業員の福祉の増進と雇用の安定に寄与するため､掛金に対して補助しました。 

    ・補助事業所数  ３３事業所 ・被共済者数       １１３人 ・補 助 額       １，４２３，２００円        

   

（雇用環境整備事業） 

１．ふるさとハローワークならしの利用状況 

求職者の就職の効果的な促進及び利便性の向上を図ることを目的として、国と市の連携により、サ

ンロード津田沼にふるさとハローワークならしのを設置し、求人情報の提供や就労相談を実施しまし

た。 

 

 利用者数 相談件数 

令 和 ２ 年 度 ６，３９９人 ３，８９４件 

令 和 ３ 年 度 ７，２５７人 ４，９８１件 

 

２．ふなばし地域若者サポートステーションへの参画 

   厚生労働省と船橋市が共同で委託し、働くことに踏み出せなかったり、悩みをかかえたりしている若

者の就労支援を行う「ふなばし地域若者サポートステーション」事業に参画し、同所での相談対応に加

えて、合同企業説明会や個別相談会などを実施しました。 

 利用者数 相談件数 

個 別 相 談 会 ３７人 ３３件 

保護者のための個別土曜相談 ５５人 ３６件 

合同企業説明会 ４３人 ２件 
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主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ６・１・３（農 業 振 興 費） 決 算 額 21,677,404 

担 当 主 管        産 業 振 興 課 

（市民農園整備事業） 

都市住民の余暇の多様化や自然とのふれあい志向が高まる中で、健全な余暇活動によって農業に対す

る理解を深めることを目的として、市民農園（１区画面積３０㎡）の利用促進に努めました｡ 

・市民農園設置数

農 園 名 所 在 地 地 積 整備区画数 使用区画数 

鷺沼４丁目市民農園 鷺沼４丁目１５７０番 ３，４９７  ㎡ ７１ ７１ 

藤崎１丁目市民農園 藤崎１丁目１５１番 ４２９  ㎡ １２ １２ 

藤崎７丁目市民農園 藤崎７丁目３５０番１ ８４５  ㎡ ２０ ２０ 

実籾３丁目市民農園 実籾３丁目３９番・４５番 ２，３１３  ㎡ ５５ ５４ 

計４箇所 ７，０８４ ㎡ １５８ １５７ 

・施設設備修繕：藤崎１丁目・実籾３丁目市民農園案内板修繕 

（農道整備事業） 

農業生産環境の確保及び農業生産の向上を図るため、農道の維持改修工事を実施しました。 

・市道１０‐０５９号線道路補修工事（実籾本郷）

・市道１０‐０７７号線土留設置工事（実籾３丁目）

（都市農業支援事業） 

農業の生産性の向上、農業経営の安定及び農業の振興を図るため、土壌改良、野菜指定産地振興対策、

共撰・共販支援、生産組織活動支援、ちばのオリジナルブランド産地づくり支援、軟弱野菜等試験展示圃

補助の各事業に補助金を交付しました。 

（野菜価格安定対策事業） 

経営の安定と生産意欲向上のため、共同出荷される指定野菜（人参）で価格の低落時に生産者が受け

取る価格差補給金交付時での再造成資金に要する経費のうち、生産者が負担する額に対し補助金を交付

しました。 

（農業祭補助事業） 

農業生産技術の向上及び地域農業振興を図るために実施される「習志野市農業祭」は、農業祭

実行委員会を組織しつつ、ガスフェスタ、消防・救急フェアとの同時開催をし、地域住民と交流

を深め、都市農業の理解のためにＰＲ活動を積極的に行うものです。 

令和３年１１月１３日（土）、１４日（日）に開催を予定していた農業祭は、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため、中止しました。 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（農業団体育成支援事業） 

地域農業の中心的・指導的立場の人材育成を図るため、習志野市農業士等協会の活動に要する経費に対

し補助金を交付するものです。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、活動を自粛したことにより補助金は交付しませんでした。 

（農業次世代人材投資資金交付事業） 

青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、認定新規就農者に対し補助しました。 

（農業近代化資金利子補給事業） 

 農業の近代化を推進するため、農業近代化資金を貸し付ける融資機関に対し、利子補給を実施し

ました。 

（農業振興地域整備計画改定事業） 

習志野市農業振興地域整備計画の改定に向けて、協議資料等の作成業務を委託しました。 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ７・１・１（商 工 総 務 費） 決 算 額 66,714,802 

担 当 主 管        産 業 振 興 課 

（中小企業資金融資運営委員会） 

融資に関する事項を審査し、公正かつ適正な運営を図るため、市長の諮問機関である習志野市中小企

業資金融資運営委員会を開催しました。 

・委員数  ５人 （５人）               ※（ ）書きは、前年度数値 

開催数 ７回（１回） 

諮 問 
９件 

（ １件） 
申請額 

１７３，４００千円 

（１５，０００千円） 

決 定 
９件 

（ １件） 

決定額 

（承認額） 

１６３，４００千円 

（１５，０００千円） 

款 項 目（名 称） ７・１・２（商工業振興費） 決 算 額 986,938,794 

担 当 主 管        産 業 振 興 課 

（産業振興審議会費） 

本審議会は、産業振興基本条例及び産業振興審議会規則に基づき、本市の産業の振興を推進するため、

産業に関する事項を調査審議する場として設置しています。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催を中止しました。 

・委員数：１５人（任期：令和３年７月５日～令和５年７月４日まで）

（産学官連携事業） 

産学官連携プラットホーム委託事業 

本市の潜在的な資源等を最大限に活用できる環境を整え、産学官の人的連携を基軸としたネットワーク

による地域情報拠点（プラットホーム）を習志野商工会議所に置き、産学官交流事業を実施し、本市産業

の活性化と新産業の創出や新技術・製品開発の推進を図りました。 

・委 託 先：習志野商工会議所

・委託期間：令和３年４月１日～令和４年３月３１日

・委 託 費：３，２４０，０００円

・実施内容

（１）マッチング支援事業

①交流オフィスの開設 

②技術相談支援事業 

（２）情報発信管理運営事業 

（３）展示会出展等支援事業 

（４）市内企業販路拡大等支援事業 

（５）先端技術等研究事業 

（６）企業巡回相談事業 

（７）講演会・講習会の開催 
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協働経済部 

 

 主要な施策の概要                               （単位：円） 

（中小企業振興事業） 

１．中小企業資金融資事業 

市内中小企業の振興と経営の安定を図るため、市から総額６億円を取扱金融機関(７行２０支店)に 

預託し、その７倍を上限とした事業資金の貸付けを行うとともに、借入者の返済負担軽減のため、利子

補給を併せて行いました。 

 

（１）中小企業資金融資業務委託 

    中小企業資金融資業務の一部及び中小企業資金融資に係る貸付金の利子補給に関する業務の一部を 

委託し、より効率的な業務運営を行いました。 

   ・委 託 先：習志野商工会議所 

   ・委託期間：令和３年４月１日～令和４年３月３１日 

   ・委 託 費：６，０１２，９０８円 

 

（２） 令和３年度新規貸付状況                  ※（ ）書きは、前年度数値 

資 金 名 
１件当たりの 

貸付限度額（千円） 
申請件数 貸付件数 貸付総額（千円） 

運 転 資 金 20,000 
54 

 (23) 

48 

(21) 

439,500 

(197,000) 

設 備 資 金 35,000 
6 

 (3) 

4 

(3) 

28,600 

(15,990) 

経営安定化資金 10,000 
5 

(128) 

5 

(124) 

32,000 

(1,026,300) 

小口零細企業資金 12,500 
10 

(4) 

8 

(3) 

29,500 

(13,000) 

創業支援資金 10,000 
2 

(7) 

2 

(5) 

6,000 

(27,600) 

計  
77 

 (165) 

67 

(156) 

535,600 

 (1,279,890) 

  このほか「小売商業設備近代化資金」、「公害防除資金」、「事業転換資金」、「独立開業資金」については、

本年度・前年度ともに各０件。 

 

（３）利子補給の状況 

・借入者 ６０４ 件   利子補給額 ３９，７４８，５３７ 円 

   中小企業信用保険法第２条第５項第４号の規定により特定中小企業者の認定を受けている者又は、 

同法第６項の規定により特例中小企業者の認定を受けている者に対し、全額利子補給を行いました。 

 

２．商工組合中央金庫預託事業 

市内中小企業者の組織金融の円滑化を図るため、商工組合中央金庫千葉支店に預託を行いました。 

    ・預 託 金  ７，０００，０００円 

  

（商工会議所補助事業） 

地域経済活性化の推進母体である習志野商工会議所が、市内の商工業の積極的な発展を目的として実施

する事業に対して、補助金を交付しました。 

・補助団体  習志野商工会議所 会頭 白鳥 豊 

会員数：１，７８６事業所（令和４年３月末現在） 

・補 助 額  ２１，０００，０００円 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 
（商業活性化事業） 

 習志野市商店会連合会が、地域商業の活性化と本市商業の振興及び発展を目的として実施する事業に

対して、補助金を交付しました。 

・補助団体  習志野市商店会連合会 会長 髙橋 賢 

正会員：加入商店会 １３商店会 ４０６店舗 

特別会員：２２店舗・事業所（令和４年３月末現在） 

・補 助 額   ２，５００，０００円 

（工業活性化事業） 

市内工業者を総括する習志野市工業地域団体連合会が、市内工業系企業の振興と発展を図るとともに、

工業関係団体や企業間の交流の促進を目的として実施する事業に対して、補助金を交付しました。 

・補助団体 習志野市工業地域団体連合会 会長 松尾 公平 

 会員数：加入団体 ７団体 ９３社（令和４年３月末現在） 

・補 助 額  １４５，０００円 

（商店街共同施設管理事業） 

商店街のイメージアップや消費者の安全性、利便性の向上を図り、商店街の活性化を推進するとともに、

商店会の安定的な運営を支援するため、商店会が管理している街路灯の電気料金及び維持管理費や商店会が

実施しているイルミネーション事業の電気料金に充てる補助金を交付しました。 

・補 助 額   ２，１２３，０００円（街路灯補助分＋イルミネーション補助分） 

【街路灯補助分】  補助額 ２，０４８，０００円 

【イルミネーション補助分】  補助額 ７５，０００円 

（創業支援事業） 

本市経済の活性化を図るため、市内の創業を促進、支援すべく、習志野市創業支援等事業計画に基づ

き、創業に関心のある人や市内での創業を目指す人、創業して間もない人などを対象として、「ならしの創

業塾」の開催、大学との連携による学生創業の支援、創業全般に関するワンストップ相談窓口の設置等を

習志野商工会議所に委託して実施しました。 

そのほか、千葉県信用保証協会と連携し、創業スクールを共催しました。 

団体名 補助額 （円） 団体名 補助額 （円） 

谷津商店街協同組合 174,000 谷津サンプラザ商店会 162,000 

津田沼南口商店会 540,000 津田沼一丁目商店会 223,000 

サンロード津田沼商店会 182,000 袖ケ浦ショッピングセンター 16,000 

大久保商店街協同組合 312,000 実籾駅前商店会 143,000 

実籾コミュニティロード商店会 164,000 実籾稲荷通り商店会 90,000 

実籾ほたる野商店会 42,000 

団体名 補助額 （円） 

津田沼商店街協同組合 18,000 

津田沼南口商店会 57,000 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

１．習志野商工会議所委託 

・委託期間：令和３年４月１日～令和４年３月３１日

・委 託 費：１，５５７，６００円

・実施内容

（１）「ならしの創業塾」の開催 

①開催日：令和３年６月５日（土）、１２日（土）、１９日（土）、２６日（土）、７月１０日（土） 

※６月１２日（土）、６月２６日（土）はオンライン配信にて実施

※７月３日（土）は希望制により個別相談会を実施

②会 場：習志野商工会議所 

③内 容：創業を考えている方や創業して間もない方等を対象に、創業に向けて必要な基礎知識に 

関する講義等を開催しました。 

④受講者数：２９人（募集定員 ３０人） 

（２）創業全般に関する相談業務（随時） 

 習志野商工会議所において、創業の進め方や業種、業態選び、資金計画や経営計画、又、各種申 

請や届出、税務など、創業全般に関する相談業務を行いました。 

（３）大学との連携による学生創業支援 

 市内に立地・隣接する日本大学生産工学部、千葉工業大学、東邦大学に創業塾や経営セミナーの案

内を行いました。 

２．千葉県信用保証協会共催 

（１）創業スクールの開催 

①令和３年度上期 創業スクール 

令和３年６月１９日（土）、２６日（土）、７月３日（土）、１０日（土） 

Ｚｏｏｍによるライブ配信、ひかりクラウドによるオンデマンド配信 

延べ１６６人（各回 定員３０人） 

②令和３年度下期 創業スクール 

令和４年１月１５日（土）、２２日（土）、２９日（土）、２月５日（土） 

Ｚｏｏｍによるライブ配信  

延べ１２６人（各回 定員２０人） 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 
（地元のちから事業継続応援事業） 

 新型コロナウイルス感染症の収束が見越せない中、「新たな生活様式」を踏まえた事業活動が求められる

市内事業者、特に資金面に余裕のない中小事業者に対して財政的な支援をするための事業を実施しました。 

・地元のちから事業継続応援金（給付）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、令和３年１月から同年３月までの月平均の売上高等が令

和２年１月から同年１２月まで（令和２年中に市内において事業を開始した中小企業者等にあっては、開

業日等の属する月から令和２年１２月まで）の月平均の売上高等と比較して１５％以上減少した市内で事

業を営む中小企業者等に一律２０万円を交付しました。 

申請期間：令和３年４月１６日～令和３年８月３１日 

交付件数：５９６件 

交 付 額：１１９，２００，０００円 

・雇用を守る支援金（給付）

雇用維持の下支えをすることを目的に、５人以上の従業員を雇用している市内で事業を営む中小企業者

等に期末の従業員数に応じ５万円～５０万円を交付しました。 

申請期間：令和３年１０月１日～令和４年１月１７日 

交付件数：２０９件（２０１事業者） 

交 付 額：３５，０００，０００円 

・キャッシュレス還元キャンペーン

新しい生活様式への対応として、キャッシュレス決済の推進、浸透を図るとともに、消費者の購買意欲

を刺激することにより、交流人口と消費を増加させ、コロナ禍によって停滞した地域経済の再生及び活性

化を図るため、キャッシュレス還元キャンペーンを実施しました。 

実施期間：令和４年２月１日～令和４年２月１０日（当初予定２月２８日まで） 

委 託 料：  ５，０００，０００円 

負 担 金：１３７，４５１，６７８円 

（観光振興事業） 

１．観光ＰＲ活動事業 

（１）広域組織への参加 

千葉ベイエリア観光連盟及びちばプロモーション協議会は、本市の観光資源を広域的に広報宣伝し、観

光客誘致のための活動を行うものです。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、限られた中で事業を実

施しました。 

①千葉ベイエリア観光連盟 

・千葉ベイエリア観光連盟プロモーションツアー

＊本市・船橋市による実施を予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止と

なりました。 

・千葉ベイエリア観光連盟観光キャンペーン

本市・船橋市で、フリーペーパー「道の駅 千葉県版」２０２２年春号の記事広告を作成しました。

②ちばプロモーション協議会 

ちばプロモーション協議会が行うキャンペーン等ＰＲ活動や商品造成・教育旅行誘致活動、地域部会や

おもてなし活動に参加していますが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ＰＲチラシの掲出や関係

団体への情報提供を行いました。 
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協働経済部 

 

 主要な施策の概要                               （単位：円） 

 

（２）観光パンフレットの配布 

「ぶらっと習志野観光ガイドブック」「ならしの駅からマップ」等を、市内公共施設に配布しました。 

また、「ふるさと情報コーナー」（東京都中央区日本橋）や「チーバくん物産館」（千葉市）、「さわやか

ちば県民プラザ」（柏市）、「チーバくんプラザ－千葉県観光情報館－」（木更津市）といった他団体の施設

に観光パンフレットを設置することにより、広域的に本市の観光ＰＲを行いました。 

 

（３）フィルムコミッションへの協力 

市内の施設を利用した映画やドラマなどのロケーション撮影等、千葉県フィルムコミッションや

制作会社の要望に応えることにより、本市の知名度の向上に努めました。 

年 実績件数 作品名、ロケ地 

平成３０年 ４１件 
ＮＨＫ大河ドラマ「西郷どん」紀行（八幡公園） 

フジテレビ「モンテ・クリスト伯」（茜浜緑地） 他 

令和元年度 ２９件 
テレビ朝日「ドクターX」（市庁舎） 

フジテレビ「10の秘密」（袖ケ浦東近隣公園他） 他 

令和２年度 １８件 

テレビ東京「出没！アド街ック天国」 

（谷津干潟自然観察センター他） 

テレビ朝日「じゅん散歩」（菊田水鳥公園・谷津公園） 

令和３年度 ３６件 
フジテレビ 「ガリレオ 禁断の魔術」（津田沼浄化センター） 

テレビ東京「水バラ 陣取り合戦」（谷津公園） 他 

    ※本調査は、平成３０年までは、年（１月１日から１２月３１日まで）を対象としておりましたが、 

令和元年度より、年度（４月１日から３月３１日まで）を対象とするものに変更されています。 

 

２．ふるさと産品のＰＲ事業 

本市との関わりがある友好都市（千葉県南房総市、山梨県富士吉田市）で行われる行事のほか、各種 

イベントに参加する「習志野市ふるさと産品業者会」への支援を行うなかで、ふるさと産品のＰＲに努

めていますが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、活動を休止しました。 

 

３．千葉おもてなしＳＨＯＰガイドへの参画 

訪日外国人客の誘致と市内での消費喚起を目的として、千葉市、船橋市と共同で訪日外国人客消費環境

整備・利用促進ウェブサイト運営を行いました。 

 

   ・システム概要 

事業者向けのウェブサービスで、飲食、サービス提供等の事業者が、店舗情報やメニューを入力、最大

１５か国語に翻訳されてウェブ上に公開されるシステムです。 

翻訳されたメニュー等は各事業者が自由に使用することができ、登録・使用に係る費用は無料です。 

 

（市民まつり開催補助事業） 

令和３年１０月１０日（日）に予定していた、第２８回市民まつり「習志野きらっと２０２１」は、新型

コロナウイルス感染拡大防止により中止となりましたが、習志野市民まつり実行委員会に対して事務運営に

係る総務費を補助金として交付しました。 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（イメージキャラクターＰＲ・活用事業） 

市ご当地キャラクター「ナラシド♪」の市内外イベントにおける貸出、チラシ・ポスター等発行物への

デザイン使用を推進し、本市及びキャラクターのＰＲを図りました。 

（１）ナラシド♪イベント等出演実績 

令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 

出演回数 １９件 １６件 ７２件 ９９件 

（２）ナラシド♪デザイン使用実績 

令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 

使用回数 ２１件 １８件 ２５件 １５件 

（３）ナラシド♪グッズ数及び取扱い業者数 

令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 

使用回数 ２３種・１１社 １９種・１０社 １４種・９社 １０種・６社 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ７・１・３（地域経済対策費） 決 算 額 24,812,643 

担 当 主 管        産 業 振 興 課 

（地域経済対策事業） 

経済情勢の影響を受けやすい市内の営繕・修理事業者に対して、重点的に公共施設の修理・補修を

発注し、経営を支援することで、本市地域経済の活性化を図りました。 

■令和３年度の実績

所管課 主な修繕箇所 
発注件数 

（件） 
金額（円） 

こども政策課 エアコン修繕・トイレ修繕 56 7,430,940 

子育て支援課 フェンス修繕 2 64,460 

児童育成課 エアコン修繕・照明器具修繕 18 2,335,433 

あじさい療育支援センター 床修繕・排水修繕 4 1,000,000 

公園緑地課 遊具修繕・フェンス修繕 7 2,451,900 

消防本部総務課 EPS修繕・詰所修繕 8 750,750 

(教委)教育総務課 トイレ修繕・外灯修繕 42 7,662,750 

(教委) 社会教育課 床修繕・照明修繕 5 156,860 

(教委)中央公民館 トイレ配管修繕 5 1,238,050 

(教委)中央図書館 ブックポスト修繕・配線修繕 4 1,210,000 

(教委)生涯スポーツ課 照明修繕・雨樋修繕 3 511,500 

計 154 24,812,643 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ８・１・２（交通対策費） 決 算 額 74,566,761 

担 当 主 管 防 犯 安 全 課 

(交通安全推進事業) 

(１) 交通安全運動の推進

・国及び県の要綱に基づき、交通ルールやマナーの周知・啓発に努めました。 

春の全国交通安全運動 令和３年 ４月 ６日（火） ～ 令和３年 ４月１５日（木） 

 夏の交通安全運動  令和３年 ７月１０日（土） ～ 令和３年 ７月１９日（月） 

 秋の全国交通安全運動 令和３年 ９月２１日（火） ～ 令和３年 ９月３０日（木） 

 冬の交通安全運動  令和３年１２月１０日（金） ～ 令和３年１２月１９日（日） 

（２）交通安全教室の実施 

・市内小・中学校、保育所・幼稚園等に通う児童及び保護者に対し、交通ルールの周知・徹底を図るため、 

習志野警察署及び交通安全協会と連携し、交通安全教室を開催しました。 

対 象 保育所・幼稚園・こども園 市内小学校 市内中学校 

実施回数 ２６回 １６回 ４回 

・この他、下記施設からの依頼により、施設利用者等に対して、習志野警察署及び習志野交通安全協会 

と連携し、交通安全教室に準ずる内容を講義内容とした交通安全講座を開催しました。 

袖ケ浦団地管理サービス事務所（６月１０日実施） 参加者３３人 

（３）スケアード・ストレイト交通安全教育の実施 

・市内中学校４校で、スタントマンによるスケアード・ストレイト交通安全教室を実施しました。 

① 第五中学校（４月１２日実施） 参加生徒数 ７００人

② 第二中学校（４月１６日実施） 参加生徒数 ６６６人

③ 第七中学校（５月２５日実施） 参加生徒数 ３５０人

④ 第六中学校（６月１１日実施） 参加生徒数 ４８５人

（４）交通事故相談 

 ・交通事故後の損害賠償、示談交渉、自賠責保険請求の仕方等に関する相談に応じるため、千葉県から 

派遣される専任相談員による交通事故相談を実施しました。 

実施場所：サンロード津田沼 ６階相談室 

実施日時：４月を除く毎月第一木曜日 午前１０時～１２時、午後１時～３時 

相 談 員：県派遣の巡回相談員 

相 談 料：無料 

相談日数：１１日 

相談件数：１３件 

主な相談内容：損害賠償関係、示談の進め方など 
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協働経済部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ８・１・３（自転車対策費） 決 算 額 218,809,984 

担 当 主 管 防 犯 安 全 課 

 (自転車等駐車場維持管理事業) 

(１) 登録状況(年間利用) （単位：台） 

区 分 
自  転  車 原 動 機 付 自 転 車 

合 計 
一 般 学 生 免 除 計 一 般 免 除 計 

 市 内 5,946 1,148 537 7,631 325 27 352 7,983 

 市 外 988 480 81 1,549 201 12 213  1,762 

計 6,934 1,628 618  9,180 526 39 565 9,745 

年間利用自転車等駐車場 １９施設 

収容可能台数 １２,５３５台 登録率 ７７．７％ 

(２) 利用状況(一時利用)

一時利用自転車等駐車場  １６施設

一時利用台数(令和３年４月１日（木）～令和４年３月３１日（木）)

自  転  車  ７４６，６０７台 

 原動機付自転車(50㏄以下)   ３３，２６９台 

合     計  ７７９，８７６台 

(放置自転車等対策事業) 

（１）放置自転車等の移送保管台数及び返還台数(令和３年４月１日（木）～令和４年３月３１日（木）) 

 「習志野市自転車等の放置防止に関する条例」に基づく放置自転車等対策の強化。 

・放置自転車等の撤去を積極的に実施しました。 

移送日数 

（日） 

移送保管台数 

（台） 

有料返還台数 返還率 

（％） （台） 

自 転 車 108 1,263 548 43.4 

原動機付自転車 17 13 11 84.6 

合 計 125 1,276 559 43.8 

（２）保管自転車の売り払いに係る指名競争入札の実施 

「習志野市自転車等の放置防止に関する条例」に基づく保管期間を経過した自転車を売却しました。 

① 契約金額  １回目 ２８５，９５０円（税抜） １台当たり ９５０円（税抜） 

 ２回目 ３３４，１５２円（税抜） １台当たり ９５２円（税抜） 

② 売却台数  １回目 ３０１台 

２回目 ３５１台 
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（５） 会 計 課 



会計課 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） ２・１・６（会計管理費） 決 算 額     10,007,104 

 担 当 主 管        会 計 課 

（会計課事務費） 

 地方自治法第170条に基づき、現金の出納及び保管、有価証券の出納及び保管、歳入歳出 

決算の調製、支出命令の審査及び支出負担行為の確認等の会計事務を行いました。 

○指定金融機関・収納代理金融機関の検査

検査実施日 対象金融機関 検査結果 

令和4年 1月19日 指 定 ㈱千葉銀行 津田沼支店 適正 

令和3年12月14日 収納代理 ㈱みずほ銀行 船橋支店 適正 

令和4年 1月12日 収納代理 三井住友信託銀行㈱ 船橋支店 適正 

令和4年 1月21日 収納代理 三菱ＵＦＪ信託銀行㈱ 津田沼支店 適正 

令和4年 1月26日 収納代理 千葉みらい農業協同組合 習志野支店 適正 

令和4年 1月26日 収納代理 ㈱東京スター銀行 船橋支店 適正 

○県収入証紙の売りさばき

令和3年度実績 4,536 枚 9,388,640 円 

（統一的な基準による地方公会計の整備促進事業） 

令和2年度決算について、発生主義・複式簿記の手法により、財務書類を作成し、 

令和4年3月に「習志野市の財務報告書～令和4年3月発行～（令和2年度 ｱﾆｭｱﾙ ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ 

ﾚﾎﾟｰﾄ）」、「習志野市の財務報告書～令和4年3月発行～（令和2年度 ｱﾆｭｱﾙ ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ

ﾚﾎﾟｰﾄ）概要版」及び「令和2年度習志野市公会計白書（資料編）」としてまとめ、

公表しました。 

○市内在住の公認会計士による財務報告書説明会の配信

 令和3年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、動画撮影のみ行い、YouTubeで 

配信しました。 

講 師：公認会計士 吉田 恵美 
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会計課 

主要な施策の概要  （単位：円） 

○バランスシート探検隊全国会議の開催

 バランスシート探検隊を実施している自治体が一堂に会し、探検隊の運営手法や各種

団体等との連携、市民への周知などの情報を共有し、併せて、公会計情報の活用方法に

ついて、意見交換を行いました。 

日 時 令和3年8月19日（木）10：00～16：00 

場 所 習志野市庁舎５階委員会室（オンライン会議） 

主 催 習志野市 

協力団体 千葉大学・政府会計学会・日本公認会計士協会（千葉会） 

内  容 習志野市バランスシート探検隊の経緯説明 

基調講演 

各自治体からの活動報告 

質疑応答、意見交換 

施設見学（プラッツ習志野） 

※バランスシート探検隊全国会議の報告書を「習志野市の財務報告書～令和4年3月発行～

（令和2年度 ｱﾆｭｱﾙ ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ ﾚﾎﾟｰﾄ）」に掲載

○地方公会計制度の調査・研究

・新公会計制度普及促進連絡会議への参加

 地方公会計制度導入の先行自治体が、制度導入の目的やプロセス等について情報

交換するとともに、制度の一層の普及に向け、連携した取組を協議するために、  

東京都が設置した会議に参加しました。会議では、情報交換に加え、昨年度に引き

続き地方自治体間比較や事業別分析の検討などを行いました。 
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（６）選挙管理委員会事務局



選挙管理委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

・選挙管理委員会の開催 16 回

・選挙人名簿の調製 （単位：人）

・在外選挙人名簿の調製 （単位：人）

・選挙人名簿登録者数及び投票区域 令和４年３月１日現在 （単位：人）

第　８

第　３

第　２

第　４

第１２

5,014第１３

第１１

第１０

2,447

第　５

鷺沼台1丁目、鷺沼台2丁目（13番・14番）、津田沼1丁目、
津田沼2丁目（10～13番）、津田沼3丁目（11～23番）、
藤崎2丁目（1～10番・12～15番）

4,425 8,7264,301

3,6483,490

3,503

2,6332,913

3,101

4,636

鷺沼1丁目（1～12番・15～17番）、鷺沼2丁目、鷺沼3丁目
（1～17番）、鷺沼4丁目、鷺沼5丁目（1～5番・7～18番）、
鷺沼台2丁目（1～12番・15～17番）

津田沼2丁目（1～9番・14～17番）、津田沼3丁目（1～10番）、
津田沼4丁目、津田沼5丁目、津田沼6丁目（4～14番）、
津田沼7丁目（3～17番）

3,697

3,560

2,992

谷津3丁目（2～30番）、谷津4丁目

大久保1丁目（16～29番）、本大久保2丁目、本大久保3丁目

2,7171,403

3,579 7,276

東習志野1丁目、東習志野2丁目（18番（ユトリシア11号・22号・
33号・38～44号・51号・52号・55号）・19番）、
東習志野6丁目

10,424

投　 　票　 　区　 　域

登　　録　　者
区　 　分

計女
10

投票区 計

男
17 27

男 女

決 算 額

349

款項目（名称） ２・４・１（選挙管理委員会費）

登　　録　　者

36,181,147

9,248

25

選挙管理委員会事務局

抹  消  者

女 計

8,299
5,016

区　 　分

抹　　消　　者

男

4,536
4,232

担 当 主 管

3,763

2,620 2,864 5,484第１４

4,699

1,314

7,981

6,274

6,093

5,546

3,146

泉町1丁目（2番・3番）、泉町2丁目、泉町3丁目、
新栄1丁目（1～9番）

大久保2丁目、大久保4丁目、本大久保4丁目（8～19番）、
本大久保5丁目

袖ケ浦2丁目（1～4番）、袖ケ浦3丁目（1番）、袖ケ浦4丁目、
袖ケ浦5丁目、袖ケ浦6丁目、津田沼6丁目（1番）、鷺沼1丁目（13
番・14番）、鷺沼3丁目（18～20番）、鷺沼5丁目（6番）

第　１

第　６

第　７

2,567

新栄1丁目（10～12番）、新栄2丁目、実籾1丁目、実籾2丁目、
実籾3丁目（1～13番・15～36番）、実籾4丁目（1番・2番・
12～14番）、実籾5丁目、実籾6丁目、実籾本郷

藤崎1丁目、藤崎2丁目（11番・16～19番）、藤崎3丁目、
藤崎4丁目

7,138

2,382

泉町1丁目（1番）、大久保1丁目（1～15番）、大久保3丁目、
鷺沼台2丁目（18～22番）、藤崎5丁目、藤崎6丁目、
藤崎7丁目、本大久保1丁目

2,476

2,317

2,160

5,149

7,063

5,275

第　９

奏の杜2丁目（4～11番）、奏の杜3丁目（7～17番）、
谷津1丁目（22～24番）、谷津5丁目、
谷津6丁目（5～11番・16番・17番）

3,128

3,952 4,029

袖ケ浦1丁目、袖ケ浦2丁目（5～7番）、袖ケ浦3丁目（2～7番）、
津田沼6丁目（2番・3番）、津田沼7丁目（1番・2番・18番）
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選挙管理委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）
（単位：人）

（単位：人）

第１６ 2,490
奏の杜3丁目（2～6番）、谷津1丁目（1～11番・19～21番）、
谷津2丁目、谷津町1丁目、谷津町4丁目

第１５

第２３

2,402 奏の杜1丁目、谷津6丁目（13～15番・18～22番）、谷津7丁目

東習志野7丁目、東習志野8丁目

第２０

第２４

第２１

第１７ 5,5312,904
茜浜1丁目、茜浜2丁目、茜浜3丁目、秋津1丁目、秋津2丁目、
秋津3丁目、秋津4丁目、秋津5丁目

第１８

2,784

1,927

香澄1丁目、香澄2丁目、香澄3丁目、香澄4丁目、香澄5丁目、
香澄6丁目、芝園1丁目、芝園2丁目、芝園3丁目

本大久保4丁目（1～7番）、屋敷1丁目、屋敷2丁目、
屋敷3丁目、屋敷4丁目、屋敷5丁目

5,784

鷺沼台3丁目、鷺沼台4丁目

4,131 4,237 8,368
東習志野2丁目（1～17番・18番（1～10号・11号ユトリシア以外・
12号・14号・17号）・20番）、東習志野3丁目、東習志野4丁目、
東習志野5丁目、実籾3丁目（14番）、実籾4丁目（3～11番・15～44番）

5,597

2,811

投票区

5,310
奏の杜2丁目（1～3番・12～19番）、奏の杜3丁目（1番）、
谷津1丁目（12～18番）

1,841 3,744

第２２ 3,944

4,723

花咲1丁目、花咲2丁目1,903

2,017

谷津3丁目（1番）

2,725

4,7612,359第２５

2,277

第２６

廃止（第2、第13投票区に統合）　※第21投票区は欠番

2,627

2,407

1,706

4,897

145,257

登　　録　　者
計

・裁判員候補者予定者及び検察審査員候補者予定者を選挙人名簿より選定（９月）

　令和４年３月１日現在・在外選挙人名簿登録者数

2,585

2,446

2,973

第１９ 2,813

計 72,106

計女

3,5271,821

投　 　票　 　区　 　域

女
208100

区　 　分 男
108

73,151

男
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選挙管理委員会事務局

主要な施策の概要 （単位：円）

(常時啓発事業）

明るい選挙推進協議会による定期総会を計画していましたが新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
中止しました。

明るい選挙啓発ポスターコンクールの実施
 市内小・中学校の児童・生徒を対象に作品を募集しました。

習志野市選挙管理委員会委員長賞　１点
習志野市明るい選挙推進協議会会長賞　１点
入選　４点

（単位：円）

（衆議院議員選挙）

比例代表選出議員選挙 144,967 83,860 57.85

　ポスター応募点数　　８０点　 　

高校生等に対する主権者教育として出前授業を計画していましたが新型コロナウイルス感染症拡大防止の

選挙管理委員会事務局

71,138,155決 算 額

小選挙区選出議員選挙 144,967 83,875 57.86

２・４・２（常時啓発費）

担 当 主 管

投票率（％）

最高裁判所裁判官国民審査

担 当 主 管

区　 　分 当日有権者数（人） 投票者数（人）

衆議院議員総選挙は、令和３年１０月１９日告示・１０月３１日執行

選挙管理委員会事務局

款項目（名称） ２・４・３（衆議院議員選挙費）

83,560 57.72144,765

決 算 額 448,140款項目（名称）

ため、中止しました。
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（７） 監 査 事 務 局



監査事務局 

 主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ２・６・１（監 査 委 員 費） 決 算 額 48,469,574 

担 当 主 管        監査事務局 

 (監査事務局費) 

令和３年度監査執行状況 

区分 

 月 

例 月 出 納 検 査 定 期 監 査 決 算 審 査 等 そ の 他 の 監 査 

４ 

 一般・特別会計 

２年度 

２月分 

 企 業 会 計 

議 会 事 務 局 

農業委員会事務局 

消防本部・消防署 

５ 

 一般・特別会計 

２年度 

３月分 

 企 業 会 計 

政 策 経 営 部 

６ 

 一般・特別会計 ２･３年度 

  ４月分 

 企 業 会 計    ３年度 

  ４月分 

習志野商工会議所 

協働経済部所管指定管理者 

生涯学習部所管指定管理者 

７ 

 一般・特別会計 ２･３年度 

  ５月分 

 企 業 会 計    ３年度 

  ５月分 

中 間 監 査 

公 営 企 業 会 計 

一般・特別会計 

財政健全化判断比率 

・資金不足比率審査

８ 

一般・特別会計 

３年度 

 ６月分 

 企 業 会 計 

公 営 企 業 会 計 

一般・特別会計 

財政健全化判断比率 

・資金不足比率審査

９ 

 一般・特別会計 
（福）習志野市社会福祉協議会 

健康福祉部所管指定管理者 

有価証券保管状況監査 

 ３年度 

 ７月分 

 企 業 会 計 

10 

 一般・特別会計 

教 育 機 関 

（公民館 他） 

（公財）習志野文化ホール 

生涯学習部所管指定管理者 

３年度 

８月分 

 企 業 会 計 

11 

 一般・特別会計 

企 業 局 

教育委員会事務局 

３年度 

９月分 

 企 業 会 計 

12 

一般・特別会計 

３年度 

10月分 

企 業 会 計 
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監査事務局 

 主要な施策の概要 （単位：円） 

区分 

 月 

例 月 出 納 検 査 定 期 監 査 決 算 審 査 等 そ の 他 の 監 査 

１ 

 一般・特別会計 

健 康 福 祉 部 
３年度 

11月分 

 企 業 会 計 

２ 

 一般・特別会計 

総 務 部 
３年度 

12月分 

 企 業 会 計 

３ 

 一般・特別会計 

有価証券保管状況監査 
３年度 

１月分 

 企 業 会 計 

※当初は随時監査として１２月に工事監査を予定していたが、実施を見送った。 

１．中間監査の対象（７月実施） 

協働経済部、都市環境部、こども部、会計課、選挙管理委員会事務局、監査事務局 

２．各種報告書の提出 

①例月出納検査結果報告 毎月提出 

②決算審査等意見書  令和３年８月２７日提出 

③監査報告書  令和４年３月１８日提出 
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（８） 健 康 福 祉 部



健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ３・１・１（社会福祉総務費） 決 算 額 2,707,375,261 

担 当 主 管 健 康 福 祉 政 策 課 

（福祉問題審議会費） 

福祉問題審議会は、市長の諮問に応じて福祉の基本的・総合的施策に関することを調査・審議すること

を職務としています。 

第１回 開催日：令和４年１月１３日（木） 

議 事：（仮称）習志野市虐待・暴力・いじめ・差別から自身や大切な人を守る都市宣言について 

「審議」 

（福祉サービス苦情解決事業） 

 社会福祉法第８２条に基づき、福祉施設等における苦情に適切に対応するため、苦情解決の仕組みを整備し、 

苦情相談員、苦情解決責任者及び苦情受付担当者を配置しています。 

（福祉ふれあいまつり事業） 

開催目的は、すべてのひとが、互いを理解する場を設けることによって、「共感」に育まれた「ふれあ

いとささえ合いのある心豊かな地域社会」の実現を目指すこととしています。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症対策として開催を取りやめました。 

（避難行動要支援者支援事業） 

災害時にひとりで避難することが困難な高齢者や障がい者の避難支援や安否確認等が円滑に行われるよう

に、毎年「避難行動要支援者名簿」を更新しています。 

担 当 主 管 社 会 福 祉 課 

（民生委員推せん会費） 

民生委員法、習志野市民生委員推薦会規則により７名が委嘱されています。 

民生委員推薦会は、民生委員児童委員候補者の選考を行いました。 

推薦会委員７名のうち６名（１名は行政職員）に対して委員報酬を支出しました。 

任期 ： ３年 

委員数： ７名（任期３年、令和２年１月１６日 ～ 令和５年１月１５日） 

・市議会議員

・民生委員

・社会福祉事業の実施に関係のある者

・市の区域を単位とする社会福祉団体の代表

・教育に関係のある者

・関係行政機関の職員

・連合町会の代表者

開催日： 第１回 令和３年９月１４日 

令和2年度 登録者 新規登録者 死亡転出者等 令和3年度 登録者 

4,286人 518人 443人 4,361人 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（民生委員活動費） 

民生委員児童委員協議会の円滑な事業運営により、民生委員児童委員活動を支援し、社会福祉の増進を

図るため補助金を交付しました。 

１．民生委員児童委員  厚生労働大臣委嘱 任期３年 

・一斉改選日 ： 令和元年１２月１日 

・委嘱期間 ： 令和元年１２月１日 ～ 令和４年１１月３０日  

・人 数 ： 実数１９９名（定数２０４名） 令和４年３月３１日現在 

２．習志野市民生委員児童委員協議会活動状況 

（１）地域住民の生活上の相談に応じ、支援活動・助言を実施（２，３２５件） 

（２）福祉制度に関する知識向上のための研修会の企画、実施と、その他の研修会への参加（中止） 

（３）高齢者・災害対策・障がい者（児）・主任児童委員など各専門分野での研修・会議の実施（１４回） 

（４）｢社会を明るくする運動｣、｢青少年健全育成大会｣他、福祉関連行事への参加、協力（中止） 

（５）健康福祉部・こども部職員との連携強化を図るための合同研修会の実施（中止） 

（６）行政・各福祉団体との連携、協力 

（保護司活動費） 

犯罪者の更生を助け、明るく住みよい地域社会を実現するため、保護司活動を支援しました。 

１．保護司  法務大臣委嘱 任期２年 実数２６名（定数２５名） 令和４年３月３１日現在 

２．習志野八千代地区保護司会習志野支部活動状況 

（１）犯罪者の更生のため、面談指導の実施（随時）、定期的な保護観察官の駐在による指導（４回） 

（２）｢社会を明るくする運動｣を展開し、犯罪・非行防止の啓発活動を実施 

（大会実施日：令和３年７月７日（水） 街頭啓発及び講演会は中止） 

（３）小・中学生を対象とした｢社会を明るくする運動｣作文コンテストを実施 

(参加者数：５２０人  表彰式は中止） 

（４）薬物乱用防止街頭キャンペーン及び薬物乱用防止相談員研修会への参加（中止） 

（５）保護司の資質向上のための研修会の実施 

（６）少年刑務所等視察研修の実施（中止） 

（７）｢保護司会だより」の発刊（１回） 

（人権擁護委員活動費） 

基本的人権の擁護と人権思想の普及高揚を図るため、人権擁護委員活動を支援しました。 

１．人権擁護委員 法務大臣委嘱 任期３年 実数１１人（定数１１人）令和４年３月３１日現在 

２．千葉人権擁護委員協議会習志野支部会活動状況 

（１）人権相談の実施（法務局常設相談 月～金曜日、市特設相談 毎月第３火曜日） 

（２）人権啓発活動の実施 

① 中学生人権作文コンテスト

② 千葉県子どもの人権ポスター原画コンテスト

③ 中学校・小学校・幼稚園人権教室

④ 中学生人権標語コンテスト

⑤ 「人権擁護委員の日」及び人権週間関連行事

⑥ 習志野きらっと・福祉ふれあいまつりでの人権啓発活動の実施

（⑤、⑥は令和３年度開催なし）

（３）人権擁護委員の資質向上のため研修会の実施 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（社会福祉協議会補助事業） 

地域における福祉活動の推進母体として、社会福祉協議会の福祉活動を育成支援するため補助金を交付

しました。 

・補助対象経費 １．福祉活動費（事務局人件費相当額）

２．支部活動費・全１６支部 

・補 助 金 額 ８１,５５４,９９７円 

（献血推進事業） 

献血者の増加による血液の安定的供給を図るため、献血推進協議会に対し補助金を交付しました。 

１．習志野市献血推進協議会活動状況 

（１）献血の実施（市庁舎２回、大学７回） 

（２）献血キャンペーンの実施（３回） 

（災害見舞金事業） 

火災等による罹災者に対し、見舞金を支給しました。 

家屋災害見舞金  ７件 ３，１７１，５０２円 

罹災見舞金   ５件   １０５，０００円 

災害見舞金計  １２件 ３，２７６，５０２円 

（原爆被爆者見舞金事業） 

広島市、長崎市に投下された原子爆弾の被爆者に対し見舞金を支給しました。 

・月額 ２,０００円／人 総額 １，２８０，０００円

対象者数 

年度当初 中途開始 中途廃止 年度末現在 

53人 1人 1人 53人 

（難病患者見舞金事業） 

指定難病等の罹患者又はその保護者の負担軽減を目的として、見舞金を支給しました。 

対 象 者 月 額 延支給月数 支給額 支給人数 

入院患者（15日以上） 12,000円 310月 3,720,000円 83人 

通院患者 6,000円 7,995月 47,970,000円 1,118人 

生活保護受給入院患者 8,000円 1月 8,000円 1人 

生活保護受給通院患者 6,000円 69月 414,000円 10人 

合  計 8,375月 52,112,000円 1,212人 

※359疾病  支給実人数 1,148人

（災害援護資金貸付事業） 

東日本大震災にて、被害を受けた世帯の世帯主に対し災害援護資金の貸付を行いました。 

対象世帯   １世帯    貸付金額     ９００,０００円 

また、過去に貸付を行った世帯からの償還がありました。 

内訳（延べ数） 

繰上償還世帯 １世帯 繰上償還金額 １,０００,０００円 

償還世帯  １５世帯 償還金額 ３,６３７,９６０円 

１６ 世帯 ４,６３７,９６０円 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（引取り人のない死亡人取扱事業） 

引取り人のない死亡人の死体処置費用を弁償しました。 

・引取り人のない死亡人の死体処置件数 ２４件

（行旅死亡人取扱事業） 

行旅死亡人の死体処置費用を弁償しました。 

・行旅死亡人の死体処置件数 ２件

担 当 主 管 生 活 相 談 課 

（中国残留邦人生活支援給付事業） 

「中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援

に関する法律」に基づき、世帯の収入が一定の基準に満たない者に対し、生活支援給付を行いました。  

１．支援給付の状況 （単位：世帯・人） 

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

世帯数 7 7 7 7 7 7 7 6 6 6 6 6 79 

人  員 11 11 11 11 11 11 11 10 10 10 10 10 127 

支
援
給
付
内
容 

生
活 

世帯数 7 7 7 7 7 7 7 6 6 6 6 6 79 

人 員 11 11 11 11 11 11 11 10 10 10 10 10 127 

住
宅 

世帯数 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5 5 67 

人 員 10 10 10 10 10 10 10 9 9 9 9 9 115 

医
療 

（
入
院
） 

世帯数 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

人 員 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

医
療 

（
外
来
） 

世帯数 7 7 7 7 7 7 7 6 6 6 6 6 79 

人 員 11 10 11 11 11 11 11 10 10 10 10 10 126 

介
護 

世帯数 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 36 

人 員 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48 

葬
祭 

世帯数 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

人 員 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

２．経理状況 

生活支援給付 6,644,818円 

住宅支援給付 1,616,100円 

医療支援給付 7,241,346円 

介護支援給付 211,723円 

葬祭支援給付 156,300円 

配偶者支援金 824,277円 

計 16,694,564円 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（生活困窮者自立支援事業） 

１．自立相談支援事業 

生活と就労に関する支援員を配置し、他機関と連携して生活困窮者のワンストップによる相談支援を

行うとともに、生活困窮者１人ひとりの状況に応じた自立に向けた支援計画を作成し、必要な支援サー

ビスにつなげていく支援を実施しました。 

・新規相談者数 ５５３人 ・プラン策定者数 ４２人 

・就労者数 ２５人 ・増収者数 １４人 

２．住居確保給付金 

離職や個人の都合によらない減収により住居を喪失又は喪失するおそれのある状態であって、所得等

が一定の水準以下の者に対して、家賃相当分の給付金を支給することで、住居及び就労機会の確保に向

けた支援を行いました。 

・支給者数   １５５人   支給金額 ２６，２３３，９００円 

３．家計改善支援事業 

家計改善支援員を配置し、債権問題等を抱える生活困窮者に対して、家計改善計画の作成や必要な情

報提供、専門的な助言及び指導を行うことで、支援対象者自身の家計を管理する能力を高め、早期に生

活が再建されるよう支援を行いました。 

・支援者数     １人 

４．就労準備支援事業 

複合的な理由により、就労に向けた準備が整っていない対象者に対し、一般就労に従事する準備とし

ての基礎能力の形成と就労意欲の喚起を図る。 

・支援者数    １０件     ・就労達成者数    ４件 

５．子どもの学習・生活支援事業 

生活保護世帯や生活困窮世帯の中高生を対象に、高校進学のための支援あるいは高校退学防止を目指

し、学習支援講師を配置し、個別指導等を行いました。 

・登録者数    ５９人         ・高校進学率（中学校３年生）１００％ 

（新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金支給事業） 

１．新型コロナウイルス感染症の影響に伴う生活困窮者自立支援金の支給 

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、緊急小口資金等の特例貸付を利用できない

世帯に対して、給付を行いました。 

支給額（月額） 単身：６万円、２人世帯：８万円、３人以上世帯：１０万円 

支給期間 ３カ月 

（新規・再支給申請それぞれ支給期間３カ月のため、１世帯当たり最大６カ月支給可能） 

申請期間 令和３年７月７日から令和４年８月３１日まで  

世帯数 給付額 

給付実績 107世帯 23,960,000円 

（住民税非課税世帯等臨時特別給付金支給事業） 

１．住民税非課税世帯等臨時特別給付金の支給 

 新型コロナウイルス感染症が長期化する中、雇用を守り、様々な困難に直面した方々に対し、速やか

に生活、暮らしを支援する観点から、住民税非課税世帯等に対して給付を行いました。 

支給額：１世帯１０万円 

申請期間：（家計急変世帯等）令和４年２月１日から令和４年９月３０日（消印有効）まで 

（確認書送付世帯）令和４年２月１５日から令和４年５月２０日（消印有効）まで 

世帯数 給付額 

住民税非課税世帯分 10,971世帯 1,097,100,000円 

家計急変世帯分 53世帯 5,300,000円 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ３・１・２（老 人 福 祉 費） 決 算 額 3,867,518,109 

担 当 主 管 高 齢 者 支 援 課・介 護 保 険 課 

（四市複合事務組合運営費（三山園） 

特別養護老人ホーム三山園の運営等に関し､円滑な施設運営が図れるよう四市が共同事業を行いました｡ 

特別養護老人ホーム三山園入所状況（令和４年３月末現在） 

習志野市 船橋市 八千代市 鎌ヶ谷市 合計 

17人 42人 15人 15人 89人 

（ひとり暮らし高齢者等入浴料助成事業） 

満６５歳以上の独居又は高齢者のみの世帯で、前年度所得税非課税世帯のうち、入浴設備を有していな

い方に、無料入浴券を交付するものです。令和３年度は未申請のため、未実施。 

（敬老祝金事業） 

高齢者に対し敬老の意を表するとともに、高齢者福祉を増進するため、敬老祝金を支給しました。 

対  象  者 祝  金 人  数 支 給 金  額 

88 歳  10,000円 738人 7,380,000円 

99 歳  20,000円 57人 1,140,000円 

100歳以上  30,000円 107人 3,210,000円 

合  計 902人 11,730,000円 

（高齢者ふれあい元気事業） 

高齢者を対象に社会参加や健康づくりを促進し、併せて敬老精神を高めることを目的に、連合町会・町

会・自治会等が主催し、実施した事業に対し補助するものです。 

・令和３年度補助金額  ５,０５６,７２６円 

・実施町会数   ７５町会  

（外国人高齢者福祉手当支給事業） 

制度上、年金制度に加入できなかった在日外国人の高齢者に対し、月５,０００円を支給するものです。 

令和３年度は未申請のため、未実施。 

（あじさいクラブ活動事業） 

高齢者の生きがいと健康づくりなど、多様な社会活動を促進するため、「単位老人クラブ」及び「あじ

さいクラブ連合会」に対し補助するものです。 

令和３年度は新型コロナウイルス感染症対策として、多数の参加者が見込まれる「あじさいクラブ連合

会」の事業はパークゴルフ大会のみ実施しました。（芸能大会、カラオケ発表会、スポーツ大会は中止） 

・単位老人クラブ数 ４７クラブ     会員数 ２，１２１人 

各単位老人クラブにおいて、以下の３つについて実施しました。 

１．老人クラブの指導育成 

２．会員相互による奉仕活動、レクリエーションの実施、地域社会との交流促進 

３．体力づくり、健康づくりを目的としたスポーツ大会の実施 
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健康福祉部 

 

主要な施策の概要                            （単位：円） 

（シルバー人材センター補助事業） 

就業を通じ、高齢者の社会参加や生きがいの充実を図るため、シルバー人材センターに対し補助しま 

した。 

・会員数… ８５９人   契約件数… ２，２１６件   延就業人員数… ９９，１９８人 

 

（はり、きゅう、マッサージ等施術助成事業） 

  市町村民税非課税世帯、市町村民税均等割のみ課税世帯又は生活保護世帯に属する人に対し、はり、 

きゅう、マッサージ等施術利用券を交付し、助成しました。（１回の施術料に対し７００円を助成、 

月２枚） 

  

・はり、きゅう、マッサージ等施術利用券   

申請者数          ４７人 

交付枚数              ９２６枚 

               助成枚数         ６１５枚 

 助成額  ４３０，５００円 

 

（認知症高齢者介護相談事業） 

認知症の心配がある本人及び家族に精神科医師等が、定例日を設け相談に応じました。 

・場  所 ： 市役所 

・相談回数 ： １７回 （実績） 

 

（福祉電話使用料等助成事業） 

概ね６５歳以上の市民税非課税世帯のひとり暮らし高齢者等に加入電話を貸与し、毎月の回線使用料、 

配線使用料、機器使用料を助成しました。 

・年度末設置台数  ２６台 

 

（老人保護措置事業） 

環境上・経済上等の理由により居宅での養護が困難な方を養護老人ホームへ措置しました。 

措置状況（一時保護を除く） 

施設区分 
年 度 当 初 中 途 措 置 中 途 解 除 年度末現在 

施設数 措置人数 施設数 措置人数 施設数 措置人数 施設数 措置人数 

養  護 6所 54人 1所 7人 1所 9人 6所 52人 

 

（高齢者外出支援事業） 

居宅で生活する７５歳以上で市民税非課税の高齢者世帯に対し、高齢者支援タクシー券を交付し、外出を支

援しました。（１枚５００円 月３枚） 

・タクシー券 交付世帯数  ２，２４６世帯 

 交付枚数   ７６，３７３枚 

 利用枚数    ５４，９４０枚 

 助成額  ２７，４７０，０００円 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（市民後見推進事業） 

 認知症高齢者や障がい者の生活を支えて権利を擁護するため、社会福祉協議会に成年後見センター業務

を委託し、成年後見制度に関する相談対応を実施しました。 

・相談件数    ３８９件 

（在宅高齢者紙おむつ支給事業） 

６５歳以上の在宅で生活し、現に紙おむつ等を使用している要介護３の要介護認定を受けている人、及

び要介護４、５の介護認定を受け、市民税が課税されている人に、紙おむつ等を支給しました。 

・年度末支給人数 ３４８人

（介護人材確保対策事業費） 

 介護保険サービスに係る雇用確保及び従業員の資質向上並びに介護保険サービスの安定供給に資する 

ことを目的として、「介護職員初任者研修」及び「介護福祉士実務者研修」を修了した者に対し、研修 

費用の一部を助成しました。 

・助成件数 １０件 （介護職員初任者研修４件、介護福祉士実務者研修６件）

（介護サービス事業者支援事業） 

 新型コロナウイルス感染症対策として、事業を継続している介護保険サービス事業者に感謝の意を表 

し、もって市民が必要とする介護サービスの確保に資することを目的として、１事業者あたり３０万円 

または６０万円の支援金を交付しました。 

・交付事業者数：７６事業者

・交付額 ：３６，６００，０００円 
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健康福祉部 

  

主要な施策の概要                            （単位：円） 

款 項 目（名 称）
 

３・１・３（老人福祉施設費） 
 

決 算 額 170,986,511 

担 当 主 管 高 齢 者 支 援 課 

（東部保健福祉センター運営費） 

高齢者同士のふれあいの場として、サークル活動の支援や入浴サービス・相談等の提供を行いました。 

新型コロナウイルス感染症対策として利用制限を設けての運営となりました。 

 

１．高齢者福祉センター「芙蓉園」の利用状況（延べ人数） 

利用区分 利用者数 

一般利用 20,438人 

団体利用 214人 

合計 20,652人 

 

（１）教養講座等の開催（人数は、延べ人数） 

講座名 回数 参加者数 

てんとうむし体操  220回 983人 

健康ミニ講座 10回 76人 

超ラジオ体操 1回 3人 

骨密度測定 3回 86人 

元気応援塾 6回 47人 

その他（カメラde散歩 他 3件） 8回 76人 

合計 248回 1,271人 

 

（２）サークル活動の実施 

・サークル数         ４８サークル 

・活動回数       １，３９０回 

・参加人数（延べ） １２，４２５人 

 

（３）その他相談等 

健康・生活・介護相談  ５６６人 

 

（白鷺園運営費） 

老人福祉法の基本理念に基づき、概ね６５才以上で、環境上の理由及び経済的理由により、居宅におい

て養護を受けることが困難な高齢者を入所させ、もって高齢者の福祉の増進を図りました。また、介護保

険法に定める指定居宅サービス事業者として、ショートステイ事業を行いました。 

１．入退所状況 

区分 令和３年度当初 中途入所 中途退所 令和３年度末現在 

男 22人 1人 5人 18人 

女 26人 6人 5人 27人 

合計 48人 7人 10人 45人 

 

２．年度末入所者の年齢別状況 

区分 70歳未満 70～75歳未満 75～80歳未満 80～85歳未満 85歳以上 合計 

男 2人 4人  5人 1人  6人 18人 

女 1人 1人  5人 6人 14人 27人 

合計 3人 5人 10人 7人 20人 45人 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

３．教養娯楽講座の開催 

新型コロナウイルス感染症対策として、多人数が集まることとなる講座は実施しませんでした。 

４．ショートステイ入所状況 

・実人数   １６人 

・延べ人数 ８５６人

（さくらの家運営費） 

高齢者同士のふれあいの場として、サークル活動の支援や入浴サービス・相談等の提供を行いました。 

新型コロナウイルス感染症対策として利用制限を設けての運営となりました。 

１．老人福祉センター「さくらの家」利用状況（延べ人数） 

利用区分 利用者数 

一般利用 13,943人 

団体利用 0人 

合 計 13,943人 

（１）教養講座等の開催（人数は、延べ人数） 

講 座 名 回 数 参加者数 

さくら相談 3回 6人 

しなやか体操 2回 35人 

懐メロ健幸体操 1回 21人 

てんとうむし体操 1回 9人 

サークル懇談会 1回 25人 

合計 8回 96人 

（２）サークル活動の実施 

・サークル数   ２９サークル 

・活動回数 ５６０回 

・参加人数（延べ） ６，２８８人

（３）その他相談等 

健康・生活相談 ６７９人 

２．令和３年度の主な活動 

１０月１４日、２月２５日 避難訓練 

（介護施設等整備事業） 

地域密着型サービス等整備助成事業及び介護施設等の施設開設準備経費等支援事業による、施設建

設費及び備品、システム構築費等に係る費用の一部を補助しました。 

事業者名 地域密着型サービスの種類 

社会福祉法人 江戸川豊生会 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ３・１・４（障がい福祉費） 決 算 額 3,349,931,213 

担 当 主 管 障 が い 福 祉 課 

１．障害者手帳所持者の状況 

年齢区分 

身体障害者手帳 療育手帳 
精神障害者 

保健福祉手帳 
合 計 

R4.3.31 

現在 

R3.3.31 

現在 

R4.3.31 

現在 

R3.3.31 

現在 

R4.3.31 

現在 

R3.3.31 

現在 

R4.3.31 

現在 

R3.3.31 

現在 

18歳未満 102人 99人 303人 288人 39人 37人 444人 424人 

18歳以上 

65歳未満 
1,147人 1,096人 771人 685人 1,360人 1,265人 3,278人 3,046人 

65歳以上 2,741人 2,744人 38人 32人 168人 172人 2,947人 2,948人 

合 計 3,990人 3,939人 1,112人 1,005人 1,567人 1,474人 6,669人 6,418人 

２．身体障害者手帳所持者の障害別人数 

障害の部位 年齢の別 R4.3.31現在 小計 R3.3.31現在 小計 

視覚障害 

18歳未満 3人 

265人 

1人 

237人 18歳以上65歳未満 92人 81人 

65歳以上 170人 155人 

聴覚・平衡障害 

18歳未満 19人 

273人 

16人 

256人 18歳以上65歳未満 77人 73人 

65歳以上 177人 167人 

音声・言語 

そしゃく障害 

18歳未満 0人 

59人 

1人 

61人 18歳以上65歳未満 16人 14人 

65歳以上 43人 46人 

肢体不自由 

18歳未満 58人 

1,933人 

59人 

1,972人 18歳以上65歳未満 559人 549人 

65歳以上 1,316人 1,364人 

内部障害 

18歳未満 22人 

1,460人 

22人 

1,413人 18歳以上65歳未満 403人 379人 

65歳以上 1,035人 1,012人 

合 計 

18歳未満 102人 

3,990人 

99人 

3,939人 18歳以上65歳未満 1,147人 1,096人 

65歳以上 2,741人 2,744人 

170

健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（障害者総合支援法に基づく給付事業） 

１．障害支援区分審査会 

介護給付等の判定（二次判定）を実施するため、障害支援区分審査会（２合議体）を開催しました。 

・委員数 １０名 任期 ２年 

・第１合議体 １２回 実施審査件数 １４０件 

・第２合議体 １２回 実施審査件数 ２２１件 

決定区分一覧 

非該当 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 計 

一次判定 0件 6件 80件 104件 70件 46件 55件 361件 

二次判定 0件 4件 65件 98件 68件 50件 76件 361件 

２．自立支援給付（障害福祉サービス等） 

施設利用及び居宅支援サービスに係る費用を利用者に支給しました。 

（１）介護給付費 

区 分 実利用人数 延利用日数・時間 給付金額 利用者負担額 

居宅介護 218人 24,248時間 131,671,878円 1,744,167円 

重度訪問介護 11人 32,621.5時間 121,917,308円 273,158円 

行動援護 22人 3,448.5時間 16,826,738円 182,072円 

同行援護 47人 6,349.5時間 20,041,623円 285,239円 

療養介護 16人 5,644日 47,233,480円 0円 

生活介護 251人 54,168日 672,944,345円 621,669円 

短期入所 119人 6,449日 61,037,815円 220,543円 

施設入所支援 106人 35,161日 179,982,350円 233,246円 

合 計 790人 1,251,655,537円 3,560,094円 

（２）訓練等給付費 

区 分 実利用人数 延利用日数 給付金額 利用者負担額 

共同生活援助 201人 58,786日 407,800,224円 1,880,097円 

宿泊型自立訓練 3人 642日 4,072,051円 0円 

自立生活援助 0人 0日 0円 0円 

自立訓練（機能訓練） 1人 90日 627,355円 4,562円 

自立訓練（生活訓練） 35人 2,395日 23,498,942円 111,600円 

就労移行支援 114人 12,890日 144,499,007円 1,574,436円 

就労継続支援(A型) 90人 14,922日 138,757,238円 681,638円 

就労継続支援(B型) 291人 45,235日 341,755,995円 541,590円 

就労定着支援 69人 511日 14,116,997円 91,637円 

合 計 804人 1,075,127,809円 4,885,560円 

（３）相談支援給付費 

区 分 実利用人数 延利用件数 給付金額 利用者負担額 

計画相談支援 808人 2,362件 34,720,789円 

地域移行支援 1人 3件 120,117円 

合 計 809人 2,365件 34,840,906円 
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主要な施策の概要 （単位：円） 

（４）特定障害者特別給付費 

施設入所支援または共同生活援助を利用している低所得者（市民税非課税世帯）に対し、食費、光

熱水費等の負担を軽減するための補足給付費を支給しました。 

・延べ人数  ３，０７４人 （実人数 ２８４人） 

・給付額  ３０，５７７，６９２円 

（５）療養介護医療費 

医療と常時介護を必要とする人に、指定療養介護事業所（医療施設）で受けた医療に係る経費を支

給しました。 

・延べ人数  １８０人 

・給付額  １４，７７０，５１０円 

（６）高額障害福祉サービス費 

障害者総合支援法に基づき、障がい者等の負担する介護給付費等の額が著しく高額な場合にその一

部を支給する制度です。令和３年度は申請がありませんでした。 

３．自立支援医療 

（１）更生医療 

障がい者及び扶養義務者の経済的な負担の軽減を目的として、身体障がい者の自立更生を促すため

に必要な医療費の一部を助成しました。 

区 分 
対象者数 

（通院） 

対象者数 

（入院） 
助成件数 年間助成額 

じん臓機能障害 208人 40人 3,960件 187,112,451円 

肝臓機能障害 6人 1人 73件 1,692,062円 

免疫機能障害 44人 2人 452件 27,717,508円 

肢体不自由 0人 0人 0件 0円 

合 計 258人 43人 4,485件 216,522,021円 

（２）育成医療 

身体に障がいのある児童または、そのまま放置すると将来障がいを残すと認められる疾患がある 

１８歳未満の児童に対して、必要な医療費の一部を助成しました。 

区 分 
対象者数 

（通院） 

対象者数 

（入院） 
助成件数 年間助成額 

視覚障害 0人 1人 2件 134,158円 

聴覚・平衡機能障害 1人 1人 4件 116,298円 

音声・言語、咀嚼機能障害 2人 0人 10件 35,776円 

肢体不自由 1人 1人 4件 79,434円 

内部障害 1人 4人 8件 638,672円 

合 計 5人 7人 28件 1,004,338円 

４．補装具費 

身体障がい者の日常生活の自立と向上を目的に、車いす、歩行補助つえ、補聴器等の補装具の交付

及び修理に係る経費を支給しました。 

① 交 付

支給実人数 支給件数 年間支給額 １件当たりの平均支給額 

100人 126件 20,255,299円 160,756円 

② 修 理

支給実人数 支給件数 年間支給額 １件当たりの平均支給額 

83人 106件 6,925,270円 65,333円 
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主要な施策の概要 （単位：円） 

（地域生活支援事業） 

１．習志野市障がい者地域共生協議会 

障害者総合支援法に基づき、地域における障がい福祉に関する関係者による連携や支援の体制に関

する協議を行いました。 

委員数 ： ３４名 

委員の内訳 ：  障害福祉サービス事業、相談支援事業、保健機関又は医療機関、教育機関、 

  障がい者雇用、障がい者団体、権利擁護又は地域福祉、行政関係機関等に係わる者 

任 期 ： ３年 

会 議 ：６５回実施（全体会２回、運営会議１２回、相談支援部会１２回、児童部会９回、 

就労支援部会１０回、地域生活支援部会９回、社会資源開発・改善部会１１回） 

２．意思疎通支援事業 

聴覚障がい者の社会参加を促進するため、手話通訳者等を派遣しました。 

（１）手話通訳者等派遣状況

利用目的 利用件数 利用割合 利用延べ時間数 実利用者数 

医療に関すること 240件 60％ 443.5時間 

26人 

権利の保持に関すること 20件 5％ 35時間 

福祉に関すること 30件 8％ 56.5時間 

労働に関すること 1件 1％ 1.5時間 

生活に関すること 19件 4％ 35時間 

教育に関すること 17件 4％ 26時間 

良好な人間関係に関すること 26件 7％ 45時間 

社会参加に関すること 20件 5％ 39時間 

その他 24件 6％ 43時間 

合 計 397件 100％ 724.5時間 

申請件数 417件 

※ 利用１件当たり平均所要時間 約1.82時間

利用者１人当たり平均利用時間 約27.87時間

（２）手話通訳者等登録者数 

① 手話通訳士 ５名 ② 手話通訳者 ６名 ③ 要約筆記者 １名

３．地域活動支援センター（Ⅰ型）、相談支援事業の委託 

精神保健福祉士等の専門職員を配置している社会福祉法人栄寿会へ業務委託し、精神障がい者の自立

や社会参加に向けた活動拠点として、日常生活全般に関する相談支援業務や、利用者の地域生活支援を

促進するネットワークづくり等を実施しました。 

・実利用者数 ２２人 ・延利用日数 ２７０日 ・委託費 ２，８４２，８８２円 

４．障がい者相談支援事業 

障がい者やその家族の自立と社会参加を促進するために、福祉サービスの利用援助や社会資源の活

用、社会生活力を高めるための支援や情報提供等の総合的な相談・支援について、市の窓口の他、下記

の委託事業所において実施しました。 

相談実績 

主な対象者 相談件数 月平均件数 

玲光苑 身体・知的 6,727件 560件 

旅人の木 精神 6,923件 576件 

合 計 13,650件 1,136件 

173



健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

５．基幹相談支援センターの委託 

障がい者やその家族の自立と社会参加を促進するため、地域における相談支援の中核的な役割を担う

「基幹相談支援センターりん」を、令和３年６月に設置しました。社会福祉士等の専門職を配置し、地

域のネットワークづくりやコーディネート、関係機関からの相談業務、専門機関への紹介を主な役割と

しています。 

・相談件数 ３，０４８件 ・委託費 １４，８６０，８３３円 

６．給付事業 

障がい者等が地域で自立した日常生活または社会生活を営むため、移動支援や日中一時支援、日常生活用具

の給付等を実施しました。 

区分 サービス内容 
実利用 

人数 

延利用 

実績 
給付金額 

利用者 

負担額 

移
動
支
援 

屋外での移動が困難な方に円滑に外

出できるように移動を支援。 
97人 

7,021 

時間 
20,155,005円 181,563円 

日
中
一
時
支
援 

利用者の社会適応訓練や家族の就

労、休息を図るため、障害福祉サー

ビス事業所等において、一時的な見

守りや訓練等のサービスを提供。 

283人 20,325回 88,371,941円 687,157円 

地
域
活
動 

支
援
セ
ン
タ
ー 

Ⅱ 

型 

機能訓練、社会適応訓練、入浴

等のサービスを提供。 
88人 6,569日 47,835,340円 

Ⅲ 

型 

創作的活動、生産活動等のサー

ビスを提供。 
61人 3,057日 13,883,756円 

訪
問
入
浴 

サ
ー
ビ
ス 

入浴が困難な在宅重度身体障がい者

に訪問入浴サービスを提供。 
17人 1,084回 13,470,000円 0円 

日
常
生
活
用
具 

給
付
等 

重度障がい者等に対し、介護・訓練

支援用具、自立支援用具、在宅療養

等支援用具、情報・意思疎通支援用

具、排泄管理支援用具、居宅生活動

作補助用具などの日常生活用具の購

入費を支給。 

494人 2,062件 39,614,049円 876,547円 

成
年
後
見
制
度

利
用
支
援 

成年後見制度の申立てに要する経費

（登記手数料・鑑定費用等）及び後

見人の報酬の全部又は一部を助成。 

10人 10件 1,961,970円 

自
動
車
改
造
費 

助
成 

身体障がい者の就労と社会参加等の

促進を目的に、1・2級の上肢・下肢

又は体幹機能障がい者に対し、自ら

運転する車の操縦装置を改造する経

費の一部を助成。 

2人 2件 200,000円 

免
許
取
得

経
費
助
成 

身体障がい者の就労と社会参加等の

促進を目的に自動車免許取得経費の

一部を助成。 

0人 0件 0円 
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７．当事者交流会 

外出の機会を持たない者や地域や社会との接点の無い者に対し、地域活動への参加の機会を提供し、

社会参加支援を行うことを目的とする「精神障がい者等の交流会」を実施しました。 

講 座 名 等 実施回数 参加者数 

精神障がい者等当事者交流会 11回 27人 

（障がい者手当給付事業） 

１．特別障害者手当、障害児福祉手当、経過的福祉手当 

在宅の重度心身障がい者（児）に対し、障がいによって生ずる経済的な負担の軽減を目的に、国の基

準に基づく福祉手当を支給しました。 

区 分 月額 実支給者数 延支給月数 年間支給額 

特別障害者手当 
27,350円（令和3年2月～令和3年3月） 

27,350円（令和3年4月～令和4年1月） 
106人 1,137月 31,096,950円 

障害児福祉手当 
14,880円（令和3年2月～令和3年3月） 

14,880円（令和3年4月～令和4年1月） 
92人 925月 13,764,000円 

経過的福祉手当 
14,880円（令和3年2月～令和3年3月） 

14,880円（令和3年4月～令和4年1月） 
1人 12月 178,560円 

合 計 199人 2,074月 45,039,510円 

（原則5、8、11、2月に前3か月分をそれぞれ支給。死亡・転出等により随時払い有。） 

２．心身障害者福祉手当 

在宅の重度知的障がい者及び寝たきり身体障がい者に対し、障がいによって生ずる経済的な負担軽減

を目的に、福祉手当を支給しました。 

区 分 月  額 実支給者数 延支給月数 年間支給額 

一般世帯 8,650円 120人 1,358月 11,746,700円 

生活保護受給世帯 8,000円 5人 60月  480,000円 

合 計 125人 1,418月 12,226,700円 

※ 支給者内訳 重度知的障がい者：１２５人  寝たきり身体障がい者：０人 

（障がい者施設等補助事業） 

１．五市共同障害者支援施設運営事業 

知的障がい者の支援のため、近隣５市により障害者支援施設もくせい園、やまぶき園を共同で運営し

ました。 

障害者支援施設の入所状況 

施 設 名 習志野市 松戸市 市川市 鎌ヶ谷市 浦安市 合 計 

もくせい園 11人 20人 18人 10人 10人  69人 

やまぶき園 12人 22人 23人 11人  9人  77人 

２．生活ホーム運営費補助金 

知的障がい者の自立を支援し、生活の場を提供するため、生活ホームへの補助を行いました。 

施設名 補助単価（定員） 利用者実人数 延利用月数 年間補助額 

市 外 生活館 73,000円（4人） 1人 12月 876,000円 

無言の絆 83,000円（2人） 1人 12月 996,000円 

合 計 2か所 2人 24月 1,872,000円 

３．障がい者グループホーム運営費補助金 

グループホーム（共同生活援助）の運営の安定を図り障がい者の地域移行を一層推進するため、運営

費補助金を交付しました。 

・事業者数 ３６事業者 ・対象となる利用者 １０３人 ・補助額 １５，９６５，１８２円
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主要な施策の概要                            （単位：円） 

 

４．障害福祉サービス等通所施設整備資金借入金に係る利子補給金 

市内に通所施設を整備する事業者に対し、整備後の円滑な運営に資するため、独立行政法人福祉 

医療機構からの借入金に係る償還利子額を補助しました。 

事業者名 事業所の種類 補助額 

特定非営利活動法人 希望の虹 
就労継続支援Ｂ型、日中一時支援 

児童発達支援、放課後等デイサービス 
359,410円 

 

５．重度の強度行動障害加算事業補助金 

   利用者の安全の確保及び行動障害の軽減並びに施設の経営基盤の安定を図るため、重度の強度行動障

害者の支援を行う施設に対して、生活支援員の加配を行う等を実施するために必要な経費の一部を補助

しました。 

事業者名 補助額  

社会福祉法人佑啓会 2,828,280円  

 

（障がい者自立生活支援事業） 

１．緊急通報体制整備事業 

重度身体障がい者（非課税世帯）に対し、緊急通報装置のレンタル料を助成しました。 

・助成実人数        ３人 

・助成額    ７３，２００円（１人当たり平均  ２４,４００円） 

 

２．重度心身障がい者（児）医療費等助成 

重度の心身障がい者に対し、医療費の自己負担分を助成しました。 

 助成状況 

保険種類 
助成 

実人数 

医療費分 証明経費分 

件数  助成額（円） 件数  助成額（円） 

国 民 健 康 保 険 655人 15,476件 87,899,076円 16件 1,600円 

社 会 保 険 415人 10,157件 60,410,093円 0件 0円 

後期高齢者医療 533人 15,248件 49,422,014円 17件 1,700円 

合  計 1,603人 40,881件 197,731,183円 33件 3,300円 

1人当たり平均助成額 約123,351円 

 

３．家賃助成 

障がい者の自立した地域生活の促進を図るため、生活ホーム・グループホーム（共同生活援助）の利

用者に対し、家賃の一部を助成しました。 

・助成対象者数        １３９人 
・助成額    ２３，７１９，２５９円 （１人あたり平均助成額 １７０，６４２円） 

 

 

４．小児慢性特定疾患児日常生活用具給付 

小児慢性特定疾患児に対し、日常生活の便宜を図るため、日常生活用具の購入費用の一部を助成しま

した。 

・助成対象実人数       １人 

・助成件数          １件 

・助成額      ８６，７９０円 
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主要な施策の概要 （単位：円） 

５．福祉タクシー料金助成 

障がい者の社会参加を促進するため、重度心身障がい者等に対し、タクシー券（１枚５００円、 

月５枚）を交付し、料金の一部を助成しました。 

・交付者数 １，５１１人 

・交付枚数 ８４，６５５枚 

・利用枚数 ４２，４２９枚 

・助成額 ２１，２１４，５００円 

６．障がい者（児）等交通費助成 

障がい者（児）が施設への通所に鉄道、バス、自家用自動車又は自転車を利用した場合の費用の一部

を助成しました。 

障がい種別 助成人数 助成額 

身体障がい者(児) 47人 844,261円 

知的障がい者(児) 148人 2,208,336円 

精神障がい者(児) 126人 2,510,914円 

手帳なし 158人 1,601,086円 

合 計 479人 7,164,597円 

７．身体障がい者福祉電話使用料助成 
外出困難な身体障がい者（原則として２級以上）又は音声機能、言語機能に障がいがあり、所得税非

課税世帯に属する障がい者に対し、コミュニケーション、緊急連絡の一助として、障がい者用電話・フ

ァクス等の使用料を助成しました。 

・助成内容        基本料金（回線使用料、機器使用料、配線使用料） 

・助成実人数        ５人 

・助成額    １１７，０５７円（１人当たり平均  ２３，４１１円） 

８．難聴児補聴器購入費助成 

軽度・中等度難聴児（手帳交付の対象とならない程度の児童）の補聴器購入費用の一部を助成しました。 

・助成対象延人数  ６人 

・助成額     ６２２，０００円 

９．ひきこもりサポーター派遣事業 

県の研修を受講したひきこもりサポーターを派遣し、ひきこもりの本人への相談、支援を行います。

令和３年度は相談者からの要望がなかったため、ひきこもりサポーター派遣コーディネーターによる本

人及び家族への相談、支援を行いました。 

・相談件数          ５８７件 

・サポーター派遣を行った対象者 ０人 （派遣件数 ０回） 

（精神障がい者入院医療費助成事業） 

精神障がい者及び扶養義務者の経済的な負担軽減を目的として、長期入院している精神障がい者の入

院医療費の一部を助成しました。（助成割合：入院費用自己負担額の１/４） 

・助成者数  １６人 

・助成額  １，２５３，７７１円 （１人当たり平均 ７８，３６１円） 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（手話及び情報・コミュニケーション推進事業） 

１．「習志野市手話、点字等の利用を進めて、障がいのある人もない人も絆を深め、互いに心を通わせる

まちづくり条例」通称「心が通うまちづくり条例」の普及のため、障がい者マークに関するクリアファ

イルを作成しました。 

配布先：市内中学校全生徒 約４，２００部 

２．障害者差別解消法の推進を目的に、パンフレット「みんなで取り組む障害者差別解消法」を作成しま

した。 

配布先：習志野商工会議所 ２，０００部 

習志野市商店会連合会  ４００部 

（花の実園運営費） 

指定管理施設として社会福祉法人習愛会に管理、運営を委託しました。 

（障害福祉サービス事業者支援事業） 

 新型コロナウイルス感染症対策として、事業を継続している障害福祉サービス事業者に感謝の意を表

し、もって市民が必要とする障害福祉サービスの確保に資することを目的として、１事業者あたり３０万

円または６０万円の支援金を交付しました。 

・交付事業者数：３６事業者

・交付額 ：１５，３００，０００円 
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主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ３・２・１(児童福祉総務費) 決 算 額 6,623,678,990 

担 当 主 管 障 が い 福 祉 課 

（児童福祉法に基づく給付事業） 

１．障害児通所支援等 

児童福祉法に基づく施設利用及び居宅支援サービスに係る費用を利用者に支給しました。 

区 分 実利用人数 延利用件数 給付金額 利用者負担額 

障害児相談支援 419人 1,212件 21,135,556円 

児童発達支援 272人 3,521件 344,082,615円 1,609,770円 

医療型児童 

発達支援 
15人 86件 3,054,433円 90,817円 

放課後等 

デイサービス 
445人 8,612件 601,603,913円 21,451,368円 

保育所等訪問支援 6人 28件 338,616円 8,186円 

肢体不自由児医療 10人 25件 4,848円 4,848円 

合 計 1,167人 970,219,981円 23,164,989円 
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健康福祉部 

 

主要な施策の概要                            （単位：円） 

 款 項 目（名 称） 
 

３・３・１(生活保護総務費) 
 

決 算 額 400,745,899 

担 当 主 管 生 活 相 談 課 

 

（被保護世帯助成事業） 

１．小中学生及び高校生に対し修学旅行参加支度金等を支給する事業です。 

・小 学 校（ ３,０００円／人） １０人 ３０,０００円 

・中 学 校（ ５,０００円／人）   １２人 ６０,０００円 

・高等学校（１０,０００円／人） ２人 ２０,０００円 

 

（生活保護支援対策事業） 

１．面接相談支援事業 

専門的な知識を持ち経験豊富な人材を窓口に配置し、生活困窮者等要援護者の生活上の問題を解決す

るための援助をきめ細やかに行い、他法他施策の活用を積極的に行うことにより、早期に適切な援助を

可能にし、生活保護の適正実施を推進、自立の助長を図るための面接相談支援を実施しました。 

・面接相談件数  ８１０件  

・申請受理件数  ３２８件  

・相談内容内訳                                                                           

① 傷病による生活相談  ２７８件 

② 失業による生活相談   １６８件 

③ 老齢による収入の減少生活相談  ８２件 

④ 貯金等の減少による生活相談   ３９件                                                         

⑤ その他の働きによる収入減少生活相談 ６８件 

⑥ 仕送りの減少による生活相談   ６件                                                          

⑦ 要介護状態による生活相談   ３１件 

⑧ 社会保険給付金の減少等による生活相談   ０件                                           

⑨ 死亡にともなう生活相談   ４件 

⑩ その他生活相談   １３４件  計 ８１０件 

 

２．診療報酬明細書点検等充実事業  

診療報酬及び調剤報酬明細書等のレセプトを点検し、医療費の適正化を図りました。 

 

３．健康管理支援事業 

医療扶助受給者を対象に、保健・栄養指導、健康相談等により、生活習慣の改善をサポートし、疾病

予防・病状改善を目指し、もって医療費の削減を図りました。 

・健康相談                       相談件数  １２１件 

・一般健康診査に対する事後指導（看護師による個別指導  指導者数  １０２人） 

 

４．被保護者就労支援事業 

就労支援員を配置し、生活保護受給者の就労自立のため、ケースワーカーとともに、ハローワーク等

と連携を図り、就労支援を実施しました。 

・参加者２７４人に対し 就労者９２人（うち１１人廃止） 

 

 ５．被保護者健康管理支援事業 

   医療データの分析を委託し、医療費分析結果報告書を作成しました。 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ３・３・２(扶助費) 決 算 額 3,642,031,437 

担 当 主 管 生 活 相 談 課 

（生活保護費） 

被保護世帯の経済的負担を軽減することにより自立助長を図り、福祉の増進を図りました。 

１．保護率の状況(令和４年３月現在) 

常住人口（Ａ） 被保護世帯数 
被保護人員

（Ｂ） 

保護率 

（Ｂ/Ａ×1,000） 
参考 千葉県保護率 

174,982人 1,845世帯 2,238人 12.79‰ 14.28‰ 

２．生活保護の状況 （単位：世帯・人・件） 

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

世帯数 1,820  1,815 1,824 1,828 1,837 1,840 1,843 1,841 1,842 1,846 1,844 1,845 22,025 

人  員 2,218 2,208 2,221 2,221 2,225 2,226 2,231 2,235 2,238 2,248 2,243 2,238 26,752 

扶

助

内

容

生
活 

世帯数 1,622 1,628 1,625 1,629 1,642 1,646 1,709 1,700 1,653 1,633 1,634 1,648 19,769 

人 員 1,983 1,983 1,976 1,984 1,992 1,993 2,075 2,067 2,022 1,991 1,984 2,009 24,059 

住
宅 

世帯数 1,681 1,676 1,688 1,693 1,695 1,701 1,712 1,708 1,697 1,692 1,692 1,705 20,340 

人 員 2,047 2,035 2,048 2,054 2,047 2,053 2,066 2,063 2,057 2,048 2,047 2,064 24,629 

教
育 

世帯数 68 66 66 65 65 67 68 68 69 70 70 71 813 

人 員 99 96 96 93 93 95 96 98 99 101 100 102 1,168 

介
護 

世帯数 346 344 344 344 340 338 343 343 346 348 348 349 4,133 

人 員 360 357 357 357 353 350 355 355 360 362 362 364 4,292 

医
療 

世帯数 1,610 1,610 1,626 1,621 1,632 1,642 1,634 1,622 1,628 1,633 1,628 1,637 19,523 

人 員 1,907 1,918 1,938 1,924 1,937 1,943 1,943 1,919 1,935 1,946 1,938 1,943 23,191 

出 産 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

生 業 33 30 30 29 30 33 29 31 30 31 33 42 381 

葬 祭 9 9 3 3 5 4 2 5 1 3 2 8 54 

施設入所人員 7 7 8 7 7 7 7 7 7 7 7 7 85 

申 請 件 数 34 26 27 35 23 28 26 25 27 25 26 26 328 

開始世帯件数 14 26 22 25 28 25 23 19 24 24 18 29 277 

廃止世帯件数 31 13 21 19 22 20 21 23 20 20 28 21 259 

３．経理状況 

生活扶助 1,247,271,698円 生業扶助 5,822,184円 

住宅扶助 831,169,669円 葬祭扶助 8,637,984円 

教育扶助 12,364,345円 施設事務費 14,533,137円 

介護扶助 89,161,868円 委託事務費 3,871,300円 

医療扶助 1,427,244,855円 就労自立給付金 954,397円 

出産扶助 0円 進学準備給付金 1,000,000円 

計 3,642,031,437円 
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健康福祉部 

 

主要な施策の概要                            （単位：円） 

款 項 目（名称） 
 

４・１・１(保 健 総 務 費) 
 

決 算 額 455,916,559 

担 当 主 管 健 康 支 援 課 

（健康なまちづくり推進事業） 

市民一人ひとりが健康に対する意識を高め、健康的な生活を自ら選択し、主体的に取り組むことを実現

するために普及・啓発活動を行いました。 

 

 １．健康フェアの開催 

健康なまち習志野計画に基づき、すべての市民が生涯にわたっていきいきと安心して幸せな生活がで

きる健康なまちづくりを推進するため、また市民各層に広く健康づくりの啓発を図ることを目的とし

て、例年「健康フェア」を実施しており、令和元年度から福祉ふれあいまつりと同時開催になりまし

た。 

・健康フェア実施状況 

⇒新型コロナウイルス感染症対策として開催を取りやめました。 
 

２．ならしの健康マイレージ事業 

誰もが健康で幸せな生活を送ることができるよう、健康的な生活習慣を動機付け、その継続と定着を

後押しするため、平成２７年１月からならしの健康マイレージ事業を開始しました。日々の運動や地域

活動に参加するなど健康習慣につながる活動をすることでポイントを獲得。３か月間で「イベントポイ

ント・セルフポイント」を１００ポイント以上獲得すると「サービスカード」の交付を申請でき、この

カードを協力店に提示すると各店舗独自の特典（サービス）が受けられます。 

参加者を増やすため、令和元年１０月に「ならしの健康マイレージリーフレット」を改定しました。 

・サービスカード交付枚数 ２２枚（令和３年度交付枚数） 

・ならしの健康マイレージ協力店  ６２店舗（令和４年３月末現在） 
 

３．こども健康大学 

本市と「連携協働に関する協定」を締結した順天堂大学の協力により、小学校高学年（４・５・６年

生）を対象に、良い生活習慣を身に着け、将来の生活習慣病の予防や、より良く生きることにつなげる

よう、生活習慣が乱れがちな夏休みの期間中を利用し、健康について学び体験する機会として「こども

健康大学」を実施するものです。 

⇒新型コロナウイルス感染症対策として開催を取りやめました。 
 

４．「ラジオ体操ＤＥ健康タウンｉｎならしの」 

市民の皆さんの健康づくりを後押しするため、一般財団法人 簡易保険加入者協会が指定する「ラジ

オ体操ＤＥ健康タウン構想」モデル自治体として各種制度を利用し、「ラジオ体操ＤＥ健康タウンｉｎ

ならしの」を開催するものです。 

⇒新型コロナウイルス感染症対策として開催を取りやめました。 

 

５．その他 

（１）熱中症警戒アラート（本格実施）開始に伴う熱中症予防の周知及び注意喚起（広報紙等、各種広報

媒体の活用） 

防災行政無線、広報習志野、環境省作成のリーフレット、ホームページ、ツイッター等を活用して熱

中症の予防を呼びかけました。また、様々な場で保健師による健康教育を実施しました。 

（２）市施設をクールシェルターとして開放したほか産業振興課と連携し、民間施設におけるクールステ

ーションの実施を呼びかけるものです。 

⇒新型コロナウイルス感染症対策として開催を取りやめました。 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（保健会館運営費） 

保健活動の中心拠点である保健会館の安全かつ円滑な管理運営を行いました。 

（薬剤師会助成事業） 

災害発生時における一般医薬品の備蓄や市民に向けた薬の正しい使い方、生活習慣病等の健康維持のた

めの啓発活動に対し、補助しました。 

・習志野市薬剤師会補助金  会員数  ８１人（令和４年３月末現在） 

（公衆浴場組合助成事業） 

千葉県公衆浴場業生活衛生同業組合に加入している組合員が実施した施設設備の改善について助成し、

公衆浴場の施設維持を支援するものですが、令和３年度は申請がなかったため未執行となりました。 

（ヘルスステーション事業運営費） 

地域保健活動に資するために設置する施設としてヘルスステーションを位置付け、地域住民に密着した

保健活動を実施しました。 

・津田沼・鷺沼ヘルスステーション 鷺沼２－１－１ 市庁舎内 

・谷津ヘルスステーション 谷津５－１６－３３ 谷津コミュニティセンター内 

・秋津ヘルスステーション 秋津３－４－１  総合福祉センター内 

・屋敷ヘルスステーション 屋敷４－６－６  東部保健福祉センター内 

・東習志野ヘルスステーション 東習志野２－１０－３ 地域交流プラザ「ブレーメン習志野」内 

（地域自殺対策強化事業） 

１．自殺予防対策研修会 

誰も自殺に追い込まれることのない社会の現実を目指して自殺予防対策研修会を開催しました。本年度 

は小中学校生徒を対象に研修を行いました。新型コロナウイルス感染症対策として、対面式に加え状況に

応じて、Zoomでの開催としクラスごとに講演会を行いました。 

第１回 開 催 日：令和３年７月５日（月） 

会  場：習志野市立東習志野小学校 

対  象：小学校６年生 

参加人数：１４８人 

第２回 開 催 日：令和３年７月１３日（火） 

会  場：習志野市立津田沼小学校 

対  象：小学校５年生 

参加人数：１０７人 

第３回 開 催 日：令和３年７月１６日（金） 

会  場：習志野市立藤崎小学校 

対  象：小学校６年生 

参加人数：１１８人 

第４回 開 催 日：令和３年１２月６日（月） 

会  場：習志野市立袖ケ浦東小学校 

対  象：小学校６年生 

参加人数：３９人 

第５回 開 催 日：令和４年１月１８日（火） 

会  場：習志野市立第四中学校 

対  象：中学２年生 

参加人数：２８１人 

第６回 開 催 日：令和４年１月１８日（火）（Zoom開催） 

会  場：習志野市立実花小学校 

対  象：小学校６年生 
参加人数：１１０人 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

２．自殺予防啓発グッズの配布 

若年層に対する自殺予防啓発事業として、成人式において啓発グッズ（三つ折りマスクケース付、サー

ジカルマスク1枚 ※自殺予防の相談先の電話番号を記載したチラシ同封）を配布しました。 

（骨髄移植ドナー支援事業） 

骨髄・末梢血幹細胞移植の実現及び骨髄・末梢血幹細胞登録者の増加を図るため、公益財団法人日本骨

髄バンクが実施する骨髄バンク事業において骨髄・末梢血幹細胞提供者（ドナー）となった者及びその者

が従事する国内の事業所に対し、助成金を交付します。 

・習志野市骨髄移植ドナー支援事業助成金 助成人数 ４人、事業所 １社

（受動喫煙対策事業） 

 市民を受動喫煙の被害から守るため、習志野市受動喫煙の防止に関する条例を制定（平成３０年９月）、

施行（平成３１年１月）しました。 

 条例施行に伴い、平成３１年３月から路上等での喫煙禁止区域として、市内７駅（JR津田沼駅、新習志

野駅、新京成線新津田沼駅、京成線京成津田沼駅、谷津駅、京成大久保駅、実籾駅）周辺の路上等を重点

区域として指定し、平成３１年４月１日から駅周辺の重点区域で喫煙した者に対し過料の徴収を始めまし

た。 

 過料の徴収については、平成３１年４月１日から令和元年９月３０日までの半年間は喫煙した者に対

し、指導員が注意を促して喫煙をやめた場合は過料を徴収しない「間接罰方式」を採用し条例及び重点区

域の周知を図りました。令和元年１０月１日からは喫煙を確認した場合、直ちに過料を徴収する「直接罰

方式」に移行しました。 

期 間 過料件数 

令和3年4月1日～令和4年3月31日 236件 

（新型コロナウイルス感染症検査事業） 

「令和３年度（令和２年度からの繰越分）疾病予防対策事業費等補助金（新型コロナウイルス感染症の

流行下における一定の高齢者等への検査助成事業）（令和２年度予備費分）」については、感染拡大や重

症化を防止する観点から、市区町村が行う行政検査以外の検査事業として、市内の介護サービスの対象施

設に新規に入所する者を対象に、本人の希望により委託医療機関でＰＣＲ検査を実施しました。 

・実施期間 令和３年４月１日～令和４年３月３１日

・対象施設 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） ７施設 

介護老人保健施設（老人保健施設）      ２施設 

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）１１施設 

・実施件数 ２１３件
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主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ４・１・２（母 子 保 健 費） 決 算 額 167,517,470 

担 当 主 管 健 康 支 援 課 

（母子保健活動事業） 

１．母子健康手帳の交付（妊婦相談） 

母子保健の最初の関わりとなる「妊娠届出」時に必ず保健師等が妊婦やパートナーと面接し、全ての

出生児の節目の時期に、地区担当保健師が発育・発達・養育面を把握し、妊娠中から就学時まで切れ目

ない支援を行いました。  

母子健康手帳交付状況  

区  分 交  付  数 
受診医療機関内訳 

市 内 市 外 計 

初  妊  婦 635人 308人 316人 624人 

経 妊  婦 657人 395人 249人 644人 

合  計 1,292人 703人 565人 1,268人 

※受診医療機関内訳は、交付数から海外出生、多胎、再交付数を除いた数

２．ママ・パパになるための学級 

・ママ・パパになるための学級は新型コロナウイルス感染症対策として、１課は自己学習、２課は参加

型、３課はオンラインで実施しました。

2課 3課 

妊婦 パートナー 妊婦 パートナー 

169人 136人 38人 16人 

妊娠期の支援として、８月より助産師によるオンライン・電話相談を実施しました。 

オンライン相談実績  ９回 １３人 

３．健康相談 

４か月児健康相談は、新型コロナウイルス感染症対策を講じた方法で実施しましたが、まん延防止等 

重点措置が出された令和４年１月２１日～３月末の間は中止しました。 

事 業 名 対  象 回数 人数 

産後サポート電話相談 新生児訪問を利用していない産婦 随時 438人 

4か月児健康相談 3か月～4か月児 106回 761人 

食生活なんでも相談 乳幼児 1回 1人 

その他の健康相談 妊産婦・乳幼児・その他 随時 3,976人 

合 計 ― 5,176人 

４．訪問指導 

妊産婦、新生児、乳幼児のそれぞれの対象に応じて、健康状態・家庭環境・育児の状況等を把握し、 

情報を提供するとともに、健康の保持と育児等の不安の軽減が図れるよう支援しました。 

区 分 対  象 実人数 延人数 

妊 婦 訪問による個別支援が必要な妊婦 18人 28人 

産 婦 訪問による個別支援が必要な産婦 574人 581人 

新生児 訪問を希望する生後４０日以内の児 515人 515人 

未熟児 身体の発育が未熟なまま出生した1歳未満の児 36人 36人 

乳 児 訪問による個別支援が必要な乳児 306人 413人 

幼 児 訪問による個別支援が必要な幼児 94人 148人 

合 計 1,543人 1,721人 

※里帰り中の新生児訪問を他市町村に依頼し、７９人を把握し支援しました。
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主要な施策の概要 （単位：円） 

５．産後ケア事業（宿泊型） 

 退院直後の母子に対する心身のケアや育児のサポートを行うことにより、産後うつの長期化を予防す

ると同時に、虐待のリスクが高いと判断されるケースについて、産後も安心して子育てができる支援体

制を確保しました。 

・実施件数 ９件

６．母子保健推進員活動 

市民と行政とのパイプ役として保護者の身近な相談相手となり、地区担当保健師との連携のもと育児 

を支援していくことを目的に、感染対策を講じたうえで、３０人の母子保健推進員が生後２か月頃の乳 

児家庭への訪問を実施しました。まん延防止等重点措置が出された令和４年１月２１日～３月末の間は 

訪問は中止しました。 

・育児の支援

・保健活動の啓発

・支援が必要と判断した場合は地区担当保健師に連絡

・訪問人数 ８１９人 

７．乳児家庭全戸訪問（こんにちは赤ちゃん）事業 

「新生児・産婦訪問」と「母子保健推進員の訪問」を乳児家庭全戸訪問として位置付け、生後４か月

までの乳児がいる家庭を訪問します。様々な不安や悩みを聞き、子育て支援に関する情報提供を行うと

ともに、母子の心身の状況や養育環境等の把握及び助言を行い、支援が必要な家庭に対し適切なサービ

ス提供につなげました。 

・対象家庭数 １,１８４件  

・家庭訪問数 １,０９２件（実施率 ９２.２％） 

８．離乳食教室 

乳児の発達に合わせた離乳食の進め方を伝え、安心して離乳食が進められるよう教室を開催しました。 

・実施回数  ２３回   人数 １４２人 

９．各種健康教育 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、幼稚園における健康教育は中止しました。 

講 座 名 回数 人数 

育児講座 3回 21人 

幼児家庭教育学級 3回 40人 

学校との連携による健康教育 26回 3,014人 

療育施設 1回 34人 

合 計 33回 3,109人 

１０．心理相談（幼児相談） 

社会性、母子関係等に問題がみられる親子に対し、適切な母子関係等が構築できるよう援助しました。 

新型コロナウイルス感染症対策として、相談は入替制で心理相談員による相談のみとし、同時に実施して 

いた保健師による相談は中止しました。 

・実施回数      ６４回   人数 １６１人 

１１．思春期保健講演会 

「学校（園）保健」と「生涯学習」、「地域保健」が有機的に連携し、相互の協調を図ることによって、より 

よい健康づくりを推進するため、思春期保健講演会を開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染症対策と 

して中止しました。 
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主要な施策の概要 （単位：円） 

（母子健康診査事業） 

１．妊婦・乳児一般健康診査及び新生児聴覚検査 

（１）妊婦一般健康診査：定期的な妊婦健診を動機づけ、母子の健康状態を確認し、安心・安全な妊 

娠・出産と、異常の早期発見・早期対応を目的に、標準的な健診回数である 

１４回（多胎妊婦は追加で５回）を委託医療機関で実施しました。契約外医 

療機関を受診した妊婦には償還払いを実施しました。 

（２）乳児一般健康診査：発育・発達状況を確認し、異常を早期に発見し、早期に支援できることを目 

的に委託医療機関で実施しました。 

（３）新生児聴覚検査： 生後５０日以内の乳児を対象に行う検査で、聴覚の障害の早期発見・早期支 

援を目的に令和３年度から開始。令和２年度中の母子健康手帳交付者で受診 

票が手元にない人及び契約外医療機関を受診した人には償還払いを実施しま 

した。 

※妊婦一般健康診査受診票利用人数における基本的な妊婦健康診査以外の実施者数は再掲

種別 対 象 
人 数 

受診票利用 償還払い 

妊

婦

一

般

健

康

診

査

※

1回目 

基本的な妊婦健康診査・血液検査 

（血液型・血糖・貧血・B型肝炎・C型肝炎・ 

HIV・梅毒・風疹） 

1,261人 
4人 

選択項目：子宮頸がん検診 (1,064人) 

2回目 
基本的な妊婦健康診査 1,228人 

6人 
選択項目：超音波検査 (1,226人) 

3回目 基本的な妊婦健康診査 939人 59人 

4回目 
基本的な妊婦健康診査 1,294人 

15人 
選択項目：超音波検査 (1,291人) 

5回目 基本的な妊婦健康診査 786人 63人 

6回目 

基本的な妊婦健康診査 1,181人 

11人 血液検査（血糖・貧血・HTLV-1抗体検査） 

又は クラミジア検査 
(1,181人) 

7回目 基本的な妊婦健康診査 1,051人 43人 

8回目 基本的な妊婦健康診査 564人 65人 

9回目 
基本的な妊婦健康診査 1,265人 

26人 
選択項目：超音波検査 (1,263人) 

10回目 基本的な妊婦健康診査・B群溶血性レンサ球菌 1,064人 31人 

11回目 基本的な妊婦健康診査・血液検査（貧血） 406人 54人 

12回目 
基本的な妊婦健康診査 1,168人 

36人 
選択項目：超音波検査 (1,164人) 

13回目 基本的な妊婦健康診査 1,007人 58人 

14回目 

基本的な妊婦健康診査  1,036人 

20人 血液検査（血糖・貧血・HTLV-1抗体検査） 

又は クラミジア検査 
(1,036人) 

計 14,250人 491人 

多胎妊娠の 

健康診査 

基本的な妊婦健康診査 21人 
5人 

選択項目：超音波検査 (16人) 

乳児一般 

健康診査 

3～6か月及び9～11か月の乳児 

（主な内容：問診及び診察） 
2,121人 

新生児 

 聴覚検査 

生後50日以内の児 

自動聴性脳幹反応検査（自動ＡＢＲ）、聴性脳幹反応検査 

（ＡＢＲ）、耳音響放射検査（ＯＡＥ）のいずれかによる検査 

437人 422人 
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主要な施策の概要                             （単位：円） 

２．１歳６か月児健康診査 

（１）保護者とともに幼児期の身体発育及び精神発達を確認し、必要に応じ適切な支援・指導を行い  

ました。 

（２）生活習慣の自立、むし歯の予防、幼児の栄養、その他育児に関する相談や指導を行い、幼児の  

健康の保持増進を図りました。 

（３）医師による診察は、医科個別健康診査とし、市内実施医療機関に委託し実施しました。 

新型コロナウイルス感染症対策として、令和４年１月２１日から３月末まで集団健康診査を中止 

しました。 

 

種           別 受診者数 

１歳６か月児健康診査 1,065人 

(再)１歳６か月児歯科健康診査 974人 

（再）１歳６か月児医科個別健康診査 1,063人 

 

３．３歳児健康診査 

（１）保護者とともに幼児期の身体発育及び精神発達を確認し、必要に応じ適切な支援・指導を行い  

ました。 

（２）眼科、耳鼻科等の感覚器障がいの早期発見及び生活習慣の自立、むし歯の予防、幼児の栄養、 

その他育児に関する相談・指導を行い、幼児の健康の保持増進を図りました。 

（３）医師による診察と尿検査は、医科個別健康診査とし、市内実施医療機関に委託し実施しました。 

※新型コロナウイルス感染症対策として、令和４年１月２１日から３月末まで集団健康診査を 

中止しました。 

 

種     別 受診者数 

３歳児健康診査 1,140人 

（再）３歳児歯科健康診査 1,038人 

（再）３歳児医科個別健康診査 
尿検査あり 922人 

尿検査なし 55人 

精密検査（医療機関を受診） 
耳 鼻 科 17人 

眼  科 90人 

 

（未熟児養育医療給付事業） 

出生体重２,０００ｇ以下または身体発育が未熟なまま出生した乳児で、医師が入院養育を必要と認めた

未熟児に対する医療費の一部を市が負担しました。 

・未熟児養育医療給付対象者数   ２７人 

・給付件数            ５０件 

 

（あかちゃん特別給付金支給事業） 

国の特別定額給付金の支給対象とならない令和２年４月２８日から令和３年４月１日までに生まれた者

に対し、習志野市あかちゃん特別給付金（１０万円）を支給しました。 

・対象者数           １，０９７人 

・申請者数              ６６人 

・決算額 (交付金)   ６，６００，０００円 

※対象者１，０９７人のうち、１，０３１人（交付金：１０３，１００，０００円）は、令和２年度に 

習志野市あかちゃん特別給付金を支給しました。 
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主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ４・１・３（予 防 費） 決 算 額 1,563,539,048 

担 当 主 管 健 康 支 援 課 

（予防接種事業） 

１．予防接種法に基づき、各種予防接種を実施しました。 

種 類 件 数 
接種 

回数 
対  象 

ジフテリア・百日せき・ 
破傷風・ポリオ 
（DPT-IPV) 

1期 4,856件 4回 生後3か月以上7歳6か月未満 

ジフテリア・百日せき・ 
破傷風（DPT) 

1期 0件 4回 生後3か月以上7歳6か月未満 

ジフテリア・ 
破傷風（DT） 

2期 1,318件 1回 11歳以上13歳未満 

ポリオ 
(不活化ワクチン) 

4件 4回 生後3か月以上7歳6か月未満 

麻しん・ 

風しん混合（MR） 

1期 1,214件 1回 1歳以上2歳未満（長期1件含む） 

2期 1,554件 1回 小学校就学前の1年間（長期1件含む） 

市独自制度 9件 

1回 
2歳以上5歳未満（2期対象者を除く）の未

接種者 

不足 

回数 

小学1年生～中学3年生で予防接種が2回未

満の者 

水痘（水ぼうそう） 2,489件 2回 1歳～3歳未満（長期2件含む） 

日本脳炎 

1期 2,558件 3回 生後6か月以上7歳6か月未満 

2期 577件 1回 9歳以上13歳未満 

特例1期 77件 3回 注1）注2） 

特例2期 93件 1回 注2） 

結 核（BCG） 1,167件 1回 生後1歳未満 

ヒブ感染症 注3） 4,783件 4回 生後2か月～5歳未満 

小児肺炎球菌感染症 注4） 4,778件 4回 生後2か月～5歳未満 

ヒトパピローマウイルス感染症 

（子宮頸がん）注5） 
691件 3回 小学6年生～高校1年生相当年齢女子 

Ｂ型肝炎 

定期 3,523件 3回 生後1歳未満（長期1件含む） 

市独自制度 6件 
不足 

回数 

令和2年3月31日以前に生まれた1～2歳未満

の者で、ワクチンの供給不足を理由として

不足回数分を接種 

ロタウイルス感染症 
ロタリックス 1,812件 2回 出生6週0日後から出生24週0日後の間 

ロタテック 773件 3回 出生6週0日後から出生32週0日後の間 

高齢者インフルエンザ 

注6,7,8） 
定期 25,340件 1回 

65歳以上の希望者及び厚生労働省令で定め

る者 

高齢者肺炎球菌ワクチン 

定期 725件 

1回 

①65歳以上の厚生労働省令で定める者 注

9) 

②60歳以上の厚生労働省令で定める者 注

10) 

市独自制度 155件 
66歳以上の定期接種該当者以外の一度も接

種をしていない者 

合 計 58,502件 
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主要な施策の概要 （単位：円） 

注1） 予防接種実施規則附則第4条：平成２１年１０月１日以前に生まれた１３歳未満の者に不足回数

分を接種 

注2） 平成１９年４月１日以前に生まれた２０歳未満の者に不足回数分を接種 

注3） ヒブ感染症は接種開始月齢により接種回数が異なる 

２～７か月未満で開始の場合は４回、７～１２か月未満で開始の場合は３回、１歳以上で開始の

場合は１回接種 

注4） 小児肺炎球菌感染症は接種開始月齢により接種回数が異なる 

２～７か月未満で開始の場合は４回、７～１２か月未満で開始の場合は３回、１～２歳未満で

開始の場合は２回、２歳以上で開始の場合は１回接種 

注5） ヒトパピローマウイルス感染症は、平成２５年６月１４日付で積極的勧奨差し控えの勧告があ

ったが、令和３年１１月２６日通知により勧告が廃止され、積極的な勧奨が再開となる。 

注6） 厚生労働省令で定める者：６０～６４歳で、心臓、腎臓、もしくは呼吸器の機能またはヒト免

疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する者を含む 

注7） 令和３年１２月３１日に６５歳に達するが、接種時点においては誕生日以前の者を含む 

注8） ワクチンの供給遅延により、令和４年１月３１日まで実施期間を延長

注9） 次の生年月日に該当する人で未接種者 

昭和３１年４月２日生 ～ 昭和３２年４月１日生 

昭和２６年４月２日生 ～ 昭和２７年４月１日生 

昭和２１年４月２日生 ～ 昭和２２年４月１日生 

昭和１６年４月２日生 ～ 昭和１７年４月１日生 

昭和１１年４月２日生 ～ 昭和１２年４月１日生 

 昭和 ６年４月２日生 ～ 昭和 ７年４月１日生 

大正１５年４月２日生 ～ 昭和 ２年４月１日生 

大正１０年４月２日生 ～ 大正１１年４月１日生 

注10）  ６０～６４歳で、心臓・腎臓、もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫

の機能に障害を有する者で未接種者を含む 

２．風しんの追加的対策 

風しんに係る公的な予防接種を受ける機会がなかった、昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日

までの間に生まれた男性に対して、風しんの抗体検査を実施し、抗体価の低い人に対して定期予防接種

を実施しました。（令和４年３月３１日までの時限措置） 

令和３年度は、風しん抗体検査の結果十分な量の抗体がなく定期接種の対象となった人のうち、未接

種となっている人に対して、令和４年１月に勧奨通知を送付しました。 

・抗体検査実施件数：833件

・予防接種実施件数：217件

３．風しんワクチン等予防接種費用助成制度 

妊婦の風しん感染による児の先天性風しん症候群の予防を目的として、風しん抗体が不十分で風しん

ワクチン等の予防接種を行った者に対して、接種費用の半額助成を実施しました。

予防接種名 助成件数 

風しんワクチン 13件 

麻しん風しん混合（MR）ワクチン 94件 

４．特別の理由による任意予防接種費用助成金支給制度 

 病気治療のために骨髄移植手術等を行うことで、予防接種で獲得した免疫が消失するため、任意で再

度予防接種を行った者に対して、接種費用の助成を実施しました。 

・助成件数 １件
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５．すこやかナラシド♪予防接種ナビ（予防接種スケジュール携帯サイトサービス） 

予防接種の種類が急に増え、開始年齢・接種間隔が種類ごとに異なるため、保護者がスケジュール

を管理するのが困難な状況となっており、安心して予防接種を実施できるようサービスを無料で提供

しました。 

・登録数（子どもの数） ７，７０９人（令和３年度末現在）

（歯科保健事業） 

歯と口腔の健康づくりのため、歯みがき教室、幼児むし歯予防指導、成人歯科健康診査事業、歯科保

健健康教育、歯科コンクール等を実施しました。新型コロナウイルス感染症の状況により、事業の一部

が中止となりました。 

種 別 人 数 

歯みがき教室 61人 

幼児むし歯予防指導 1,196人 

フッ化物洗口事業 782人 

成人歯科健康診査事業 
妊婦 286人 

40・50・60歳 421人 

歯科保健健康教育等(他機関からの依頼・再掲含む)※ 1,506人 

合 計 4,252人 

※歯科保健健康教育等の内訳

種 別 人 数 

幼児家庭教育学級 14人 

親子の講座 34人 

小学校・中学校指導 1,424人 

あじさい療育支援センター歯科指導 34人 

合 計 1,506人 

歯科コンクール 

種 別 人 数 

親と子のよい歯のコンクール 新型コロナ対策のため中止 

高齢者のよい歯のコンクール 37人 

めざせ8020！歯と口の健康づくり標語コンクール 2,182点 

（後期高齢者歯科健康診査推進事業） 

千葉県後期高齢者医療広域連合が実施主体である歯科健康診査の市民への周知事務について、委託を受

けて実施しています。 

・受診票発送数 １，３２２通

参考：習志野市受診者数 令和３年度対象者 １８８人、令和２年度対象者特例措置 ４人 

（新型インフルエンザ等感染症対策事業） 

新型インフルエンザ等の発生に備え、防護用品等の備蓄を行いました。 
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（新型コロナウイルス感染症対策事業） 

１．新型コロナウイルス感染症対策本部の設置 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う発生予防やそのまん延防止等の対策を総合的に推進する

ため、「感染の広がりを把握するために必要な検査を実施し、感染症の予防及び感染症の患者に対する

医療に関する法律」（いわゆる感染症法）及び、新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき、令和

２年２月１４日に市対策本部を設置しました。本部体制としたことで、庁内及び関係機関との情報共有

や業務連携等、市民への情報提供等、円滑に対策を進めております。 

新型コロナウイルス感染症対策本部会議を、令和２年度１３回、令和３年度１３回開催 

しました。 

対策本

部会議 
日程 主な議事 

第22回 令和3年 4月16日 まん延防止等重点措置に係る市の対応 

第23回 令和3年 4月25日 まん延防止等重点措置の拡大に係る市の方針、体制について 

第24回 令和3年 5月10日 
（持ち回り会議）まん延防止等重点措置の継続における市の体

制・対応について 

第25回 令和3年 5月31日 
（持ち回り会議）まん延防止等重点措置の継続における市の体

制・対応について 

第26回 令和3年 6月18日 （持ち回り会議）市の体制・対応の継続について 

第27回 令和3年 7月 9日 （持ち回り会議）市主催（共催）イベント、市立施設について 

第28回 令和3年 8月 1日 現状報告、市のイベントや会議、市立施設について 

第29回 令和3年 8月20日 緊急事態宣言の延長に伴う市の対応、職場における感染対策 

第30回 令和3年 9月10日 （持ち回り会議）緊急事態措置の継続に伴う市の方針 

第31回 令和3年 9月30日 緊急事態宣言解除に伴う市の方針 

第32回 令和3年10月22日 （持ち回り会議）感染拡大防止対策、市の対応 

第33回 令和4年 1月20日 
（持ち回り会議）イベントや会議等及び市立施設についての方

針 

第34回 令和4年 3月18日 イベントや会議等及び市立施設についての方針 

 

 

２．物資の管理 

習志野市新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき備蓄していた物資を行政ボランティアや感染者 

が複数名確認された高齢者の入所施設に配布しました。また、在庫の確保や補充を実施しました。 

また、国からの社会福祉施設等に対するマスク・手袋の配布について、担当課経由で市内施設に分配 

しました。 

その他、寄附物品（フェイスシールド等）を市内施設等へ分配しました。 

 

３．庁内感染対策の推進 

執務室内や会議・イベントなどの実施に関する感染対策を「習志野市版あたらしいルール」を改訂し、 

消毒や三密対策を徹底し、それに関する物資の貸し出しや配布を実施しました。 
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（新型コロナウイルスワクチン接種事業） 

予防接種法に基づく臨時接種として実施する、新型コロナウイルスワクチン接種を実施するための体制

を確保し、国の指示に基づき対象となる市民に対し初回接種（１、２回目）及び追加接種（３回目）を実

施しました。 

１．臨時接種実施期間：令和３年２月１７日から令和４年９月３０日まで 

２．接種実績（ワクチン接種記録システム） （単位：接種者数/人、接種率/％） 

区分 対象者数※1 
１回目 ２回目 ３回目※2 

接種者数 接種率 接種者数 接種率 接種者数 接種率 

全体 

(１２歳以上全体) 

175,197 

(157,306) 
139,592 

79.7 

(88.7) 
138,433 

79.0 

(88.0) 
72,166 

41.2 

(48.7) 

６５歳以上 40,933 38,892 95.0 38,784 94.7 35,918 87.7 

１２歳～６４歳 116,373 100,700 86.5 99,649 85.6 36,248 33.8 

※１ 母数の人口は令和３年１月１日時点の住民基本台帳人口

※２ ３回目は令和４年３月３１日時点では、１８歳以上を対象として実施。全体、１２歳～６４歳の

接種率の母数は１８歳以上人口（全体１４８，０９２人、１２歳～６４歳１０７，１５９人）で 

算出 

３．接種会場 

市内個別医療機関及び市が運営する特設会場で接種を実施 

特設会場：初回接種 ７会場、追加接種 ３会場（公共施設のみ） 

（公共施設）市役所庁舎、東部体育館、袖ケ浦体育館 

（病院）千葉県済生会習志野病院、津田沼中央総合病院、谷津保健病院、習志野第一病院 

４．接種体制の整備 

・接種券の発行・発送

初回接種 ６５歳以上 令和３年４月発送 

１２歳～６４歳 令和３年７月以降順次発送 

 ５歳～１１歳  令和４年２月発送  

追加接種 １１月以降２回目接種からの接種間隔に応じ順次発送 

・予防接種台帳システムの改修：追加接種対応のためのシステム改修

・予約・相談のためのコールセンター、相談窓口の設置

【コールセンター】

開設日：令和３年３月１日 回線数：最大１５回線 

開設時間：年末年始を除く毎日８：３０～１７：３０ 

【相談窓口】 

健康支援課窓口に２名配置 配置時間：年末年始、土日祝日を除く９：００～１７：００ 

・予約システムの運用 令和３年５月１０日から予約受付開始
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款 項 目（名 称） ４・１・４（生活習慣病予防費） 決 算 額 236,805,257 

担 当 主 管 健 康 支 援 課 

（成人保健活動事業） 

１．健康教育 

生活習慣病予防及び健康の保持・増進のため健康教育を実施しました。 

健康教育実施状況 

実 施 内 訳 実施回数 参加延人数 

生活習慣病予防等 3回 156人 

学校との連携による健康教育 8回 1,383人 

その他 3回 178人 

合 計 14回 1,717人 

２．健康相談 

生活習慣病予防及び健康の保持・増進のため健康相談を実施しました。 

健康相談実施状況 

実 施 内 訳 実施回数 延人数 

面接による健康相談 50回 60人 

電話等による健康相談 1,648回 1,648人 

３．訪問指導 

保健指導が必要と認められる者及びその家族等に対して訪問し、その健康に関する問題を総合的に把

握することで、生活習慣病等の予防、心身機能の低下の防止、健康の保持増進を図ることを目的に支援

しました。 

・訪問指導実施者数 実人数 １人  延人数  ２人

４．健康づくり推進員事業 

市民の主体的な健康づくりを推進することを目的に、健康づくりの登録ボランティアである健康づく

り推進員の育成・活動支援に取り組みました。 

・令和３年度健康づくり推進員登録者数 ２０人（令和３年４月１日現在） 

① 健康づくり推進員研修会等

ヘルスプロモーションについて、健康づくりと運動について等、健康づくり推進員養成講座で学

習しました。

実施回数 ３回 参加人数 ２６人 

② 活動支援

新しい生活様式に対応した健康づくりの推進活動ができるよう、主催事業の企画運営を支援しま

した。（感染予防啓発を含めた習志野発見ウオーキングマップの作成、ウオーキングの普及・啓発

活動、ヘルシー減塩料理レシピの作成） 

・活動支援回数 ４０回 

・支援した推進員延人数 ２６０人 

・習志野発見ウオーキングマップ及びヘルシー減塩料理レシピ

市庁舎及びヘルスステーションで配布、市ホームページに掲載

③ 健康づくり推進員養成講座

健康づくり推進員の活動を活発に継続するため健康づくり推進員の養成を行いました。

・養成講座回数 ５回 

・参加者数延人数 ６１人 

・新規健康づくり推進員登録者数 ７人 
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（健康診査・がん検診等事業） 

健康増進法に基づき健康診査（無保険者対象）、肝炎ウイルス検診、各種がん検診、骨粗しょう症検診を

実施しました。 

１．受診状況 

健 診 名 人 数 

一般健康診査 132人 

肝炎ウイルス検診 1,862人 

が
ん
検
診 

胃がん検診 2,086人 

胃がんリスク検診 2,164人 

子宮がん検診 
 5,506人 

（再検査10人) 

肺がん検診 4,150人 

乳がん検診 4,557人 

大腸がん検診 7,691人 

前立腺がん検診 3,749人 

骨粗しょう症検診 907人 

※子宮がん検診の再検査は、検体不良等により再度検査を実施したもの。

２．上記がん検診等による精密検査については、結果報告を受け、集計を行いました。その結果、がん・骨

粗しょう症と診断を受けた者の数は次のとおりです。（令和３年度実施分・令和４年４月末現在） 

部 位 名 人 数 

胃 
6人 

（Ｘ線検診3人・リスク検診3人） 

子宮 1人 

肺 1人 

乳 16人 

大腸 22人 

前立腺 27人 

骨粗しょう症 128人 

合 計 201人 

３．がん検診推進事業等は、一定年齢の対象者に子宮頸がん、乳がん検診の無料クーポン券と検診手帳を

送付し、がん検診の受診促進を図りました。 

対象者年齢 対象人数 クーポン利用者数（償還払い再掲） 利用率 

子宮頸がん 20歳 940人 31人 （0人） 3.3％ 

乳がん 40歳 1,133人 171人 （2人） 15.1％ 

（後期高齢者健康診査事業） 

（１）健康診査 

高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、後期高齢者医療制度の加入者及び年度中に７５歳に到達

する者を対象に、生活習慣病等の早期発見のため、身体計測、診察、血圧測定、血液検査、尿検査等の

健康診査を、千葉県後期高齢者医療広域連合からの委託により実施しました。 

・受診者 ６，５３７人（うち３３人は、訪問健康診査） 

（２）未受診者勧奨 

 介護予防の啓発と後期高齢者健康診査未受診者への受診勧奨のため、年度中に７６、７７歳に到達す

る者を対象に、介護予防事業と共同して通知を発送しました。 

・対象者 ２，４６７人
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（後期高齢者保健事業） 

後期高齢者の保健事業と介護予防事業を一体的に実施しました。 

１．ハイリスクアプローチ 

（１）低栄養予防（低栄養予防の相談・支援） 

低栄養状態の維持改善を目的に、個別相談及び小集団教室を実施しました。 

① 対象者 習志野市後期高齢者健康診査等の結果、以下の選定条件全てに該当する人

㋐ ７５～８４歳 

㋑ 血清アルブミン値 ３．９g/dl以下 

㋒ BMI ２１．５未満 

② 実施状況

対象者数 ２２１人 ・ 支援数（実数 ２０９人 ・ 延べ数 ２７５人 ）、実施率 ９４．６ ％

（２）生活習慣病等の重症化予防（高血圧） 

対象者が適切な血圧コントロールに至ることを目的に、保健指導を実施しました。 

① 対象者 習志野市後期高齢者健康診査等の結果、以下の選定条件全てに該当する人

㋐ ７５～８４歳 

㋑ 収縮期血圧１６０mmHg以上、または拡張期血圧１００mmHg以上 

㋒ 生活習慣病等の内服治療をしていない人  

② 実施状況

対象者数 １５４人 ・ 支援数（実数 １４８人 ・ 延べ数 １６６人 ）、実施率 ９６．１ ％

（３）生活習慣病等の重症化予防（慢性腎不全） 

対象者の透析への移行等慢性腎不全の重症化を防ぐことを目的に、継続的な保健指導を実施しました。 

① 対象者 国民健康保険被保険者への個別健康相談事業「慢性腎不全予防健康相談事業」対象者の内、

７５歳以上の人 

② 実施状況

対象者数 ４人 ・ 支援数（実数 ３人 ・ 延べ数 ４人 ）

（４）認知症の早期支援 

認知機能に不安を抱える対象者に対して、生活状況等を把握し状況に応じて必要な支援につなげました。 

① 対象者 習志野市後期高齢者健康診査等の結果、以下の選定条件全てに該当する人

㋐ ７５～８４歳 

㋑ 質問票「１０．物忘れ」「１１.日付の理解」の２項目に該当する人 

② 実施状況

対象者数 １７５人 ・ 支援数（実数 １６６人 ・ 延べ数 １８５人 ）、実施率 ９４．９ ％

（５）健診未受診者への支援 

健康課題等、何らかの支援を要する対象者に対して、生活状況等を把握し、状況に応じて必要な支援へつな 

げました。 

① 対象者 ７８～８４歳の内、２年間健康診査未受診者かつ医療（医科・歯科）未受診者

(要介護・支援認定を受けておりサービス利用がある人、また高齢者福祉サービスを継続利用している人

は除く。）

② 実施状況

対象者数 ９５人 ・ 支援数（実数 ８２人 ・ 延べ数 ８８人 ）、実施率 ８６．３ ％

２．ポピュレーションアプローチ（健康情報の普及・啓発） 

フレイル予防・低栄養予防や健康診査受診の必要性の普及啓発のため、高齢者の通いの場等にて健康教育を

実施しました。また質問票等を活用し参加者の状況を把握し、状況に応じて必要な支援・保健指導を実施しま

した。 

実施状況  １６回  参加者数 ２６３人 （ 内、個別相談 ９ 人 ） 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ４・１・５（救急医療対策費） 決 算 額 113,303,695 

担 当 主 管 健 康 支 援 課 

（救急医療対策事業費） 

休日・夜間における急な発病に対応するため急病診療業務を実施しました。 

１．一次診療事業 

（１）夜間毎日 

午後８時から午後１１時まで、習志野市急病診療所において実施しました。 

・診療日数 ３６５日   患者数 ６４９人 

急病診療所利用状況 （単位：日・人） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計 

診療日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

患者数 40 60 69 86 56 31 47 69 61 63 32 35 649 

科目別 

内訳 

内科等 13 29 31 29 34 17 17 29 31 31 16 13 290 

小児科 27 31 38 57 22 14 30 40 30 32 16 22 359 

（２）休日昼間 

日曜・祝日・年末年始の午前９時から午後５時まで、市内１医療機関において輪番で実施しました。 

・診療日数  ７２日   患者数 １，９２３人 

２．二次診療事業 

下記の４医療機関が、輪番で実施しました。 

・二次医療機関…千葉県済生会習志野病院、習志野第一病院、谷津保健病院、津田沼中央総合病院

実施日 時間帯 診療日数 患者数 

毎日 午後6時から翌朝8時 365日 5,450人 

日曜・祝日・年末年始 午前8時から午後6時 72日 2,344人 

土曜日 午後1時から午後6時 51日 399人 

３．小児二次診療事業 

午後６時から翌朝８時まで、市内１医療機関で実施しました。（毎週月曜日） 

・小児二次医療機関…谷津保健病院   診療日数 ８日 患者数 １８人 

※小児科医の退職により、４月５日から５月２４日までのうち、８日実施しました。

４．新型コロナウイルス感染拡大に伴い、多くの発熱患者が発生する時期に、発熱患者等が適正に診療・

検査が受けられる体制を整備するため、急病診療所において発熱外来を開設しました。 

（１）開 設 日 令和４年１月３０日（日）、２月６日（日）、２０日（日）、２３日（水祝） 

 計４日間 

（２）診療時間 午後１時から午後５時まで 

（３）開設場所 保健会館１階及び急病診療所 

（４）受診者数 ６１人 

（休日急病歯科診療所管理運営費） 

日曜を除く祝日・年末年始の午前９時から正午まで、歯科疾患の応急処置を行うため、習志野市休日急

病歯科診療所において実施しました。 

・年間診療日数 ２１日 患者数 １０１人 

（災害医療事業費） 

災害医療本部及び応急救護所で備蓄している医薬品や衛生材料等の整備を行いました。 
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健康福祉部 

 

主要な施策の概要                            （単位：円） 

 款 項 目（名 称） 
 

４・１・６（葬祭事業費） 
 

決 算 額 135,356,000 

担 当 主 管 社 会 福 祉 課 

（四市複合事務組合運営費（葬祭）） 

習志野市、船橋市、八千代市、鎌ケ谷市の４市で斎場事業（火葬業務、式場業務、霊柩運送業務）を行

い、４市市民に対するサービスを図りました。 

 

１．管理運営費負担金（斎場施設の管理運営及び施設の維持補修等の費用） 

負担割合（本市分 １８．１％） 

均 等 割     ３０％ うち本市分 ２５．０％  ２４，９７６，３５０円 

人 口 割     ３０％ うち本市分 １５．５％  １５，４８２，０２０円 

利用者割 ４０％ うち本市分 １４．８％  １９，７４６，８６７円 

分賦金（全体 ３３３，０１８，０００円）  ６０，２０５，０００円（端数調整あり） 

他市の負担割合、船橋市４７．０％、八千代市２０．１％、鎌ヶ谷市１４．８％ 

 

２．施設整備費負担金（馬込斎場 大規模改修工事費分） 

負担割合（本市分 １８．３％） 

均 等 割     ３０％ うち本市分 ２５．０％   ４，１１３，３７５円 

人 口 割     ７０％ うち本市分 １５．５％   ５，９４９，４０８円 

分賦金（全体  ５４，８４５，０００円）  １０，０６３，０００円（端数調整あり） 

他市の負担割合、船橋市４７．４％、八千代市２０．０％、鎌ヶ谷市１４．３％ 

 

３．施設整備費負担金（しおかぜホール茜浜 起債償還分） 

負担割合（本市分 １８．３％） 

均 等 割     ３０％ うち本市分 ２５．０％  ２６，６０６，１００円 

人 口 割     ７０％ うち本市分 １５．５％  ３８，４８１，９１４円 

分賦金（全体 ３５４，７４８，０００円）  ６５，０８８，０００円（端数調整あり） 

他市の負担割合、船橋市４７．４％、八千代市２０．０％、鎌ヶ谷市１４．３％ 

   

４．負担金計（１＋２＋３）１３５，３５６，０００円 

 

５．しおかぜホール茜浜、馬込斎場施設概要 

 

 式場・待合室 火葬施設 霊柩車 駐車場 

しおかぜホール茜浜 

式場4室 

待合室15室 

キッズルーム 

売店 他 

火葬炉12基 

告別・収骨室5室 

遺体保管室12体 他 
ワンボックス型1台 

（2施設で共用） 

300台分 

馬込斎場 

式場4室 

控室12室 

売店他 

火葬炉15基 

収骨室6室 

遺体保管室16体 

告別ホール 他 

200台分 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ４・１・７（海浜霊園事業費） 決 算 額 137,450,434 

担 当 主 管 社 会 福 祉 課 

（海浜霊園運営費） 

墓地の環境を維持し、安全で安心して利用者がお参りできる墓地の管理を行いました。 

１．霊園使用状況  令和４年３月末現在 

墓地種別      面積 墓地数 返還 許可数 
許可数の内訳 

市 内 市 外 

第 1 種 4.5  ㎡ 5,986基 98基 5,888基 2,845人 3,043人 

第 2 種 9.0  ㎡ 557基 10基 547基 306人 241人 

第 3 種 3.45 ㎡ 1,027基 4基 1,023基 783人 240人 

合  計 7,570基 112基 7,458基 3,934人 3,524人 

２．墓石建立状況（カロートのみを含む） 

墓地種 別      令和4年3月31日現在 令和3年度中建立件数 

第 1 種 5,524件 85件 

第 2 種 510件 7件 

第 3 種 1,021件 2件 

合  計 7,055件 94件 

３．休憩室利用状況 

・休憩室内訳 管理事務所奥：和室１０畳＋１２畳（利用可能人数：２０名）

作業員詰所脇：洋室（利用可能人数：１５名） 

・開室時間 午前１０時～午後３時５０分 

・利用時間 １回 １時間３０分  

・利用件数 １８３件 １，５０２人（和室１００件・７９４人、洋室８３件・７０８人） 

※ 納骨、法事に伴う休憩室利用

（新型コロナウイルス感染症対策として、利用条件を制限しています。） 

４．墓地使用者の募集 

（１）一般墓地 

海浜霊園の一般墓地は、返還された墓地４９区画の使用者を募集し、応募数が募集数を上回った種 

別については抽選を行い、使用者を決定しました。 

応募数が募集数を下回った種別については、使用者の再募集を行いました。 

① ６月募集分

種別 形式 募集数 申込数 許可数 申込倍率 

第1種（4.5㎡） 

和式 カロートなし 30区画 12件 11件 0.40倍 

和式 カロートあり 5区画 4件 4件 0.80倍 

洋式 カロートなし 5区画 15件 5件 3.00倍 

第2種（9.0㎡） 
和式 カロートなし 4区画 0件 0件 0.00倍 

洋式 カロートなし 1区画 0件 0件 0.00倍 

第3種（3.45㎡） 和式 カロートあり 4区画 3件 3件 0.75倍 

② 再募集分

種別 形式 募集数 申込数 許可数 

第1種（4.5㎡） 和式 19区画 19件 19件 

第2種（9.0㎡） 和式 4区画 3件 3件 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（２）合葬式墓地 

海浜霊園合葬式墓地は、焼骨保持者に対しては１体用５壇、２体用１０壇、生前予約申込者に対し

ては１体用５壇の使用者の募集を行いました。すべての申し込み区分において応募者数が募集数を上

回ったため抽選を行い、使用者を決定しました。 

募集状況 

申込区分 募集数 申込数 許可数 申込倍率 

生前予約1体用  5壇 108件 5壇 21.60倍 

焼骨保持1体用  5壇 27件  5壇  5.40倍 

焼骨保持2体用 10壇  77件  10壇  7.70倍 

【海浜霊園の概要】 

（１）所在地  習志野市芝園３－１－１ 

（２）開設  昭和５７年７月 

（３）面積  霊園総面積  ７９，８１９㎡ 

霊園許可面積  ７３，９５８㎡ 

墳墓面積  ３５，５０２㎡ 

（４）建物 管理事務所（木造平屋建） ３３９．５１㎡ 

作業員詰所（鉄骨平屋建） １６３．９３㎡ 

休憩所   ３１．３６㎡ 

（５）開園時間 

① 通常 午前９時～午後４時３０分

（４・５・６・９・１０月の土・日・祝日は午前９時～午後５時）

② 夏季（７・８月） 午前９時～午後６時 

③ お盆（８月１３～１６日） 午前６時～午後７時 

④ 彼岸（春・秋） 午前７時～午後６時 

【墓地の概要】 

種 別 第 1 種 第 2 種 第 3 種 

区 画 数 5,986区画 557区画 1,027区画 

1区画あたり面積 4.5㎡ 9.0㎡ 3.45㎡ 

永 代 使 用 料 682,000円 1,364,000円 523,000円 

管 理 料 6,330円／年 12,660円／年 4,850円／年 

※他に無縁墓地１基 （延べ面積 ４２．９１㎡ 総保管体数 ３００体）

【合葬式墓地の概要】 

（１）構 造  鉄筋コンクリート造 地上１階(納骨室)・地下１階(合葬室) 

（２）収蔵体数  １,８２４体 

（３）使 用 料  １体用 １０４，０００円  ２体用 ２０８，０００円 
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健康福祉部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ４・１・８（霊堂事業費） 決 算 額 4,073,975 

担 当 主 管 社 会 福 祉 課 

（鷺沼霊堂運営費） 

良好な納骨堂としての環境を維持し、安全で安心して利用者がお参りできる納骨堂の管理を行いました。 

１．霊堂使用状況 使用者数 ４７４壇 （合計壇数 ５５０壇） 

２．休憩室利用状況 【和室２０畳 １室】 

・利用件数  ０件 ０人 

※法事等による休憩室利用

【鷺沼霊堂の概要】 

（１）所在地  習志野市鷺沼３－９－６ 

（２）開設  昭和５３年７月 

（３）面積  敷地面積 １,６３９．６５㎡ 

建築面積   ５６８．５４㎡ 

延床面積 １,００６．４２㎡ 

（４）構造  鉄筋コンクリート造 

（５）規模  地下１階及び平屋建 

（６）開館時間 午前９時～午後４時 

（休業日：月曜日、１月１日～３日 お盆・彼岸は毎日開館） 

（７）管理料 年額６，６００円 
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（９） こ ど も 部 



こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名 称） ３・２・１（児童福祉総務費） 決 算 額 6,623,678,990 

担 当 主 管 こ ど も 政 策 課 

（地域子ども・子育て支援事業) 

子ども・子育て支援法に基づき策定した習志野市子ども・子育て支援事業計画を推進するため、保護者・事業

者・子育て支援に係る団体の代表者等で構成する習志野市子ども・子育て会議を開催しました。 

・習志野市子ども・子育て会議（１回実施） 委員１５名 

第１回 ６月１６日（水） 

（地域型保育推進事業） 

子ども・子育て支援新制度において創設された、地域型保育事業を推進するため、小規模保育事業所１２

施設の実地検査及び監査を実施しました。 

≪実地検査及び監査実施日≫ 

実施日 対象施設 運営法人 

令和 3年11月11日 杜の子保育園 株式会社 新星 

令和 3年11月18日 

サンライズキッズ保育園津田沼園 株式会社 エクシオジャパン 

サンライズキッズ保育園奏の杜園 株式会社 エクシオジャパン 

サンライズキッズ保育園谷津園 株式会社 エクシオジャパン 

令和 3年11月19日 キッズスペースweepeeみもみ2nd 社会福祉法人 青葉学園 

令和 4年 1月24日 ひまわり保育園 ラビットポケット 株式会社 

令和 4年 1月25日 みらいつむぎ谷津保育園 一般社団法人 絲 

令和 4年 1月26日 ひまわり保育園2nd ラビットポケット 株式会社 

令和 4年 1月31日 ひまわり保育園3rd ラビットポケット 株式会社 

令和 4年 2月 2日 ひまわり保育園Sola ラビットポケット 株式会社 

令和 4年 2月 8日 ロゼッタ保育園 有限会社 ウェルフェア 

令和 4年 2月10日 ポピンズナーサリースクールイオンモール津田沼 株式会社 ポピンズ 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（民間認可保育所等施設整備事業） 

「習志野市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、公募により選考したクニナ奏の杜保育園及び認可外

から認可保育所へ移行したリトルガーデンインターナショナル新習志野保育園の施設整備費の一部を補助しま

した。 

≪施設整備概要≫ 

中学校区 施設名 設置運営法人 定員 補助金額 備考 

第一中 

学校区 
クニナ奏の杜保育園 

株式会社 

ＣＲＥＣＥＲ 
73人 47,250,000円 

公募による

選考 

第七中 

学校区 

ﾘﾄﾙｶﾞｰﾃﾞﾝｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

新習志野保育園 

合資会社 

ライフコミュニケーション
30人 26,250,000円 

認可外から

の認可化 

（保育所私立化事業） 

１．「習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画 第３期計画」に基づき、私立化を推

進するため、「習志野市立大久保第二保育所及び菊田第二保育所移管先法人選考委員会」を設置し、移

管先法人の公募・選考を行い、移管先法人を決定しました。 

・習志野市立大久保第二保育所及び菊田第二保育所移管先法人選考委員会（５回実施） 委員１０名

≪移管先法人≫

大久保第二保育所 社会福祉法人習志野 

菊田第二保育所  社会福祉法人青葉学園 

２．大久保第二保育所の私立化に向けた既存施設の解体設計及び測量業務、また代替施設となる大久保東

幼稚園及び大久保こどもセンターの部分改修を実施しました。 

委託  大久保第二保育所解体工事設計業務委託 他１件 

工事  大久保東幼稚園空調機設置工事 他３件 
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こども部 

 

主要な施策の概要                              （単位：円） 

担 当 主 管 こ ど も 保 育 課 

（民間認可保育所運営費助成事業) 

「社会福祉法人ひこばえ」（かすみ保育園）、「社会福祉法人すずみ会」（若松すずみ保育園）、 

「社会福祉法人千葉明徳会」（明徳そでにの保育園）、「株式会社日本保育サービス」（アスクかなで 

のもり保育園、アスクかなでのもり第二保育園）、「株式会社生活設計」（キッズガーデン奏の杜園）、 

「社会福祉法人習志野」（谷津みのり保育園、菊田みのり保育園）、「株式会社ブルーム」（そらまめ 

保育園かなでの杜、そらまめ保育園津田沼駅前）、「社会福祉法人八千代美香会」（ブレーメン津田沼保育園）、

「学校法人正良学園」（ＣＯＯ本大久保保育園）、「株式会社ＨＯＰＰＡ」（京進のほいくえんＨＯＰＰＡ 

津田沼ザ・タワー）、「ＮＰＯ法人子育て１１０番」（実籾保育園）、「株式会社ＣＲＥＣＥＲ」（クニナ 

奏の杜保育園）、「合資会社ライフコミュニケーション」（リトルガーデンインターナショナル新習志野 

保育園）に対し、民間認可保育所の運営に係る費用を助成しました。 

 

施設所在地 施設名称 補助金または扶助費の名称 助 成 金 額 

香澄4-1-1 かすみ保育園 
民間認可保育所運営費補助金 23,639,220円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 117,406,290円 

東習志野2-13-2 若松すずみ保育園 
民間認可保育所運営費補助金 48,400,360円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 158,069,810円 

鷺沼1-14-16 
明徳そでにの 

保育園 

民間認可保育所運営費補助金 53,949,360円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 144,414,560円 

奏の杜2-1-1 

奏の杜フォルテ2階 

アスクかなでのもり

保育園 

民間認可保育所運営費補助金 51,702,320円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 128,143,110円 

奏の杜1-3-31 
アスクかなでのもり

第二保育園 

民間認可保育所運営費補助金 68,046,620円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 136,252,440円 

奏の杜2-19-5 
キッズガーデン 

奏の杜園 

民間認可保育所運営費補助金 29,688,252円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 132,376,670円 

谷津2-5-6 谷津みのり保育園 
民間認可保育所運営費補助金 28,360,700円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 108,351,530円 

奏の杜3-14-9 
そらまめ保育園 

かなでの杜 

民間認可保育所運営費補助金 39,441,480円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 156,017,000円 

津田沼2-9-1 
ブレーメン 

津田沼保育園 

民間認可保育所運営費補助金 59,703,460円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 155,102,170円 

津田沼4-6-6 菊田みのり保育園 
民間認可保育所運営費補助金 41,194,720円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 121,591,800円 

本大久保4-1-4 
ＣＯＯ本大久保 

保育園 

民間認可保育所運営費補助金 45,550,520円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 108,347,360円 

谷津1-15-22 

津田沼ｻﾞ･ﾀﾜｰ2階 

京進のほいくえん 

HOPPA津田沼ザ・タワー 

民間認可保育所運営費補助金 21,626,340円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 110,179,320円 

実籾5-11-21 実籾保育園 
民間認可保育所運営費補助金 11,903,793円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 53,114,050円 

谷津7-8-1 

ｱｰﾊﾞﾝﾋﾞﾙ3～5階 

そらまめ保育園 

津田沼駅前 

民間認可保育所運営費補助金 19,522,560円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 101,574,000円 

奏の杜3-10-7 
クニナ奏の杜 

保育園 

民間認可保育所運営費補助金 22,363,240円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 57,989,900円 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

茜浜2-2-1 

Mr.Max新習志野 

ショッピングセンター内

ﾘﾄﾙｶﾞｰﾃﾞﾝｲﾝﾀｰﾅｼｮﾙ

新習志野保育園

民間認可保育所運営費補助金 4,840,040円 

民間認可保育所運営事業費（扶助費） 24,919,680円 

合 計 2,383,782,675円 
※運営費補助金には、延長保育等事業費補助金（うち１５施設）、保育士処遇改善事業費補助金、

保育士宿舎借り上げ支援事業費補助金（うち１４施設）、処遇改善臨時特例補助金も含む。

※かすみ保育園の運営費補助金には、認可保育所施設整備資金借入金償還利子補助金を含む。

（小規模保育事業運営費助成事業） 

「社会福祉法人青葉学園」（キッズスペースweepeeみもみ2nd）、「ラビットポケット株式会社」（ひまわ

り保育園2nd、ひまわり保育園3rd、ひまわり保育園、ひまわり保育園Sola）、「株式会社エクシオジャパン」

（サンライズキッズ保育園津田沼園、サンライズキッズ保育園奏の杜園、サンライズキッズ保育園谷津園）、

「株式会社新星」（杜の子保育園）、「有限会社ウェルフェア」（ロゼッタ保育園）、「株式会社ポピンズ」

（ポピンズナーサリースクールイオンモール津田沼）、「一般社団法人絲」（みらいつむぎ谷津保育園）に

対し、小規模保育事業所の運営に係る費用を助成しました。 

施設所在地 施設名称 補助金または扶助費の名称 助 成 金 額 

東習志野2-10-3 

ブレーメン習志野1階 

キッズスペース 

weepeeみもみ2nd 

小規模保育事業運営費補助金 4,598,960円 

小規模保育事業運営費（扶助費） 34,947,830円 

大久保1-20-19 

ｴｽﾀｼｵ1階 

ひまわり保育園 

2nd 

小規模保育事業運営費補助金 4,901,380円 

小規模保育事業運営費（扶助費） 42,794,180円 

本大久保4-12-3-B 

ﾊﾟﾙﾃｰﾙ習志野 

ひまわり保育園 

3rd 

小規模保育事業運営費補助金 7,246,320円 

小規模保育事業運営費（扶助費） 47,040,010円 

津田沼4-11-11 

小倉第一ﾋﾞﾙ1階 

サンライズキッズ 

保育園津田沼園 

小規模保育事業運営費補助金 6,736,740円 

小規模保育事業運営費（扶助費） 50,260,940円 

奏の杜1-12-13 

ﾌﾛｰﾚﾝｽ奏の杜1階 

サンライズキッズ 

保育園奏の杜園 

小規模保育事業運営費補助金 5,547,380円 

小規模保育事業運営費（扶助費） 42,354,170円 

大久保1-21-14 

琴富ﾋﾞﾙC号室 
ひまわり保育園 

小規模保育事業運営費補助金 5,912,380円 

小規模保育事業運営費（扶助費） 43,134,420円 

奏の杜2-17-10 

West奏の杜1階 
杜の子保育園 

小規模保育事業運営費補助金 9,556,700円 

小規模保育事業運営費（扶助費） 46,324,910円 

谷津6-15-1 

ｸﾞﾗｼｱ津田沼Ⅱ1階 

サンライズキッズ 

保育園谷津園 

小規模保育事業運営費補助金 5,977,140円 

小規模保育事業運営費（扶助費） 31,132,310円 

秋津5-5-6 ロゼッタ保育園 
小規模保育事業運営費補助金 5,808,440円 

小規模保育事業運営費（扶助費） 26,306,830円 

津田沼1-23-1 

ｲｵﾝﾓｰﾙ津田沼3階 

ﾎﾟﾋﾟﾝｽﾞﾅｰｻﾘｰｽｸｰﾙ 

ｲｵﾝﾓｰﾙ津田沼 

小規模保育事業運営費補助金 4,519,240円 

小規模保育事業運営費（扶助費） 43,522,740円 

谷津5-4-8-2F 
みらいつむぎ 

谷津保育園 

小規模保育事業運営費補助金 5,775,800円 

小規模保育事業運営費（扶助費） 30,474,480円 

谷津6-16-19-B棟-1F 
ひまわり保育園 

Sola 

小規模保育事業運営費補助金 5,114,060円 

小規模保育事業運営費（扶助費） 42,634,350円 

合 計 552,621,710円 
※運営費補助金には、延長保育等事業費補助金、保育士処遇改善事業費補助金、保育士宿舎借り上げ

支援事業費補助金（うち８施設）、処遇改善臨時特例補助金も含む。
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こども部 

 

主要な施策の概要                              （単位：円） 

（認定こども園運営費助成事業） 

「学校法人田久保学園」（みのりつくしこども園、習志野みのり幼稚園）、「社会福祉法人八千代美香

会」（ブレーメン実花こども園）、「社会福祉法人青葉学園」（幼保連携型認定こども園青葉幼稚園）、

「学校法人平岡学園」（第一くるみ幼稚園）に対し、認定こども園の運営に係る費用を助成しました。 

※運営費補助金には、延長保育等事業費補助金（うち３施設）、処遇改善事業費補助金、宿舎借上げ支

援事業費補助金（うち２施設）、処遇改善臨時特例補助金も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設所在地 施設名称 補助金または扶助費の名称 助 成 金 額 

藤崎6-6-13 みのりつくしこども園 
認定こども園運営費補助金 46,891,240円 

認定こども園運営費（扶助費） 149,205,100円 

東習志野6-7-2 ブレーメン実花こども園 
認定こども園運営費補助金 46,428,560円 

認定こども園運営費（扶助費） 142,802,630円 

津田沼3-15-20 
幼保連携型認定こども園 

青葉幼稚園 

認定こども園運営費補助金 49,565,060円 

認定こども園運営費（扶助費） 224,578,170円 

谷津5-20-5 第一くるみ幼稚園 
認定こども園運営費補助金 6,267,540円 

認定こども園運営費（扶助費） 87,444,570円 

藤崎6-20-22 習志野みのり幼稚園 
認定こども園運営費補助金 39,167,200円 

認定こども園運営費（扶助費） 172,426,110円 

合       計 964,776,180円 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

●民間認可保育所の一時保育、産休明け保育、時間外保育実績 ※１ （単位：人） 

施設名称 
月別利用実績 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

一時 
保育 

かすみ保育園 10 13 12 28 16 12 21 21 44 41 56 63 337 

明徳そでにの 
保育園 50 30 42 62 79 21 58 45 53 47 58 75 620 

ブレーメン 
津田沼保育園 93 101 123 112 97 32 105 106 109 92 23 53 1,046 

菊田みのり 
保育園 23 34 48 23 56 9 44 40 29 11 8 13 338 

クニナ奏の杜 
保育園 0 0 0 0 2 13 6 10 27 58 

産休明け 
保育 

かすみ保育園 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

時間外 
保育 

かすみ保育園 90 91 93 92 90 93 92 93 92 92 92 92 1,102 

若松すずみ 
保育園 134 135 136 139 138 136 134 132 134 130 126 126 1,600 

明徳そでにの 
保育園 105 110 114 114 118 117 114 113 113 111 112 111 1,352 

アスクかなでのもり
保育園 90 89 91 91 91 90 89 89 89 88 88 88 1,073 

アスクかなでのもり
第二保育園 109 109 111 109 107 107 107 107 105 105 104 102 1,282 

キッズガーデン 
奏の杜園 116 116 115 114 115 116 117 117 114 114 113 112 1,379 

谷津みのり 
保育園 108 106 102 104 103 101 100 98 98 95 94 93 1,202 

そらまめ保育園 
かなでの杜 153 153 154 154 153 149 148 143 143 140 139 139 1,768 

ブレーメン 
津田沼保育園 128 125 126 128 130 129 129 128 128 124 124 125 1,524 

菊田みのり 
保育園 146 145 146 146 145 143 143 143 141 141 140 139 1,718 

ＣＯＯ本大久保 
保育園 136 138 135 136 136 135 135 135 134 135 135 133 1,623 

京進のほいくえん 
HOPPA津田沼 
ｻﾞ･ﾀﾜｰ 

87 87 88 85 84 80 80 79 82 80 81 81 994 

実籾保育園※２ 14 15 14 14 14 16 19 20 21 22 21 18 208 

そらまめ保育園 
津田沼駅前※２ 77 74 76 80 80 79 78 77 75 77 77 74 924 

クニナ奏の杜 
保育園※２ 31 36 36 36 34 33 33 32 32 303 

ﾘﾄﾙｶﾞｰﾃﾞﾝｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ
新習志野保育園※２ 25 25 25 24 24 123 

※１ 時間外保育利用者については、平成２７年度より、保育標準時間に含まれるため、各月の標準認定者

を記載しました。 

※２ 実籾保育園及びそらまめ保育園津田沼駅前は令和３年４月１日開園、クニナ奏の杜保育園は令和３年

７月１日開園、リトルガーデンインターナショナル新習志野保育園は１１月１日開園。

219



こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

●小規模保育事業所の一時保育、産休明け保育、時間外保育実績 ※ （単位：人） 

施設名称 
月別利用実績 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

一時 
保育 

ロゼッタ 
保育園 11 10 7 25 16 10 21 26 38 29 30 27 250 

時間外 
保育 

ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ 
weepee 
みもみ2nd 

10 11 12 12 12 13 14 15 15 14 14 14 156 

ひまわり 
保育園2nd 13 13 13 14 17 17 16 16 16 16 15 15 181 

ひまわり 
保育園3rd 18 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 238 

ｻﾝﾗｲｽﾞｷｯｽﾞ 
保育園 
津田沼園 

15 15 15 17 19 19 18 18 18 18 17 17 206 

ｻﾝﾗｲｽﾞｷｯｽﾞ 
保育園 
奏の杜園 

15 14 15 16 17 16 15 15 15 15 14 13 180 

ひまわり 
保育園 13 12 13 15 18 18 18 18 17 18 18 17 195 

杜の子 
保育園 16 17 19 19 21 21 21 21 21 21 21 21 239 

ｻﾝﾗｲｽﾞｷｯｽﾞ 
保育園 
谷津園 

13 13 13 15 15 15 15 15 15 14 14 13 170 

ロゼッタ 
保育園 4 5 5 6 8 9 9 10 11 11 11 12 101 

ﾎﾟﾋﾟﾝｽﾞﾅｰｻﾘｰ 
ｽｸｰﾙｲｵﾝﾓｰﾙ 
津田沼 

16 15 16 16 16 17 17 17 17 16 17 17 197 

みらいつむぎ 
谷津保育園 10 11 11 9 10 10 12 13 13 13 13 13 138 

ひまわり 
保育園Sola 15 15 16 16 15 17 17 17 17 16 16 16 193 

※ 時間外保育利用者については、平成２７年度より、保育標準時間に含まれるため、各月の標準認定者

を記載しました。
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

●認定こども園の時間外保育実績 ※１ （単位：人） 

施設名称 
月別利用実績 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

時間外 
保育 

みのりつくし 
こども園 103 104 107 107 105 104 102 103 102 101 100 102 1,240 

ブレーメン 
実花こども園 107 107 109 110 108 106 108 107 105 102 103 103 1,275 

青葉幼稚園 112 111 112 112 112 109 109 107 106 105 102 103 1,300 

第一くるみ 
幼稚園 8 8 9 9 8 8 8 8 8 10 10 10 104 

習志野みのり 
幼稚園※２ 7 9 12 13 13 13 13 12 12 11 12 13 140 

※１ 時間外保育利用者については、平成２７年度より、保育標準時間に含まれるため、各月の標準認定者

を記載しました。 

※２ 習志野みのり幼稚園は令和３年４月１日開園

（民間認可保育所賃借料助成事業） 

賃貸物件を活用している民間認可保育所の賃借料の一部を補助しました。 

施設所在地 施設名称 補助金の名称 補助金額 

奏の杜2-1-1 

奏の杜フォルテ2階 

アスクかなでのもり 

保育園 

都市部における保育所等への 

賃借料支援事業補助金 
14,091,000円 

奏の杜1-3-31 
アスクかなでのもり 

第二保育園 
民間認可保育所賃借料補助金 2,914,000円 

奏の杜2-19-5 
キッズガーデン 

奏の杜園 

都市部における保育所等への 

賃借料支援事業補助金 
16,500,000円 

奏の杜3-14-9 
そらまめ保育園 

かなでの杜 

都市部における保育所等への 

賃借料支援事業補助金 
16,500,000円 

谷津1-15-22 

津田沼ザ・タワー2階 

京進のほいくえん 

HOPPA津田沼ｻﾞ･ﾀﾜｰ 

都市部における保育所等への 

賃借料支援事業補助金 
13,952,000円 

谷津7-8-1 

ｱｰﾊﾞﾝﾋﾞﾙ3～5階 

そらまめ保育園 

津田沼駅前 

都市部における保育所等への 

賃借料支援事業補助金 
16,500,000円 

奏の杜3-10-7 クニナ奏の杜保育園 
都市部における保育所等への 

賃借料支援事業補助金 
4,694,000円 

茜浜2-2-1 

Mr.Max新習志野 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ内 

ﾘﾄﾙｶﾞｰﾃﾞﾝｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

新習志野保育園 

都市部における保育所等への 

賃借料支援事業補助金 
1,674,000円 

合 計 86,825,000円 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（幼児教育・保育無償化対応事業) 

１．施設等利用費 

令和元年１０月からの幼児教育・保育の無償化制度により、認可外保育施設等を利用する子どもの保護者

が子育てのための施設等利用給付認定を受けた場合、保育料に対して施設等利用費を給付しました。 

対象施設数 給付対象者 給付月数 給付金額 

① 認可外保育施設  9施設 102人 987月 35,630,380円 

② 事業所内保育事業 2施設 5人 51月 1,092,850円 

③ 居宅訪問型保育事業 5施設 2人 12月 387,000円 

④ 幼稚園 34施設 888人 10,243月 261,260,180円 

⑤ 預かり保育事業 25施設 339人 2,122月 8,435,992円 

⑥ 一時保育等 3施設 4人 33月 406,750円 

合 計 78施設 1,340人 13,448月 307,213,152円 

※ 後日、償還払い（④幼稚園を除く。）

※ 限度額： ①～③、⑥：

０～２歳児クラスの非課税世帯…42,000円／月 ３～５歳児クラス…37,000円／月 

④：25,700円／月  ⑤:1日450円を上限に11,300円／月（満3歳児は、16,300円／月） 

※ ⑥には一時保育のほか、ファミリー・サポート・センターの利用分を含む

２．実費徴収に係る補足給付事業 

私立幼稚園（新制度未移行幼稚園）を利用する年収３６０万円未満相当世帯等に、給食費の一部を給付し

ました。 

対象者  ５２人    補助実績  １，０２５，５２７円 

※限度額：副食費…4,500円／月 主食費…35円／日

３．幼児教育・保育の無償化対応事務職員設置補助金 

令和元年１０月から、幼児教育・保育の無償化が開始されたことに伴い、私立幼稚園及び民間保育施

設において申請書等の取りまとめ等を行っていることによる事務負担が発生していることに鑑み、 事

務職員の配置に要する費用について、その一部を補助しました。 

施設所在地 施設名称 補助金の名称 補助金額 

東習志野6-10-5 ホーリネス幼稚園 
私立幼稚園における幼児教育・保育の 

無償化対応事務職員設置補助金 
579,000円 

谷津1-16-1 

ﾓﾘｼｱ津田沼6階 

キッズ・ガーデン 

津田沼駅前園 

民間保育施設における幼児教育・保育の 

無償化対応事務職員設置補助金 
409,000円 

実籾3-13-15 みもみ幼稚園 
私立幼稚園における幼児教育・保育の 

無償化対応事務職員設置補助金 
579,000円 

茜浜2-2-1 

Mr.Max新習志野 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ内 

リトルガーデン 

新習志野 

民間保育施設における幼児教育・保育の 

無償化対応事務職員設置補助金 
238,000円 

合 計 1,805,000円 

※ リトルガーデン新習志野については、令和３年１１月から認可保育施設に移行したことから、令和３年

１０月まで補助しました。
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（民間保育施設入所児童助成事業) 

１．市内の認可外保育施設と一定の基準を満たした近隣市の認可外保育施設に入所した児童の保護者に対し、 

習志野市の認可保育所の保育料との差額を全額（ただし、限度額40,000円／月）助成しました。 

また、令和元年１０月からは、３～５歳児クラスについて、認可外保育施設の保育料が37,000円／月を超え

る場合に、限度額3,000円／月を幼児教育・保育の無償化の制度に上乗せして助成しました。 

＜市内施設＞ 

施 設 所 在 地 施 設 名 称 
助成 

対象者 

助成 

月数 
助成金額 

茜浜2-2-1Mr.Max新習志野 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ内 
リトルガーデン新習志野 27人  176月 2,038,700円 

谷津1-16-1ﾓﾘｼｱ津田沼6階 キッズ・ガーデン津田沼駅前園 64人 618月 15,458,000円 

大久保4-10-12 やひろ学園モンテッソーリ子供の家 14人 147月 666,600円 

合 計 3 施 設 105人 941月 18,163,300円 

※ リトルガーデン新習志野については、令和３年１１月から認可保育施設に移行したことから、令和３年

１０月分まで助成しました。

＜市外施設＞ 

施 設 所 在 地 施 設 数 
助成 

対象者 

助成 

月数 
助成金額 

千葉市 0 施 設 0人 0月 0円 

船橋市 4 施 設 63人 597月 5,376,800円 

八千代市 0 施 設 0人 0月 0円 

上記以外 1 施 設 1人 12月 36,000円 

合 計 5  施 設 64人 609月 5,412,800円 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

２．新型コロナウイルス感染症の拡大により、民間保育施設の利用を自粛した保護者に係る基本保育料の 

減免を行った設置者に対し、民間保育施設基本保育料を助成しました。 

＜市内施設＞ 

施 設 所 在 地 施 設 名 称 

延べ 

減免実施 

対象者 

延べ 

減免日数 
助成金額 

茜浜2-2-1Mr.Max新習志野 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ内 
リトルガーデン新習志野 23人  173日 515,756円 

谷津1-16-1ﾓﾘｼｱ津田沼6階 キッズ・ガーデン津田沼駅前園 142人 833日 2,701,683円 

合 計 2 施 設 165人 1,006日 3,217,439円 

※ リトルガーデン新習志野については、令和３年１１月から認可保育施設に移行したことから、令和３年

１０月分まで補助しました。

＜市外施設＞ 

施 設 所 在 地 施 設 数 

延べ 

減免実施 

対象者 

延べ 

減免日数 
助成金額 

船橋市 3 施 設 37人 173日 733,617円 

合 計 3  施 設 37人 173日 733,617円 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（民間保育施設賃借料等助成事業) 

１．市内に設置された２カ所の民間保育施設に対し施設賃借料の一部を助成しました。 

施 設 所 在 地 施 設 名 称 助 成 金 額 

茜浜2-2-1  

Mr.MAX新習志野ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ内 
リトルガーデン新習志野 650,000円 

谷津1-16-1 

モリシア津田沼6階 
キッズ・ガーデン津田沼駅前園 4,800,000円 

合 計 2 施 設 5,450,000円 

※ リトルガーデン新習志野については、令和３年１１月から認可保育施設に移行したことから、令和３

年１０月分まで補助しました。

２．新型コロナウイルス感染症への対応として、民間保育施設における当該感染症の感染拡大を防止する

観点から、備品の購入等に対する支援を行うとともに、職員が感染症対策の徹底を図りながら事業

を継続的に実施していくために必要な経費を助成しました。 

施 設 所 在 地 施 設 名 称 助 成 金 額 

津田沼2-17-1  

千葉工業大学津田沼ｷｬﾝﾊﾟｽ2階 
千葉工大ひまわり保育園 392,739円 

藤崎2-1-1 

ｱﾙﾒｰﾙ津田沼1階 ニチイキッズ津田沼ふじさき保育園 295,070円 

谷津1-16-1 

モリシア津田沼6階 
キッズ・ガーデン津田沼駅前園 500,000円 

大久保4-10-12 やひろ学園モンテッソーリ子供の家 400,000円 

津田沼4-11-4 ジェイビーナーサリーガーデン 43,818円 

東習志野6-11-30 ヤクルト東習志野保育室 103,547円 

茜浜2-5-2 ヤクルト茜浜保育室 103,547円 

谷津4-6-10 サンクレール谷津託児室 300,000円 

谷津4-4-22 

ローズベイ谷津2F ひまわり保育所 192,348円 

合 計 9 施 設 2,331,069円 

（私立幼稚園運営費等助成事業) 

令和元年１０月から開始された幼児教育・保育の無償化により、多くの保護者が保育料等の補助を 

受け経済的負担の軽減が図られる中で、対象施設等に通う無償化の対象外となっていた園児の保護者 

に対し、経済的負担の軽減を図るため、月２万円を上限に助成金を支給しました。 

対象者   ３２人     補助実績  ５，４２０，０００円 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

担 当 主 管 子 育 て 支 援 課 

（子育て支援課事務費） 

・ 習志野市での子育てを応援するための手引きとして、『ならしの子育てハンドブック２０２１』を

作成しました。＜発行部数：５,０００部＞

・ 共働きの子育て世代が増加する中、祖父母世代が孫育てに関わる機会も多くなってきていること

から、祖父母世代と子育て世代の良好なコミュニケーションづくりの一助として、『ならしの孫
まご

育て 

ハンドブック』を増刷しました。 ＜発行部数：３,０００部＞ 

・ 乳幼児連れでの外出時に、授乳やおむつ交換などで立ち寄ることができる場の提供として、公共施設、市内

の薬局、事業者の協力を得て、引き続き子育て応援ステーションを設置しました。＜協力店：２０店舗＞

・ 一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる地域社会の実現に寄与するため、子ども及びその保護

者等または妊婦にとって身近な場所で、市が認定した子育て支援コンシェルジュが子どもに関するサービスや

制度に係る相談及び情報提供を行い、必要に応じて関係機関につなげました。

＜実施場所：８カ所＞

（こども部窓口・習志野市こどもセンター・東習志野こども園こどもセンター・

杉の子こども園こどもセンター・袖ケ浦こども園こどもセンター・大久保こども園こどもセンター・ 

新習志野こども園こどもセンター・きらっ子ルームやつ） 

＜相談件数：５，２９６件＞ 

（ブックスタート事業） 

絵本を通して、親子のふれあいのきっかけをつくることを目的に、生後４か月を迎えた赤ちゃんに対し、健

康支援課が開催する４か月児健康相談の場において、ブックスタートパック（絵本とコットンバッグ）を贈呈

しました。また、贈呈する絵本を既に持っている方に対しては、他の２種類の絵本から選択していただき、贈

呈しました。 

これまで民生委員児童委員の協力のもと配布を行っておりましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、令和２年７月から健康支援課職員協力のもと実施しました。４か月児健康相談を中止していた期間の対象

者については、申し出により随時配布しました。 ＜配布数：８９４セット＞ 

相談内容 相談件数 

身体面 834 

精神発達 533 

栄養 679 

育児一般 749 

保護者の問題 443 

家庭の問題 88 

入所・入園 607 

子育て支援サービスの提供 1,322 

その他 41 

合計 5,296 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（子どもの医療費等助成事業） 

子どもの保健と福祉の増進を図り、子育て家庭の経済的負担を軽減することを目的として、子どもの医療

に要する費用を負担した保護者に、保険診療分の一部または全部を助成しました。 

【対象医療】 通院及び１日以上の入院 

助成年齢 
現物給付分 償還払い分 

延件数 助成額 延件数 助成額 

０歳児 16,678件 38,777,517円 726件 6,294,525円 

１歳児 24,317件 38,435,935円 288件 1,086,727円 

２歳児 22,542件 32,414,622円 219件 680,600円 

３歳児 22,485件 32,444,016円 234件 669,941円 

４歳児 21,806件 31,488,532円 249件 797,452円 

５歳児 22,145件 34,729,086円 160件 475,390円 

６歳児(就学前)  10,159件 13,869,779円  129件 428,823円 

小学１年生 20,528件 42,767,598円 170件 1,167,279円 

小学２年生 19,552件 40,363,826円 159件 520,907円 

小学３年生 19,130件 39,904,263円 177件 586,485円 

小学４年生 18,661件 38,027,528円 131件 722,872円 

小学５年生 16,273件 34,752,466円  126件 1,321,522円 

小学６年生 15,692件 33,712,517円 143件 1,703,147円 

中学１年生 15,134件 33,356,992円 90件 558,695円 

中学２年生 13,654件 32,256,071円  109件 979,810円 

中学３年生 14,121件 33,092,962円 115件 897,143円 

合 計 292,877件 550,393,710円 3,225件 18,891,318円 

※ 小学４年生～小学６年生の通院に係る医療費は、平成２６年１２月診療分以降助成

※ 中学１年生～中学３年生の通院に係る医療費は、平成２７年８月診療分以降助成
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（ファミリー・サポート・センター運営事業） 

【育児支援ファミリー・サポート・センター】 

育児の援助ができる人と育児の援助を受けたい人を会員として登録し、会員間の相互による育児の援助

活動を支援しました。 

・会員数  ２，６４２人（内訳：利用会員 ２，２２４人・提供会員 ３５３人・両方会員 ６５人） 

・活動件数  ２，００１件

【ショートステイ・ファミリー・サポート・センター】 

宿泊を伴う育児支援ができる人と援助を受けたい人を会員として登録し、出産や入院、冠婚葬祭への 

出席などの際に、身内の支援が受けられない場合に、会員間の相互による援助活動を支援しました。 

・会員数  １，３７５人（内訳：利用会員 １，２６７人・提供会員 ７５人・両方会員 ３３人） 

・活動件数     ０件 

【一時預かりファミリー・サポート・センター】 

一時預かりの援助ができる人と援助を受けたい人を会員として登録し、各こどもセンター及びきらっ子

ルームやつを活動場所として、会員間の相互による援助活動を支援しました。 

※令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。

・会員数 １，７５３人（内訳：利用会員 １，５７８人・提供会員 １２６人・両方会員 ４９人） 

・活動件数 ０件 

【ひとり親利用料半額助成】 

ひとり親家庭等の就労支援及び育児負担の軽減を図ることを目的に、ひとり親家庭等を対象に 

ならしのファミリー・サポート・センターの利用料の半額を助成しました。 

・助成対象者  おおむね６か月から小学校６年生までの子どもがいる、児童扶養手当または 

ひとり親家庭等医療費等助成を受給していて、ならしのファミリー・サポート・ 

センターに会員登録をしている、ひとり親家庭等の父母及び養育者 

・助成認定者  ３名 

・助成利用件数 ２７９件

・助成決定額 １３９，８５０円 （家事支援、交通費及び食費及びキャンセル料は助成対象外） 

（家事支援ファミリー・サポート・センター運営事業） 

家事等の援助ができる人と援助を受けたい人を会員として登録し、保護者が妊娠、出産、傷病等の理由に 

より家事等を行うことが困難な場合に、会員間の相互による家事の援助活動を支援しました。 

・会員数  ２，００７人（内訳：利用会員 １，７６４人・提供会員 １９３人・両方会員 ５０人） 

・活動件数     ５５件 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

（病児・病後児保育事業） 

子どもが病気の時に、医療機関による入院治療の必要はないものの、家庭の都合や仕事の都合などで 

育児が困難な期間について、医療機関に付設された施設で保育を実施しました。 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、確定診断がついたお子さんのみの保育を実施しました。

実 施 施 設 利用者数（延べ） 

千葉県済生会習志野病院 キッズケアルームなでしこ 36人 

津田沼中央総合病院 ケアルームつくしんぼ 56人 

合 計 92人 

実 施 施 設 
キャンセル数 

※ 

利用できなかった 

人数（延べ） 

千葉県済生会習志野病院 キッズケアルームなでしこ 17人 27人 

津田沼中央総合病院 ケアルームつくしんぼ 38人 2人 

合 計 55人 29人 

※キャンセル数：病状の改善や自宅療養が可能になったこと等により、利用しなくなった数

【習志野市病児・病後児保育事業者支援金】 

病児・病後児保育事業について、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら運営することが 

求められ、利用者数が大幅に減少している中でも事業を継続する事業実施者を支援し、事業の安定、 

継続した運営を図るため、支援金を交付しました。 

・支援金交付額  １，０００，０００円×２施設＝２，０００，０００円 

（子ども家庭総合支援拠点運営事業） 

家庭における児童養育についての各種相談受付件数 

相  談 種 別 受 付 件 数 

性格・知能・言語 224件 

学校生活・不登校 2件 

非 行 300件 

家 族 関 係 (虐 待 ) 10,521件 

環 境 福 祉 6,068件 

心 身 障 害 100件 

そ の 他 15件 

合 計 17,230件 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

（こどもを守る地域ネットワーク事業） 

地域において支援を必要とする子どもや家庭に対し、子育て家庭に関わる機関・団体が連携し、 

問題認識を共有し、それぞれの機関が持つ機能を生かした取り組みや活動を通じて虐待の未然防止 

並びに適切な支援が図られるために会議を開催しました。 

※令和３年度第２回代表者会議は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。

・代表者会議 １回（５月） 

・実務者会議  ６回（４月、６月、８月、１０月、１２月、１月） 

・個別支援会議 ３２回（随時） 

（養育支援家庭訪問事業） 

概ね１歳未満の子どもの育児が困難と思われる家庭に対し、家庭相談員、保健師等が訪問し 

具体的な育児に関する技術支援を行いました。 

・対象世帯数    ９件     ・訪問件数    ２９件 

（児童入所施設措置事業） 

・母子生活支援施設措置…母子生活支援施設の実施状況  １件 

経済的な理由や住居がない等の事情のため、児童の監護が十分にできない母子を施設に入所させ、 

自立に向けて支援しました。 

・助産施設措置    …助産施設の実施状況      ０件 

保健上必要があるにも関わらず、経済的理由により、入院助産を受けることができない妊産婦を 

施設に入所させ、助産を受けられるようにする制度です。 

（子育て短期支援事業） 

保護者が疾病、疲労その他の身体上もしくは精神上または環境上の理由により、家庭において一時的に 

児童を養育することが困難な家庭に対し、市が委託契約した児童福祉施設において、一定期間養育・保護 

を行います。 

※令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、委託施設での受け入れが中止となっており、

利用なし。

・業務運営関係委託料（決算額：０円） （単位：日） 

年齢 世帯 利用料／日 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 

２歳未満 

生活保護世帯 10,700円 － － － － 

市民税非課税世帯 9,600円 － － － － 

その他（市民税課税）世帯 5,350円 － － － － 

２歳以上 

生活保護世帯 5,500円 － － － － 

市民税非課税世帯 4,500円 － － － － 

その他（市民税課税）世帯 2,750円 － － － － 

・利用日数 ０日 ・利用人数 ０人 
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 款 項 目（名 称） ３・２・２（母子父子福祉費） 決 算 額 433,741,452 

担 当 主 管 子 育 て 支 援 課 

（児童扶養手当支給事業） 

ひとり親家庭等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図ることを目的として、１８歳に達する

日以後最初の３月３１日までの児童または一定の障害の状態にある２０歳未満の児童を監護している方に、

児童扶養手当を支給しました。 

＜手当額＞ 

・児童１人の場合（所得に応じて１０円きざみ）

令和３年３月１日～令和４年３月３１日 （月額）４３，１６０円～１０，１８０円 

・第２子加算

令和３年３月１日～令和４年３月３１日 （月額）１０，１９０円～ ５，１００円 

・第３子以降加算

令和３年３月１日～令和４年３月３１日 （月額） ６，１１０円～ ３，０６０円 

区分 延月人数 支給額 

全部支給者 3,840人 165,088,180円 

一部支給者 3,612人 102,188,510円 

加算額 
第２子 2,663人 24,504,070円 

第３子以降  569人 3,237,680円 

法第１３条の２（※１） 3,954,600円 

法第１３条の３（※２） 399,680円 

計 299,372,720円 

※１ 公的年金等による支給制限を受けた支給者

※２ 支給開始から５年経過等による支給制限を受けた支給者

＜年度末受給資格者数＞ 

受給資格者 全部支給 一部支給 全部支給停止 

742人 308人 297人 137人 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

（ひとり親家庭等医療費等助成事業） 

ひとり親家庭等の福祉の増進を図り、経済的負担を軽減することを目的として、ひとり親家庭等の父ま

たは母並びに１８歳に達する日以後最初の３月３１日までの児童または一定の障害の状態にある２０歳未

満の児童の医療費等の一部または全部を助成しました。 

【対象医療】通院及び１日以上の入院 

現物給付分 償還払い分 

延件数 助成額 延件数 助成額 

4,476件 8,659,479円 6,628件 16,260,284円 

※令和２年１１月１日～自己負担金改正：通院１回及び入院１日３００円（市民税所得割非課税は無料）

※令和３年１１月１日～受給券発行による現物給付方式の導入

（ひとり親家庭自立支援事業） 

ひとり親家庭の経済的な自立を支援するため、ひとり親家庭の父または母の主体的な能力開発の取り組

みや生活の安定に資する資格の取得に対して、給付金を支給しました。 

また、高等学校を卒業していないひとり親の学び直し及び児童の進学を支援することで、正規雇用を中

心とした就業につなげ、経済的な自立を促進するため給付金を支給しました。 

・自立支援教育訓練給付金

指定された一般教育訓練講座等受講修了者に対して、受講費用の６０％に相当する額を支給しました。 

（年間２００，０００円を上限とし、１２，０００円以下の講座は除く。） 

・高等職業訓練促進給付金

資格を取得するための養成機関において１年以上（令和３年度に限り６月以上）のカリキュラムを

修業し、対象資格の取得が見込まれる者に対して支給しました。 

・高等職業訓練修了支援給付金

資格を取得するための養成機関においてカリキュラムを修了した者に対して支給しました。 

・高等学校卒業程度認定試験受講修了時給付金

高等学校卒業程度認定試験の合格を目指す講座の受講修了者に対して、受講費用の４割を支給しまし

た。（１００，０００円を上限とする。） 

・高等学校卒業程度認定試験合格時給付金

講座の受講修了から２年以内に高等学校卒業程度認定試験全科目を合格した者に対して、受講費用の

２割を支給しました。（受講修了時給付金と合わせて１５０，０００円を上限とする。） 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

＜支給人数・支給額＞ 

事業 支給人数 

１月あたりの支給額 

支給額 

非課税世帯 課税世帯 

自立支援教育訓練給付金 4人 286,880円 

高等職業訓練促進給付金 7人 

100,000円  

（最終1年間：

140,000円） 

70,500円 

（最終1年間： 

110,500円） 

5,536,500円 

高等職業訓練修了支援給付金 1人 50,000円 25,000円 25,000円 

高等学校卒業程度認定試験受

講修了時給付金 
1人 56,560円 

高等学校卒業程度認定試験合

格時給付金 
1人 28,280円 

（子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）支給事業） 

 新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、ひとり親世帯に対し、その実情を踏まえた生活 

の支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）を支給しました。 

＜支給対象者・支給額＞ 

１．基本給付（児童１人につき５万円 令和２年８月以降支給） 

（１）令和３年４月分児童扶養手当受給者 

 ６２０世帯 児童数 ８８４人  ４４，２００，０００円 

（２）公的年金給付等を受給していることにより、令和３年４月分の児童扶養手当を受給していない者 

 ３１世帯 児童数  ４７人   ２，３５０，０００円 

（３）新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、直近の収入が児童扶養手当の水準に 

下がった者 

８９世帯 児童数 １３６人   ６，８００，０００円 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

 款 項 目（名 称） ３・２・３（保育所施設費） 決 算 額 1,909,136,523 

担 当 主 管 こ ど も 保 育 課 

（保育所運営費） 

１．保育所等別入所状況 

①令和３年４月１日現在入所状況 ( )は内書 （単位：人） 

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 定員 入所率 管外受託 

藤崎 26 24 21 22 20 6 119 123 96.7％ － 

谷津 23 18 22 21 19 2 105 109 96.3％ （1）

大久保第二 28 23 25 23 15 3 117 126 92.9％ － 

本大久保第二 － － － 21 19 4 44 47 93.6％ － 

菊田第二 － － － 30 24 8 62 57 108.8％ － 

秋津 24 29 24 22 14 2 115 137 83.9％ （1）

谷津南 28 28 30 30 30 7 153 160 95.6％ － 

市立保育所合計 129 122 122 169 141 32 715 759 94.2％ （2）

東習志野 36 32 30 24 24 10 156 152 102.6％ （1）

杉の子 17 15 15 15 14 6 82 77 106.5％ － 

袖ケ浦 29 29 22 21 18 5 124 125 99.2％ － 

大久保 32 26 30 29 20 9 146 150 97.3％ （1）

新習志野 4 10 3 － － － 17 30 56.7％ （1）

市立こども園合計 118 112 100 89 76 30 525 534 98.3％ （3）

(私)かすみ 20 21 21 17 15 7 101 90 112.2％ （3）

(私)若松すずみ 29 29 30 30 29 7 154 150 102.7％ （4）

(私)明徳そでにの 23 24 24 24 20 8 123 110 111.8％ （2）

(私)アスクかなでのもり 20 19 19 16 15 8 97 80 121.3％ － 

(私)アスクかなでのもり第二 23 24 24 22 19 8 120 120 100.0％ － 

(私)キッズガーデン 25 24 26 22 20 6 123 120 102.5％ － 

(私)谷津みのり 29 18 30 18 15 6 116 138 84.1％ － 

(私)そらまめかなでの杜 34 39 39 24 20 12 168 150 112.0％ （4）

(私)ブレーメン津田沼 29 29 30 24 24 12 148 149 99.3％ （2）

(私)菊田みのり 39 40 40 18 15 6 158 171 92.4％ － 

(私)COO 本大久保 49 40 40 12 10 5 156 177 88.1％ （3）

(私)ＨＯＰＰＡ津田沼 17 17 18 18 15 9 94 96 97.9％ － 

(私)実籾 － － － 8 8 1 17 36 47.2％ － 

(私)そらまめ津田沼 6 6 30 24 20 5 91 140 65.0％ （6）

私立保育所合計 343 330 371 277 245 100 1,666 1,727 96.5％ （24）

(私)みのりつくし 21 25 25 15 15 12 113 105 107.6％ （1）

(私)ﾌ ﾚ゙ｰﾒﾝ実花 31 26 30 15 15 6 123 115 107.0％ （2）

(私)青葉幼稚園 30 30 30 12 10 9 121 121 100.0％ （2）

(私)第一くるみ幼稚園 6 4 3 － － － 13 18 72.2％ （4）

(私)習志野みのり幼稚園 0 0 9 － － － 9 48 18.8％ （1）

私立こども園合計 88 85 97 42 40 27 379 407 93.1％ （10） 
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※ 保育所運営費には含まれないが、入所状況全体を把握するため、こども園、私立保育所及び小規模保育

事業の実施状況も掲載。

( )は内書 （単位：人） 

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 定員 入所率 管外受託 

(小)ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ weepee みもみ 2nd － － － 10 3 0 13 19 68.4％ （2）

(小)ひまわり２nd － － － 6 6 3 15 18 83.3％ － 

(小)ひまわり３rd － － － 8 8 5 21 18 116.7％ － 

(小)サンライズ津田沼 － － － 8 8 3 19 19 100.0％ － 

(小)サンライズ奏の杜 － － － 6 6 4 16 18 88.9％ － 

(小)ひまわり － － － 6 6 2 14 18 77.8％ － 

(小)サンライズ谷津 － － － 7 6 0 13 15 86.7％ － 

(小)杜の子 － － － 6 11 0 17 19 89.5％ － 

（小）ロゼッタ － － － 5 2 1 8 18 44.4％ （1）

(小)ポピンズ － － － 6 6 5 17 18 94.4％ （1）

(小)みらいつむぎ谷津 － － － 6 3 2 11 19 57.9％ （1）

（小）ひまわり Sola － － － 7 7 4 18 19 94.7％ － 

小規模保育事業合計 － － － 81 72 29 182 218 83.5％ （5）

管外委託 8 11 11 15 8 6 59 － － － 

合 計 686 660 701 673 582 224 3,526 3,645 － （44） 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

②令和４年３月１日現在入所状況 ( )は内書 （単位：人） 

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 定員 入所率 管外受託 

藤崎 24 24 25 22 20 6 121 123 98.4％ － 

谷津 23 18 22 21 20 3 107 109 98.2％ （3） 

大久保第二 27 21 25 23 15 3 114 126 90.5％ （2） 

本大久保第二 － － － 22 20 4 46 47 97.9％ － 

菊田第二 － － － 30 25 9 64 57 112.3％ － 

秋津 25 26 27 24 14 3 119 137 86.9％ （1） 

谷津南 27 28 30 30 30 9 154 160 96.3％ － 

市立保育所合計 126 117 129 172 144 37 725 759 95.5％ （6） 

東習志野 36 33 30 24 24 14 161 152 105.9％ （2） 

杉の子 18 17 15 15 15 6 86 77 111.7％ － 

袖ケ浦 29 32 24 24 20 8 137 125 109.6％ － 

大久保 32 27 29 29 20 9 146 150 97.3％ （3） 

新習志野 6 10 6 － － － 22 30 73.3％ （1） 

市立こども園合計 121 119 104 92 79 37 552 534 103.4％ （6） 

(私)かすみ 21 22 21 18 14 6 102 90 113.3％ （2） 

(私)若松すずみ 29 28 30 30 30 12 159 150 106.0％ （7） 

(私)明徳そでにの 24 24 24 24 19 15 130 110 118.2％ （8） 

(私)アスクかなでのもり 20 19 19 16 15 8 97 80 121.3％ － 

(私)アスクかなでのもり第二 22 24 24 22 20 8 120 120 100.0％ （1） 

(私)キッズガーデン 25 25 25 22 20 6 123 120 102.5％ － 

(私)谷津みのり 29 17 27 18 15 6 112 138 81.2％ （2） 

(私)そらまめかなでの杜 35 39 39 24 20 12 169 150 112.7％ （5） 

(私)ブレーメン津田沼 29 30 30 24 24 15 152 149 102.0％ （2） 

(私)菊田みのり 39 40 40 18 15 6 158 171 92.4％ （5） 

(私)COO 本大久保 48 39 39 12 10 5 153 177 86.4％ （3） 

(私)ＨＯＰＰＡ津田沼 16 17 19 18 15 9 94 96 97.9％ － 

(私)実籾 － － － 9 12 5 26 36 72.2％ （1） 

(私)そらまめ津田沼 6 10 30 24 20 6 96 140 68.6％ （7） 

（私）クニナ 0 1 5 12 12 9 39 73 53.4％ － 

(私)リトルガーデン 9 5 6 5 7 3 35 30 116.7％ （3） 

私立保育所合計 352 340 378 296 268 131 1,765 1,830 96.4％ （46）

(私)みのりつくし 22 26 25 15 15 12 115 105 109.5％ （1） 

(私)ﾌ ﾚ゙ｰﾒﾝ実花 33 25 31 15 15 6 125 115 108.7％ （3） 

(私)青葉幼稚園 30 30 30 12 10 9 121 121 100.0％ （4） 

（私）第一くるみ幼稚園 6 5 6 － － － 17 18 94.4％ （5） 

(私)習志野みのり幼稚園 0 0 16 － － － 16 48 33.3％ （1） 

私立こども園合計 91 86 108 42 40 27 394 407 96.8％ （14） 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

※ 保育所運営費には含まれないが、入所状況全体を把握するため、こども園、私立保育所及び小規模保育

事業の実施状況も掲載。

( )は内書 （単位：人） 

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 定員 入所率 管外受託 

(小)ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ weepee みもみ 2nd － － － 9 6 2 17 19 89.5％ （1）

(小)ひまわり２nd － － － 6 6 6 18 18 100.0％ （1）

(小)ひまわり３rd － － － 8 8 6 22 18 122.2％ － 

(小)サンライズ津田沼 － － － 7 8 6 21 19 110.5％ （1）

(小)サンライズ奏の杜 － － － 6 5 6 17 18 94.4％ － 

(小 )ひ ま わ り － － － 6 6 6 18 18 100.0％ － 

(小 )サ ン ラ イ ズ 谷 津 － － － 7 6 2 15 15 100.0％ － 

( 小 ) 杜 の 子 － － － 8 11 3 22 19 115.8％ － 

（小）ロゼッタ － － － 6 6 6 18 18 100.0％ （2）

(小 )ポ ピ ン ズ － － － 6 6 6 18 18 100.0％ － 

(小 )みらいつむぎ谷 津 － － － 5 8 3 16 19 84.2％ （2）

（小）ひまわり Sola － － － 7 7 5 19 19 100.0％ － 

小規模保育事業合計 － － － 81 83 57 221 218 101.4％ （7）

管外委託 13 10 13 17 14 8 75 － － － 

合 計 703 672 732 700 628 297 3,732 3,748 － （79） 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

２．一時保育の実施（民間認可保育園等を除く） 

谷津保育所、東習志野こども園、杉の子こども園、袖ケ浦こども園及び大久保こども園の５カ所で 

一時保育を実施しました。 

（単位：人） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

谷津保育所 52 30 38 60 69 62 116 137 119 131 93 140 1,047 

東習志野こども園 126 100 112 108 130 137 153 148 152 150 132 167 1,615 

杉の子こども園 129 119 146 136 143 138 153 155 153 134 114 166 1,686 

袖ケ浦こども園 124 95 119 135 145 75 113 134 143 132 97 148 1,460 

大久保こども園 121 102 125 97 112 97 104 112 110 92 92 93 1,257 

合計 552 446 540 536 599 509 639 686 677 639 528 714 7,065 

※ 保育所運営費には含まれないが、入所状況全体を把握するため、こども園の実施状況も掲載。

３．産休明け保育の実施（民間認可保育園を除く） 

本大久保第二保育所、菊田第二保育所、東習志野こども園、杉の子こども園、袖ケ浦こども園及び大久

保こども園の６カ所で産休明け保育を実施しました。 

（単位：人） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

本大久保第二保育所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

菊田第二保育所 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 7 

東習志野こども園 0 0 0 1 2 2 1 0 1 1 1 1 10 

杉の子こども園 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

袖ケ浦こども園 1 1 1 0 1 2 1 1 0 0 2 2 12 

大久保こど も 園 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 3 3 2 1 3 4 2 1 1 1 3 5 29 

※ 保育所運営費には含まれないが、入所状況全体を把握するため、こども園の実施状況も掲載。

４．時間外保育の実施（こども園長時間児・民間認可保育園を除く） 

市立７保育所で時間外保育（午前7時～8時30分・午後4時30分～7時）を実施しました。 

（単位：人） 

時間外保育 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

637 635 647 647 645 633 624 618 622 621 620 619 7,568 

※ 時間外保育利用者については、平成２７年度より、保育標準時間に含まれるため、各月の標準認定者を

記載しました。

５．所庭開放等の実施 

各保育所で所庭開放を計画しましたが新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から一部のみ実施しました。 

７保育所 所庭開放日数 １４回 参加者６３人
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６．保育所研修の実施 

保育所職員（こども園含む。）の資質向上を図るために、保育・給食・保健等の各分野における研修会 

や研究会への参加を促進しました。 

＜研修内容＞ 

市内部研修：園長研修会、教頭研修会、教務主任会、幼保小関連研修会、特別支援研修、幼保合同特別

研修、職種別研修（所長・主任）、園内研究、所内研修、学級運営支援事業、 

 教育課程研修会、実技研修会 

市外部研修：令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、紙面及びオンラインで実施しま 

した。 

７．実費徴収に係る補足給付事業 

公立保育所を利用する年収３６０万円未満相当世帯等に、日用品の現物給付と行事参加費用の一部を給

付しました。 

対象者   １人    補助実績   １，０８０円 

※限度額：２，５００円／月

（管外保育運営費） 

千葉市 他１３自治体に、計８０施設、全１６１人の児童を委託しました。 

支弁額（円） 施設数（園） 延人数（人） 

保育所 66,390,384 53 584 

小規模保育事業所 13,541,740 7 66 

こども園 42,335,640 16 622 

事業所内保育・幼稚園 7,181,082 4 97 

計 129,448,846 80 1,369 

担 当 主 管 こ ど も 政 策 課 

（保育所施設管理事業） 

 新型コロナウイルス感染症対策として、市立２保育所（谷津・秋津）の遊戯室に空気調和設備を整備し

ました。また、市立４保育所（藤崎・大久保第二・本大久保第二・谷津南）の児童用トイレの手洗い水栓

及び市立６保育所（藤崎・谷津・本大久保第二・菊田第二・秋津・谷津南）の乳児室等の手洗い水栓を手

動式から自動式に改修しました。 

その他、老朽化等に伴う施設の工事・修繕を実施しました。 

修繕  谷津保育所 砂場枠修繕、その他２６件 

工事  本大久保第二保育所 ＧＨＰ改修工事、その他１３件 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名 称） ３・２・４（こ ど も 園 費） 決 算 額 354,059,597 

担 当 主 管 こ ど も 保 育 課 

（こども園運営費） 

１．こども園入所状況（再掲） 

令和３年４月１日現在入所状況（長時間児） （ ）は内書 （単位：人） 

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 定員 入所率 管外受託 

東習志野 36 32 30 24 24 10 156 152 102.6％ （1） 

杉の子 17 15 15 15 14 6 82 77 106.5％ － 

袖ケ浦 29 29 22 21 18 5 124 125 99.2％ － 

大久保 32 26 30 29 20 9 146 150 97.3％ （1） 

新習志野 4 10 3 － － － 17 30 56.7％ （1） 

合 計 118 112 100 89 76 30 525 534 98.3％ （3） 

令和４年３月１日現在入所状況（長時間児） （ ）は内書 （単位：人） 

５歳児 ４歳児 ３歳児 ２歳児 １歳児 ０歳児 計 定員 入所率 管外受託 

東習志野 36 33 30 24 24 14 161 152 105.9％ （2） 

杉の子 18 17 15 15 15 6 86 77 111.7％ － 

袖ケ浦 29 32 24 24 20 8 137 125 109.6％ － 

大久保 32 27 29 29 20 9 146 150 97.3％ （3） 

新習志野 6 10 6 － － － 22 30 73.3％ （1） 

合 計 121 119 104 92 79 37 552 534 103.4％ （6） 

園児数、学級数の状況(令和３年５月１日現在) （短時間児） 

（単位：学級・人） 

令 和 ３ 年 度

３ 歳 児 ４ 歳 児 ５ 歳 児 計 

学級数 園児数 学級数 園児数 学級数 園児数 学級数 園児数 

東習志野 2 13 2 17 3 29 7 59 

杉の子 2 20 2 19 2 22 6 61 

袖ケ浦 2 22 3 35 2 22 7 79 

大久保 3 17 2 16 2 24 7 57 

新習志野 2 19 1 19 1 20 4 58 

合 計 11 91 10 106 10 117 31 314 
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２．一時保育の実施（再掲） 

東習志野、杉の子、袖ケ浦及び大久保の４こども園で一時保育を実施しました。 （単位：人） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

東習志野 126 100 112 108 130 137 153 148 152 150 132 167 1,615 

杉の子 129 119 146 136 143 138 153 155 153 134 114 166 1,686 

袖ケ浦 124 95 119 135 145 75 113 134 143 132 97 148 1,460 

大久保 121 102 125 97 112 97 104 112 110 92 92 93 1,257 

合 計 500 416 502 476 530 447 523 549 558 508 435 574 6,018 

３．産休明け保育の実施（再掲） 

東習志野、杉の子、袖ケ浦及び大久保の４こども園で産休明け保育を実施しました。 （単位：人） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

東習志野 0 0 0 1 2 2 1 0 1 1 1 1 10 

杉の子 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

袖ケ浦 1 1 1 0 1 2 1 1 0 0 2 2 12 

大久保 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 1 1 1 1 3 4 2 1 1 1 3 3 22 

４．時間外保育の実施 

市立５こども園で時間外保育（午前7時～8時30分・午後4時30分～7時）を実施しました。 

（単位：人） 

時間外保育 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

467 474 475 477 477 473 471 468 470 472 472 473 5,669 

※時間外保育利用者については、平成２７年度より、保育標準時間に含まれるため、各月の標準認定者を

記載しました。

５．子育てふれあい広場の実施 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、１０月まで中止しました。 

１１月より各施設予約制・参加人数限定で開催しました。 

施 設 名 実施回数（回） 参加世帯数（組） 

東習志野 1 7 

杉の子 1 8 

袖ケ浦 1 10 

大久保 0 0 

新習志野 1 5 

合 計 4 30 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

６．こどもセンター利用状況 

施 設 名 
稼働日数 

（日） 

利用者数合計 

（人） 

（内訳） 

児童数（人） 保護者数（人） 

東習志野 293 4,137 2,229 1,908 

杉の子 293 4,715 2,485 2,230 

袖ケ浦 293 5,227 2,860 2,367 

大久保 293 3,468 1,877 1,591 

新習志野 293 3,955 2,156 1,799 

合 計 1,465 21,502 11,607 9,895 

７．預かり保育の実施 

市立５こども園で、預かり保育（午後2時～5時・長期休業中は午前9時～午後5時）を実施しました。 

実施日数   ５園計 １，１３１日 

利用人数   延べ １０，６５８人 

８．鹿野山自然体験活動の実施 

５歳児を対象に『習志野市立鹿野山少年自然の家』（君津市）を利用して、日帰りで鹿野山自然体験活

動を実施しました。豊かな自然の中で植物や生き物に触れることで自然に対しての興味・関心を高め、体

を動かして活動し充実感を味わうことができました。 

園 名 期 日 参加園児数 

東習志野 １０月２２日 63人 

杉の子 １０月２１日 40人 

袖ケ浦 １０月２７日 50人 

大久保 １０月２８日 57人 

新習志野 １０月２０日 23人 

９．実費徴収に係る補足給付事業 

公立こども園を利用する年収３６０万円未満相当世帯等に、日用品の現物給付と行事参加費用の一部を

給付しました。 

対象者   ７人    補助実績   ８，７４７円 

※限度額：２，５００円／月
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担 当 主 管 こ ど も 政 策 課 

（こども園施設管理事業） 

新型コロナウイルス感染症対策として、東習志野こども園の遊戯室に空気調和設備を整備しました。 

また、全ての市立こども園の乳児室等の手洗い水栓を手動式から自動式に改修しました。 

その他、老朽化等に伴う施設の工事・修繕を実施しました。 

修繕  袖ケ浦こども園 雑排水ポンプ修繕、その他１３件 

工事  東習志野こども園 遊戯室空気調和設備工事、その他１１件 

（（仮称）向山こども園整備事業） 

施設整備設計及び向山小学校前面道路整備工事に伴う事前調査を実施しました。 

委託 （仮称）向山こども園整備及び向山小学校長寿命化改修設計業務委託、その他２件 

（（仮称）藤崎こども園整備事業） 

施設整備設計及び測量を実施しました。 

委託 （仮称）藤崎こども園整備設計業務委託、その他１件 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名 称） ３・２・５（地域子育て支援拠点費） 決 算 額 21,499,329 

担 当 主 管 子 育 て 支 援 課 

（こどもセンター運営事業） 

主に就学前の子どもと保護者が遊び、交流できる場の提供、子育てに関する情報の提供や相談を受けるこ

とで、孤立しがちな子育て家庭の負担軽減を図りました。 

 利用状況 

施 設 名 
稼働日数 

（日） 

利用者数合計 

（人） 

（内 訳） 

児童数（人） 保護者数（人） 

習志野市こどもセンター 293 17,132 9,247 7,885 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、人数等の制限を設けて運営。

こどもセンター園庭を活用し、乳幼児の子どもを持つ子育て家庭が木々や土がある環境の中で自由に安心して

遊ばせられる乳幼児専用プレーパークを、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら、園庭開放の際に

随時実施しました。 

また、一日プレーパーク（年３回）、こどもセンター利用者を対象とした市民講座、月１回程度の学習会・各

種講座については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止といたしました。 

（つどいの広場運営事業） 

主に乳幼児（０～３歳）を持つ親とその子どもが気軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で語り合い、 

交流を図る場をつくることにより、孤立しがちな子育て家庭の負担軽減を図りました。 

きらっ子ルームやつにおいては、運営業務委託を行いました。 

きらっ子ルームやつ委託先事業者：ナーチャーウィズ株式会社 

利用状況 

施 設 名 
稼働日数 

（日） 

利用者数合計 

（人） 

（内 訳） 

児童数（人） 保護者数（人） 

きらっ子ルームやつ 284 4,185 2,187 1,998 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、人数等の制限を設けて運営。
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 款 項 目（名 称） ３・２・６(心身障がい児通園施設費) 決 算 額 322,268,530 

担 当 主 管 あじさい療育支援センター 

（あじさい療育支援センター運営費） 

１．福祉型児童発達支援 

満３歳から就学前までの知的または発達に障がいや課題のある児童への療育指導を行いました。 

利用状況 ・開所日数 ２２８日 

・延利用者数 ５，２８２人 実利用者数 ３０人 

年齢別人数（年度末現在在籍数 ３０人） 

２．医療型児童発達支援 

満１歳から就学前までの肢体等に障がいや課題のある児童及びその保護者の療育指導を行いまし

た。 

利用状況 ・開所日数 ２２８日 

・延利用者数 ４３９人 実利用者数 １１人 

年齢別人数（年度末現在在籍数 ９人） 

３．相談支援事業 

利用状況 

・開所日数 ２４２日 

・契約者数（年度末現在） １２１名 

＜障害児相談支援＞

・障害児支援利用計画作成件数（延件数） １２４件

・継続障害児支援利用援助

（モニタリング）実施件数（延件数） ２５５件 

・一般相談件数 ７６件 

４．その他の活動状況 

① 主な行事

・療育参観 ・夏のお楽しみ会 ・運動会 ・所外活動 ・冬のお楽しみ会

・修了式

② その他

・通常療育外の預かり保育 ・職員研修 ・就学支援 ・実習生受入

２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 

2人 3人 13人 12人 30人 

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 

0人 4人 2人 0人 0人 3人 9人 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

担 当 主 管 ひまわり発達相談センター 

（ひまわり発達相談センター運営費） 

成長又は発達に不安や課題がある児童及びその保護者に対し、相談及び指導を行いました。 

１．利用者の状況 

就学前児童 
就学児等 

合計 
小学生 中学生 高校生 計 

実 人 数 528人 148人 26人 2人 176人 704人 

延 人 数 4,515人 519人 99人 3人 621人 5,136人 

（１）相談 

成長発達上において不安や心配のある子どもの状況について相談を行いました。 

① 初回面接（実人数）

・就学前児童 ２０９人 ・就学児等 １７６人

② 医師による相談（延人数）

就学前 小学生 中学生 高校生 合計 

小児科 13人 2人 0人 0人 15人 

児童精神科 2人 4人 1人 0人 7人 

合 計 15人 6人 1人 0人 22人 

③ その他の相談（延人数）

就学前児童 就学児等 計 

施設・学校等訪問 8人 23人 31人 

電 話 517人 274人 791人 

保護者との面接 222人 147人 369人 

合 計 747人 444人 1,191人 

（２）指導 

就学前児童に対して、その成長発達上の課題に応じた指導を行いました。（延人数） 

内 容 個別指導 複数指導 グループ指導 合 計 

言 語 362人 346人 0人 708人 

発 達 1,900人 195人 393人 2,488人 

運 動 295人 2人 66人 363人 

合  計 2,557人 543人 459人 3,559人 

２．乳幼児個別支援計画の作成状況 

成長や発達に課題のある就学前の児童について対象児の状況に応じた継続的な支援を行うため、個別

支援計画の作成に取り組みました。５歳児については、関係機関と連携を図り、小学校等への引継ぎを行

いました。 

・新規作成人数 １１５人 ・継続作成人数 ８０人
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

３．巡回相談 

幼稚園、保育所(園)、こども園等に出向き、成長発達に課題のある就学前の児童の対応について、幼

稚園等の職員及び保護者の相談に応じ、助言等を行いました。  

施 設 名 
公立 

幼稚園 

公立 

保育所 

公立 

こども園 

私立 

幼稚園 

私立 

保育園 

私立 

こども園 

こども 

ｾﾝﾀｰ 
その他 計 

実施施設数 6 7 5 2 11 4 1 5 41 

実施回数（実回数） 9回 15回 15回 3回 37回 21回 3回 5回 108回 

相談人数（延人数） 10人 15人 15人 3人 37人 21人 8人 5人 114人 

４．発達支援研修 

①発達支援基礎研修 

保育士、幼稚園教諭、保健師等を対象に、発達支援に関する基礎的な知識の習得をめざし、午前・

午後に異なる内容の講義を実施しました。 

午前 午後 延人数 

33人 37人 70人 

②発達支援研修（公開講座） 

発達障がい等に関する理解を推進することをめざして実施しました。新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため、発達支援に携わる関係者（１０人）は会場で、市民（１００人）はＺｏｏｍで受講と

し、後日ＹｏｕＴｕｂｅでも広く公開をしました（１か月限定、視聴回数計６１０回）。 

③発達支援研修（講師派遣型） 

幼稚園、保育所、こども園等を対象に、各施設に職員を講師として派遣し、研修を実施しました。 

・４施設 ４８人（延人数）

５．市民協働こども発達支援推進協議会 

市民協働の観点から発達支援施策の総合的な推進に向けて年２回会議を開催予定でしたが、うち１回

は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため書面開催としました。 

６．障がい児相談支援事業 

指定障害児相談支援事業所及び指定特定相談支援事業所の指定を受け、相談支援専門員が、福祉サー

ビス等利用者に対して、サービス等利用計画又は障害児支援利用計画の作成及び評価を行いました。 

・契約者数   ４人 

・障害児支援利用計画作成件数（延件数） ４件 

・継続障害児支援利用援助（モニタリング）実施件数（延件数） ４件 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

 款 項 目（名 称） ３・２・７(児童福祉措置費) 決 算 額 4,981,720,636 

担 当 主 管 子 育 て 支 援 課 

（児童手当支給事業） 

家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健全育成及び資質向上に資する

ことを目的として、中学３年生までの児童を養育している方に、児童手当を支給しました。 

＜手当額＞ 

児童一人につき 

・ ０歳から３歳未満 （月額）１５，０００円 

・ ３歳以上小学校修了前まで （月額）１０，０００円（第１子・第２子） 

（月額）１５，０００円（第３子以降） 

・ 中学生 （月額）１０，０００円 

・ 特例給付（所得制限限度額以上） （月額） ５，０００円

区分 月額 延児童数 支給額 年度末児童数 

０歳から 

３歳未満 

被用者 

第１子 

15,000円 

16,258人 243,870,000円 1,387人 

第２子 12,736人 191,040,000円 1,046人 

第３子以降 3,499人 52,485,000円 297人 

小計 32,493人 487,395,000円 2,730人 

非被用者 

第１子 

15,000円 

1,503人 22,545,000円 126人 

第２子 1,006人 15,090,000円 91人 

第３子以降 429人 6,435,000円 38人 

小計 2,938人 44,070,000円 255人 

特例給付 5,000円 4,642人 23,210,000円 387人 

３歳以上 

小学校 

修了前 

被用者 

第１子 
10,000円 

59,330人 593,300,000円 5,151人 

第２子 40,878人 408,780,000円 3,548人 

第３子以降 15,000円 9,632人 144,480,000円 773人 

小計 109,840人 1,146,560,000円 9,472人 

非被用者 

第１子 
10,000円 

7,261人 72,610,000円 633人 

第２子 4,821人 48,210,000円 420人 

第３子以降 15,000円 1,398人 20,970,000円 118人 

小計 13,480人 141,790,000円 1,171人 

特例給付 5,000円 29,175人 145,875,000円 2,541人 

中学生 
被用者・非被用者 10,000円 36,879人 368,790,000円 3,091人 

特例給付 5,000円 12,456人 62,280,000円 1,043人 

合計 241,903人 2,419,970,000円 20,690人 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（子育て世帯生活支援特別給付金（その他世帯分）支給事業） 

 新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対し、特別給付金（その他 

世帯分）を支給しました。 

＜支給額＞ 

 対象児童一人につき５０，０００円 

＜対象児童＞ 

平成１５年４月２日から令和４年２月２８日までの間に出生した児童 

 ※特別児童扶養手当の対象児童は、平成１３年４月２日から令和４年２月２８日までの間に出生した児童 

＜対象者＞ 

（１）令和３年４月から令和４年３月分の児童手当また特別児童扶養手当受給者のうち、 

令和３年度住民税均等割非課税の者 

（２）平成１５年４月２日から平成１８年４月１日までの間に出生した児童のみを養育する者のうち、 

令和３年度住民税均等割非課税の者 

（３）対象児童を養育する者のうち、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、 

令和３年１月以降で直近の収入が住民税均等割非課税水準に相当する者 

＜支給児童数・支給総額＞ 

１，１５９人   ５７，９５０，０００円 

（子育て世帯特別給付金支給事業） 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている０歳から１８歳までの児童を養育する保護者に対し、臨時特別 

給付金（以下「国給付金」とします。）を支給しました。※所得制限あり 

＜支給額＞ 

 対象児童一人につき１００，０００円 

＜対象児童＞ 

 平成１５年４月２日から令和４年３月３１日までの間に出生した児童 

＜対象者＞ 

（１）令和３年４月から令和４年４月分の児童手当本則給付受給者 

（２）平成１５年４月２日から平成１８年４月１日までの間に出生した児童のみを養育する者のうち、 

 児童手当本則給付受給者と同等の所得水準に相当する者 

＜支給児童数・支給総額＞ 

２２，５０２人   ２，２５０，２００，０００円 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（習志野市子育て世帯への臨時特別給付金（拡大給付）支給事業） 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている０歳から１８歳までの児童を養育する保護者のうち、所得制限に 

より国給付金を受給出来ない子育て世帯に対し、臨時特別給付金（拡大給付）を支給しました。 

＜支給額＞ 

 対象児童一人につき５０，０００円 

＜対象児童＞ 

 平成１５年４月２日から令和４年３月３１日までの間に出生した児童 

＜対象者＞ 

（１）令和３年４月から令和４年４月分の児童手当特例給付受給者 

（２）平成１５年４月２日から平成１８年４月１日までの間に出生した児童のみを養育する者のうち、 

 児童手当特例給付受給者と同等の所得水準に相当する者 

＜支給児童数・支給総額＞ 

４，５４８人   ２２７，４００，０００円 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） ３・２・８（放課後児童会費） 決 算 額 277,523,770 

担 当 主 管 児 童 育 成 課 

（放課後児童会運営費） 

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童の健全な育成と事故防止を図るために、遊びや生活の場を

提供しました。 

１．放課後児童会入会児童数                      （各年度５月１日現在） 

児   童   会   名 設   置   場   所 令和３年度 令和２年度 

袖 ケ 浦 西 児 童 会 袖ケ浦西小学校内 42人 50人 

大 久 保 児 童 会 
大 久 保 小 学 校 内 

67 75 

大久保第二児童会 42 44 

鷺 沼 児 童 会 
鷺 沼 小 学 校 内 

40 77 

鷺 沼 第 二 児 童 会 35 52 

鷺 沼 第 三 児 童 会 こどもセンター隣 35 

谷 津 第 一 児 童 会 

谷 津 小 学 校 内 

54 47 

谷 津 第 二 児 童 会 55 50 

谷 津 第 三 児 童 会 54 49 

谷 津 第 四 児 童 会 57 50 

大 久 保 東 児 童 会 大久保東小学校内 53 75 

東 習 志 野 児 童 会 

東習志野小学校内 

32 39 

東習志野第二児童会 33 39 

東習志野第三児童会 31 39 

実 花 児 童 会 
実 花 小 学 校 内 

42 42 

実 花 第 二 児 童 会 48 41 

つだぬま第一児童会 

津 田 沼 小 学 校 内 

51 49 

つだぬま第二児童会 49 48 

つだぬま第三児童会 37 37 

向 山 児 童 会 
向 山 小 学 校 内 

32 33 

向 山 第 二 児 童 会 30 26 

実 籾 児 童 会 実 籾 小 学 校 内 32 43 

藤 崎 第 一 児 童 会 
藤 崎 小 学 校 内 

38 42 

藤 崎 第 二 児 童 会 39 41 

屋 敷 児 童 会 

屋 敷 小 学 校 内 

44 44 

屋 敷 第 二 児 童 会 44 45 

屋 敷 第 三 児 童 会 37 37 

秋 津 児 童 会 秋 津 小 学 校 内 49 45 

袖 ケ 浦 東 児 童 会 袖ケ浦東小学校内 44 54 

香 澄 児 童 会 香 澄 小 学 校 内 43 50 

谷 津 南 児 童 会 

谷 津 南 小 学 校 内 

39 37 

谷津南第二児童会 53 45 

谷 津 南 第 三 児 童 会 55 45 

合 計 1,436 1,490 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

２．放課後児童会職員研修 

区 分 会 場 回  数 出 席 者 

放課後児童会職員研修会 市役所庁舎 他 12回 延494人 

※うち３回、書面研修

（放課後児童会施設整備事業） 

大久保小学校改築に伴う大久保・大久保第二児童会移転に向けての旧藤崎図書館の整備を行いました。 

また、令和４年４月１日から谷津第五児童会を開設するための整備を行いました。 
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・５・１（幼稚園費） 決 算 額 235,844,969 

担 当 主 管 こ ど も 保 育 課 

（幼稚園運営保育費) 

 １．園児数、学級数の状況(学校基本調査、各年度５月１日現在) （単位：学級・人） 

年度

 内訳

園名 

令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 

３ 歳 児 ４ 歳 児 ５ 歳 児 計 ３ 歳 児 ４ 歳 児 ５ 歳 児 計 

学級数 園児数 学級数 園児数 学級数 園児数 学級数 園児数 学級数 園児数 学級数 園児数 学級数 園児数 学級数 園児数 

谷 津 ― ― 1 23 2 45 3 68 ― ― 2 42 2 40 4 82 

津田沼 ― ― 1 12 1 15 2 27 ― ― 1 14 1 20 2 34 

屋 敷 ― ― 1 9 1 16 2 25 ― ― 1 13 1 21 2 34 

藤 崎 ― ― 1 13 1 24 2 37 ― ― 1 24 1 17 2 41 

大久保東 ― ― 1 8 1 9 2 17 ― ― 1 7 1 17 2 24 

向 山 ― ― 1 20 1 23 2 43 ― ― 1 21 1 24 2 45 

幼稚園合計 ― ― 6 85 7 132 13 217 ― ― 7 121 7 139 14 260 

東習志野 2 13 2 17 3 29 7 59 2 16 3 30 2 25 7 71 

杉の子 2 20 2 19 2 22 6 61 1 5 2 21 2 19 5 45 

袖ケ浦 2 22 3 35 2 22 7 79 2 22 2 26 3 39 7 87 

大久保 3 17 2 16 2 24 7 57 2 10 2 16 2 14 6 40 

新習志野 2 19 1 19 1 20 4 58 2 18 1 20 1 12 4 50 

こども園計 11 91 10 106 10 117 31 314 9 71 10 113 10 109 29 293 

合 計 11 91 16 191 17 249 44 531 9 71 17 234 17 248 43 553 

※幼稚園運営保育費には含まれないが、園児数・学級数の全体を把握するため、こども園(短時間児)の状況

も掲載。
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こども部 

主要な施策の概要  （単位：円） 

２．支援員の配置 

必要な支援の在り方が個別であることから、支援を要する幼児の状況に応じた支援員数の配置をして 

対応しました。 

支援員及び支援を要する幼児               （令和３年５月１日現在） 

園 名 支援員 支援を要する幼児の数 

谷 津 2 4 

津田沼 1 1 

屋 敷 0 0 

藤 崎 1 2 

大久保東 0 1 

向 山 2 4 

合 計 6 12 

３．預かり保育の実施 

市立幼稚園６園で、預かり保育（午後2時～5時・長期休業中は午前9時～午後5時）を実施しました。 

実施日数   ６園計 １，１４５日 

利用人数   延べ  ５，０２５人 

４．鹿野山自然体験活動の実施 

５歳児を対象に『習志野市立鹿野山少年自然の家』（君津市）を利用して、日帰りで鹿野山自然体験

活動を実施しました。豊かな自然の中で植物や生き物に触れることで自然に対しての興味・関心を高め、

体を動かして活動し充実感を味わうことができました。 

園 名 期 日 参加園児数 

谷津 １０月１９日 43人 

津田沼 １０月２０日 16人 

屋敷 １０月２１日 16人 

藤崎 １０月１９日 23人 

大久保東 １０月２８日  8人 

向山 １０月２０日 22人 

（幼稚園合計 １２８名） 

５．実費徴収に係る補足給付事業 

公立幼稚園を利用する年収３６０万円未満相当世帯等に、日用品の現物給付と行事参加費用の一部を給

付しました。 

対象者   １人    補助実績   ３，３４０円 

※限度額：２，５００円／月
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６. 子育てふれあい広場の実施

令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、１０月まで中止しました。

１１月より各施設予約制・参加人数限定で開催しました。

※子育てふれあい広場全体を把握するため、こども園の状況も掲載。

（幼稚園教育推進事業) 

幼児教育に携わる教職員の資質向上を図るため、各種研修内容の充実や研究会への参加を促進しました。 

また、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、研修の方法を対面、オンライン、紙面などで開催しました。

＜研修内容＞ 

市内部研修：園長研修会、教頭研修会、教務主任会、幼保小関連研修会、特別支援研修、 

幼保合同特別研修、職種別研修（所長・主任）、園内研究、所内研修、学級運営支援事業、 

教育課程研修会、実技研修会 

市外部研修：令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、紙面で実施しました。 

園 名 実 施 回 数（回） 参 加 世 帯 数（組） 

谷 津 幼 稚 園 1 16 

津 田 沼 幼 稚 園 0 0 

屋 敷 幼 稚 園 1 10 

藤 崎 幼 稚 園 1 6 

大 久 保 東 幼 稚 園 2 26 

向 山 幼 稚 園 1 12 

東 習 志 野 こ ど も 園 1 7 （再掲） 

杉 の 子 こ ど も 園 1 8 （再掲） 

袖 ケ 浦 こ ど も 園 1 10 （再掲） 

大 久 保 こ ど も 園 0 0 （再掲） 

新 習 志 野 こ ど も 園 1 5 （再掲） 

合 計 10 100 

担 当 主 管 こ ど も 政 策 課 

（幼稚園施設管理事業） 

新型コロナウイルス感染症対策として、全ての市立幼稚園の児童用トイレ等の手洗い水栓を手動式から

自動式に改修しました。 

その他、老朽化等に伴う施設の工事・修繕を実施しました。 

修繕  谷津幼稚園 幼児用小便器配管天井内漏水修理 その他１１件 

工事  大久保東幼稚園 空調機取替工事 その他９件 

（幼稚園空調整備事業） 

市立４幼稚園（屋敷・藤崎・大久保東・向山）について、令和元年度に賃貸借方式により設置した空調機

器を引き続き使用し、教育環境の充実を図りました。 
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都市環境部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款項目（名称） ４・１・９（環境対策費） 決 算 額 130,435,764 

担 当 主 管 環 境 政 策 課 

※（ ）書きは、前年度数値 

（環境審議会費） 

令和３年度の環境審議会は、令和４年度から令和１３年度を計画期間とする一般廃棄物処理基本計画

の策定に係る意見・助言を求めるため、審議会を１回、一般廃棄物処理基本計画策定部会を７回開催し

ました。 

審議会 

開 催 開催日 内 容 

第１回 令和４年１月１３日（木） 
【報告】習志野市一般廃棄物処理基本計画（案）について 

（一般廃棄物処理基本計画策定部会から中間報告） 

一般廃棄物処理基本計画策定部会 

開 催 開催日 内 容 

第１回 令和３年４月１２日（月） 【審議】習志野市一般廃棄物処理基本計画（案）について 

第２回 令和３年５月２１日（金） 
【審議】習志野市一般廃棄物処理基本計画（案）について 

ごみ処理施設の今後について 

第３回 令和３年６月１５日（火） 

【視聴】専用ネット袋での収集（試行） 

【視察】リサイクルプラザにおける分別処理 

【審議】習志野市一般廃棄物処理基本計画（案）について 

一般家庭ごみの処理について（ごみの分別につい

て） 

第４回 令和３年８月２６日（木） 【審議】習志野市一般廃棄物処理基本計画（案）について 

第５回 令和３年１２月１６日（木） 

【報告】習志野市一般廃棄物処理基本計画（案）に係るパブ

リックコメントの結果について 

【審議】習志野市一般廃棄物処理基本計画（答申案）につい

て 

第６回 令和４年２月４日（金） 【審議】習志野市一般廃棄物処理基本計画（案）について 

第７回 令和４年２月２１日（月） 【審議】習志野市一般廃棄物処理基本計画（案）について 

（環境政策課事務費） 

１．環境保全条例等に基づく規制及び監視他 

千葉市・船橋市・八千代市・習志野市合同事業 

陸上自衛隊習志野駐屯地第1空挺団降下訓練に係る航空機騒音調査 ２回（３回） 

令和３年１０月１４日（木） 輸送機 

令和３年１２月１４日（火） 大型ヘリコプター 

２．習志野市環境保全条例に規定する許可・認可等 

（１）工場等設置認可件数  １０件 （  ８件） 

（２）工場等変更認可件数  ２７件 （ ２９件） 

（３）特定建設作業許可件数 ４２８件 （３８９件） 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

※（ ）書きは、前年度数値 

３．習志野市環境保全条例に規定する改善命令等 

（１）命 令 ０件（０件） 

（２）勧 告 ０件（０件） 

（３）指 導 ２件（４件） 

（４）始末書 ０件（０件） 

４．習志野市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例に規定する 

申請（変更を含む）件数 ７件（２件） 

５．公害苦情相談件数 ４５件（８６件） 

（１）騒 音 ２７件（５４件） 

（２）振 動 ７件（ ６件） 

（３）悪 臭 ６件（１８件） 

（４）大気汚染 ２件（ ７件） 

（５）水質汚濁 ０件（ ０件） 

（６）地盤沈下 ０件（ ０件） 

（７）土壌汚染 ０件（ ０件） 

（８）そ の 他 ３件（ １件） 

６．「習志野市環境基本計画年次報告書（環境白書）データで見る習志野市の環境 令和３年版」 

市ホームページにてデータ公表、情報公開コーナー及び市内図書館に配架、国立国会図書館及び千葉

県文書館に送付。 

７．飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費助成金 

市内に生息する飼い主のいない猫の不妊・去勢手術を推奨することにより、飼育限度を超えた繁殖を

防止し、不必要な生命の処分並びに飼い主のいない猫に起因する被害及び迷惑等の減少を図るため、不

妊・去勢手術費の一部を助成しました。 

（１）助成金額：不妊 上限１０，０００円（１０，０００円） 

去勢 上限 ５，０００円（５，０００円） 

（２）交付件数：不妊  ６４匹（ ８１匹） 

去勢  ６８匹（ ５８匹） 

合計 １３２匹（１３９匹） 

（３）交付金額：９８０，０００円（１，１００，０００円） 

（地球温暖化対策事業） 

１．環境基本条例により６月を環境月間と定め、事業者及び市民の間に広く環境の保全についての関心と

理解を深めるとともに、積極的に環境の保全に関する活動を行う意欲を高めるため、習志野市・イオン

環境フェア等のイベントを毎年開催しておりますが、令和３年度においては、新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、中止しました。 

２．冬季の地球温暖化対策イベントとして、市民が地球温暖化問題について考え、行動を起こすきっかけ

を作るため、下記の場所、期間にて、「習志野市地球温暖化防止パネル展」を開催しました。 

中央公民館（１２月１０日（金）～１２月１４日（火）） 

谷津公民館（１２月１７日（金）～１２月２１日（火）） 

３．省エネ法に伴う提出書類作成等支援に係る業務委託 

エネルギーの使用の合理化等に関する法律（省エネ法）、地球温暖化対策の推進に関する法律（温対

法）に伴うエネルギー管理に対応した関連書類の作成を委託しました。 
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※（ ）書きは、前年度数値 

（住宅用省エネルギー設備普及促進事業） 

家庭における地球温暖化対策促進並びにエネルギーの安定確保及びエネルギー利用の効率化・最適化を

図るため、住宅用省エネルギー設備等を設置した市民に対し、その費用の一部を補助しました。 

１．太陽光発電システム 

（１）補助金額：上限９万円（１ｋＷあたり２万円） 

（２）交付件数：１３件（９件） 

（３）交付金額：８７０，０００円（６７９，０００円） 

２．定置用リチウムイオン蓄電システム 

（１）補助金額：上限１０万円 

（２）交付件数：４５件（４０件） 

（３）交付金額：４，４３５，０００円（４，０００，０００円） 

３．家庭用燃料電池システム（エネファーム） 

（１）補助金額：市営の都市ガス使用 上限３０万円 

その他ガス使用   上限５万円 

（２）交付件数：市営の都市ガス使用 ６件（２件） 

その他のガス使用  ０件（０件） 

（３）交付金額：１，８００，０００円（６００，０００円） 

４．太陽熱利用システム 

（１）補助金額：上限５万円 

（２）交付件数：０件（０件） 

（３）交付金額：０円（０円） 

５．窓の断熱改修 

（１）補助金額：上限８万円（補助対象経費の４分の１） 

（２）交付件数：６件（３件） 

（３）交付金額：４０５，０００円（１５０，０００円） 

（狂犬病予防対策事業） 

狂犬病予防法に従い、犬の飼い主に義務付けられた犬の登録と狂犬病予防注射済票の交付等の事務を行

いました。 

犬の登録頭数等 

登録頭数 注射頭数 接種率 

６，９７０ 

（７，０１７） 

５，４６８ 

（５，１３８） 

７８．５ 

（７３．２） 
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※（ ）書きは、前年度数値 

（環境調査事業） 

１．大気調査 

（１）測定局と測定項目 

設 置 者 千 葉 県 習志野市 

測定局名 ①鷺沼 ②東習志野 ③谷津 ④秋津 

所 在 地 鷺沼台1-591 東習志野3-340 谷津3-1891 秋津4-53-1 

位置づけ 一般環境 一般環境 一般環境 自動車排出ガス 

測
定
項
目 

二 酸 化 窒 素 ○ ○ ○ ○ 

二 酸 化 硫 黄 ○ ○ ― ― 

光化学オキシダント ○ ― ― ― 

浮遊粒子状物質 ○ ○ ○ ○ 

微小粒子状物質 ○ ― ― ○ 

炭 化 水 素 ○ ― ― ― 

酸 性 雨 ― ○ ― ― 

（２）調査期間 令和３年４月から令和４年３月 

（３）光化学スモッグ注意報発令 ３回（１回） 被害届 ０人（０人） 

ＰＭ２.５注意喚起     ０回（０回） 

２．水質調査 

（１）公共用水域調査 

水 域 調査項目 調査方法 調査日 

河 川 
健康項目２７物質（重金属類他） ３地点 

年４回 

令和３年５月、８月、１０月、

令和４年１月 生活環境項目８物質（ＢＯＤ他） 

汽水域 
健康項目２５物質（重金属類他） ２地点 

年２回 
令和３年５月、１０月 

生活環境項目８項目（ＣＯＤ他） 

海 域 生活環境項目１０項目 （全燐、全窒素他） 
１地点 

年４回 

令和３年５月、８月、１０月、

令和４年１月 

年平均は環境基準値以内に収まっています。 

（２）事業所排水立入調査 

排水施設及び排出水の検査 令和３年５月から令和３年１１月まで延べ３１施設（３５施設） 

３．騒音振動調査 

（１）騒音振動調査 調査期間 令和３年１０月から令和４年２月 

調査項目＼内容 調査地点数 環境基準達成率（地点ごとの評価） 

道路交通騒音 １１（１２） 昼間 ８２％（ ８３％） 夜間 ５５％（ ７５％） 

道路交通振動 ６（ ６） 昼間１００％（１００％） 夜間１００％（１００％） 

一般環境騒音 １０（１０） 昼間１００％（１００％） 夜間 ８０％（ ９０％） 

令和３年度は１路線１地点（１路線１地点）の面的評価を実施しました。 

（２）自動車交通量調査 

令和３年１１月１６日（火）から１７日（水）まで ５地点（２地点） 
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※（ ）書きは、前年度数値 

４．有害化学物質等調査 

（１）ダイオキシン類環境調査 

調査＼区分 大 気 水 質 水底の底質 土 壌 

調査実施日 

年２回 年２回 年１回 年１回 

７/７（水）～ 

７/１４（水） 

１/１２（水）～

１/１９（水） 

８/２（月） 

１２/１３（月） 
８/２（月） ８/２（月） 

調査地点数 ４地点 ３地点 ３地点 １地点 

結 果 いずれも環境基準値以下 

５．空間放射線量調査 

原子力発電所の事故から１１年目となる令和３年度も空間放射線量調査を継続して実施しました。 

項 目 内 容 

空間放射線量定点測定 市内１６公園（年４回） 延べ２４４点測定 

結 果 いずれも基準値以下 

（地下水汚染対策事業） 

１．地下水調査 

本数＼調査項目 トリクロロエチレン等 ほう素 ふっ素 

調査井戸本数 １１１（１１５） １４（１５） ９（１０） 

うち環境基準値を 

超える井戸本数 
２１（ ２３） ０（ ０） ０（ ０） 

２．地下水汚染除去 

屋敷４丁目に除去施設を設け、除去作業を行っています。平成７年度から令和３年度末までの除去総

量は、トリクロロエチレン換算で４，４３３㎏です。 

（小規模水道等事業） 

令和３年度は、専用水道のうち、６施設へのアンケート調査、簡易専用水道については、水質検査実施

状況の調査、小規模簡易専用水道については、設置者へ管理状況の調査を実施しました。 

新設・変更・廃止等の状況（施設件数） 

項 目 区 分 新 設 廃 止 変 更 合 計 

水道法 
専用水道 ０（１） ０（０） １（１１） １７（ １７） 

簡易専用水道 ３（２） ３（０） ２（ ４） ３３１（３３１） 

市条例 
小規模専用水道 ０（０） １（０） １（ １） ０（ １） 

小規模簡易専用水道 １（０） ０（０） ０（ ０） ５１（ ５０） 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

担 当 主 管 クリーンセンター業務課 

※（ ）書きは、前年度数値 

（環境衛生事業） 

１．消毒事業 

市内の生活環境の保全を図るため、道路の側溝の消毒を実施しました。 

（延実施数） 

側溝消毒 ４８カ所（４８カ所） 

２．雑草の除去に関する指導 

火災、犯罪、衛生害虫の発生及び地域の環境衛生を図るため、雑草繁茂の実態調査とともにパトロー

ルを行い、土地所有者、管理者に対して指導をしました。 

（指導状況） 

指導件数 ６５件（８２件） 

３．衛生害虫等の駆除 

「蜂の巣駆除」は、土地所有者または管理者により実施していますが、危険を伴う緊急時の対応とし

て業者と委託契約を締結いたしました。 

４．その他の事業 

区 分 延実施数 処 理 量 

側溝残土処理 １９回 （５０回） ３８０kg（ ９６０kg） 

不良広告物撤去 ４１日間（５８日間） １，４８８枚（ １，５０５枚） 

不法投棄処理 ２６カ所（２６カ所） ５１０kg（ ５２０kg） 

清 掃 の 日 ８０回 （８４回） ２２，５９０kg（２０，０６０kg） 
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都市環境部  

主要な施策の概要 （単位：円） 

款項目（名称） ４・２・１（清掃総務費） 決 算 額 649,941,310 

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課 

※（ ）書きは、前年度数値 

（３Ｒ推進事業） 

１．３Ｒ推進のためのホームページの充実 

（１）地区別収集カレンダーの掲載 

（２）ごみの出し方５０音別分類表の掲載 

２．ごみの分け方、出し方に関する啓発 

家庭ごみの分け方・出し方ガイドブックを全戸配布しました。 

３．３Ｒ啓発品の配布 

七市清掃協議会（千葉市、船橋市、市川市、松戸市、柏市、市原市、習志野市）の協同事業で啓発品

（バンブーファイバーカトラリー３点セット）を作成しました。 

４．使用済み小型家電運搬処理 

不燃ごみのリサイクルを推進するため、市内公共施設９カ所に専用ボックスを設置し、拠点回収を行

いました。 

（有価物回収運動奨励事業） 

ごみの減量及び資源化等に関する意識の啓発を図るため、町会等の有価物回収団体の回収量に応じて１

㎏当たり４円の奨励金を交付しました。 

幼稚園 小学校 中･高校 子供会 町会･自治会等 計 

登録団体数 
２ 

（２）

１９ 

（１９） 

７ 

（７）

３ 

（３） 

９０ 

（９０）

１２１ 

（１２１） 

区 分 回収量（㎏） 奨励金（円） 

団体回収分 
２，０７８，６１３ 

（２，０７７，８０９）

８，２９７，５１２ 

（８，１４８，２６８）

（きれいなまちづくり推進事業） 

１．習志野市をきれいにする会を開催 ３回（２回） 

２．「習志野市空き缶等の投棄、違反ごみ出し並びに飼い犬及び飼い猫のふんの放置をしないまちづくり条

例」に基づく行動計画を策定し、以下の事業を実施しました。 

（１）町会・自治会を主体とする環境美化活動の支援 

（２）歩きたばこ・ポイ捨て防止啓発用路面シートの駅周辺等への貼付 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

※（ ）書きは、前年度数値 

（リサイクルプラザ事務費） 

ごみの減量とリサイクルに関する市民の拠点施設として次の事業を実施しました。 

１．来場者総数 ２，０４５人（１，２１０人） 

２．リサイクル体験教室 

ガラス細工等を作成したほか中央公民館で出張体験教室を開催しました。 

（１）参加者総数 ９７人（８６人） 

（２）開催回数 １９回（１９回） 

３．市内小学校４年生を対象とした環境教育の実践 

参加者：１６校 １，５４８人（令和２年度中止） 

（一般廃棄物処理基本計画策定事業） 

「廃棄物の処理及び減量に関する法律」第６条第１項の規定に基づき、一般廃棄物処理基本計画の策定

を業務委託により、令和２年度から令和３年度までの継続事業として実施しました。 

（新清掃工場建設計画等検討事業） 

平成１４年度に稼働を開始した現清掃工場が令和１３年度をもって稼働を停止することに伴い、新清掃

工場建設計画等を検討し、建て替え手法や民間活力の導入などの諸課題を整理するため、基礎調査を実施

しました。 

担 当 主 管 クリーンセンター業務課 

（資源物収集事業） 

資源物については、①「ビン・缶」②「ペットボトル」③「新聞・チラシ」④「雑誌・雑紙」⑤「ダ

ンボール」⑥「飲料用紙パック」⑦「古着」を収集し、選別、リサイクルを行いました。 

また、「食品用白色発泡トレイ」は公民館等１３カ所の公共施設で拠点回収を実施し、ごみの減量化

とリサイクルを推進しました。 
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都市環境部  

主要な施策の概要 （単位：円） 

款項目（名称） ４・２・２（塵芥処理費） 決 算 額 1,905,634,050 

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課 

（茜浜一般廃棄物最終処分場用地管理事業） 

当該用地への不法投棄や不法侵入を防ぎ適正管理をするため、市道に接する敷地北側にフェンスを新

設しました。 

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課、業務課 

※（ ）書きは、前年度数値 

（芝園清掃工場運営費） 

一般廃棄物等の適正な処理を安全かつ安定的に実施しました。 

（１）清掃工場溶融処理量 ５４，０３９ｔ （ ５２，９１８ｔ ） 

（２）溶融生成物量 

スラグ ５，０８５ｔ （ ４，８８０ｔ ） 

メタル   ７７７ｔ （  ８１１ｔ ） 

（３）溶融飛灰量（最終処分量） １，５３１ｔ （ １，４２４ｔ ） 

（４）発電全量 １７，６５７，２３０kwh （１８，５９８，９１０kwh） 

うち売電量 ９２３，６９４kwh （ １，４００，０９４kwh） 

（前処理施設運営費） 

不燃物、可燃性粗大ごみ、資源物等の適正な処理を実施しました。 

（１）施設処理量 ５，８８６ｔ（６，３２３ｔ）（可燃粗大、不燃物、資源物、有害物） 

うち資源化量 

有価物量  １，３４５ｔ（１，３５４ｔ）（全量売却 缶、ペットボトル、金属類等） 

再商品化量  ３５０ｔ（  ４１２ｔ）（一部売却 ビン・カレット・白色トレイ） 

（リサイクルプラザ延命化対策事業） 

前処理施設、リサイクルプラザの空調機を更新しました。 

（可燃物収集事業） 

市内の家庭からごみ集積所に排出された一般廃棄物のうち、可燃物の収集を週３回実施しました。 

（粗大ごみ収集事業） 

（１）収集件数 １６，１６７件（１６，４０７件）２８，５５５点（２８，９３８点） 

（公共施設ごみ収集事業） 

市内の公共施設から排出されるごみの収集を、可燃物・不燃物・有害ごみ・資源物に分けて実施しま

した。 

（災害対応事業（芝園清掃工場環境調査）） 

芝園清掃工場から排出される溶融飛灰、溶融スラグ等の放射性物質の測定を実施しました。 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

※（ ）書きは、前年度数値 

令和３年度ごみ処理の状況 

１．ごみ処理の流れ 

【分別区分】  【中間処理】 【最終処理】 【最終処分】 

２．ごみ処理量 

＜搬入量＞ （単位：ｔ） ＜資源化量＞ （単位：ｔ）

収集区分 
搬入量 

資源区分 
資源化量 

令和３年度 令和２年度 令和３年度 令和２年度 

燃えるごみ 42,813 43,261 スラグ 5,085 4,880 

燃えないごみ 1,187 1,399 メタル 777 811 

粗大ごみ 2,223 2,438 蛍光管 9.05 9.91 

有害ごみ 109 113 スチール 541 591 

資源物 7,368.2 7,515.1 アルミ 302 313 

ビン・缶 1,622 1,667 非鉄 9 16 

ペットボトル 720 682 ビン・カレット 350 412 

新聞・チラシ 450 450 ペットボトル 459 414 

雑誌・雑紙 942 1,041 新聞・チラシ 452 450 

ダンボール 1,378 1,396 雑誌・雑紙 940 1,040 

飲料用紙パック 17 19 ダンボール 1,384 1,391 

古着類 159 182 飲料用紙パック 17 19 

白色トレイ 0.2 0.1 古着類 162 185 

小型家電 2 1 白色トレイ 0.1 0.1 

団体回収分 2,078 2,077 小型家電 2 1 

搬入量合計 Ａ 53,700.2 54,726.1 団体回収分 2,078 2,077 

※脱水汚泥等を除く 資源化量合計 Ｂ 12,567.15 12,610.01 

※保管分等により、搬入量と資源化量は一致していません。 ※資源化率(Ｂ/Ａ)・・・２３．４％（２３．０％）

資源物 

①ビン･缶、②ﾍﾟｯﾄボトル 

③新聞・ﾁﾗｼ、④雑誌・雑紙 

⑤ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、⑥飲料用紙ﾊﾟｯｸ 

⑦古着類、⑧白色ﾄﾚｲ、⑨小型家電 

溶 

融 

処 

理 

施 

設 

前 

処 

理 

施 

設 

溶融飛灰 

スラグ、メタル 

蛍光管、スチール、アルミ、

非鉄、ビン・カレット、 

ペットボトル 

新聞･チラシ、雑誌・雑紙、

ダンボール、飲料用紙パッ

ク、古着類、白色トレイ、

小型家電 

再 

商 

品 

化 

等 

事 
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者 

等 

へ 

最 
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場 

燃えないごみ 
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有害ごみ 

脱水汚泥（下水道） 

燃えるごみ 
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都市環境部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款項目（名称） ４・２・３（し尿処理費） 決 算 額 73,866,104 

担 当 主 管 クリーンセンタークリーン推進課 

※（ ）書きは、前年度数値 

（し尿処理事務費） 

し尿の汲み取り者及び浄化槽清掃業者に対し、納入通知書を発送し、し尿処理手数料及び浄化槽清掃

業者汚泥搬入処理手数料を徴収しました。また、滞納者に対し、積極的に通知や訪問を行いました。 

徴収実績 

項目＼区分 調定額（円） 収入済額（円） 徴収率（％） 

し尿処理手数料 

現年度 
9,265,018 

(9,721,584) 

9,265,018 

(9,721,584) 

100.0 

(100.0) 

過年度 
13,135 

(15,498) 

4,670 

(2,363) 

35.6 

(15.2) 

計 
9,278,153 

(9,737,082) 

9,269,688 

(9,723,947) 

99.9 

(99.9) 

（し尿収集委託事業・し尿及び浄化槽汚泥処理事業） 

汲み取り世帯及び仮設トイレ等より、し尿を収集しました。 

また、し尿及び浄化槽汚泥を市川市へ委託して処理しました。 

令和３年度 し尿収集処理実績 （単位：キロリットル） 

区 分 総収集量 
し 尿 

し尿小計 浄化槽汚泥 処理量 
一 般 特殊便槽 大 口 等 

年 間 
3,728 

(3,981) 

122 

(134) 

76 

(86) 

202 

(209) 

400 

(428) 

3,328 

(3,553) 

3,728 

(3,981) 

月 平 均 311 10.2 6.3 16.9 33.3 277 311 

日 平 均 15.4 0.5 0.3 0.8 1.7 14.7 15.4 

稼働日数 242 242 242 242 242 227 242 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計値が一致しない場合があります。
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主要な施策の概要  （単位：円） 

款項目（名称） ８・１・１（土木総務費） 決 算 額 333,452,496 

担 当 主 管 都 市 政 策 課 

（公共交通政策事業） 

１．コミュニティバス事業者支援 

市内の公共交通不便地区等の解消と移動の利便性向上を目的に運行しているコミュニティバスの運

行事業者に対して、運行経費の一部を本市が補助しています。 

京成津田沼駅（内陸・海浜）・京成大久保駅ルートを運行するコミュニティバスの事業者に対して

は、運行経費の３分の１を補助しました。また、東習志野・実籾ルートを運行する地域バスの事業者

に対しては、運行経費の２分の１を補助しました。 

あわせて、新型コロナウイルス感染症の影響により利用者が減少していることから、各事業者へ支

援金を交付しました。 

担 当 主 管 都 市 再 生 課 

（都市再生事業） 

ＪＲ津田沼駅周辺地域のまちづくり検討方針を具現化すべく、本市の表玄関であり唯一の広域拠点

であるＪＲ津田沼駅周辺地域の都市機能の更新や拡充を行うため、ＪＲ津田沼駅南口駅前広場交差点

計画設計業務委託に取り組みました。 

款項目（名称） ８・１・２（交通対策費） 決 算 額 74,566,761 

担 当 主 管 街 路 整 備 課 

（交通安全施設維持管理事業、交通安全施設整備事業） 

安全施設の設置、維持管理を実施し、交通安全対策に努めました。 

【件数】 

道路反射鏡設置 ２５基 道路反射鏡修繕  ７基 

注意標識設置  ７基 道路照明灯修繕  ９２基 

道路照明灯設置 ９基 区画線修繕  ８，０５３ｍ 

区画線設置 ７８２ｍ 

款項目（名称） ８・２・１（道路橋りょう総務費） 決 算 額 159,060,501 

担 当 主 管 道 路 課 

（用地管理事業） 

都市計画道路等の用地管理として、道路予定敷草刈委託等を実施しました。 

（道路維持管理費） 

安全で快適な生活道路確保のために、市道及び付属物の清掃委託、保守点検、修繕を行いました。 

（立体交差ポンプ室管理費） 

幹線道路の安全な通行を確保するため、市内３カ所の立体交差部のポンプ施設等について監視及び保守

点検を実施しました。 
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都市環境部  

主要な施策の概要 （単位：円） 

款項目（名称） ８・２・２（道 路 維 持 費） 決 算 額 763,536,664 

担 当 主 管 街 路 整 備 課 

（道路維持補修事業） 

習志野市道の補修工事等を６３件行い、安全で快適な生活道路の確保に努めました。 

（橋りょう対策事業） 

橋梁の適正な維持管理を図るため橋梁長寿命化修繕計画に基づき、老朽化の著しい鷺沼西跨線橋・ふれ

あい橋の補修工事を実施しました。 

款項目（名称） ８・２・３（道路新設改良費） 決 算 額 119,740,000 

担 当 主 管 街 路 整 備 課 

（道路改良事業） 

市民生活において、毎日利用する通勤、通学路等の生活基盤道路の環境整備に努めました。 

１．整備状況 

市道舗装状況は市道延長２９３，９４０ｍに対し舗装延長２８７，４６９ｍで、舗装率は９７．８０％

となりました。 

２．各コミュニティ別舗装率 

地区名 
舗 装 率 ％ 

地区名 
舗 装 率 ％ 

令和3年度 令和2年度 令和3年度 令和2年度 

谷津・奏の杜 99.88 99.88 大久保・泉・本大久保１，２ 98.88 98.74 

向 山 99.05 99.05 花咲・屋敷・本大久保３～５ 97.99 97.99 

津 田 沼 98.49 98.49 実籾・新栄 93.24 93.22 

袖ケ浦西 100.00 100.00 東 習 志 野 99.61 99.61 

袖ケ浦東 100.00 100.00 実 花 99.98 99.98 

鷺沼・鷺沼台 93.78 93.61 秋津・茜浜 100.00 100.00 

藤 崎 96.06 95.91 香澄・芝園 100.00 100.00 

（バリアフリー対策事業） 

ＪＲ津田沼駅北口駅前広場のバリアフリー対策工事を実施しました。 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

款項目（名称） ８・３・１（都市計画総務費） 決 算 額 2,043,266,970 

担 当 主 管 都 市 計 画 課 

（都市計画課事務費） 

開発行為許可申請等受付件数 

区 分 
市 街 化 区 域 市街化調整区域 

令和３年度 令和２年度 令和３年度 令和２年度 

開 発 行 為 許 可 申 請 １０件 ７件 ５件 １１件 

市街化調整区域内建築行為 ２件 ４件 

変 更 許 可 申 請 等 ５件 ２件 １件 ０件 

開 発 事 業 ６件 ３件 ０件 ０件 

（都市計画審議会費） 

都市計画審議会では都市計画道路及び用途地域の変更、生産緑地地区の変更、特定生産緑地の指定につ

いて審議を行いました。 

その他、立地適正化計画策定に向けた取組状況、（仮称）鷺沼地区土地区画整理事業について報告を行い

ました。（年４回） 
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主要な施策の概要 （単位：円） 

担 当 主 管 建 築 指 導 課 

（建築指導課事務費） 

１．建築確認申請等受付件数 

区 分 令和３年度 令和２年度 

建 築 確 認 等 申 請 ６件 ４件 

建 築 計 画 変 更 申 請 ０件 ０件 

計 画 通 知 １１件 ３件 

計 画 通 知 計 画 変 更 １件 ２件 

許  可  申  請  等 ５件 ６件 

道 路 位 置 指 定 申 請等 ９件 ４件 

建設リサイクル法届出 ２９６件 ２６４件 

建設リサイクル法通知 ９０件 １００件 

特 定 建 築 行 為 届 出 １７件 １６件 

長期優良住宅認定申請 １１３件 １００件 

長期優良住宅変更認定申請 ２３件 １８件 

低炭素建築物認定申請 ２７件 ２０件 

低炭素建築物変更認定申請 ０件 ０件 

建築物省エネ法届出等 ２０件 ２５件 

千葉県福まち条例届出 ８件 ９件 

建 築 物 定 期 調 査 報告 ３４件 ５５件 

建築設備定期検査報告 ２６件 ２２件 

防火設備定期検査報告 ７２件 ６９件 

２．違反建築物防止の為の建築パトロール 

工事中の建築物等の現場立入調査を行い、建設工事における違反建築物等の発生を未然に防止するとと

もに、適切な指導を行い違反建築物等の早期是正を目的としたパトロールを行いました。 

区 分 令和３年度 令和２年度 

建築パトロール実施回数 ２２回 ４０回 

建築物立入り検査棟数 １５８棟 ２７５棟 

違 反 建 築 物 棟 数 ０棟 ０棟 

是 正 さ れ た 棟 数 ０棟 ０棟 

是 正 指 導 中 の 棟 数 ０棟 ０棟 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

３．建設リサイクル法に基づく届出に係るパトロール 

特定建設資材を用いた建築物等の解体工事現場の立入調査を行い、分別解体や廃棄物の適正な処理が確

実に行われているか監視するためにパトロールを行いました。 

区 分 令和３年度 令和２年度 

パ ト ロ ー ル 実 施 回数 ９回 ２２回 

立 入 検 査 棟 数 １７棟 ４７棟 

違 反 棟 数 ０棟 ０棟 

是 正 さ れ た 棟 数 ０棟 ０棟 

是 正 指 導 中 の 棟 数 ０棟 ０棟 

（建築審査会運営費） 

建築審査会を２回開催し、建築基準法に基づく許可申請に対する同意（３件）を得ました。 

（木造住宅耐震化促進事業） 

市内における昭和５６年５月３１日以前に着工又は建築された木造住宅を対象に、出張診断を８棟行

いました。 

市内において、昭和５６年５月３１日以前に着工又は建築された木造住宅を所有し、精密診断を実施

する者を対象に５棟の補助、精密診断の結果耐震改修工事を実施する者を対象に４棟の補助を行いまし

た。 

（危険コンクリートブロック塀等安全対策費補助事業） 

市内において、地震時に倒壊の恐れのある危険コンクリートブロック塀等を所有し、撤去工事を実施す

る者を対象に６件の補助を行いました。 

担 当 主 管 区 画 整 理 課 

（ＪＲ津田沼駅南口周辺開発整備代替用地等取得事業） 

ＪＲ津田沼駅南口特定土地区画整理事業における公共用地の種地として取得した１．０ｈａの用地等に

関する債務償還を行いました。 

（（仮称）鷺沼地区土地区画整理事業） 

鷺沼地区の市街化調整区域において、土地区画整理事業の事業化に向けた検討を進めるため農地所有者

を中心に設立された「習志野市鷺沼地区土地区画整理組合設立準備会」の支援として、事業への理解を深

めていただけるよう勉強会等を開催するとともに、事業の施行の準備に必要となる事業計画書案、実施計

画書、都市計画図書の作成等を行いました。 
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都市環境部  

 

主要な施策の概要                                （単位：円） 

 

款項目（名称） ８・３・２（街 路 事 業 費） 決 算 額 187,426,332 

担 当 主 管 街 路 整 備 課 

（３・４・９号線整備事業） 

本路線における市道００－０１０号線から（仮称）鷺沼地区土地区画整理事業区域までの区間（延長

約１７０ｍ、幅員１９～２２ｍ）について、事業認可を取得するための道路設計を行いました。 

 

（３・４・１１号線整備事業） 

平成５年３月１２日に事業認可を受けた３・４・４号線（梅林園から千葉都市計画道路３・４･３７号

線までの区間（延長３５６ｍ、幅員１８ｍ））と３・４・１１号線（京成大久保駅南口広場から梅林園

までの区間（延長８６７ｍ、幅員１６～１７ｍ））の２路線の交差部付近では、習志野市企業局におい

て鷺沼放流幹線整備が進められていることから、工事箇所が重複することのないよう調整を行い、道路

築造工事を一旦休止しております。 

 

（３・３・１号線整備事業） 

本事業は千葉県が事業認可を受け実施しているもので、東習志野５丁目地先から実籾３丁目地先まで

の区間（延長６０７ｍ、幅員２１.５  ～３３.５ｍ）において、千葉県が取り組む事業に対し街路整備事

業市町村負担金として事業費の一部を負担しました。 

 

（３・３・３号線整備事業） 

本事業は千葉県が事業認可を受け実施しているもので、都市計画道路３・４・９号線から市道００－

００９号線付近までの区間（延長６３５ｍ、 幅員２２～４０ｍ）において、千葉県が取り組む事業に対

し街路整備事業市町村負担金として事業費の一部を負担しました。 

 

（千葉都市計画道路３・３・１５号線整備事業） 

本事業は千葉県が事業認可を受け実施しているもので、ＪＡ千葉みらい農産物直売所しょいか～ご付

近から市道１０-０６６号線までの区間（延長４８６ｍ、幅員２５ｍ）において、千葉県が取り組む事業

に対し街路整備事業市町村負担金として事業費の一部を負担しました。 

 

（千葉都市計画道路３・３・１５号線外２線整備事業） 

本事業は千葉県が事業認可を受け実施しているもので、市道１０-０７６号線付近から市道１０-０６

６号線までの区間（延長９１５ｍ、幅員１６～２５ｍ）において、千葉県が取り組む事業に対し街路整

備事業市町村負担金として事業費の一部を負担しました。 

 

（３・４・８号線整備事業） 

令和２年３月３１日に事業認可を受けた市道００－１０１号線から国道２９６号までの区間（延長３２

２ｍ、幅員１８～２１ｍ）において、当該道路の道路設計を行いました。 

 

担 当 主 管 道 路 課 

（用地取得事務費） 

都市計画道路用地等を取得しました。 

また、都市計画道路用地等の取得に係る不動産鑑定や用地測量業務の委託を行いました。 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

款項目（名称） ８・３・３（公園費） 決 算 額 730,603,493 

担 当 主 管 環 境 政 策 課 

※（ ）書きは、前年度数値 

（谷津干潟保全事業） 

１．ラムサール条約登録湿地関係市町村会議（事務局：栃木県栃木市）は、新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため、書面開催となりました。 

２．増えすぎたアオサの腐敗により発生する悪臭問題の対策として、環境省との共催でボランティアを募

り、「谷津干潟をキレイにしよう！」と題した清掃活動を例年実施しておりますが、令和３年度において

は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止しました。代替措置として、新規採用職員研修で

の清掃活動の実施と、谷津干潟のことや、環境問題について広く普及啓発することを目的に、下記の場

所、期間にて、「発見！谷津干潟の自然と環境」パネル展を開催しました。 

鷺沼小学校 （７月１２日（月）～７月２０日（火）） 

谷津小学校 （９月３０日（木）～１０月１３日（水）） 

菊田公民館 （７月２８日（水）～８月６日（金）） 

新習志野公民館（８月１０日（火）～８月１７日（火）） 

袖ケ浦公民館 （８月２４日（火）～９月７日（火）） 

（谷津干潟自然観察センター管理運営事業） 

平成１９年度から指定管理者制度を導入し、令和２年度から令和６年度までの５年間の指定管理者とし

て、谷津干潟ワイズユース・パートナーズが管理運営を行っています。 

１．谷津干潟自然観察センター入館者数 ３５，５２１人（２４，７６５人） 

２．都市と自然が共生する谷津干潟に広く親しみを感じ、自然環境への理解を深めることを目的に市民・

事業者・行政が協働し、谷津干潟の日フェスタを例年開催しておりますが、令和３年度においては、新

型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止しました。 
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都市環境部  

 

主要な施策の概要                                （単位：円） 

 

担 当 主 管 公 園 緑 地 課 

※（ ）書きは、前年度数値 

（公園維持管理事業）  

都市公園、街路樹等の快適な利用を図るため、施設管理委託、修繕、工事等を行いました。 

また、自然景観に優れた地区の保全、市内に点在する斜面地の樹林や社寺林の保全、美観風致を維持す

るため、都市環境保全地区、自然保護地区、保存樹木を指定しており、該当箇所の所有者に自然保護地区

等の保護に対する助成を行いました。 

自然保護地区等助成金 

都市環境保全地区 ２０カ所（２０カ所） ３７，８２２㎡（３７，８２２㎡）（市有地を除く） 

自然保護地区    １カ所 （１カ所） １０，２１７㎡（１０，２１７㎡）（市有地を除く） 

保存樹木                    １１本    （１１本）（市有地を除く） 

 

（習志野緑地維持管理事業） 

習志野緑地（香澄公園、秋津公園、谷津干潟公園）の快適な利用を図るため施設管理委託、修繕、工事

等を行いました。 

 

（谷津公園維持管理事業） 

谷津公園の施設設備工事を行いました。 

谷津公園内の有料公園施設である谷津バラ園は、平成２５年度から指定管理者制度を導入し、令和４年

度までの５年間の指定管理者として、京成バラ園芸㈱八千代営業所が管理運営を行っています。 

 

谷津バラ園入園者数 ４５,６５７人（２８,４０８人） 

 

（緑地・緑道・街路樹整備事業） 

市内の緑地・緑道・街路樹の補植を行いました。 

 

（遊具長寿命化対策（更新）事業） 

公園施設（遊具）長寿命化計画に基づき、遊戯施設の更新を行いました。 

 

（緑のふるさと事業） 

緑豊かな街づくりの推進のために設置した「緑のふるさと基金」の啓発活動として、花の種子の配布、

草花植栽及び公共施設等１０カ所で募金箱による緑の募金を呼びかけました。 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

款項目（名称） ８・４・１（住宅管理費） 決 算 額 123,728,143 

担 当 主 管 住 宅 課 

（市営住宅維持管理事業） 

鷺沼、鷺沼台、泉、東習志野、香澄及び屋敷の全６団地について、長寿命化計画に基づく施設の長寿

命化並びに居住環境の改善を図るため、改修工事を実施しました。 

（被災者住宅再建資金利子補給事業） 

東日本大震災により損害を被った住宅再建のため、金融機関から資金を借り入れた被災者等２名に対

し、支払った利子の一部を補助しました。 

（マンション施策事業） 

マンション管理等を支援し、良好な居住環境の確保を図るため、相談会を実施するとともに、よりき

め細やかな相談等を行うため、マンション管理士を直接現地に派遣しました。 

（親元近居住宅取得促進事業） 

子育て世帯等の定住により適正な人口構造の確保、子育てや高齢者支援等で互いに支えあう社会の構

築、住宅取得の促進等を目的として、子世帯もしくは親世帯が近居するために住宅を取得した申請者

５０名に対して、登記費用の一部を助成しました。 
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（11） 農 業 委 員 会 事 務 局



農業委員会事務局 

主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ６・１・１（農業委員会費） 決 算 額 28,425,067 

担 当 主 管        農業委員会事務局           

１．農業委員会総会の開催 １２回 

（付議案件等） 

農地法関係（第3条・第4条・第5条・非農地等） １５件 

農用地区域からの除外申出関係 １件 

生産緑地関係（相続税納税猶予適格者証明含む） ７件 

農業経営基盤強化促進法関係 ９件 

人事関係 ３件 

事務実施関係 ３件 

報告事項（農地法届出・証明書発行） ５４件 

２．農地関係事務取扱件数、用途別農地転用件数及び面積 

（１）農地関係事務取扱件数 

内 容 件 数 

1．権利移動及び権利設定の制限 (農地法第3条) ２件 

2．転用の制限  (農地法第4条) ４２件 

3．転用のための権利移動の制限 (農地法第5条) ７６件 

4．納税猶予にかかる特例農地の利用状況 １１件 

5．転用事実確認・受理証明 １０件 

6．非農地証明 ０件 

7．その他 １３件 

合 計 １５４件 

（２）用途別農地転用件数及び面積 

用 途 別 件 数 面 積 

1．住宅用地 ６０ ２３，６８３.４６㎡ 

2．道路用地 １５ ９６６.１６㎡ 

3．その他 ２９ ３５，４３５.９７㎡ 

合 計 １０４ ６０，０８５.５９㎡ 

（３）その他 

① 農業委員による現地調査件数 １２件 

② 諸証明取扱い件数 ３２件 
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 主要な施策の概要  （単位：円） 

３．農地基本台帳の整備 

調査対象農家    ２２４戸 

農用地利用集積による利用権設定状況 

件 数 面 積 

１０件 １９，７９７㎡ 

４．農業委員活動 

（１）地域活動の推進を図りました。 

農地利用状況調査 ６回 

農地パトロール １２回 

（２）農地法等法令業務の研修を実施しました。 

農業委員会単独研修 １回 

千葉県等主催研修 ０回 

５．農業者年金業務 

  農業者年金制度の周知及び旧制度受給者等に関する業務を行いました。 

（１）事務取扱件数 

・現況届 ４３件 

・農業者老齢年金裁定請求 ０件 

・死亡等諸届  ９件 

（２）加入者等の状況（令和４年３月３１日現在） 

・新規加入者              ０人 

・被保険者（受給待機者）        ０人 

・受給者               ３４人 
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（12） 消 防 本 部 



消防本部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

 款 項 目（名称） 
９・１・１（常備消防費） 

９・１・２（非常備消防費） 
 決 算 額 

1,858,384,979 

25,754,567 

担 当 主 管        消 防 本 部        

(各種事務事業の実施状況等) 

１ 防火対象物等訓練実施状況 (単位：件) 

月 別 

内 容 

４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

合 

計 

前
年
度
合
計 

前
年
度
比
較 

防火対象物訓練 39 34 51 19 30 59 67 87 54 37 39 60 576 602 △26 

内

容

消 火 訓 練 39 32 47 17 23 59 66 85 53 31 37 60 549 594 △45 

通 報 訓 練 39 32 46 18 23 59 66 84 53 33 35 60 548 588 △40 

避 難 訓 練 39 34 51 19 29 59 67 87 54 32 39 60 570 602 △32 

防災管理対象物の避難訓練  1  1  2  1  2  3  10 新規項目 

２ 法令等に基づく各種申請及び届出書の受理件数 （単位：件） 

区 分 件数 区 分 件数 

危険物設置許可申請書 
貯蔵所 1 防火対象物使用開始（変更）届出書 169 

取扱所 1 火を使用する設備等の設置（変更）届出書 13 

危険物変更許可申請書 
貯蔵所 2 発電・変電・蓄電池設備設置（変更）届出書 24 

取扱所 3 露店等の開設届出書 3 

危険物設置完成検査申請書 
貯蔵所 2 火災とまぎらわしい行為の届出書  31 

取扱所 2 煙火の打上げ(仕掛け)届出書  0 

危険物変更完成検査申請書 
貯蔵所 3 催物開催届出書  0 

取扱所 3 水道断水(減水)届出書  0 

危険物仮使用承認申請書 
貯蔵所 0 道路工事届出書 236 

取扱所 3 統括防火・防災管理者選任（解任）届出書 15 

危険物廃止届出書 

製造所 0 防火・防災管理者選任（解任）届出書 361 

貯蔵所 0 全体についての消防計画作成（変更）届出書 18 

取扱所 0 消防計画作成（変更）届出書 390 

危険物品名・数量又は 

指定数量の倍数変更届出書 

貯蔵所 2 自衛消防隊組織設置（変更）届出書 8 

取扱所 0 名称等・管理権原者の氏名等変更届出書 117 

危険物完成検査前検査申請書 0 工事整備対象設備等着工届出書 165 

危険物仮貯蔵(仮取扱い)承認申請書 3 消防用設備等設置届出書 427 

危険物保安監督者選任(解任)届出書 27 消防用設備等点検結果報告書 1,125 

少量危険物等貯蔵取扱届出書 17 圧縮アセチレンガス等届出書  5 

少量危険物等貯蔵取扱廃止届出書 12 防火対象物点検結果報告書 179 

少量危険物等タンク検査申請 0 工事中の消防計画届出書 38 

禁止行為解除承認申請書  14 指定洞道等に通信ケーブル等を敷設する届出書 0 

申請及び届出書受理総件数 3,419件 
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消防本部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

３ 建築基準法に伴う建築物確認申請等事務処理状況 （単位：件） 

月 別 

区 分 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

合 

計 

前 

年 

度 

前比 

年 

度較 

確
認 

申
請
書 

建 築 物 
同 意  7  3  7  15  6  4  5  5  10  1 8  6  77  78 △1 

取下げ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  0 1 

計画変更 同 意  2  1  1  1  2  3  0  3  2  1  2  1  19  14 5 

許 可 申 請 書 同 意  0  0  0  0  1  0  0  0  0  1  1  1  4  2 2 

小 計 
同 意  9  4  8 16  9  7  5  8  12  3  11  8  100 94  6 

取下げ  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  0 1 

計 画 通 知 書  1  0  1  0  0  0  0  0  1  3  0  3  9  3 6 

仮使用承認申請書  0  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  4 △3 

建築基準法第93条第4項通知書 74 45 41 41 50 34 81 53 22  42 28 47 558 484 74 

小 計 75 45 43 41 50 34 81 53 23 45 28 50 568 491  77 

合 計 85 49 51 57 59 41 86 61 35 48 39 58 669 585  84 

４ 予防査察実施状況  （単位：件） 

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合

計 対 象 区 分 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 

防

火

対

象

物

劇 場 ・ 集 会 場 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

遊技場・カラオケボックス等 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

飲 食 店 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 3 

百貨店・マーケット・物販店 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 3 

ホテル・旅館・共同住宅 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

病院・保育所・幼稚園・老人等福祉施設 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 3 

小中学校・高校・大学・各種学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

図書館・博物館・美術館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

蒸 気 浴 場・熱 気 浴 場 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

工 場 ・ 作 業 場 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2 2 0 6 

自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

倉 庫 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 5 0 10 

事 務 所 等 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

複 合 用 途 対 象 物 2 0 1 1 0 0 2 1 10 7 2 1 27 

文 化 財 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小 計 2 1 1 1 0 0 2 1 18 18 9 2 55 

危 

険 

物 

危 険 物 施 設  0  0  0  0  0  0  0  0  1  1  0  0  2 

少 量 危 険 物 施 設  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  3  0  3 

小 計  0  0  0  0  0  0  0  0  1  1  3  0  5 

合  計  2  1  1  1  0  0  2  1 19 19 12  2 60 
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消防本部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

５ 各種講習会等の実施状況 （単位：人） 

開 催 年 月 日 講 習 内 容 令和3年度 前年度 対前年度比較 

令和3年 5月15日 危険物取扱者試験受験者講習会 4 0 4 

令和3年10月 7日 危険物取扱者保安講習会 46 50 △4 

令和3年10月30日 危険物取扱者試験受験者講習会 24 7 17 

合 計 74 57 17 

６ 開発事業等指導件数 （単位：件） 

月  別 
４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

合 

計 
前年度 対前年度比較 

件  数 1 3 1 1 0 2 0 5 0 1 1 0 15 23 △8 

７ 火災の状況 

（１）火災の種別発生件数 

令和3年 前 年 対前年比較 

火

災

種

別

建 物 火 災 12件(22棟) 14件(24棟)  △2件(△2棟) 

焼損 

種別 

全焼棟数 7棟 6棟 1棟 

半焼棟数 0棟 0棟 0棟 

部分焼棟数 4棟 4棟 0棟 

ぼや棟数 11棟 14棟 △3棟 

車 両 火 災 7件 2件 5件 

そ の 他 の 火 災 6件 6件 0件 

合 計 25件 22件 3件 

（２）コミュニティブロック別火災発生状況 （単位：件） 

コミュニティブロック別 

谷

津

向

山

袖

ケ

浦

西

袖

ケ

浦

東

津

田

沼

鷺
沼
・
鷺
沼
台

藤

崎

本

大

久

保

大
久
保
・
泉
町

花

咲

・

屋

敷

本

大

久

保

実

籾

・

新

栄

東

習

志

野

実

花

秋

津

・

茜

浜

香

澄

・

芝

園

合

計

令 和 ３ 年  0  2  2  2  2  1  0  1  1  3  2  3  5  1 25 

前 年  1  0  1  0  3  3  0  3  1  1  1  1  4  3 22 

対 前 年 比 較 △1  2  1  2  △1  △2  0 △2  0  2  1  2  1 △2  3 

（３）損害見積額 （単位：円） 

令和3年 前  年 対前年比較 

火災 

種別 

建 物 火 災 59,960,000 44,561,000 15,399,000 

車 両 火 災 273,000 596,700 △323,700 

そ の 他 火 災 0 8,000 △8,000 

合 計 60,233,000 45,165,700 15,067,300 
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 消防本部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（４）焼損面積 （単位：㎡) 

令和3年 前  年 対前年比較 

火災 

種別 

建 物 火 災 646.0 784.0 △138.0 

そ の 他 火 災  0 31.4  △31.4 

合 計 646.0 815.4 △169.4 

（５）覚知別件数 （単位：件） 

令和3年 前  年 対前年比較 

覚知 

種別 

火災報知専用電話 20 15  5 

加 入 電 話  0  1  △1 

事 後 聞 知  3  4  △1 

そ の 他  2  2  0 

合 計 25 22  3 

（６）り災証明受付状況 （単位：件） 

月 別 
１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

合 

計 
前年 

対前年 

比 較 

件 数 2 11 5 45 2 0 0 0 0 1 0 1 67 25 42 

８ 救急出場及び救急搬送人員の状況 （単位：件・人） 

火 

災 

自 

然 

災 

害 

交 

通 

事 

故 

労 

働 

災 

害 

運 

動 

競 

技 

一 

般 

負 

傷 

加 

害 

自 

損 

行 

為 

急 

病 

転 

院 

搬 

送 

そ 

の 

他 

合 

計 

救急 

出場 

状況 

合 計 23 0 470 55 36 1,255 35 68 5,689 763 165 8,559 

前 年 22 0 427 58 23 1,328 28 68 5,231 711 125 8,021 

対前年比較 1 0 43 △3 13 △73 7 0 458 52 40 538 

救急 

搬送 

人員 

合 計 1 1 414 57 35 1,140 29 35 4,887 754 1 7,354 

前 年 1 0 396 56 23 1,204 23 47 4,562 709 0 7,021 

対前年比較 0 1 18 1 12 △64 6 △12 325 45 1 333 

※ 自然災害について出場0件、搬送人員1人となっておりますが、消防庁における統計の基準に従い、救急出

場状況件数は、119番入電時に判断した事故種別件数を計上し、救急搬送人員状況件数は、救急隊が現場現

動により判明した事故種別件数を計上していることから、差異が生じております。 
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消防本部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（救急隊員研修事業） 

 救急隊員1人が救急救命東京研修所において研修を修了し、令和4年3月に実施された救急救命士国家試験に合格

しました。 

 千葉県消防学校においては、救急救命士再教育に1人入校し研修を修了しました。救急科については4人入校し

研修を修了しました。 

（応急手当普及啓発推進事業） 

（１）普通救命講習等の実施状況 

（単位：回・人） 

種  別 救 急 講 習 普 通 救 命 講 習 合  計 

開催回数  0  21  21 

受講人数  0  134  134 

（２）ＡＥＤの貸出し状況 

令和3年度：46回貸出し（スポーツ団体） 

(火災予防推進事業） 

（１）消防ふれあい広場 

新型コロナウイルス感染症対策のため、消防ふれあい広場は実施しませんでした。 

（２）住宅用火災警報器普及啓発活動 

広報紙による案内及び市内事業所への啓発ポスター配布等を実施しましたが、各種行事（消防出初式、消防・

救急フェア等）が新型コロナウイルス感染症対策のため中止となり、予定していた各種行事での住宅用火災警報

器普及啓発活動は実施しませんでした。 

（３）火災予防運動に伴う各種事業 

実施行事 
秋季火災予防運動（11月9日～11月15日） 春季火災予防運動（3月1日～3月7日） 

実施日 実施内容 実施日 実施内容 

予防査察 

11月 9日 

～ 

11月15日 

防火対象物･危険物施設・危険物

運搬車両の予防査察 

3月 1日 

～ 

3月 7日 

防火対象物の予防査察 

街頭PR等 

11月9日 

～ 

11月10日 

消防庁舎に｢火災予防運動実施

中｣の懸垂幕を掲示 

 消防車両による新型コロナウイ

ルス感染症対策等広報活動 

3月 1日 

～ 

3月 7日 

 消防庁舎に｢火災予防運動実施

中｣の懸垂幕を掲示 

 消防車両による新型コロナウイ

ルス感染症対策等広報活動 

― 
  消防・救急フェアなどの各種行

事は中止としました 
― 

消防ふれあい広場は中止としま

した 
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主要な施策の概要 （単位：円） 

款 項 目（名 称） ９・１・３（消防施設費） 決 算 額 708,248,737 

担  当  主  管 消  防  本  部 

（消防施設整備事業） 

感染症対策として中央消防署を除く各署所に手洗い場自動水栓整備工事を実施したほか、藤崎出張所の

空調や照明の改修工事等を実施しました。 

（消防水利整備事業） 

１ 新設防火水槽設置状況 

番号 所  在  地 設  置  年  月  日 容 量 (㎥) 備 考 

1 谷津1-6-10 令和3年4月7日 40 開発事業等指導 

2 奏の杜2-4-21 令和3年4月7日 40 開発事業等指導 

3 本大久保3-8-21 令和3年9月21日 40 開発事業等指導 

4 東習志野7-4-10 令和3年9月29日 40 開発事業等指導 

5 東習志野7-4-10 令和3年9月29日 40 開発事業等指導 

6 津田沼2-4-19 令和3年12月21日 40 開発事業等指導 

7 芝園2-5-1 令和4年1月18日 40 開発事業等指導 

8 芝園2-5-1 令和4年1月18日 40 開発事業等指導 

9 谷津5-1-32 令和4年1月31日 40 開発事業等指導 

10 東習志野1-1-20 令和4年2月7日 60 開発事業等指導 

２ 新設消火栓設置状況 

番号 所  在  地 設  置  年  月  日 口 径（ｍｍ） 備 考 

1 藤崎7-3-27 令和3年8月10日 100 開発事業等指導 

３ 消火栓修繕箇所 

番号 所  在  地 修 繕  年  月  日 修繕費 備 考 

1  谷津1-11-15 令和2年8月27日 1,598,090 漏水 

2 香澄6-3-23 令和2年10月16日 1,780,180 腐食 

3 谷津2-20-12 令和3年1月21日 1,517,380 腐食 

4 鷺沼2-9-26 令和3年1月21日 1,923,820 腐食 

5  鷺沼2-13-28 令和3年1月21日 1,458,340 腐食 

6 鷺沼2-14-31 令和3年1月21日 1,481,060 腐食 

7 茜浜3-4-10 令和3年3月31日 1,449,190 漏水 

8 香澄5-5-4 令和3年3月31日 1,564,600 腐食 

合 計 12,772,660 

※ 修繕費は、千葉県水道局及び習志野市企業局との協定に基づいた協議により、翌年度に一括して

支払うものです。
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消防本部 

主要な施策の概要 （単位：円） 

（消防車両等整備事業） 

令和3年度更新車両はありませんでした。 

 (新消防庁舎移転事業) 

令和3年5月10日から新消防庁舎で消防本部の運用を開始しました。 

また、旧消防庁舎解体工事に伴い、旧消防庁舎既存什器搬出処分を実施しました。 

336



338 339



（13） 教 育 委 員 会 事 務 局



教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・１・１（教育委員会費） 決 算 額 3,217,263 

担 当 主 管 教 育 総 務 課 

（教育委員会費） 

教育行政の振興のため、生涯学習、教育、文化、スポーツ等の幅広い施策について、教育長及

び４名の教育委員による合議により、審議しました。 

令和３年度は、定例会１２回、臨時会１回、計１３回、会議を開催しました。 

【令和３年度中に議決又は承認された案件】 

内 容 件数 

教育行政の運営に関する基本方針を定めること ３ 

教育委員会の規則及び訓令を制定し、又は改廃すること １１ 

予算その他議会の議決を要する事件の議案について市長に意見を申し出ること ８ 

市立学校教育職員の人事の一般方針を定めること ３ 

県費負担教職員たる校長及び教頭の任免等について内申すること １ 

６級以上の職員並びに５級の指導主事及び管理主事並びに５級の教育機関の長

並びに市立幼稚園の園長及び教頭並びに市立高校の校長及び教頭を任免するこ

と 

３ 

附属機関の委員を任命し、又は委嘱すること ５ 

教育功労者を表彰すること ５ 

教科用図書を採択すること ３ 

市立高校生徒の募集に関する大綱及び入学者選抜の方法を定めること １ 

市立幼稚園の園児募集に関する大綱を定めること １ 

その他 ２ 

計 ４６ 

この他、本市における教育、学術または文化の振興に関して特に功績のあった個人及び団体 

に対し、表彰状・感謝状を授与しました。 

令和３年度 ４１個人、８団体（令和２年度 ６４個人、６団体） 

【教育功労者顕彰式は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止となりました。】 
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款 項 目（名称） １０・１・２（事務局費） 決 算 額 514,240,365 

担 当 主 管 教 育 総 務 課 

（通学区域審議会費） 

教育委員会の諮問に基づき、通学区域の適正化について審議を行いました。 

委員数：１０名  開催回数：１回 

（教育文化振興基金事業） 

全国大会で優秀な成績をおさめた者及び善行を行った者に市長賞を授与しました。 

令和３年度 ７件（内、善行賞４件）（令和２年度 善行賞２件） 

（青少年音楽振興基金事業） 

音楽コンクール等の全国大会で優秀な成績をおさめた者に市長賞を授与しました。 

令和３年度 ４件（令和２年度 ０件） 

担 当 主 管 学 校 教 育 課 

（校外活動事業） 

市内各種施設の環境学習や小中音楽会・特別支援教育行事に参加するための移動に対し、

バスの運行委託を行っています。令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

一部行事は中止しました。 

バス利用状況 

利 用 団 体 令和３年度 令和２年度 

市内施設見学 ７９台 ０台 

特別支援学級 ０ ０ 

小 中 音 楽 会 ０ ０ 

合 計 ７９ ０ 
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また、習志野文化ホールにおける中学校の音楽演奏会に関する会場使用料の負担及び小

学校の音楽発表会、小中学校の音楽部活動演奏会に関する会場使用料の一部負担をしまし

た。令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、下記の音楽演奏会以外は、中

止しました。 

学 校 名 実 施 日 行 事 名 

第一中学校 令和３年１２月 ３日（金） 校内合唱コンクール 

第二中学校 令和３年１０月２７日（水） 校内合唱コンクール 

第三中学校 令和３年１１月２０日（土） 校内合唱コンクール 

第五中学校 令和３年１１月１７日（水） 校内合唱コンクール 

第六中学校 令和３年１１月 ２日（火） 校内合唱コンクール 

第七中学校 令和３年１０月２８日（木） 校内合唱コンクール 

学 校 名 実 施 日 行 事 名 

津田沼小学校 令和４年 ２月２４日（木） お別れ音楽会 

谷津小学校 令和３年１１月２５日（木） 音楽発表会 

谷津小学校 令和４年 ３月２５日（金） 管弦楽クラブファミリーコンサート 

第一中学校 令和４年 ３月１９日（土） 管弦楽部定期演奏会 

第五中学校 令和４年 ３月２１日（月） 吹奏楽部定期演奏会 

(育英資金事業) 

 育英資金の給与 

経済的理由により修学が困難で、学業成績が優良であり、かつ品行方正な生徒に対し、 

奨学金を給与しました。 

・高校生：月額 ９，９００円 ２０人（令和２年度 月額 ９，９００円 １６人）

(入学準備金貸付事業) 

高校・大学等に入学を希望する者の保護者に対し、入学に要する一時的な経費負担を軽減

するため、入学準備金の融資を取扱金融機関にあっせんし、その貸付利子相当額を市が全額

利子補給することにより、教育の振興を図りました。 

・融資あっせん件数 ４件  融資者数 １件  利子補給者数 ２１人 

（富士吉田自然体験学習推進事業） 

中学校における自然体験・宿泊学習の実施は、集団生活への不適応、人間関係づくりの

未熟さ、社会性の未発達を克服すべき大きな役割を果たし、豊かな心を培う一助となると

考えられます。以上のことから、心を育てる体験学習の場として富士吉田自然体験学

習を位置づけ、特に２日目のコース別学習においては学習バスを配車し、生徒の希望

を生かしたコース選択を可能にしています。令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、宿泊日数を減らして実施したため、バスの配車は行いませんでした。 

344

教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

担 当 主 管 指 導 課 

（いじめ問題対策事業） 

平成２７年１１月に施行した「習志野市いじめ防止基本方針」に基づきアンケート調査を 

行い、いじめの把握に努めるとともに「いじめ問題対策連絡協議会」及び「いじめ問題対策 

委員会」を開催し、関係者が連携して本市のいじめ問題に対応しました。 

・習志野市いじめ問題対策連絡協議会 年 ２回（書面開催）

７月２７日（火） １月２１日（金） 

・習志野市いじめ問題対策委員会 年１９回

（指導課事務費） 

不登校傾向や学力不振の児童・生徒に対して指導援助を行うため、学校内に設置さ

れている適応指導教室に、教育相談員（教員経験者等）を中学校７校に週４日、小学

校１校に週４日、小学校７校に週２日配置しました。 

相談件数（児童・生徒及び保護者） 

相 談 内 容 中 学 校 小 学 校 

い じ め 1 件 0 件 

不 登 校 989 340 

対 人 関 係 47 150 

教師・児童生徒間の関係 175 109 

学 業 ・ 進 路 1,145 250 

性 格 ・ 身 体 135 66 

部 活 動 8 1 

非 行 等 問 題 行 動 0 3 

その他（家庭のこと等） 171 150 

合 計 2,671 1,069 

（教育文化推進事業） 

１．外国籍及び帰国した児童・生徒に対する言語及び学校生活への適応の援助のため、言語

文化指導者を派遣しました。令和３年度３学期は、千葉県に「まん延防止等重点措置」

が適用されたことを受け、一部学校で言語文化指導者の派遣を停止しました。 

※指導を必要とした児童・生徒数４５名  延べ指導回数 ５３６回 

２．習志野市文化連盟と共催し、小中音楽会・科学工夫論文審査会・英語発表会・総合教育

展・読書感想文審査会・書初展を例年実施しています。令和３年度は、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止のため小中音楽会は実施していません。その他の事業は感染拡大防止

の対策をしたうえで形態を工夫し実施しました。 

３．学校音楽鑑賞教室を例年実施しています。令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため実施していません。 
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（読書活動推進事業） 

市内小中学校２３校に学校司書１１人を配置し、学校図書館の環境整備、管理、活用を行

い、読書教育の推進を図りました。 

・勤務日 （月～金の内、３～４日程度の勤務）

（小中学校文化・スポーツ奨励費） 

小・中学校のスポーツ・文化に関わる全国、関東大会出場のための奨励金を支給しました。 

※３２件 小学校：大久保小 谷津小 東習志野小 実花小 実籾小

中学校：一中 二中 四中 五中 七中 

（教育研修事業） 

 市内各小中学校の教職員に、各種研修を実施し、教職員の資質と技術の向上を図りました。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、一部の研修については中止しました。 

事 業 名 回数 延人数 事 業 名 回数 延人数 

小中生徒指導主任研修会 4 92 実 技 研 修 会 0 0 

長 欠 対 策 主 任 研 修 会 3 69 校 長 研 修 会 2 46 

進 路 指 導 主 任 会 議 5 40 教 頭 (小 中 )研 修 会 2 48 

特別支援教育コーディネーター研修会 4 98 知的障がい指導法研修会 4 96 

学 校 体 育 研 究 研 修 会 0 0 小 中 教 務 主 任 研 修 会 4 92 

教 科 等 主 任 等 研 修 会 0 0 生 徒 指 導 担 当 者 会 議 11 110 

特別支援教育通常学級担任研修会 1 23 
言語、難聴、自閉症・情緒
障がい指導法研修会 

6 355 

校長・教頭・教務 

合同研修会 
0 0 

知的障がい、自閉症・情緒障がい 

特別支援学級等 1,2 年目研修 1 40 
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（英語指導助手招請事業） 

 市内小中学校に、英語指導助手（ＡＬＴ）を配置及び派遣し、英語教育と国際理解教育の

充実を図りました。 

１．英語指導助手（ＡＬＴ）の配置及び派遣 （小学校１２名 中学校３名） 

＜小学校＞ 
曜日 

ＡＬＴ 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

ＡＬＴ１ 津田沼小 津田沼小 津田沼小 津田沼小 津田沼小 

ＡＬＴ２ 大久保小 大久保小 大久保小 大久保小 大久保小 

ＡＬＴ３ 谷津小 谷津小 谷津小 谷津小 谷津小 

ＡＬＴ４ 鷺沼小 鷺沼小 鷺沼小 鷺沼小 鷺沼小 

ＡＬＴ５ 東習志野小 東習志野小 東習志野小 東習志野小 東習志野小 

ＡＬＴ６ 屋敷小 屋敷小 屋敷小 屋敷小 屋敷小 

ＡＬＴ７ 向山小 藤崎小 藤崎小 藤崎小 藤崎小 

ＡＬＴ８ 実花小 実花小 実花小 谷津南小 実花小 

ＡＬＴ９ 実籾小 香澄小 実籾小 香澄小 実籾小 

ＡＬＴ１０ 谷津南小 谷津南小 袖ケ浦西小 袖ケ浦西小 谷津南小 

ＡＬＴ１１ 袖ケ浦東小 向山小 向山小 向山小 袖ケ浦東小 

ＡＬＴ１２ 大久保東小 大久保東小 大久保東小 秋津小 秋津小 

＜中学校＞ 
学期 

ＡＬＴ １学期 ２学期 ３学期 

ＡＬＴ１３ 第一中 第五中 第四中 

ＡＬＴ１４ 第三中 第六中 第七中 

ＡＬＴ１５ 第二中 第四・七中 第二中・第一中・第三中 

２．英語指導助手（ＡＬＴ）の業務内容 

（１）小学校外国語活動及び中学校英語授業の補助

（２）英語教材作成等の協力

（３）英語担当教員の研修への協力

（４）英語クラブ等への参加及び指導

（５）英語コンテストの出場者指導等

（６）国際理解教育の指導、協力
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（特別支援教育推進事業） 

  障がいのある児童・生徒及び周りの児童・生徒の安全確保や学習上のサポートをする支援を

行いました。また、一人ひとりの教育的ニーズに応えるために、通常学級に在籍する障がいの

ある児童・生徒を含め特別支援学級・通級指導教室の充実を図り、適切な就学指導を推進し、

児童・生徒の社会的自立を目指すため研修等を実施しました。 

 

１．教育支援委員会 

子どもの障がいに応じた適切な教育支援・就学先を判断するために、医師・学識経験者・

教員などから構成される「教育支援委員会」を開催し、適正な就学の充実を図りました。 

 

教育支援委員会 開催実績（第４回と第５回は２回に分けて実施） 

 開  催  日 審議件数（件） 

第１回 令和３年 ５月２５日（火） ３１ 

第２回 ７月１３日（火） ２２ 

第３回 ９月２８日（火） ２９ 

第４回 
１１月１６日（火） 

１１月２４日（水） 
９４ 

第５回 
令和４年 １月１４日（金） 

１月２６日（水） 
８９ 

第６回 ２月１５日（火） １５３ 

 合      計 ４１８ 

 

２．要支援児童数・生徒数及び学級数並びに特別支援教育支援員の配置状況 

（令和４年３月末現在） 

（１）①個人配置支援員 

教育支援委員会で審議し、支援員の配置が適当であると判断された児童・生徒に対し、 

    配置しました。 

小学校 延べ １８人 中学校 延べ ４人 

 

    ②要支援児童数・生徒数 

     ＜小学校＞ 

学校名 要支援児童数（人） 

津 田 沼 小 学 校 １ 

大 久 保 小 学 校 １ 

実 籾 小 学 校 １ 

大 久 保 東 小 学 校 １ 

袖 ケ 浦 西 小 学 校  ２ 

屋 敷 小 学 校 ２ 

実 花 小 学 校 １ 

合   計 ９ 
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＜中学校＞ 

学校名 要支援生徒数（人） 

第 五 中 学 校 ２ 

合 計 ２ 

（２）①学校配置支援員

通常学級において特に配慮を要する児童・生徒が在籍する学校に配置しました。 

小学校 延べ ３３人 中学校 延べ １３人 

②要支援学校数

小学校全１６校 中学校全７校 

（３）①学級配置支援員

知的障がい特別支援学級において特に配慮を要する児童・生徒が在籍する学級に 

配置しました。 

小学校 延べ ２１人 中学校 延べ １３人 

②要支援学級数

＜小学校＞

学校名 要支援学級 

津 田 沼 小 学 校 ２ 

大 久 保 小 学 校 ２ 

谷 津 小 学 校 ２ 

鷺 沼 小 学 校 ２ 

実 籾 小 学 校 ３ 

袖 ケ 浦 西 小 学 校 ２ 

屋 敷 小 学 校 ２ 

香 澄 小 学 校 １ 

合 計 １６ 

＜中学校＞ 

学校名 要支援学級 

第 一 中 学 校 １ 

第 二 中 学 校 ２ 

第 三 中 学 校 ２ 

第 四 中 学 校 １ 

第 五 中 学 校 １ 

第 六 中 学 校 １ 

合 計 ８ 
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３．研修会  

・事例研修会 知的障がい 年４回実施、言語・難聴・自閉症・情緒障がい 年６回実施 

・特別支援教育コーディネーター研修会  年４回実施 

・特別支援教育支援員研修会 年３回実施 

・特別支援学級等１、２年目研修会 １回実施 

・小・中通常学級担任事例研修会 １回実施 

 

４. 個別の教育支援計画の作成 

   様々な教育的ニーズに応じた支援を行うために、個別の教育支援計画の作成に取り組み

ました。  

・作成件数 ８６７件 

 

（特色ある学校づくり推進事業） 

習志野市立小・中学校の子どもたちの学力向上を図る一環として、各学校が自校の特色を

生かした自主研究と習志野市立小・中学校及び幼稚園で、特定の課題を追究し、その解明の

ための市指定研究を一体的に推進することで、研究の成果を市内の他の学校（園）に広める

よう努めました。 

また、地域に開かれた学校にしていくために、小・中学校及び高等学校に学校評議員を委

嘱しました。 

 １．自校の特色を生かした研究 

 ○自主研究      ・小学校全１６校 ・中学校全７校 

 

２．研究の成果の公開・普及 

   ○自主研究（授業公開） 

    令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されていた公開研究 

会はオンデマンド方式で開催または中止となりました。 

 

３．特定の課題追究 

○市指定研究     ・小学校 ４校（大久保東小学校、東習志野小学校、 

藤崎小学校、香澄小学校） 

・中学校 ２校（第四中学校、第六中学校） 

 

研 究 指 定 校 研 究 領 域 指 定 区 分 

大久保東小学校 学校のデジタル化実践研究 １ 年 指 定 

東習志野小学校 
自閉症・情緒学級デジタル教材

実践研究 
１ 年 指 定 

藤崎小学校 学校のデジタル化実践研究 １ 年 指 定 

香澄小学校 
小学校高学年教科担任制 

実践研究 
１ 年 指 定 

第四中学校 
自閉症・情緒学級デジタル教材

実践研究 
１ 年 指 定 

第六中学校 学校のデジタル化実践研究 １ 年 指 定 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

４．開かれた学校 

○学校評議員及び学校運営協議会

・学校運営に関し保護者や地域住民等の意向を把握・反映させると共に、校長の学校

経営、学校運営を側面から援助、支援することにより、「地域の風がいきかう学校づ

くり」を推進しました。

（１）学校評議員

・委嘱状況 小学校１５校 中学校７校 習志野高校 計２３校 １２５人 

・協議会の開催 例年学期ごとに１回開催（年３回）

令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、回数の削減や書面開催

とするなど、学校ごとに開催方法を工夫して行いました。

（２）学校運営協議会

・学校運営協議会を設置する学校として指定継続（秋津小学校）

５．学校支援ボランティア制度 

学校支援ボランティア事業として、学習活動支援・環境整備支援・学校安全支援等、

様々な面で地域の方々に御協力いただき｢多彩な教育活動の展開｣を行いました。 

各小・中学校において学校支援ボランティアを募集し、延べ５，５３９人の活動が

ありました。 

（心理発達相談員配置事業） 

特別な支援を必要とする児童・生徒の発達支援に対応するため、特別支援担当指導主事

とともに、専門性のある相談員が各学校を巡回し、教職員からの相談を受けるとともに、

児童・生徒の観察により、児童・生徒や保護者の困り感に応えるよう適切な見立てを行い

ました。 

・巡回訪問指導 日数 １２０日

・相談の対象となった児童・生徒数 １８６人

・延べ相談件数 ３０３件

（ならしの学校音楽祭事業） 

「音楽のまち習志野」にふさわしく、その年度に優れた音楽活動を行った習志野市立 

学校及び習志野市小中学校管楽器講座受講生による「小学校フェスティバルバンド」の 

合同演奏会を例年、習志野文化ホールで行っております。令和３年度は新型コロナウイ 

ルス感染拡大防止のため中止としました。
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（オリンピック・パラリンピック教育推進事業）

１． 市内小学校２校、中学校１校を事業推進校として、東京２０２０オリンピック・パラリ 

ンピック開催に向け、スポーツ文化、福祉教育等と関連させた学習を進めました。

２． オリンピック・パラリンピックについての理解を深めるため、専門的な知識や技能をもつ 

講師やオリンピアンを招きました。 

学 校 開 催 日 内 容 

秋津小学校 令和３年１０月１８日（月） 

講演会 

「あすチャレ！School」 

体験プログラム 車椅子バスケットボール 

第七中学校 

香澄小学校 
令和３年１２月１３日（月） 

講演会 

「スポーツから得たもの」 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・１・３（総合教育センター費） 決 算 額 240,325,842 

担 当 主 管 総 合 教 育 セ ン タ ー 

（総合教育センター管理運営費） 

 教育に関する調査研究及び教職員の研修を行うとともに、情報教育、教育相談、特別支援教

育相談、科学教育、施設の貸出業務等を推進することにより、本市教育の振興・充実に努めま

した。 

１．施設利用状況 

区 分 
機 材 利 用 有 機 材 利 用 無 合 計 

件数 利用者数 件 数 利用者数 件 数 利用者数 

学

校

教

育

幼 稚 園 ・ 保 育 所 3件 140 人 0件 0 人 3件 140 人 

小 学 校 0 0 6 210 6 210 

中 学 校 0 0  2 32 2 32 

学 校 教 育 部 18 523 61 625 79 1,148 

総合教育センター 51 258 668 2,102 719 2,360 

学校教育（その他） 6 295 20 373 26 668 

小 計 78 1,216 757 3,342 835 4,558 

社

会

教

育

生 涯 学 習 部 2 152 4 9 6 161 

Ｐ Ｔ Ａ 1 60 0 0 1 60 

サークル・子供会 0 0 0 0 0 0 

社会教育（その他） 0 0 0 0 0 0 

小 計 3 212 4 9 7 221 

一

般

市 役 所 0 0 1 7 1 7 

そ の 他 0 0 0 0 0 0 

小 計 0 0 1 7 1 7 

合 計 81 1,428 762 3,358 843 4,786 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

２．視聴覚機材・教材の利用状況 

区 分 学 校 教 育 社 会 教 育 一 般 合 計 

ビデオテープレコーダー 0 件 0 件 0 件 0 件

デ ジ タ ル テ レ ビ 70 5 0 75 

ビ デ オ カ メ ラ 4 0 0 4 

ビデオプロジェクター 12 2 0 14 

ビ デ オ 教 材 1 0 0 1 

Ｃ Ｄ  ア ン プ 23 3 0 26 

Ｄ Ｖ Ｄ 教 材 3 16 0 19 

Ｃ Ｄ 教 材 0 0 0 0 

マ イ ク ス タ ン ド 24 3 0 27 

小 型 ス ピ ー カ ー 0 0 0 0 

タ ブ レ ッ ト 15 0 0 15 

書 画 カ メ ラ 0 0 0 0 

Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ ー 3 0 0 3 

パ ソ コ ン 10 0 0 10 

電 子 情 報 ボ ー ド 1 0 0 1 

暗 幕 0 0 0 0 

ス ク リ ー ン 6 2 0 8 

ブルーレイディスクプレーヤー 0 0 0 0 

ピ ン マ イ ク 0 0 0 0 

利 用 件 数 合 計 172 31 0 203 

延 利 用 人 数 1,267 427 0 1,694 

３．機材・教材保有数 

（1）機   材 

区 分 備付用 貸出用 合計 区 分 備付用 貸出用 合計 

１ ６ ミ リ 映 写 機 0 1 1 ノ ー ト パ ソ コ ン 1 0 1 

ス ラ イ ド 映 写 機 0 1 1 プレゼンテーションマウス 4 0 4 

ビデオプロジェクター 0 4 4 ブルーレイディスクプレーヤー 0 1  1 

 電 子 情 報 ボ ー ド 1 0 1 ステレオ ICレコーダー 0 1 1 

デ ジ タ ル テ レ ビ 3 0 3 ピ ン マ イ ク  1  0  1 

ス ク リ ー ン 1 9 10 ホ ワ イ ト ボ ー ド 3 0 3 

モニター外付け電子黒板 1 0 1 マ イ ク ス タ ン ド 5 0 5 

暗 幕 0 52 52 小 型 ス ピ ー カ ー 4 0 4 

ワイヤレスアンプ 0 3 3 書 画 カ メ ラ 1 0 1 

ＤＶＤプレーヤー 0 3 3 ビ デ オ カ メ ラ 1 0 1 

ドキュメントスキャナー 1 0 1 デ ジ タ ル カ メ ラ 2 0 2 

タ ブ レ ッ ト 11 0 11 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

（2）教材貸出用

区 分 保 有 数 区  分 保 有 数 

１６ミリフィルム 457 本 Ｃ Ｄ 278 枚 

８ ミ リ フ ィ ル ム 344 本 Ｏ Ｈ Ｐ 用 シ ー ト 22 組 

ス ラ イ ド 124 組 ビ デ オ 1,411 本

録 音 教 材 103 本 コンピュータソフト 3 本 

Ｌ Ｄ 18 枚 Ｄ Ｖ Ｄ 53 枚 

（総合教育センター調査研修事業） 

 本市の教育課題に向けて調査研究を行うとともに、教職員の資質や指導力を高めるための研

修を実施しました。 

１．教育に関する調査研究活動の推進 

部 門 主 な 研 究 内 容 

教育相談 学校教育における教育相談の進め方 
※令和 3年度は中止し、総合教育センターホ

ームページに週 1 回、子供の不安を和ら
げるための資料を掲載した。

２．研修活動の推進 

 講 座 名  対 象 講  座 数 日 数 実 人 数 延 人 数 

小・中初期層教職員研修 小中２～５年目 4 4 158 381 

教 育 研 究 研 修 小 中 ６ 年 以 上 
※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、

令和３年度は未実施。

合 計 4 4 158 381 

※小・中初期層教職員研修においても、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、当初計画
していた研修を大幅に削減しつつ、資料配布やオンライン形式での研修を実施した。

（教育相談事業） 

 不登校児童生徒の学校復帰への取り組みや、発達等に係る相談への対応を学校との連携のな

かで幅広く効果的に行いました。また、訪問相談（学校訪問、家庭訪問）をとおして、教育相

談の充実に努めました。 

また、「いじめメール相談」では一人一台タブレット端末も活用し、デスクトップ上にショー

トカットキーを作成することで、窓口を広げました。

１． 研修活動の推進 

教育相談研修会 小・中学校教員、各関係機関対象 オンデマンド配信 

「自己肯定感を高めるための聞き方・伝え方」 

「学校における教育相談のポイント  聞くから聴くへ」 

「教育相談の機能を生かした不登校対応・保護者支援」 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

２．教育相談活動の推進 

（1）来所相談受理人数及び相談延回数

令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 

受理人数 相談延回数 受理人数 相談延回数 

知能・学業 2 人 13 回  2 人 2 回 

不 登 校 39 545 16 538 

性格・行動  21 71 1 1 

身体・神経 3 59 5 75 

進路・適性 8 34 2  16 

い じ め 0 0 1  18 

し つけ 他 36 630 61 1,028 

合 計  109 1,352 88 1,678 

（2）来所相談対象別受理件数

令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 

幼児 小学生 中学生 一般 合計 幼児 小学生 中学生 一般 合計 

知能・学業 0 件  2 件 0 件 0 件 2 件 0 件  2 件 0 件 0 件 2 件

不 登 校 0 17 22 0 39 0 4 12 0 16 

性格・行動 5 11 5 0 21 0 1 0 0 1 

身体・神経 0 0 2 1 3 0 4 1 0 5 

進路・適性 0 5 3 0 8 1 0 0 1 2 

いじめ 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

し つけ 他 0 27 9 0 36 0 43 18 0 61 

合 計 5 62 41 1 109 1 55 31 1 88 

（3）電話相談対象別受理件数

令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 

教育相談 特別支援 教育相談 特別支援 

知能・学業 4 件 5 件  4 件 1件 

不 登 校 345 16 234  1 

性格・行動 5 63 13  5 

身体・神経 43 0 24  1 

進路・適性 11 57  11 9 

いじめ 12 0 14  0 

しつけ他 468 21 542 7 

合 計 888 162 842 24 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

（4）青少年テレホン相談における延べ受理件数

令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 

学 業 職 場 1件 2件 

交 友 問 題 3  3 

家 庭 問 題 11 15 

健 康 問 題 4 18 

非 行 問 題 0  0 

そ の 他 29 57 

合  計 48 95 

（5）学校等訪問相談・家庭訪問相談回数

令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 

学 校 訪 問 家 庭 訪 問 学 校 訪 問 家 庭 訪 問 

幼 児 0 回  0 回 0 回 0 回 

小学校 48 59 75 38 

中学校 22  101 66 96 

一 般 0  0 0 0 

合 計 70 160 141 134 

（6）いじめメール相談受理件数

令和３年度 令和２年度 

小学生 中学生 不明 合計 小学生 中学生 不明 合計 

いじめ  5 件  1 件 15 件 21 件 6 件 0 件 0 件 6 件 

虐待 3 2 19 24 0 0 0 0 

その他 2 2 3 7 8 5 4 17 

合計 10 5 37 52 14 5 4 23 

（情報教育推進事業） 

研究用コンピュータを活用し、教職員のコンピュータ等の指導力向上のための研修、オンラ

イン授業等の研究を行いました。ＩＣＴ支援員を市内で４名配置し、タブレット端末の操作方

法についての支援を行いました。インターネットを活用した授業において、著作物をより円滑

に利用できるよう、授業目的公衆送信補償金の支払いを行いました。

研修活動の充実 

講 座 名 対 象 講座数 日数 延人数 

校 務 支 援 ソ フ ト 活 用 研 修 小 中 学 校 教 員 1 講座 1 日 23 人 

教科指導法基礎研修・初期層研修（選択講座） 小 中 学 校 教 員 5 4 490 

Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 教 育 研 修 小 中 学 校 教 員 8 8 294 

合 計 14 13 807 
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主要な施策の概要                               （単位：円） 

（適応指導教室推進事業） 

  不登校児童生徒の社会的自立、学校復帰を目的として、カウンセリング・学習支援や様々な

体験活動のできる教室運営を行いました。 

 

＊ 適応指導教室「フレンドあいあい」（東習志野こども園内） 

対象:心理的要因による不登校児童生徒（小１～中３） 

 内容： ＊基本的に毎日定時に通級 

・カウンセリング 

・学習指導（個々の状況に合わせて） 

・進路指導（中学生）  

・体験的な活動（体育、パソコン教室、書道教室、 

英語教室、セカンドスクール等） 

・グループ活動や集団活動（運動、学級活動） 

・保護者や担任への相談や指導等 

    担当： ３人 指導主事・指導員  

 

（学力向上推進事業） 

「習志野市学力調査」を市内全小学校４年生において国語・算数、全中学校１年生において国

語・数学・英語を実施しました。学力向上推進委員会において、調査結果の分析を行い、指導

上の課題を把握しました。授業改善や指導方法の工夫・改善を行い、児童生徒の学力向上を図

りました。 

  実施人数：小学４年生 １，５１８人（国語） 

             １，５１９人（算数） 

         中学１年生 １，３１４人（国語） 

１，３１４人（数学） 

１，３１４人（英語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 

日        数 203 日 222 日 

参 加 人 数 
42 人 

見学・体験・入級すべて含む 
22 人 

延 参 加 人 数 1,063 人 819 人 

電 話 相 談 件 数 296 件 152 件 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

（科学教育振興事業） 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、科学的分野を中心に様々な学習体験ができる場「わ

くわく学びランド」は、中止となりました。 

 １．「わくわく学びランド」実施内容（年度当初予定） 

回 期 日 内 容 
児童 

生徒数 
(人) 

保護者

等数
(人) 

参加者 

総数
(人) 

1 7 月 28 日（水） 科学教室① 【科学の日】「科学実験教室」 中止 

2 7 月 30 日（金） 講演会① 【生き物の日】「貝について」 中止 

3 8 月 5 日（木） 科学教室② 【科学の日】「科学実験教室」 中止 

4 8 月 17 日（火） 学習教室① 【学習の日】夏休みの宿題の支援、1 学期

の復習、2 学期の予習 
中止 

5 8 月 18 日（水） 学習教室② 【学習の日】夏休みの宿題の支援、1 学期

の復習、2 学期の予習 
中止 

6 8 月 19 日（木） 学習教室③ 【学習の日】夏休みの宿題の支援、1 学期

の復習、2 学期の予習 
中止 

7 8 月 24 日（火） 学習教室④ 【学習の日】夏休みの宿題の支援、1 学期

の復習、2 学期の予習 
中止 

8 8 月 25 日（水） 学習教室⑤ 【学習の日】夏休みの宿題の支援、1 学期

の復習、2 学期の予習 
中止 

9 8 月 27 日（金） 学習教室⑥ 【学習の日】夏休みの宿題の支援、1 学期

の復習、2 学期の予習 
中止 

10 8 月 30 日（月） 学習教室⑦ 【学習の日】夏休みの宿題の支援、1 学期

の復習、2 学期の予習 
中止 

11 12 月 27 日（月） 学習教室⑧ 【学習の日】書き初め 中止 

12 1 月 5 日（水） 学習教室⑨ 【学習の日】書き初め 中止 

合 計 0 0 0 

（校務用パソコン整備事業） 

市内各小・中学校へ校務用パソコンを整備し、校務の情報化を図りました。 

 また、新学習指導要領に伴う改修委託を行いました。 

校務用パソコン整備台数 

小学校（台） 中学校（台） 故障対応用（台） 合計（台） 

482 253 15 750 

（総合教育センター施設整備事業） 

安全安心な施設を維持するために、老朽化している設備の不具合箇所の整備を行いました。 

・総合教育センター屋上防水改修工事
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主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・２・１（学校管理費）（小学校費） 決 算 額 538,894,961 

担 当 主 管 教 育 総 務 課 

 （小学校運営費） 

各小学校に予算を配当し、円滑な学校運営と学校教育の充実を図りました。 

児童数、学級数の状況（学校基本調査、各年度５月１日現在）( )は特別支援学級内数 （単位：学級/人）

年度 

学校名 

令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 

学 級 数 児 童 数 学 級 数 児 童 数 

津 田 沼 23( 4) 661( 32) 24( 5) 639( 29) 

大 久 保 28( 4) 800( 26) 29( 4) 811( 22) 

谷 津 43( 6) 1,272( 36) 40( 5) 1,200( 33) 

鷺 沼 27( 2) 767( 11) 27( 2) 774(  9) 

実 籾 16( 4) 344( 30) 16( 4) 366( 28) 

大 久 保 東 16( 3) 432( 17) 18( 3) 439( 19) 

袖 ケ 浦 西 11( 4) 198( 23) 12( 4) 202( 20) 

東 習 志 野 29( 3) 864( 24) 32( 3) 911( 23) 

袖 ケ 浦 東 11( 2) 265( 13) 12( 2) 280( 12) 

屋 敷 29( 5) 796( 33) 29( 5) 789( 32) 

藤 崎 22( 4) 602( 26) 23( 4) 612( 25) 

実 花 25( 4) 658( 30) 25( 4) 648( 28) 

向 山 13( 1) 273(  6) 14( 1) 267(  2) 

秋 津 12( 2) 233( 11) 12( 2) 237(  9) 

香 澄 13( 3) 215( 10) 13( 3) 222( 10) 

谷 津 南 26( 3) 704( 23) 23( 2) 628( 14) 

合 計 344(54) 9,084(351) 349(53) 9,025(315) 

学校図書館の状況 

年 度 令和３年度 令和２年度 

購 入 冊 数 （ 金 額 ） 5,594 冊（11,492,130 円） 6,340 冊（11,722,675 円） 

基 準 冊 数 168,080 冊 170,400 冊 

年 度 末 保 有 冊 数 193,091 冊 193,587 冊 

図 書 充 足 率 114.9% 113.6% 

※新型コロナウイルス感染症学校衛生管理事業での購入分を含む。
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（小学校施設管理事業） 

小学校施設の維持管理に必要な法定事項業務委託他、軽微な損耗・損傷の修繕等を行い児

童の学校生活環境の向上を図りました。 

（小学校空調整備事業） 

 小学校のすべての学級に令和元年度に設置した空調設備を使用し、児童の体調管理や学

習環境の向上を図りました。 

（小学校備品特別整備事業） 

 小学校の教育振興において、学校配当予算では対応できない備品について、必要性や緊急

性を考慮し、整備を行いました。 

・耐火書庫 １台 （大久保東小学校）

・グランドピアノ １台 （向山小学校）

・牛乳保冷庫 １台 （谷津南小学校）

・サッカーゴール 1 組 （谷津小学校）

（バス通学児童支援事業） 

 ＪＲ津田沼駅南口特定土地区画整理事業に伴い、令和１２年３月３１日までの間、通学区 

域の暫定措置として、谷津小学校から谷津南小学校へ通学指定校が変更となる児童に対して、

定期券を交付することでバス運賃を助成しました。 

 また、登下校時間帯におけるバス乗り場及びバス車内の見守り対応として、安全整理員を 

１日当たり平均１０名配置しました。 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・２・２（教育振興費）（小学校費） 決 算 額 144,567,468 

担 当 主 管 学 校 教 育 課 

（要保護・準要保護児童援助費及び特別支援教育就学奨励費） 

経済的な事由により、就学困難な児童に対し、学用品費等の補助を行いました。 

要保護及び準要保護等児童数（延べ人数） 

年 度 令和３年度 令和２年度 

要 保 護 児 童 ５４人 ６８人 

準 要 保 護 児 童 ４３２ ４５４ 

特 別 支 援 奨 励 費 受 給 児 童 １７６ １７２ 

合 計 ６６２ ６９４ 

 また、準要保護の基準に該当する令和４年度入学予定の新１年生に対し、入学前（３月上

旬）に新入学学用品費の補助を行いました。 

令和３年度  ６８人（令和２年度  ６１人） 

担 当 主 管 指 導 課・総 合 教 育 セ ン タ ー

（小学校教育指導事業） 

市立各小学校の教職員に授業展開で必要とされている教科書及び指導書を整備しました。 

市立各小学校の自閉症・情緒学級の全学年の児童に、算数の学習者用デジタル教科書を整

備しました。 

（小学校パソコン推進事業） 

 児童１人１台のタブレット端末を活用し、情報活用能力の向上と学習指導要領で示されて

いる「主体的・対話的で深い学び」の実現を図るための環境整備を行いました。 

また、新型コロナウイルス感染症対策による自宅待機児童へのオンライン授業を行えるよ

うに、Ｗｉ-Ｆｉルータを貸し出すとともに、通信費を負担しました。 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・２・３（学校建設費）（小学校費） 決 算 額 1,065,224,666 

担 当 主 管 教 育 総 務 課 

（小学校施設改善整備事業） 

 小学校施設の改善、施設機能の維持保全を図るために、校舎・体育館等について、改修 

工事等により整備を行いました。 

・秋津小学校屋内運動場屋根防水改修工事

・藤崎小学校受変電設備更新工事 他

（谷津小学校児童増加対応事業） 

 ＪＲ津田沼駅南口特定土地区画整理事業に伴う児童増加への対応として、平成２８年度

より一時校舎（リース）を設置し、教室等として使用しました。 

（谷津小学校校舎改築事業） 

谷津小学校の全面改築工事を実施しました。（平成３０年度から４か年継続事業） 

令和２年８月に新校舎が完成、令和３年６月に旧校舎の解体を完了、令和４年３月に外

構整備が完了しました。 

（大久保小学校校舎改築事業） 

大久保小学校の全面改築工事に係る実施設計並びに既存プール等の解体及び仮設グラウ

ンド整備工事を実施しました。

なお、令和４年度から令和８年度に全面改築工事を行います。

（令和４年度からの５か年継続事業） 

（小学校長寿命化改修事業） 

 向山小学校の長寿命化改修に係る実施設計を実施しました。 

（令和２年度からの２か年継続事業） 

また、屋敷小学校の長寿命化改修に係る基本設計を実施しました。 

（令和３年度からの２か年継続事業） 

（小学校大規模改造事業） 

学校施設の計画的な老朽化対策の一環として、安全・安心な教育環境の確保のため、谷

津南小学校の一部の大規模改修工事を実施するとともに、実籾小学校の大規模改修工事に

係る実施設計を実施しました。 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・３・１（学校管理費）（中学校費） 決 算 額 267,506,046 

担 当 主 管 教  育  総  務  課 

（中学校運営費) 

各中学校に予算を配当し、円滑な学校運営と学校教育の充実を図りました。 

生徒数、学級数の状況（学校基本調査、各年度５月１日現在） ( )は特別支援学級内数 （単位：学級/人）

 年度 

学 名 

令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 

学 級 数 生 徒 数 学 級 数 生 徒 数 

一 中 22( 3) 661( 22) 21( 3) 626( 20) 

二 中 24( 6) 666( 41) 24( 6) 654( 35) 

三 中 15( 4) 357( 23) 15( 4) 371( 25) 

四 中 26( 4) 819( 22) 26( 5) 777( 32) 

五 中 24( 4) 701( 23) 22( 2) 668( 11) 

六 中 16( 2) 483(  9) 17( 2) 486(  8) 

七 中 15( 3) 376( 19) 15( 3) 411( 21) 

合 計 142(26) 4,063(159) 140(25) 3,993(152) 

学校図書館の状況 

年 度 令和３年度 令和２年度 

購 入 冊 数 （ 金 額 ） 3,544 冊（6,824,593 円） 3,936 冊（7,490,494 円） 

基 準 冊 数 97,440 冊 96,640 冊 

年 度 末 保 有 冊 数 115,810 冊 115,856 冊 

図 書 充 足 率 118.9％ 119.9％ 
※新型コロナウイルス感染症学校衛生管理事業での購入分を含む。

（中学校施設管理事業） 

中学校施設の維持管理に必要な法定事項業務委託他、軽微な損耗・損傷の修繕等を行い

生徒の学校生活環境の向上を図りました。 

（中学校空調整備事業） 

 中学校のすべての学級に令和元年度に設置した空調設備を使用し、生徒の体調管理や学

習環境の向上を図りました。 

（中学校備品特別整備事業） 

中学校の教育振興において、学校配当予算では対応できない備品について、必要性や緊

急性を考慮し、整備を行いました。 

・グランドピアノ １台 （第五中学校）

・システム戸棚 １個 （第五中学校） 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・３・２（教育振興費）（中学校費） 決 算 額 86,339,198 

担 当 主 管 学 校 教 育 課 

（要保護・準要保護生徒援助費及び特別支援教育就学奨励費） 

経済的な事由により、就学困難な生徒に対し、学用品費等の補助を行いました。 

要保護及び準要保護等生徒数（延べ人数） 

年 度 令和３年度 令和２年度 

要  保 護  生  徒 ４６人 ４５人 

準 要 保 護 生 徒 ３１１ ３４５ 

特別支援奨励費受給生徒 ８２ ６０ 

合  計 ４３９ ４５０ 

また、準要保護の基準に該当する令和４年度入学予定の新１年生に対し、入学前（３月上旬）

に新入学学用品費の補助を行いました。 

令和３年度 １０７人（令和２年度 ９３人） 

担 当 主 管 指 導 課・総 合 教 育 セ ン タ ー 

（中学校教育指導事業） 

市立各中学校の自閉症・情緒学級の全学年の生徒に、国語と数学の学習者用デジタル教科

書を整備しました。 

（中学校パソコン推進事業） 

生徒１人１台のタブレット端末を活用し、情報活用能力の向上と学習指導要領で示されて

いる「主体的・対話的で深い学び」の実現を図るための環境整備を行いました。 

また、新型コロナウイルス感染症対策による自宅待機生徒へのオンライン授業を行える

ように、Ｗｉ-Ｆｉルータを貸し出すとともに、通信費を負担しました。 
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教育委員会事務局 
 
主要な施策の概要                               （単位：円） 

 
款 項 目（名称） 

 
１０・３・３（学校建設費）（中学校費）

 
決 算 額 

 

221,133,374 

担  当  主  管 教  育  総  務  課 

（中学校施設改善整備事業） 

  中学校施設の改善、施設機能の維持保全を図るために、校舎・体育館等について、改修

工事等により整備を行いました。 

  ・第五中学校プール塗装改修工事 他 

 

（第二中学校校舎改築事業） 

  第二中学校の校舎改築工事に係る実施設計及び管理棟諸室移設工事などを実施しました。 

  なお、令和４年度から令和７年度に校舎改築工事を行います。 

（令和４年度からの４か年継続事業） 

 

（中学校長寿命化改修事業） 

  第一中学校の長寿命化改修に係る基本設計を実施しました。 

（令和３年度からの２か年継続事業） 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・４・１（高等学校総務費） 決 算 額 566,360,211 

担 当 主 管 習 志 野 高 校 

（部活動出場奨励費） 

スポーツや文化の各分野で日頃の練習成果を存分に発揮して、全国大会、関東大会等に出

場する部活動に対し、全国の高校生と競技技術を競い合うとともに交流を深めるため旅費の

一部を支給し部活動の振興を図りました。 

【関東大会等】 

大 会 名 競 技 名 結 果 

関東高等学校体育大会 

10 競技 

ボクシング 

学校対抗 3 位 

個人 ピン級 3 位、フライ級 1回戦敗退 

ライト級 優勝、ライトウェルター級 1 回戦敗退

ウェルター級 1 回戦敗退、ミドル級 1回戦敗退

ライトヘビー級 準優勝

バレーボール男子 団体 ベスト 16 

バレーボール女子 団体 ベスト 16 

バスケットボール男子 団体 1 回戦敗退 

柔道 団体 3位 

ソフトボール 団体 3位 

空手道男子 団体 形 1 回戦敗退、組手 2 回戦敗退 

空手道女子 団体 形 1 回戦敗退、組手 ベスト 16 

体操競技男子 

団体総合 4 位 

個人総合 9 位、23 位、47 位、83 位 

種目別ゆか 26 位、51 位、60 位、98 位 

種目別あん馬 2 位、10 位、46 位、53 位 

種目別つり輪 8 位、20 位、23 位、41 位 

種目別跳馬 15 位、23 位、33 位、98 位 

種目別平行棒 4 位、7 位、10 位、81 位 

種目別鉄棒 2 位、11 位、12 位、40 位 

体操競技女子 

団体総合 7 位 

個人総合 32 位、45 位、64 位、81 位 

種目別跳馬 27 位、30 位、30 位、90 位 

種目別平均台 7 位、23 位、46 位、58 位 

種目別段違い平行棒 42 位、59 位、63 位、76 位 

種目別ゆか 20 位、29 位、41 位、45 位 

第 27 回東関東吹奏楽 

コンクール
吹奏楽 団体 金賞（東関東支部代表 全国大会へ） 

第 27 回東関東マーチング 

コンテスト
吹奏楽 団体 金賞（東関東支部代表 全国大会へ） 

第 10 回関東高等学校 

ボクシング選抜大会 
ボクシング 

個人 ライトフライ級 A 1 回戦敗退、 

バンタム級 B 1 回戦敗退、フライ級 A 3 位 

ライト級 A 準優勝（全国選抜大会出場権獲得）

フライ級 B 3 位、ライトウェルター級 A 3 位

バンタム級 A 1 回戦敗退、ウェルター級 B 3 位

第 27 回東関東アンサンブル 

コンテスト
吹奏楽 

団体 クラリネット四重奏 金賞 

（東関東支部代表 全国大会へ） 

フルート四重奏 金賞（全国大会出場権なし）
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

【関東大会等続き】 

大 会 名 競 技 名 結 果 

関東柔道選手権大会兼 

全日本柔道選手権大会 

関東地区予選 

柔道 個人 無差別級 ベスト 16 

第 52 回東日本高等学校 

女子ソフトボール大会 
ソフトボール 団体 準優勝 

【全国大会】

大 会 名 競 技 名 結 果 

全国高等学校総合体育大会 

5 競技 

バレーボール男子 団体 5 位 

ボクシング 

学校対抗 12 位 

個人 ピン級 1 回戦敗退、フライ級 1回戦敗退 

ライト級 2 回戦敗退、

ライトウェルター級 ベスト 8

ウェルター級 2 回戦敗退、ミドル級 2回戦敗退

体操競技男子 

個人総合 24 位 

種目別ゆか 62 位 

種目別あん馬 24 位 

種目別つり輪 24 位 

種目別跳馬 29 位 

種目別平行棒 22 位 

種目別鉄棒 22 位 

体操競技女子 団体 予選敗退 

柔道 
個人 60Kg 級 2 回戦敗退、73kg 級 3 位 

81kg 級 準優勝 

JOC ジュニアオリンピック 

カップ 2021

全日本ジュニア体操競技 

選手権大会 

体操競技男子 

団体 1 部 13 位 

個人総合 27 位、56 位、115 位、164 位 

種目別 鉄棒 8 位、平行棒 11 位、15 位 

個人 1 部 

個人総合 108 位、132 位 

個人 2 部 

個人総合 29 位、60 位 

種目別平行棒 15 位 

体操競技女子 

団体 2 部 6 位 

個人総合 36 位、114 位、116 位、161 位 

種目別跳馬 3 位、8 位、12 位 

種目別平均台 15 位 

第 69 回全日本吹奏楽 

コンクール
吹奏楽 団体 金賞 

第 10 回日本学校合奏コンクール

2021 全国大会グランド 

コンテスト

吹奏楽 団体 金賞 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

【全国大会続き】 

大 会 名 競 技 名 結 果 

第 34 回全日本マーチング 

コンテスト
吹奏楽 団体 金賞 

第 74 回全国高等学校 

バスケットボール選手権大会 

SoftBank ウィンターカップ

2021 

バスケットボール男子 団体 2 回戦敗退 

第 74 回全日本バレーボール

高等学校選手権大会 
バレーボール男子 団体 3 回戦敗退 

第 45 回全日本アンサンブル

コンテスト
吹奏楽 団体 クラリネット四重奏 金賞 

第 44 回全国高等学校 

柔道選手権大会 
柔道 

団体 1 回戦敗退 

個人 73 ㎏級 ベスト 16 

81 ㎏級 優勝 

第 38 回全国高等学校 

体操競技選抜大会 体操競技男子 

個人総合 13 位 

種目別ゆか 19 位 

種目別あん馬 13 位 

種目別つり輪 21 位 

種目別跳馬 19 位 

種目別平行棒 16 位 

種目別鉄棒 8 位 

第 33 回全国高等学校 

ボクシング選抜大会兼 

JOC ジュニアオリンピック 

カップ

ボクシング 個人 ライト級 1 回戦敗退 
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教育委員会事務局 
 
主要な施策の概要                               （単位：円） 

 

 
款 項 目（名称） 
 

 
１０・４・２（高等学校管理費） 

 
決 算 額 

 
70,827,968 

担  当  主  管 習  志  野  高  校 

(高等学校管理運営費) 

生徒が学校生活を安全かつ快適に送れる環境を提供するため、学校施設、設備等の管理 

及び運営を行いました。 

 

    生徒数、学級数の状況(学校基本調査、各年度５月１日現在) 

年  度 学科名 
全  日  制 

学級数（学級） 生徒数（人） 

令和３年度 

普通科 18 714 

商業科 6 239 

合 計 24 953 

令和２年度 

普通科 18 715 

商業科 6 241 

合 計 24 956 

 

（スクールカウンセラー配置事業） 

青少年の心理に詳しい臨床心理士が、悩みを抱える生徒のカウンセリングやその対応 

について教職員や保護者にも指導助言を行い、学校の教育活動全般を支援しました。 

 

 令和３年度の相談人数  生徒 ２０３人  教職員  １５１人 保護者  ４１人 

（延べ人数）                           （単位：人） 

  いじめ 不登校 
対人 

関係 

問題 

行動 
家庭 

学校 

学級 

学習 

進路 
部活動 その他 

自由 

来室 
合計 

生徒 0 
 

56 
 

40 7 30 43 27 0 203 

教職員 0 48 
 

40 33 9 21 
 

0 0 151 

保護者 0 4 
 

3 34 0 0 
 

0 0 41 
 

 
款 項 目（名称） 
 

１０・４・３（教育振興費）（高等学校費）

 
決 算 額 

 
26,897,456 

担  当  主  管 習  志  野  高  校 

（高等学校教育振興費） 

  授業環境整備など、生徒の学習指導や部活動指導等を行いやすい環境を整え、個々の生徒の

目的を達成させる指導を行いました。 

 

（高等学校振興備品特別整備事業） 

各教科の指導内容に沿って使用する教材備品として、教育用レゴ８セットを整備しました。 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・４・４（学校建設費）（高等学校費） 決 算 額 190,671,250 

担 当 主 管 習 志 野 高 校 

（高等学校施設整備事業） 

 高等学校施設の施設機能の維持保全や改善を図るために、老朽化対策工事や法令に基づく

点検の指摘事項の是正工事などを行いました。 

・習志野高等学校非常放送及び校内放送設備更新工事

・習志野高等学校特別教室空調機器整備業務委託 他
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教育委員会事務局 
 
主要な施策の概要                               （単位：円） 

 

 
款 項 目（名称） 

 

 
  １０・６・１（社会教育総務費） 
 

 
決 算 額 

 
175,271,355 

担  当  主  管 社  会  教  育  課 

（社会教育委員費） 

生涯学習全般に関する施策の立案等に対し、社会教育委員から助言をいただき、生涯学習の

推進を図りました。 

 ◆社会教育委員会議の開催 

第１回 令和３年８月１７日 

議

題 

【協議】 

（１）秋津公園内のスポーツ施設等一体的再整備について 

【報告】 

（１）生涯学習部所管施設の指定管理者モニタリング結果について 

（２）実花・袖ケ浦・谷津公民館の指定管理者制度導入後の状況について 

（３）東習志野図書館・新習志野図書館・谷津図書館の指定管理者の更新について 

（４）放課後子供教室(袖ケ浦西・袖ケ浦東・藤崎)業務委託プロポーザルについて 

（５）新型コロナウイルス感染症への対応について 

第２回 令和３年１１月１９日 

議

題 

【報告】 

（１）習志野文化ホールについて 

（２）放課後子供教室（袖ケ浦西・袖ケ浦東・藤崎）業務委託候補者の決定について 

（３）プラッツ習志野の全面オープンについて 

（４）東習志野図書館・新習志野図書館及び谷津図書館の指定管理者候補者の選定について 

（５）令和４年度生涯学習部当初予算案について 

第３回 令和４年２月１５日 

議

題 

【協議】 

（１）習志野文化ホール再建設に係る基本構想（案）について 

（２）秋津野球場・秋津サッカー場等の再整備基本方針（案）について 

（３）生涯学習施設改修整備計画の見直しについて 

（４）指定管理者制度の更新について（新習志野公民館） 

（５）令和４年度社会教育関係団体に対する補助金（案）について 

【報告】 

（１）令和４年度生涯学習部予算（案）の概要及び主要施策別重点事業について 

（２）指定管理者の指定について（東習志野図書館、新習志野図書館及び谷津図書館） 

 

（社会教育施設等運営費） 

  令和３年５月に開設した、地域活動や親子の交流の場である秋津小学校とんぼスペースの管

理運営を行いました。 

 【利用状況】 

・地域の部屋：開所日数 ２６１日  利用総数  ３３人 

・親子の部屋：開所日数 ２９３日  利用総数 ５６１人 

 

（生涯学習推進事業） 

市民が自ら進んで生涯学習に取り組めるよう生涯学習の普及・浸透、学習情報の提供に努めま

した。 

市民カレッジの開講 

スタート編      ４８人 

ステップアップ編   １８人  

372

教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・６・２（文化振興費） 決 算 額 251,143,605 

担 当 主 管 社 会 教 育 課 

（文化財審議会費） 

市内に所在する文化財の保存及び活用に関する事項について審議しました。 

◆文化財審議会の開催

第１回 令和３年８月２６日 

議

題 
（１）「藤崎冨士講」の市指定について 他 

（市史編さん委員会費） 

市史編さん委員会の開催は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止しました。 

（文化振興事務費） 

文化振興全般の事務等を行い、文化振興の推進を図りました。 

１．市民文化祭の開催 

令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 

期 間 10 月 24 日～11 月 23 日 10 月 30 日～11 月 1 日 

観 客 数 1,540 人 214 人 

出 品 点 数 305 点 25 点 

参 加 者 数 661 人 247 人 

２．文化財説明板管理 

市内の歴史的な場所を解説する説明板等の新設及び補修を行いました。 

・新設

「下総三山の七年祭り」説明板(津田沼三丁目 菊田神社境内)

・修繕の実施

「二十三夜塔」説明板(本大久保三丁目 三叉路附近)

「下総三山の七年祭り」説明板(実籾一丁目 大原神社境内)

「騎兵連隊・旅団司令部跡」説明板(大久保四丁目 八幡公園内)

「花咲貝塚跡」説明板(本大久保四丁目 本大久保 1号児童公園内)

（旧大沢家住宅等維持管理費） 

県指定有形文化財である旧大沢家住宅の保存と活用に努めました。 

・令和３年度 見学者数 ６，７０１人  開館日数 ２９４日 

・七夕飾り 令和３年６月２３日～７月７日

・旧大沢家住宅おはなし会 令和３年１０月９日 来場者８人

・ポンプ小屋落書き修繕を実施
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 
（旧鴇田家住宅維持管理費） 

県指定有形文化財である旧鴇田家住宅の保存と活用に努めました。 

・令和３年度 見学者数 １４，８７３人  開館日数 ２９４日 

・七夕飾り 令和３年６月２３日～７月７日

・旧鴇田家住宅おはなし会 令和３年７月２８日 来場者１６人

・旧鴇田家住宅お月見の会 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

・旧鴇田家住宅落語会 令和３年１１月１１日 参加者２８人（事前申し込み）

・住宅内部木製建具修繕、燈籠修繕、消防点検不良個所の修繕（消火器、ホース交換）

を実施

（埋蔵文化財管理費） 

埋蔵文化財調査室の運営管理を行い、埋蔵文化財保護行政の推進に努めました。 

（埋蔵文化財調査事業費） 

開発事業計画に伴い、埋蔵文化財保護を目的とした調査を実施しました。 

１．確認調査等 ２０件(遺跡の性格や範囲等を確認するための調査をしました。) 

No 地 点 名 取 扱 内 容 

１ 実籾４丁目遺跡Ｅ地点 確 認 調 査 

２ 鷺沼１丁目遺跡群Ｐ地点 慎 重 工 事 

３ 鷺沼城跡第９地点 工 事 立 会 

４ 鷺沼城跡第１０地点 確 認 調 査 

５ 谷津貝塚７５地点 工 事 立 会 

６ 鷺沼台４丁目遺跡第１４地点 確 認 調 査 

７ 津田沼４丁目遺跡第１１地点 工 事 立 会 

８ 藤崎３丁目南遺跡Ｆ地点 慎 重 工 事 

９ 谷津貝塚７６地点 工 事 立 会 

10 屋敷貝塚Ｐ地点 工 事 立 会 

11 藤崎１丁目遺跡Ｐ地点 慎 重 工 事 

12 鷺沼台１丁目遺跡Ｃ地点 慎 重 工 事 

13 谷津貝塚７７地点 慎 重 工 事 

14 実籾３丁目遺跡第１７地点 慎 重 工 事 

15 鷺沼１丁目遺跡群Ｑ地点 慎 重 工 事 

16 津田沼４丁目遺跡第１２地点 慎 重 工 事 

17 実籾２丁目東遺跡Ｆ地点 試掘・慎重工事 

18 屋敷貝塚Ｑ地点 慎 重 工 事 

19 谷津貝塚７８地点 工 事 立 会 

20 実籾２丁目東遺跡Ｇ地点 工 事 立 会 

２．整理作業 出土遺物の実測や分析、調査図面や写真の記録整理等を実施しました。 
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主要な施策の概要  （単位：円） 
（習志野市芸術文化協会活動助成費） 

 本市の芸術活動の充実、発展を図るため、関係団体の指導育成及び芸術祭他各種事業の実施等

の活動をもって市民文化の向上に寄与する協会に対し補助金を交付しました。 

（習志野文化ホール運営費） 

習志野文化ホールは、本市の文化の殿堂として活動の場の提供を通じて、芸術文化の拠点とし

ての役割を果たしました。なお、（公財）習志野文化ホールを指定管理者に指定し、管理運営を

行いました。 

１．利用状況 

令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 

開 館 日 数 333 日 288 日 

使 用 日 数 159 日 76 日 

使 用 回 数 340 回 159 回 

入 場 者 数 72,479 人 21,917 人 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年６月３０日まで使用休止。

２．目的別使用状況 （単位：件） 

年度 
ｸﾗｼｯｸ

音 楽

ポピｭﾗ- 

歌 謡 

オペラ

バレエ

邦 楽 

邦 舞 
演 劇 映 画 演 芸 

集 会 

大 会 

発 表 

ﾘﾊ-ｻﾙ

他 計 

３ 53 9 7 3 5 2 4 35 51 169 

（習志野文化ホール助成費） 

 芸術活動の振興と市民文化の発展のため、文化芸術事業を行い、もって市民の文化芸術の振興

に寄与している（公財）習志野文化ホールに対し、補助しました。 

（市史調査事務費） 

市史に関する資料・情報の調査・収集を行い、市史関係資料の適切な保管に努めました。 

市史及び文化財調査について、広く市民に知らしめるため、習志野市文教住宅都市憲章５０

周年を記念して製作した「歴史・文化財マップ」を増刷し、市庁舎等で配布しました。 

（不三戸貝塚第２地点埋蔵文化財発掘調査事業） 

 集合住宅建築に伴い、平成２８年度に実施した不三戸貝塚第２地点の埋蔵文化財発掘調査の出

土品・記録類を整理し、報告書を作成しました。 

（屋敷貝塚Ｋ地点埋蔵文化財発掘調査事業） 

 宅地造成に伴い、平成３０年度に実施した屋敷貝塚Ｋ地点埋蔵文化財発掘調査の出土品・記録

類を整理し、報告書を作成しました。 

（花咲台遺跡 I 地点埋蔵文化財発掘調査事業） 

 宅地造成に伴い、令和２年度に実施した花咲台遺跡 I地点の埋蔵文化財発掘調査の出土品・記

録類を整理しました。 
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教育委員会事務局 
 
主要な施策の概要                               （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・６・３（公民館費） 決 算 額 242,689,992 

担  当  主  管 中  央  公  民  館 

（公民館運営審議会費） 

   公民館における方針、事業、施設提供等の運営について、調査審議しました。 

◆公民館運営審議会の開催 

 

（公民館講座費）、（公民館管理運営費） 

  中央公民館、菊田公民館及び指定管理館４館の管理運営を行いました。（新習志野公民館は平

成２７年度から、実花公民館・袖ケ浦公民館・谷津公民館は令和３年度から指定管理館） 

 

１． 公民館活動の促進 

各種学級、講座の開催をはじめ、ふれあい相談（学習相談）を推進し、地域行事及び社会

教育関係団体による活動の支援など、生涯学習活動の場を提供しました。 

領
域 

事 業 名 会  場 
開設学級 

（学級） 

事業回数 

（回） 

学習時間 

（時間） 

参加者数 

（人） 

家
庭
教
育 

幼児家庭教育学級 全公民館 6 38 60 479 

ＰＴＡ家庭教育学級 

中央・菊田･ 

袖ケ浦･谷津・ 

新習志野 
15 14 25 486 

育児講座 
菊田･実花･ 

袖ケ浦･新習志野 
4 22 36 152 

親と子のふれあい講座・ 

すくすく親子サロン 

中央・菊田・ 

袖ケ浦・谷津 
5 25 38 455 

よちよち親子サロン 袖ケ浦･新習志野 2 11 17 76 

少
年
親
子 

子ども講座 全公民館 45 52 101 712 

子ども映画会・ 

子どもシネマ 

中央･実花･ 

袖ケ浦･谷津 
6 6 10 225 

子どもの部屋 

（放課後対応事業） 
全公民館 6 132 251 380 

子ども伝統文化教室 中央 1 1 2 8 

子ども影絵講座 菊田 1 1 4 10 

花いっぱいボランティアクラブ 実花 1 6 6 88 

おやこチャレンジ 実花 3 3 6 36 

和太鼓倶楽部 袖ケ浦 1 12 24 113 

しぜんくらぶ 袖ケ浦 3 3 6 43 

わくわく親子冒険団 谷津 1 1 2 28 

ザ チャレンジ 新習志野 3 3 5 22 

アウトドア体験講座 新習志野 1 1 2 14 

青

年 

青年講座 中央 1 3 9 40 

ならしのリーダース 実花・袖ケ浦 2 10 20 136 

谷津地域青年協力隊 谷津 1 2 8 18 

ユースリーダー養成講座 新習志野 1 6 9 40 
 

第１回 令和３年７月１６日 

議

題 

（１）令和２年度公民館事業の実績報告について 

（２）令和３年度公民館事業・予算について 他 

第２回 令和４年２月１５日 

議

題 

（１）令和３年習志野市議会一般質問について  

（２）新習志野公民館モニタリングの結果について 他 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

領

域 
事 業 名 会 場 

開設学級 

（学級） 

事業回数 

（回） 

学習時間 

（時間） 

参加者数 

（人） 

成
人

市民カレッジ スタート編 

（公民館で学ぼう） 
全公民館 6 10 20 363 

音楽を楽しむ 中央 1 1 2 94 

世界遺産を巡る 中央 1 2 4 69 

歴史探訪 中央 2 2 4 76 

健康講座 中央 2 6 9 99 

環境講座 中央 1 2 3 16 

健康生き生き講座 菊田 1 3 5 21 

人生百年教養講座 菊田 1 3 8 40 
公民館で学ぶ 

「市民協働企画講座」 
菊田 2 2 4 12 

子育てライフアップ 

（育児付き講座） 
実花 1 3 6 19 

地域歴史探訪 実花 2 6 18 76 

わくわくチャレンジ 実花 3 9 18 72 

いきいきライフ 実花 3 6 13 70 

大人の教養講座 袖ケ浦 5 6 12 104 

気になる身近な草木の観察 袖ケ浦 1 8 16 141 

花のある暮らし 袖ケ浦 5 5 10 60 

健康いいこと講座 谷津 2 7 14 97 
大人の学び講座 

～基礎から学ぼう～ 
谷津 2 6 12 66 

生活悠々講座 新習志野 3 5 10 68 

子育てリフレッシュ講座 新習志野 3 4 7 45 

歴史学びウォーク講座 新習志野 3 6 15 93 
新習クッキング  

「たもいやんせ」 
新習志野 2 5 15 63 

高
齢
者 

寿学級 全公民館 6 124 230 2,123 

いきいき講座 新習志野 2 5 10 121 

地
域
協
働
・
文
化
活
動

地区学習圏会議 全公民館 7 － － － 

館報発行 全公民館 6 14 － － 

フューチャーセンター連携事業 中央 1 － － － 

菊田公民館開館５０周年記念事業 菊田 1 1 2 25 

ロビーふれあい事業 実花 1 7 － － 

ロビーコンサート 谷津 1 1 2 50 

ちびっこクリスマス会 谷津 1 1 2 213 

新習パレット 新習志野 4 4 6 105 

合計 191 616 1,118 7,962 
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２．公民館利用状況 

館名 
 
区分 

中央 菊田 実花 袖ケ浦 谷津 新習志野 合 計 

令

和

３

年

度 

回
数 

12,433 

回 

2,603 

回 

1,208 

回 

4,086 

回 

3,616 

回 

3,332 

回 

27,278 

回 

人
数 

95,421 

人 

30,905 

人 

13,017 

人 

54,066 

人 

44,984 

人 

40,586 

人 

278,979

人 

令

和

２

年

度 

回
数 

8,038 

回 

1,749 

回 

934 

回 

2,854 

回 

2,426 

回 

2,197 

回 

18,198 

回 

人
数 

66,548 

人 

19,390 

人 

12,840 

人 

35,379 

人 

29,336 

人 

27,342 

人 

190,835

人 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、飲食の禁止や部屋の定員を減らすなど様々な利

用制限を設けながら、公民館の貸出しを行いました。 

 

（公民館施設整備事業） 

  公民館施設の老朽化、設備の経年劣化による改修工事を行い、安心・安全な学習環境の整備

を行いました。 

  袖ケ浦公民館昇降機改修工事 他 
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款 項 目（名称） １０・６・４（図書館費） 決 算 額 253,748,452 

担 当 主 管 中 央 図 書 館 

（図書館管理運営事業） 

中央図書館及び指定管理館３館の管理運営を行いました。 

１．利用状況 

（１）図書貸出冊数及び登録者数  （単位：冊、人） 

館  名 貸出冊数 
うち雑誌 

貸出冊数 
登録者数 開  館  日  時  等 

中 央 図 書 館 456,342 30,157 24,080 火～日 AM9:00～PM8:00 

東習志野図書館 119,442 7,921 6,095 
火水木金日 AM9:00～PM5:00､ 

土 AM9:00～PM7:00 

新習志野図書館 167,075 10,516 8,863 
火水木金日 AM9:00～PM5:00､ 

土 AM9:00～PM7:00 

移動図書館 25,827 203 3,077 
巡回ステーション（17 箇所）

を隔週で巡回 

新習志野合計 192,902 10,719 11,940 

谷 津 図 書 館 404,773 26,795 14,143 
火水木金日 AM9:00～PM5:00､ 

土 AM9:00～PM7:00 

合 計 1,173,459 75,592 56,258 

（２）視聴覚資料貸出本数  （単位：本） 

ＤＶＤ Ｃ Ｄ ビデオ 合 計 

貸出本数（全館計） 10,422 5,535 2 15,959 

（３）視覚障がい者用録音資料貸出本数

貸出本数 
カセット （中央図書館） 貸出数  0 タイトル（  0 本） 

ＤＡＩＳＹ（中央図書館） 貸出数 216 タイトル（216 本） 

（４）リクエスト件数（図書・雑誌・視聴覚資料） （単位：件） 

中央図書館 東習志野図書館 新習志野図書館 谷津図書館 合 計 

101,791 30,628 46,184 96,833 275,436 
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２．子どもおはなし会                        （単位：回、人） 

館    名 事   業   内   容 開    催    日     回数 参加人数 

中 央 図 書 館 

お は な し 会 通年（毎週水曜日） 36 34 

え ほ ん の じ か ん 通年（第 2 火曜日）  【中止】 － 

保 育 所 お は な し 会 通年（毎週水曜日）  【中止】 － 

幼 稚 園 お は な し 会 学期 1～2 回 【中止】 － 

こども園おはなし会 学期 1～2回 【中止】 － 

親 子 で お は な し 会 － 【中止】 － 

七 夕 お は な し 会 － 【中止】 － 

クリスマスおはなし会 12 月 22 日 1 6 

東習志野図書館 

お は な し 会 通年（第 2木曜日） 8 22 

え ほ ん の じ か ん 通年（第 4木曜日） 9 73 

こども園おはなし会 不定期 3 139 

こわ～いおはなし会 8 月 12 日 1 7 

クリスマスおはなし会 12 月 9 日 1 7 

新習志野図書館 

お は な し 会 通年（第 3木曜日） 11 12 

え ほ ん の じ か ん 通年（第 4木曜日） 10 27 

クリスマスおはなし会 12 月 16 日 1 2 

谷 津 図 書 館 

お は な し 会 通年（第 2・第 4木曜日） 11 23 

え ほ ん の じ か ん 通年（第 2・第 4木曜日） 12 136 

幼 稚 園 お は な し 会 不定期 【中止】 － 

こわ～いおはなし会 7 月 24 日 1 10 

ハロウィンおはなし会 10 月 23 日 1 6 

クリスマスおはなし会 12 月 23 日 1 5 
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３．成人向け講座 （単位：人） 
館  名 事  業  内  容  （ 講 師 ） 開 催 日 参加人数 

中 央 図 書 館 

はじめての Zoom 体験講座（富山瑛太・今村ひろゆき） 6 月 8 日 9 

はじめての読み聞かせ講座－おはなし会のすすめ方
－（習志野文庫連絡会） 

6 月 26 日 9 

大人のためのおはなし会（習志野文庫連絡会） 9 月 4 日 6 

児童文学講演会 「赤毛のアン」を読み解く３つのキ
ーワード－著者、プリンス・エドワード島、時代－ 
（白井澄子） 

11 月 28 日 29 

今から始める老い支度・終活準備（明石久美） 11 月 30 日 30 

家庭で楽しむ絵本の選び方 ①乳児向け絵本の紹介
（中央図書館職員） 

12 月 12 日 5 

家庭で楽しむ絵本の選び方 ②幼児向け絵本の紹介
（中央図書館職員） 

12 月 12 日 1 

日本語の面白さを紐解く～文字と音の「クセ」から～
（三宅和子） 

1 月 26 日 
2 月 9 日 

【中止】 

－ 
－ 

文学講演会 「美爆音！～ぼくらの青春シンフォニー
～」出版ウラ話～作者と主人公の楽屋トーク～ 
（オザワ部長・酒井悠歌）

2 月 19 日 
【中止】 

－ 

東習志野図書館 

ならしのミニ朗読会～想いをこめて朗読を～ 
（ならしの朗読サークル「茜」） 

11 月 7 日 19 

クリスマス☆ジャズライブ～ギターと歌で綴る名曲
の数々～（岩見淳三＆ＹＡＹＯＩ）

12 月 18 日 40 

ならしの新春落語（二代目 月の家小圓鏡） 1 月 15 日 26 

読書会「恩讐の彼方に」菊池寛 
（東習志野図書館スタッフ） 

2 月 19 日 
【中止】 

－ 

出張読書会～習志野高校文芸部と読む海野十三「千年
後の世界」～（東習志野図書館スタッフ） 

3 月 16 日 
【中止】 

－ 

～習志野市立図書館デジタルアーカイブ～「昔の写真
で見る習志野の歴史」を観る 
（東習志野図書館スタッフ） 

3 月 27 日 
【中止】 

－ 

新習志野図書館 

フラワーアレンジメント教室（川崎雅美） 6月 30 日 9 

無声映画をみる会（山内菜々子） 12 月 19 日 24 

スマホ写真講座（石野莉緒）
2 月 11 日 
【中止】 

－ 

～習志野市立図書館デジタルアーカイブ～「昔の写真
で見る習志野の歴史」を観る 
（新習志野図書館スタッフ） 

3 月 27 日 
【中止】 

－ 

谷 津 図 書 館 

読書会 芥川龍之介著「羅生門」 
（谷津図書館スタッフ） 

7 月 31 日 5 

ならしの新春落語（二代目 月の家小圓鏡） 1 月 16 日 43 

ＪＡＺＺの魅力（原田俊太郎トリオ） 
2 月 12 日 
【中止】 

－ 

～習志野市立図書館デジタルアーカイブ～「昔の写真
で見る習志野の歴史」を観る（谷津図書館スタッフ） 

3 月 26 日 
【中止】 

－ 
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４．子ども読書の日記念事業                        （単位：人） 

館     名 事  業  内  容  （ 講 師 ） 開 催 日 参加人数 

中 央 図 書 館 おはなしはたのしい！２０２１春 
（習志野文庫連絡会） 

4 月 24 日 3 

 

５．子ども講座                                                       （単位：人） 

館     名 事  業  内  容  （ 講 師 ） 開 催 日 参加人数 

中 央 図 書 館 

第１回ぬいぐるみのおとまり会（中央図書館職員） 
5 月 9 日 

5 

第２回ぬいぐるみのおとまり会（中央図書館職員） 6 

第３回ぬいぐるみのおとまり会（中央図書館職員） 
6 月 6 日 

5 

第４回ぬいぐるみのおとまり会（中央図書館職員） 5 

エンタメ・コンテンツ業界を知ろう！～ライトノベ
ル、アニメ・ゲームのおもしろさと仕事にする方法～
（榎本秋） 

8 月 1 日 18 

ＬＥＤ工作・光のジュースで遊ぼう（松山知子） 8 月 25 日 9 

東習志野図書館 

ぬいぐるみおとまり会（東習志野図書館スタッフ） 6 月 3 日 9 

七夕おはなし会（東習志野図書館スタッフ） 6 月 26 日 9 

探してみよう！動物のひみつ 
（穴澤あつこ・田中三千子） 

3 月 5 日 
【中止】 

－ 

新習志野図書館 

夏休み工作教室（新習志野図書館スタッフ） 8 月 8 日 15 

おつきみお楽しみ会（新習志野図書館スタッフ） 9 月 18 日 10 

お話の中のお菓子の世界にひたろう 
（新習志野図書館スタッフ・新習志野公民館スタッフ） 

11 月 13 日 
11 月 20 日 

8 

谷 津 図 書 館 
図書館てつだい隊（谷津図書館スタッフ） 

8 月 3 日～ 
8 月 15 日 

44 

やつとしょかん「人形劇場」（座・まりりん） 12 月 12 日 52 

 

６．子ども図書館員                            （単位：人） 

館   名  開  催  日 事 業 内 容（対 象） 参加人数 

中 央 図 書 館 7 月 29 日・30 日、8月 17 日・19 日 

夏休み子ども 1日図書館員 
（小学 4～6年生） 

15 

東習志野図書館 
7 月 21 日・27 日・28 日・29 日・30
日、8月 3日・4日・5日 

9 

新習志野図書館 7 月 28 日・29 日、8月 4日・5日 10 

谷 津 図 書 館 7 月 21 日・22 日、8月 25 日・26 日 15 
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７．第３９回核兵器廃絶平和都市宣言記念展  （単位：人）

館 名 開  催  期  間 事 業 内 容 入場者数 

新習志野図書館 8 月 4 日～8 月 9 日 【中止】 核関係資料の展示・関係図書貸出 － 

東習志野図書館 8 月 12 日～8 月 17 日 【中止】 核関係資料の展示・関係図書貸出 － 

８．レファレンス（読書相談）件数  （単位：件）

中 央 図 書 館 東習志野図書館 新習志野図書館 谷 津 図 書 館 合 計 

7,321 1,819 1,628 3,642 14,410 

９．図書館ボランティア  （単位：人）

活動図書館 
別登録人数 

中  央 
図 書 館 

東習志野 
図 書 館 

新習志野 
図 書 館 

谷 津 
図 書 館 

合 計 
複数館の
登録者を
含む 11 2 7 12 32 

活動内容別 
登録人数 

書架整理 
郷土資料 
整 理 

寄贈図書 
整 理 

おはなし会 合 計 
２種類の
活動登録
者を含む 23 募集中止 5 5 33 

（図書館資料整備事業） 

 市民の自主的、自発的な学習活動を支援するため、幅広い分野の図書館資料を収集・整備

しました。 

１．整備状況 

（１）図書  （単位：冊）

事項 

館名 

令 和 
２年度末
蔵書冊数 

令 和 ３ 年 度 受 入 冊 数 令和３年度払出冊数 令 和
３年度末 
蔵書冊数 

購入 
冊数 

寄贈 
冊数 

移管 
冊数 

計 
除籍 
冊数 

移管 
冊数 

計 

中 央 170,787 6,918 1,058 163 8,139 3,452 0 3,452 175,474 
東 習 志 野 53,436 2,554 135 0 2,689 3,127 88 3,215 52,910 
新 習 志 野 73,675 2,772 160 46 2,978 3,396 15 3,411 73,242 

移 動 6,627 431 8 0 439 509 109 618 6,448 

新習志野合計 80,302 3,203 168 46 3,417 3,905 124 4,029 79,690 

谷 津 83,646 3,747 191 5 3,943 4,032 2 4,034 83,555 
合 計 388,171 16,422 1,552 214 18,188 14,516 214 14,730 391,629 

（２）視聴覚資料  （単位：本） 

事項 
館名 

資料 
種別 

令 和 
２年度末 
所蔵本数 

令和３年度受入本数 令和３年度払出本数 令 和 
３ 年 度 末 
所 蔵 本 数 

購入 
本数 

寄贈 
本数 

移管 
本数 

計 
除籍 
本数 

移管 
本数 

計 

中央図書館 

ＤＶＤ 2,054 101 12 226 339 20 0 20 2,373 

Ｃ Ｄ 917 84 0 58 142 7 0 7 1,052 

ビデオ 276 0 0 0 0 0 0 0 276 

合 計 3,247 185 12 284 481 27 0 27 3,701 

谷津図書館 

ＤＶＤ 1,728 94 12 0 106 36 226 262 1,572 

Ｃ Ｄ 955 68 0 0 68 37 58 95 928 

ビデオ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 2,683 162 12 0 174 73 284 357 2,500 

合 計 

ＤＶＤ 3,782 195 24 226 445 56 226 282 3,945 

Ｃ Ｄ 1,872 152 0 58 210 44 58 102 1,980 

ビデオ 276 0 0 0 0 0 0 0 276 

合 計 5,930 347 24 284 655 100 284 384 6,201 
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（３）視覚障がい者用録音資料                   （単位：タイトル、（ ）内は保有本数） 

 
資料名   事項 
(所蔵館名） 

令和２年度末 
保 有 数 

令 和 ３ 年 度 受 入 本 数 
令和３年度 
除 籍 数 

令和３年度末 
保 有 数 購 入 数 寄 贈 数 

カセット 

(中央図書館) 

603 

（2,824 本） 

0 

（0 本） 

0 

  （0 本） 

0 

（0 本） 

603 

（2,824 本） 

ＤＡＩＳＹ 

(中央図書館) 

483 

（487 本） 

41 

（41 本） 

20 

（20 本） 

0 

（0 本） 

544 

 （548 本） 

※カセットは１タイトルが複数のカセットに分割されているため、タイトル数と保有本数は一致しません。 

※ＤＡＩＳＹは同一タイトルを複数所有しているため、タイトル数と保有本数は一致しません。 
 

２．令和３年度末分類別所蔵状況  

（１）図書                                                            （単位：冊） 

 

（２）視覚障がい者用録音資料                                  （単位：タイトル） 

 
分類 

資料名    
(所蔵館名） 

総記 哲学 歴史 
社会 
科学 

自然 
科学 技術 産業 芸術 言語 文学 合計 

カセット 

(中央図書館)
2 10 17 13 10 3 1 18 1 528 603 

ＤＡＩＳＹ 

(中央図書館)
2 1 11 3 6 0 0 6 0 515 544 

 

（図書館施設整備事業） 

 令和２年３月３１日に閉館した藤崎図書館において、跡施設の利活用のために老朽化したエレベ

ーターの改修工事を行いました。 

 

  ・旧藤崎図書館昇降機改修工事 

 
分類 

館名 
 

総記 哲学 歴史 社会 
科学 

自然 
科学 技術 産業 芸術 言語 文学 児童 合計 

中 央 図 書 館 18,714 3,437 9,780 12,418 6,268 8,182 3,230 11,231 1,699 44,058 56,457 175,474 

東習志野図書館 2,518 1,138 3,093 4,094 2,255 3,115 1,013 2,618 580 15,867 16,619 52,910 

新習志野図書館 3,224 1,863 5,019 6,552 3,293 4,472 1,791 4,875 987 19,775 21,391 73,242 

 移動図書館 5 10 10 43 29 620 24 30 5 1,321 4,351 6,448 

新 習 志 野 合 計 3,229 1,873 5,029 6,595 3,322 5,092 1,815 4,905 992 21,096 25,742 79,690 

谷 津 図 書 館 3,321 2,469 5,104 6,972 5,769 5,396 1,914 4,917 979 20,412 26,302 83,555 

合   計 27,782 8,917 23,006 30,079 17,614 21,785 7,972 23,671 4,250 101,433 125,120 391,629 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・６・５（青少年費） 決 算 額 52,571,735 

担 当 主 管 社 会 教 育 課・ 青 少 年 セ ン タ ー 

（青少年問題協議会費） 

心身ともに健やかな青少年を育成するための総合的施策について調査審議するものです。 

令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止としました。 

（青少年健全育成事業） 

青少年相談員、子ども会育成会、リーダースクラブ等青少年育成団体の活動に対して補助し 

ました。 

令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年度に引き続き、各団体によ

る一般児童を募集する青少年活動は概ね中止となりましたが、各団体の構成員を対象に各種事業

を実施しました。 

（成人式事務費） 

新成人の門出を祝福し、新たに生じた権利と義務についての自覚を促しました。 

 令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年度に引き続き、新成人で構

成される実行委員会が主催する「新成人を祝う集い」を中止とし、市と教育委員会が主催する

成人式典のみ中学校区を分けて午前と午後の２回開催しました。 

 「成人式典」 

期 日 令和４年１月１０日（月） 

会 場 習志野文化ホール 

対 象 者 １，９８２人（前年度 ２，０３３人） 

参 加 者 １，１９４人（前年度 １，０９２人） 

（放課後子供教室事業） 

 放課後及び夏・冬・春休みなどに小学校等を活用して、子どもたちに安全で安心な居場所を

提供する放課後子供教室を実施しました。 

令和３年４月、新たに東習志野小学校と秋津小学校に放課後子供教室を開設しました。 

＜放課後子供教室運営状況＞ （登録者数 令和４年３月３１日現在） 

区 分 

 学校名 
登 録 者 数 延 べ 参 加 者 数 １日当り平均参加者数 

大久保東小学校 ２５８人 ６，２６５人 ２７人 

東習志野小学校 ３９６人 ９，３４６人 ４１人 

秋津小学校 １５１人 ６，６０６人 ２９人 
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教育委員会事務局 
 
主要な施策の概要                               （単位：円） 

（青少年センター運営協議会費） 

  青少年センターの青少年の健全育成、非行防止活動が総合的かつ計画的に実践される 

よう、活動状況を審議しました。 

◆青少年センター運営協議会の開催 

 

（青少年センター運営費） 

   青少年の非行防止と、健全育成のための啓発活動及び各関係機関との連絡調整を行いまし 

た。 

・千葉県青少年補導センター連絡協議会への協力 

・子ども１１０番の家設置 ９４６軒 

 

（青少年相談指導事業） 

青少年の健やかな成長と家庭教育への支援を図ると共に関係機関との密接な連携により、

青少年にとって有害な環境の浄化活動を推進し問題行動の防止に努めました。 

事 業 活 動 会      場 事 業 回 数 参 加 人 数 

街頭補導活動 市 内 全 域 ６２９回 １，１９０人 

研    修 補 導 委 員 新 任 研 修 資料配布 ６０人 

少年野球大会 第 一 カ ッ タ ー 野 球 場  他 （新人・春季・夏季）３回 ６７５人 
 

第１回 令和３年５月１１日 

議

題 

（１）青少年センターの事業計画について 他 

※書面による審議 

議

題 

（１）青少年センター事業実施状況について 他 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・６・６（少年自然の家費） 決 算 額 44,037,194 

担 当 主 管 鹿 野 山 少 年 自 然 の 家 

（少年自然の家管理運営費） 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、習志野市の４・５・６年生を対象にセカン

ドスクール事業を日帰りとして実施。市内の家族を対象とした主催事業も日帰りでデイキャ

ンプという形で実施し、鹿野山少年自然の家の管理運営を行いました。

１．少年自然の家利用状況（主催事業も含む・令和２年度は出前授業の数・ 

令和３年度は日帰り利用＋出前授業の数） 

 年度 

 区分 
令和３年度 令和２年度 

団  体  数 利 用 延 人 数 団  体  数 利 用 延 人 数 

学校教育利用 ５９ 団体 ４,８４８ 人 ８ 団体 １，２７６ 人 

学校教育団体 ５  ８４ ０ ０ 

社会教育利用 １ ７９ ０ ０ 

計 ６５  ５,０１１ ８ １,２７６ 

２．主催事業 

年４回 「親子で体験」と題してデイキャンプ自然体験を実施しました。 

 ３．施設参観利用状況（日帰り） 

年度 

区分 

令和３年度 令和２年度 

団 体 数 利 用 者 数 団 体 数 利 用 者 数 

施設参観利用 １ 団体 １８ 人 ５ 団体 ４２２ 人 

（鹿野山セカンドスクール事業） 

全小学校４年生～６年生を対象に年１回、２泊３日の自然体験学習を実施しています。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、日帰りで実施しました。 

また、バスの１台あたりの定員を４５人から２２人に減らし、配車を行いました。 

・バス配車台数 ２２０台

月 期日 事業名 事業内容 参加人数（人） 

（延べ人数） 

４ ２４ 親子で体験 春！ 

鹿野山少年自然の家 

高宕山ハイキング ２４ 

７ ２９ 親子で体験 夏！ 

鹿野山少年自然の家① 

ザリガニ釣り、川遊び ７ 

８ ５ 親子で体験 夏！ 

鹿野山少年自然の家② 

ザリガニ釣り、川遊び １２ 

１２ １８ 親子で体験 冬！ 

鹿野山少年自然の家 

観察林オリエンテーリング、 

火起こし体験 

２７ 

合 計 ７０ 
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教育委員会事務局 
 
主要な施策の概要                               （単位：円） 

 

 
款 項 目（名称） 
 

 
１０・６・７（青年の家費） 

 

 
決 算 額 

 
24,223,065 

担  当  主  管 富 士 吉 田 青 年 の 家 

（青年の家管理運営費） 

  青少年等が各種の研修、体育、野外活動等を富士山の自然の中で体験できる宿泊研修施設

として管理運営を行いました。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、宿泊利用は９月３０日まで「家族などの個人利

用者」のみ受け入れ可能とし、１０月 1 日より通常定員の７割の人数制限を設け、団体利用

の受け入れを再開しました。 

 

１．青年の家利用状況 

区     分 宿  泊 日  帰 キャンプ    計 

 

令和 3 年度 

団 体 数 51 団体 590 団体    0 団体 641 団体 

利 用 者 数 602 人 4,145 人    0 人 4,747 人 

 青少年 351  2,045     0  2,396  

一 般 251  2,100     0  2,351  

 

令和 2 年度 

団 体 数 33 団体 561 団体 0 団体 594 団体 

利 用 者 数 178 人 1,958 人    0 人 2,136 人 

 青少年 12  758     0  770  

一 般 166  1,200     0  1,366  

 

２．令和３年度主催事業 

「春の自然を食べるつどい」など４事業を企画しましたが、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、全て中止しました。 

 

３．富士吉田体育館利用状況 

 令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 

利 用 団 体 数 １０６ 団体 ２９ 団体 

利 用 者 数 ２,７９６ 人  ９７６ 人  

減 免 者 数 ０ 人  ０ 人  

総 利 用 者 数 ２,７９６ 人  ９７６ 人  

※ 減免対象者は習志野市内中学校の自然体験学習等の利用等。 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・６・８（生涯学習複合施設費） 決 算 額 162,999,802 

担 当 主 管 社 会 教 育 課 

（生涯学習複合施設管理運営費） 

 本市の生涯学習の拠点である習志野市生涯学習複合施設「プラッツ習志野」（「中央公民館」、

「中央図書館」、「市民ホール」、「中央公園体育館」、「中央公園テニスコート」、「中央公園パー

クゴルフ場」等が複合した施設）について、習志野大久保未来プロジェクト（株）を指定管理

者に指定し、維持管理・運営を行っています。（中央図書館を除く。） 

１．市民ホール利用状況 

令和３年度 令和２年度 

利用回数 345 件 229 件 

利用人数 11,997 人 5,788 人 

２．中央公園スポーツ施設利用状況 

令和３年度 令和２年度 

体育館 
利用件数 2,097 件 1,620 件 

利用人数 19,394 人 14,855 人 

テニスコート
利用件数 991 件 736 件 

利用人数 3,673 人 3,022 人 

パークゴルフ場 
利用件数 18,556 件 15,189 件 

利用人数 69,038 人 66,898 人 

スポーツ施設計
利用件数 21,644 件 17,545 件 

利用人数 92,105 人 84,775 人 

※中央公民館及び中央図書館の事業概要については、公民館費、図書館費の該当頁に他館と併

せて記載しています。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、プラッツ習志野は感染状況に応じ利用制限を講じ

て開館しました。
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教育委員会事務局 
 
主要な施策の概要                               （単位：円） 

 
款 項 目（名称） 

 

 
１０・７・１（保健体育総務費） 

 

 
決 算 額 

 
184,297,225 

担  当  主  管 学  校  教  育  課 

(児童・生徒・教職員健康管理費) 

児童・生徒・教職員の健康管理のため、各種検診や健康診断等を行い、健康状態の把握及び

疾病や異常の早期発見に努めました。また、その結果により、受診勧奨や保健指導を行い、自

分自身の健康保持増進を図れるような学校保健活動を展開しました。 

 

１．児童・生徒の健康を守るための施策 

事      業      名 対     象     者 受 検 者 

定 期 健 康 診 断 
 小・中・高の児童・生徒全員 

（平成２８年度より運動器検診実施） 
14,037 人 

結

核

検

診 

問診・診察 

 小・中の児童・生徒全員 

（小・中の児童・生徒全員に結核検診問診調査

を実施し、診察が必要な児童生徒に学校医に

よる診察を行いました。） 

13,131 

胸 部 ｴ ｯ ｸ ｽ線 撮 影  高１の生徒全員 320   

精 密 検 査 
結核検診、胸部エックス線撮影の結果、 

精密検査が必要と認められた者 
28   

尿検査(糖・蛋白・潜血)  小・中・高の児童・生徒全員 14,007 

心 電 図 検 査 
 小１・中１・高１の児童・生徒全員及びその他 

校医が指示した者 
2,853 

脊 柱 側 彎 症 検 査 

 ア．小５・中１の児童・生徒全員（スコリオ検査） 2,715 

 イ．スコリオ検査の結果、前年度低線量エックス線

撮影の結果及び運動器検診で医師より指摘が

あった者（低線量エックス線撮影） 

520 

就 学 時 健 康 診 断  令和４年度小学校入学予定者 1,548 

 

２．学校職員の健康を守るための施策 

事      業      名 対        象        者 受 検 者 

定 期 健 康 診 断 
幼・小・中・高の教職員（34 歳以下、36～38 歳） 219 人 

幼・小・中・高の教職員（35 歳、39 歳以上） 83  

尿検査(糖・蛋白・潜血)  幼・小・中・高の教職員 321  

胸 部 エ ッ ク ス 線 撮 影  幼・小・中・高の教職員 445  

胃 部 検 査  幼・小・中・高の 40 歳以上の教職員  36  

ス ト レ ス チ ェ ッ ク 幼・小・中・高の職員 849  

教 職 員 雇 入 健 康 診 断 幼・小・中・高の新規市採用職員 2  
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主要な施策の概要  （単位：円） 

３．日本スポーツ振興センター災害共済保険の加入 

・対象者･･･小・中・高等学校の児童・生徒全員

令和３年度 令和２年度 

加 入 者 数 14,123 人 14,016 人 

適用を受けた災害件数 865 件 786 件 

４．保健・安全・給食関係職員の資質向上のための研修他 

事 業 名 対 象 名 受講者 

健康教育関係研修 保健主事、給食指導主任、養護教諭、栄養士等 未実施 

学校保健業務検討会 小・中・高の養護教諭 118 人 

調理員全体研修会 調理員 未実施 

担 当 主 管 指 導 課 

（学校体育推進事業） 

 習志野市小中学校体育連盟に対し補助金を交付することにより、各種体育大会の開催等、

市内小中学校における体育の健全な発達と児童・生徒の健康増進を図りました。また、各

小中学校の部活動で必要となる用具等の整備を行いました。 

（部活動支援事業） 

専門的な指導力を備えた指導者を必要とする中学校に対して、民間の指導者を派遣する

ことにより、生徒にスポーツの楽しさ・爽快さ・達成感等を体験する機会を豊かにし、生

涯にわたりスポーツに親しむ基礎を培うとともに、運動部活動と地域社会の連携を図りま

した。 

・配置校 第一、第二、第三、第四、第六、第七中学校 １人配置

第五中学校 ２人配置 

計 ８人 

学 校 名 種 目 

第 一 中 学 校 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 

第 二 中 学 校 野 球 

第 三 中 学 校 ソ フ ト テ ニ ス

第 四 中 学 校 女 子 バ レ ー ボ ー ル 

第 五 中 学 校 剣 道 ・ 柔 道 

第 六 中 学 校 サ ッ カ ー

第 七 中 学 校 ソ フ ト テ ニ ス
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

担 当 主 管 教育総務課・学校教育課・指導課 

（新型コロナウイルス感染症学校衛生管理事業） 

１．オートクレーブ整備事業 

 感染症対策として、健康診断に使用する器具の滅菌を行うためのオートクレーブを購入

し、児童、生徒が安心して健康診断を受けられる体制を整備しました。 

＜購入物品＞ 

オートクレーブ 小・中学校各１台 計２３台 

２．感染症対策等の学校教育活動継続支援事業 

 各学校が感染症対策等を徹底しながら、児童生徒の学習保障をするための取組を実施する

に当たり、校長の判断で迅速かつ柔軟に対応することができるよう、学校教育活動の円滑な

運営を支援しました。 

３．修学旅行等の延期又は中止に係る支援事業 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため修学旅行等に係る追加費用について、学校に補

助を行い、保護者の負担軽減を図りました。 

また、感染症拡大防止対策として貸切バスを増便した場合に生じる追加的費用について

も補助を行いました。 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・７・２（社会体育費） 決 算 額 76,369,160 

担 当 主 管 生 涯 ス ポ ー ツ 課 

（スポーツ推進審議会）

「習志野市スポーツ推進計画（令和２年度～令和７年度）」の事業評価の確認及び、「秋津野

球場・秋津サッカー場等の再整備基本方針（案）」について審議しました。

◆スポーツ推進審議会の開催

（社会体育事務費） 

市民が気軽にスポーツ活動へ参加し楽しむことができ、健康づくり・コミュニティづくりにつ

ながるよう、総合型地域スポーツクラブの活動を支援しました。 

【総合型地域スポーツクラブの育成】 

市内３クラブの情報交換を目的とした、習志野市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会運営 

委員会を２回開催しました。（４回を予定していたが、２回は新型コロナウイルス感染拡大防止

のため中止。） 

【各クラブの状況】 

１．第七中学校区 ＮＰＯ法人習志野ベイサイドスポーツクラブ（ＮＢＳ）平成１３年度設立 

・理 事 会 の 開 催：４回 ・会 員 数：４３０人

・活 動 状 況：定期活動１５種目（延べ７８１回開催 参加者１２，３９６人）

２．第四中学校区 ＮＰＯ法人習志野イースタンスポーツクラブ（ＮＥＳ）平成１５年度設立 

・理 事 会 の 開 催：６回 ・会 員 数：２３３人

・活 動 状 況：定期活動１２種目 (延べ６５５回開催 参加者１０，０１９人)

３．第二、第六中学校区 ＮＰＯ法人習志野中央スポーツクラブ（中央）平成１７年度設立 

・理 事 会 の 開 催：６回 ・会 員 数：６９人

・活 動 状 況：定期活動１２種目 (延べ２４０回開催 参加者 １，９００人)

（スポーツ推進委員活動事業）

市民のためのスポーツ活動の企画・立案や研修、実技指導や助言等を行うことを目的に、各

種協議会、研究大会、研修会への参加のほか、スポーツ奨励大会開催のための会議を実施する

予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、書面開催及び中止としました。 

【会議の開催】 

・スポーツ推進委員会議の開催 ２回（書面開催） 

・スポーツ推進委員連絡協議会の開催 ２回（書面開催）、６回（中止）

【研修会等への参加】 

・全国スポーツ推進委員研究協議会への参加（佐賀県佐賀市） 中止 

・関東スポーツ推進委員研究大会への参加 （長野県長野市） 中止 

・千葉県スポーツ推進委員研究大会の参加 （八千代市） 中止 

第１回 令和３年６月３０日 

議

題 

（１）習志野市スポーツ推進計画の事業評価シートについて

（２）秋津公園とスポーツ施設等一体的再整備の基本計画策定スケジュールについて

第２回 令和３年１１月２４日 

議

題 

（１）習志野市スポーツ推進計画の令和２年度事業評価について

（２）秋津野球場・秋津サッカー場等の再整備基本方針（案）について
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

【スポーツ奨励大会開催事業】 

スポーツ推進委員連絡協議会に委託し、全市民を対象としたスポーツ奨励大会を開催する予

定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、全て中止としました。 

・大会の実施状況

大 会 名 期 日 会 場 参加者 

オール習志野歩け歩け大会 6 月 6 日 東部体育館～市庁舎～谷津公園 

中止 

ニュースポーツフェスティバル 7 月 4 日 袖ケ浦体育館 他 

パ ー ク ゴ ル フ の つ ど い 10 月 31 日 茜浜パークゴルフ場 

コミュニティバレーボール大会 12 月 5 日 
東部体育館 

第四中学校体育館 

女 子 サ ッ カ ー 大 会 2 月 13 日 
第一カッターフィールド 

（秋津サッカー場） 

合 計 

(令和元年度参加者 １，２３３人 ※令和２年度は全て中止) 

（市民スポーツ指導員活動事業） 

市内１６小学校区それぞれにおいて、スポーツ及びレクリエーションを通じたコミュニティ 

活動の推進を図りました。 

【各地区の活動】 

市民スポーツ指導員連絡協議会にスポーツ活動の実施を委託し、感染症対策を講じてラジオ

体操やグラウンドゴルフなどの屋外スポーツを中心に実施しました。 

・各地区活動：延べ１６事業

・参 加者 数：延べ２,６７０名(令和２年度 延べ２，６８０名)

【市民スポーツ指導員研修会の開催】 

例年、市民スポーツ指導員を対象に研修会として開催している「市民スポーツ講演会」は、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止としました。 

（学校体育施設開放事業） 

学校体育施設を市民の運動の場として提供するため、学校開放管理指導員を配置し、市内 

１６小学校の体育館・校庭において、感染症対策を講じながら土曜日・日曜日・休日の午前午

後に一般開放するとともに､土曜夜間の体育館開放を実施しました。 

また、例年、夏季休業中に実施している学校水泳プール一般開放は、新型コロナウイルス感

染拡大防止のため中止としました。 

【小学校の校庭、体育館の開放状況】 

令和３年度 令和２年度 

開 放 日 数 延 1,527 日 延 1,383 日 

利 用 者 数 186,793 人 162,650 人 

【学校水泳プールの開放状況】 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

（令和元年度利用者３６日 ３,９５７人 ※令和２年度は全て中止） 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（習志野市スポーツ協会活動費補助事業） 

各種スポーツの普及・推進及び市民の体力向上とスポーツ精神を養うことを目的に、習志野

市スポーツ協会（傘下３３団体）が実施するジュニア育成事業や、主催する市民総合体育大会

（一部中止）、及び県民体育大会（一部中止）の開催に伴う選手派遣等の活動に対して補助し

ました。 

（スポーツ振興協会運営費等補助事業）

各種スポーツ教室やイベントの開催及び公民館や幼稚園等へ協会職員を派遣し、実技指導や

講義を実施するなど、市民の体力向上と本市のスポーツ推進に寄与している協会に対し、補助

金を交付しました。 

【各種スポーツ教室の実施状況】 

種 教 室 名 延日数 場 所 参加延人数 

1 
硬 式 テ ニ ス 教 室 

中止 秋 津 テ ニ ス コ ー ト 中止 

13 日 芝 園 テ ニ ス コ ー ト 179 人 

キ ッ ズ テ ニ ス 教 室 中止 秋 津 テ ニ ス コ ー ト 中止 

2 バ ド ミ ン ト ン 教 室 6 日 袖 ケ 浦 体 育 館 178 人 

3 バ レ ー ボ ー ル 教 室 4 日 袖 ケ 浦 体 育 館 73 人 

4 
成 人 水 泳 教 室 5 日 千 葉 県 国 際 総 合 水 泳 場 81 人 

キ ッ ズ ス イ ミ ン グ 教 室 中止 袖 ケ 浦 東 小 学 校 プ ー ル 中止 

5 水中体操＆ウォーキング教室 4 日 千 葉 県 国 際 総 合 水 泳 場 85 人 

6 エ ク サ サ イ ズ 教 室 4 日 東 部 体 育 館 21 人 

7 のびのびパークゴルフ教室 6 日 茜 浜 パ ー ク ゴ ル フ 場 68 人 

8 キ ッ ズ サ ッ カ ー 教 室 中止 芝 園 フ ッ ト サ ル 場 中止 

9 か け っ こ 教 室 
4 日 

第 一 カ ッ タ ー フ ィ ー ル ド 

（ 秋 津 サ ッ カ ー 場 ） 
229 人 

中止 袖 ケ 浦 少 年 サ ッ カ ー 場 中止 

10 キッズスポーツ（5 種目） 7 日 東 部 体 育 館 他 259 人 

合 計 1,173 人 

（令和 2 年度 10 種目 延べ 1,798人） 

【イベント・講師派遣等の実施状況】 

事業種別 実施事業数等 参加延人数 

スポーツ大会 1 件 （1 回） 68 人 

スポーツ塾 2 件 （75 回） 2,261 人 

施設イベント 1 件 （5 回） 112 人 

スポーツセミナー 2 件 （18 回） 295 人 

学校特別支援事業 1 件 （1 回） 200 人 

イベント 2 件 （2 回） 156 人 

講師派遣等 9 件 3,092 人 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（スポーツ活動奨励金交付事業）

市民スポーツ活動の支援として、学校教育以外のスポーツ大会に日本代表、または千葉県

代表として出場した選手に奨励金を交付しました。 

【交付実績】 

区 分 件数（件） 人数（人） 交付金額（円） 

国際大会出場 
個人 2 2 60,000 

団体 0 0 0 

全国大会出場 
個人 5 5 50,000 

団体 2 17 170,000 

関東大会出場 
個人 1  1 5,000 

団体 1 7 35,000 

合 計 11 32 320,000 

（令和元年度助成金 41 件・69 人 660,000 円 ※令和２年度は交付実績無し）
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・７・３（体育施設費） 決 算 額 230,300,462 

担 当 主 管 生 涯 ス ポ ー ツ 課 

（体育施設管理運営費） 

 生涯スポーツの普及・推進のため、市民が安心して安全にスポーツ活動ができるよう、施

設の管理運営に努めました。なお、スポーツ９施設については、（公財）習志野市スポーツ振

興協会を指定管理者に指定し、管理運営を行いました。 

【指定管理施設の利用状況】 

№ 管 理 施 設 名 利用件数（件） 利用人数（人） 

１ 袖 ケ 浦 テ ニ ス コ ー ト 4,700 32,814 

２ 実 籾 テ ニ ス コ ー ト 3,762 20,820 

３ 秋 津 テ ニ ス コ ー ト 7,035 38,936 

４ 袖 ケ 浦 体 育 館 4,021 52,755 

５ 東 部 体 育 館 

ア リ  ー  ナ 3,922 83,262 

トレーニング室 11,795 11,795 

講 習 室 910 9,283 

６ 
第 一 カ ッ タ ー フ ィ ー ル ド 

（ 秋 津 サ ッ カ ー 場 ） 

サッカーコート 151 5,271 

研 修 室 155 1,899 

７ 
第 一 カ ッ タ ー 球 場 

（ 秋 津 野 球 場 ） 

野 球 場 100 8,843 

多 目 的 広 場 591 20,151 

８ 茜 浜 パ ー ク ゴ ル フ 場 32,036 37,581 

９ 芝 園 ﾃ ﾆ ｽ ｺ ｰ ﾄ ・ ﾌ ｯ ﾄ ｻ ﾙ 場 
テ ニ ス コ ー ト 4,555 22,303 

フ ッ ト サ ル 場 2,789 87,725 

合 計 76,522 433,438 

（令和２年度利用状況 59,472 件 302,867 人） 

【その他施設の利用状況】 

区 分 施 設 名 利用件数（件） 利用人数（人） 

グラウンド等 
袖 ケ 浦 少 年 サ ッ カ ー 場 136 6,010 

茜 浜 近 隣 公 園 754 22,989 

合 計 890 28,999 

（令和２年度利用状況 731 件 22,223 人） 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（体育施設整備事業） 

 スポーツ施設等の安全確保、利便性の向上を図るため、施設・設備等の整備・改修を行いまし

た。 

 また、施設の老朽化及び稼働率の低さ、多額の維持管理費が課題となっている秋津野球場と秋

津サッカー場について、安全性と利便性を高める老朽化対策の改修を契機として、これらの課題

解決を目指すための「秋津野球場・秋津サッカー場等の再整備基本方針」を策定しました。 

【委託内容】 

・秋津公園とスポーツ施設等一体的再整備基本計画作成業務委託 他

【工事内容】 

・秋津野球場照明塔解体工事

・秋津テニスコート(Fコート)人工芝全面張替工事

・秋津テニスコート高圧受変電設備機器改修工事

・実籾テニスコート仕切り防球ネット張替工事 他 

（スポーツ施設予約システム運営事業）

パソコンや携帯電話でインターネットを介して施設の予約ができるスポーツ施設予約システ

ムの運用管理を行いました。

（導入しているシステム：千葉県電子自治体共同運営協議会のちば施設予約システム）
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主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・７・４（学校給食センター費） 決 算 額 765,367,720 

担 当 主 管 給 食 セ ン タ ー・学 校 教 育 課 

（給食センター賄材料費） 

令和３年度の学校給食は、市立幼稚園４園、小学校９校、千葉県立習志野特別支援学校の園

児、児童及び職員を対象とし､１日当り平均５，６６２食、年間では１，０１７，９０５食の

学校給食を実施しました。 

学校給食実施状況 

学 校・園 名 

学校給食センター取扱分 

年間給食実施日数 

（日） 

年間給食実施延食数

（食） 

１日当り平均食数

（食） 

屋 敷 幼 稚 園 176 5,306 30 

藤 崎 幼 稚 園 177 7,151 40 

谷 津 幼 稚 園 177 13,000 73 

向 山 幼 稚 園 176 8,488 48 

幼 稚 園 計 33,945 191 

屋 敷 小 学 校 181 149,079 824 

藤 崎 小 学 校 180 111,144 617 

向 山 小 学 校 178 51,636 290 

谷 津 南 小 学 校 180 129,196 718 

袖 ケ 浦 東 小 学 校 180 51,880 288 

東 習 志 野 小 学 校 180 160,568 892 

実 花 小 学 校 180 120,791 671 

鷺 沼 小 学 校 178 141,207 793 

袖 ケ 浦 西 小 学 校 180 38,667 215 

習志野特別支援学校 182 15,181 83 

小 学 校 計 969,349 5,391 

給 食 セ ン タ ー 183 14,611 80 

給 食 セ ン タ ー 計 14,611 80 

合 計 1,017,905 5,662 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（給食センター施設整備・維持管理運営事業） 

 習志野市学校給食センター建替事業により、老朽化した学校給食センターを芝園に建て替

え、平成３１年４月１２日から給食の提供を開始しました。 

本事業は、設計、建設から施設の運営・維持管理までを（株）ならしのスクールランチに

委託し、管理運営を行っています。 

（旧給食センター解体事業） 

旧給食センター跡地活用が予定されているため、解体工事を実施しました。 

（令和３年度からの２か年継続事業） 

また、解体工事に伴い、事前家屋調査や用地測量委託等を実施しました。 
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主要な施策の概要  （単位：円） 

款 項 目（名称） １０・７・５（単独校給食費） 決 算 額 929,531,587 

担 当 主 管 学 校 教 育 課 

(単独校給食運営費) 

単独給食校の給食備品購入、食器の更新、調理員白衣、給食調理に係る消耗品等の購入、

給食室の害虫駆除、グリストラップ清掃、給食機器保守点検を行い、給食室の環境改善と

備品の整備を実施し、給食内容の改善に万全を期しました。 

【主な購入備品】 

・食器洗浄機 （秋津小学校） 

・ガスフライヤー （第六中学校） 

・炊飯器 （実籾小学校） 

(単独校給食調理業務委託事業) 

令和３年度の学校給食は、小学校５校(併設幼稚園１園を含む)、中学校７校の給食調理

業務の委託を実施しました。 

小学校（併設幼稚園含む） 

谷津小学校、実籾小学校、秋津小学校、香澄小学校、津田沼小学校（津田沼幼稚園） 

中学校  

第一中学校、第二中学校、第三中学校、第四中学校、第五中学校、 

第六中学校、第七中学校 

※参考

【単独校の直営】小学校 ２校（併設幼稚園１園を含む） 

【センター校】幼稚園 ４園 小学校 ９校 千葉県立習志野特別支援学校 
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教育委員会事務局 

主要な施策の概要  （単位：円） 

（単独校給食賄材料費） 

 令和３年度は、市立幼稚園２園、小学校７校、中学校７校の園児、児童、生徒及び職員を

対象とし、１日当り平均８，４３１食、年間では１，５０９，２９０食の学校給食を実施し

ました。 

学校給食実施状況 

学 校・園 名 

単 独 校 取 扱 分 

年間給食実施日数 

（日） 

年間給食実施延食数

（食） 

１日当り平均食数

（食） 

津 田 沼 幼 稚 園 174 5,435 31 

大久保東幼稚園 174 3,939 23 

幼 稚 園 計 9,374 54 

津 田 沼 小 学 校 178 124,831 701 

大 久 保 小 学 校 181 151,230 836 

谷 津 小 学 校 178 235,318 1,322 

実 籾 小 学 校 181 67,824 375 

大久保東小学校 180 82,223 457 

秋 津 小 学 校 181 46,321 256 

香 澄 小 学 校 182 44,136 243 

小 学 校 計 751,883 4,190 

第 一 中 学 校 178 120,989 680 

第 二 中 学 校 177 121,521 687 

第 三 中 学 校 180 68,305 379 

第 四 中 学 校 178 147,220 827 

第 五 中 学 校 178 128,969 725 

第 六 中 学 校 181 90,952 502 

第 七 中 学 校 181 70,077 387 

中 学 校 計 748,033 4,187 

合 計 1,509,290 8,431 
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